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－ －

平成３０年度 事務報告書の作成にあたって

１ この事務報告書は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第

５項の規定に基づき、平成３０年度における各部門の主要施策の成果を説明

する資料として作成しました。

市政執行状況をより把握しやすくするため、一般会計及び特別会計の予算

区分（款・項・目・事業）に沿った事務報告書としました。

２ この事務報告書は、次により編集しました。

（１）掲載した事業内容は、平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日ま

でに実施されたものです。

（２）一般会計及び特別会計の予算区分に沿って編集しています。（実績を読み

取りやすいよう、できるだけ表形式を採用しました。）

（３）決算額が０円の事業についても掲載の必要があると判断したものは、関

係のある『目』の予算区分の一番最後に掲載しました。この場合には款、

項、目のみを掲載しました。

（４）予算区分別の主要事業については、当該年度の新規事業や、改訂された

もの等について掲載しました。

（５）２０１９年５月１日以降の日付を表示する際は、原則「令和」に統一し

ています。

３ 見出し記載は次のとおりです。

１．１．１．（１） ○○○○○事業（△△△課）

（款）（項）（目）（事業） （事業名） （担当課）

４ 表中においては、講師等の氏名の敬称は、原則省略して記載されております。

５ 以下の項目に関しては、略称で記載されております。

略称 名称

（株） 株式会社

（有） 有限会社

（公社） 公益社団法人

（一社） 一般社団法人

（公財） 公益財団法人

（一財） 一般財団法人

ＮＰＯ法人 特定非営利活動法人
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Ⅰ 　市 　勢 　概　 要
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平成３１年１月１日現在

１　位　　置

市役所庁舎位置

　北緯  ３５度４７分  ９秒

　東経１３９度３１分３５秒

２　面　　積

(1) 総面積　　　１０．２３ｋ㎡

(2) 地目別地積

３　人口及び世帯

(1) 総人口

※ （　）内は､外国人住民。人口の内数　

(2) 本籍人口

宅  地 その他

畑 山　林

    （単位　㎡）

区分 地積
固定資産評価
総   地   積

区分 地積
固定資産評価
総   地   積

世帯数（世帯） 調 査 年 月 日
 人　口

（725)

区　分 
総人口（人） 男（人） 女（人）

平成27年10月 1日

人        口
平成31年 1月 1日

(外国人住民)

(平成３１年３月３１日現在)

本籍数（戸）

本籍人口（人）

国勢調査人口
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(3) 町丁別人口及び世帯数（住民基本台帳）

地  域
世帯数
(世帯）

男
（人）

女
（人）

合 計
（人）

地  域
世帯数
(世帯）

男
（人）

女
（人）

合 計
（人）

上清戸一丁目 中 里 一 丁 目

上清戸二丁目 中 里 二 丁 目

元 町 一 丁 目 中 里 三 丁 目

元 町 二 丁 目 中 里 四 丁 目

中清戸一丁目 中 里 五 丁 目

中清戸二丁目 中 里 六 丁 目

中清戸三丁目 野 塩 一 丁 目

中清戸四丁目 野 塩 二 丁 目

中清戸五丁目 野 塩 三 丁 目

下清戸一丁目 野 塩 四 丁 目

下清戸二丁目 野 塩 五 丁 目

下清戸三丁目 松 山 一 丁 目

下清戸四丁目 松 山 二 丁 目

下清戸五丁目 松 山 三 丁 目

下 宿 一 丁 目 竹 丘 一 丁 目

下 宿 二 丁 目 竹 丘 二 丁 目

下 宿 三 丁 目 竹 丘 三 丁 目

旭が丘一丁目 梅 園 一 丁 目

旭が丘二丁目 梅 園 二 丁 目

旭が丘三丁目 梅 園 三 丁 目

旭が丘四丁目

旭が丘五丁目

旭が丘六丁目 合 計

※　外国人住民含む。

             （平成３１年１月１日現在）

－ 8 －
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(4) 年齢別人口（住民基本台帳）

年　齢 総　数 男 女 年　齢 総　数 男 女 年　齢 総　数 男 女

0歳～4歳 35歳～39歳 70歳～74歳

5歳～9歳 40歳～44歳 75歳～79歳

10歳～14歳 45歳～49歳 80歳～84歳

15歳～19歳 50歳～54歳 85歳～89歳

20歳～24歳 55歳～59歳 90歳～94歳

25歳～29歳 60歳～64歳 95歳～99歳

30歳～34歳 65歳～69歳 100歳以上

103歳以上

総　数

※　外国人住民含む。

（平成３１年１月１日現在　単位　人）
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４　公有財産に関する調書

(1) 土地及び建物

箇所
(か所)

面　積
(㎡)

箇所
(か所)

面　積
 (㎡)

箇所
(か所)

面　積
 (㎡)

箇所
(か所)

面　積
 (㎡)

△ 152.00 △ 35.50

△ 1 △ 648.83

小　　　　　　　計 △ 1 △ 684.33

小　　　　　　　計

△ 1 △ 684.33

(2) 基　金      （単位　千円）

合　　　　　　　計

宅地（松山二丁目 番 外）

山林（松山一丁目 番 ）

宅地（中里三丁目 番 内）

宅地（中里三丁目 番内）

畑 （ 中 里 五 丁 目 番 外 ）

畑 （ 中 里 五 丁 目 番 ）

社 会 教 育 施 設

保 育 園 ・ 学 童 ク ラ ブ

市 営 駐 車 場

自 転 車 置 場

そ の 他 の 施 設

普
　
通
　
財
　
産

畑 （ 下 宿 三 丁 目 番 ）

畑（中里三丁目 番 外）

畑 （ 松 山 一 丁 目 番 ）

宅地（元町一丁目 番

行
　
　
　
　
　
政
　
　
　
　
　
財
　
　
　
　
　
産

本 庁 舎

市民・健康・福祉センター等

学 校

公 園 ・ 緑 地

運 動 場 等

図 書 館

老 人 い こ い の 家

防 災 施 設

市 営 住 宅

区　　　　　　分

土　　　　　　　　地 建　　　　　　　　　物

平成30年度中
増減高

平成30年度末
現在高

平成30年度中
増減高

平成30年度末
現在高

区　　　　　　　　　分 平 成 年 度 中 増 減 高 平 成 年 度 末 現 在 高

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

公 共 施 設 整 備 基 金

緑 地 保 全 基 金

郷 土 博 物 館 資 料 収 集 基 金

社 会 福 祉 基 金

ふ れ あ い 福 祉 振 興 基 金

教 育 基 金

ま ち づ く り 応 援 基 金

国 民 健 康 保 険 事 業 運 営 基 金 △ 39,994

介 護 給 付 費 準 備 基 金
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(3) 株　券

（単位　台）

増 減 増 減

５　会計別決算状況

（単位　千円）

※ 下水道事業は、平成３０年度から地方公営企業法を適用し、公営企業会計基準に基づく経理を行った。

（単位　千円）

※ 資本的収支に係る収入不足額３９０，３０８千円は、当年度分損益勘定留保資金等で補填した。

資本的収支
収  入

支  出

△ 1,245,713

区　　　　　分 30  年  度  決  算 増      減

下 水 道 事 業 会 計

収益的収支
収  入

皆      増
支  出

合 　　　   計 △ 1,876,270

小　　計 △ 1,962,170 △ 1,627,750

後 期 高 齢 者
医 療

△ 5,720

介 護 保 険

駐 車 場 事 業 △ 8,401

― ― △ 1,182,603 △ 995,797
特

別

会

計

国 民 健 康
保 険 事 業

△ 1,013,723 △ 901,691

下 水 道 事 業

一  般  会  計

会　　計　　別
30　年　度　決　算 29　年　度　決　算 増 減

歳 入 歳 出 歳 入 歳 出 歳 入 歳 出

区　　　分 平成29年度末現在高 平成30年度中増減高 平成30年度末現在高

清瀬都市開発（株）  36,000株（１株　50,000円） 0株  36,000株（１株　50,000円）

(4) 物　品（１件５０万円以上）

種 　　　別
平成30度中 平成30年度末

種 別
平成30年度中 平成30年度末

保　有　数 保　有　数

一 般 車 両 清 掃 関 連 機 器

清 掃 関 連 車 両 芸術文化関連機器

防 災 関 連 車 両 厨 房 関 連 機 器

建 設 工 事 関 連 車 両 書 架 関 連 機 器

事 務 関 連 機 器 舞台照明関連機器

音 響 関 連 機 器 建設工事関連機器

公 害 関 連 機 器 防 災 関 連 機 器

健 康 増 進 関 連 機 器 医療衛生関連機器

住 民 票 等 証 明 機 器 施 設 関 連 機 器
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６　主な市有施設（平成３１年３月３１日現在）

中　里五丁目842 （４９２）５１１１（代）

松　山二丁目6-25 （４９１）５１５３（代）

野　塩一丁目322-2 （４９３）４０１４（代）

下　宿二丁目553 （４９３）３７５０

中清戸三丁目235-5  (４９５）７７０１

元　町一丁目6-6 （４９３）４０１１（代）

松 山 地 域 市 民 セ ン タ ー 松　山二丁目6-25 （４９１）５１５３（代）

野 塩 地 域 市 民 セ ン タ ー 野　塩一丁目322-2 （４９３）４０１４（代）

下 宿 地 域 市 民 セ ン タ ー 下　宿二丁目524-1 （４９３）４０３３（代）

竹 丘 地 域 市 民 セ ン タ ー 竹　丘一丁目11-1 （４９５）１７１７

中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー 中清戸四丁目847 （４９４）７２１１

中 里 地 域 市 民 セ ン タ ー 中　里四丁目1301 （４９４）７５１１

下清戸一丁目212-4 （４９５）５１００（代）

松　山三丁目13-14　

竹　丘三丁目10-31

下清戸五丁目855-3

中　里五丁目842 （４９２）５１１１（代）

上清戸二丁目6-10 （４９１）８６１１

元　町一丁目2-11 （４９５）７００１（代）

元　町一丁目2-11 （４９５）７００２

上清戸一丁目16-62 （４９５）５５１１

元町一丁目9-14 （４９５）００１０

竹丘一丁目15-8 （４９５）３０３０

元　町一丁目4-17 （４９５）６２１１

上清戸二丁目6-10 （４９１）９０２７

野　塩一丁目322-2 （４９３）４０１４（代）

下　宿二丁目524-1 （４９３）４０３３（代）

梅 園 老 人 い こ い の 家 梅　園三丁目17-15 （４９３）３１８８

旭 が 丘 老 人 い こ い の 家 旭が丘二丁目5-4 （４９４）０４８１

中 里 老 人 い こ い の 家 中　里一丁目1725-1 （４９３）３１８９

野 塩 老 人 い こ い の 家 野　塩二丁目387 （４９４）０７８４

松 山 老 人 い こ い の 家 松　山一丁目26-1 （４９３）３１９９

上 清 戸 老 人 い こ い の 家 上清戸二丁目12-18 （４９１）６３８６

い な り 台 老 人 い こ い の 家 中清戸五丁目89-57 （４９４）０７８５

元 町 老 人 い こ い の 家 元　町二丁目9-5 （４９１）６３８５

竹 丘 老 人 い こ い の 家 竹　丘二丁目3-1 （４９１）６３８７

中清戸中央老人いこいの家 中清戸二丁目694 （４９１）３１７４

老

人

い

こ

い

の

家

消 費 生 活 セ ン タ ー

竹 丘 集 会 所

清 瀬 市 民 活 動 セ ン タ ー

障 害 者 福 祉 セ ン タ ー

下 清 戸 集 会 所

松 山 出 張 所

野 塩 出 張 所

下 宿 児 童 館

野 塩 児 童 館

松 山 集 会 所

コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ ひ ま わ り

中 央 児 童 館

健 康 セ ン タ ー 健 康 相 談 所

施 設 名

 竹丘地域市民センター
（４９５）１７１７

住 所

清 瀬 け や き ホ ー ル

市

民

セ

ン

タ

ー

電 話

子 ど も 家 庭 支 援 セ ン タ ー

市 役 所

障 害 者 就 労 支 援 セ ン タ ー
― ワ ー ク ル ・ き よ せ ―

健 康 セ ン タ ー

中清戸三丁目235-5  (４９５）７７００

ご み 減 量 推 進 課

男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー
－ ア イ レ ッ ク －

こ ろ ぽ っ く る セ ン タ ー

生 涯 学 習 セ ン タ ー

清 瀬 市 児 童 セ ン タ ー

子どもの発達支援・交流センター
― と こ と こ ―
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第 １ 保 育 園 松　山三丁目1-73 （４９１）０１５２

第 ３ 保 育 園 旭が丘三丁目755-1 （４９２）５６００

第 ７ 保 育 園 竹　丘一丁目15-11 （４９２）４６１６

乳 児 保 育 園 梅　園二丁目9-38 （４９２）５６０３

駅 前 乳 児 保 育 園 元　町一丁目4-17 （４９２）４１８５

梅園第１第２第３学童クラブ 梅　園二丁目9-38 （４９２）５６０６

清明小第１第２学童クラブ 旭が丘二丁目8-1 （４９２）５６０２

四 小 学 童 ク ラ ブ 中　里二丁目1471 （４９２）３９５５

八小第１第 ２学 童ク ラブ 中清戸四丁目1070 （４９２）５５３５

竹丘第１第 ２学 童ク ラブ 竹　丘一丁目15-11 （４９２）６７６７

中清戸第１第２学童クラブ 中清戸一丁目556-1 （４９３）３９４０

芝山小第１第２学童クラブ 元　町二丁目16-8 （４９４）０８７８

清瀬小第１第２学童クラブ 中　里五丁目741 （４９３）５４０８

三小第１第 ２学 童ク ラブ 竹　丘一丁目15-4 （４９２）５６２２

十 小 学 童 ク ラ ブ 中清戸一丁目454-14 （４９３）４３５０

清 瀬 小 学 校 中　里五丁目741 （４９３）４３１１

芝 山 小 学 校 元　町二丁目16-8 （４９３）４３１２

清 瀬 第 三 小 学 校 竹　丘一丁目15-4 （４９３）４３１３

清 瀬 第 四 小 学 校 中　里二丁目1471 （４９３）４３１４

清 瀬 第 六 小 学 校 梅　園二丁目9-45 （４９３）４３１６

清 瀬 第 七 小 学 校 松　山三丁目1-92 （４９３）４３１７

清 瀬 第 八 小 学 校 中清戸四丁目1070 （４９３）４３１８

清 瀬 第 十 小 学 校 中清戸一丁目454-14 （４９３）４３１０

清 明 小 学 校 旭が丘二丁目8-1 （４９３）４３１５

清 瀬 中 学 校 中　里五丁目624 （４９３）６３１１

清 瀬 第 二 中 学 校 梅　園二丁目9-15 （４９３）６３１２

清 瀬 第 三 中 学 校 旭が丘一丁目262 （４９３）６３１３

清 瀬 第 四 中 学 校 野　塩三丁目2-3 （４９３）６３１４

清 瀬 第 五 中 学 校 中清戸三丁目258-1 （４９２）６３１５

教 育 相 談 室 （４９３）４１２２

適 応 指 導 教 室 （４９３）０６９０

中 央 図 書 館 梅　園一丁目1-21 （４９３）４３２６

元 町 こ ど も 図 書 館 元　町一丁目6-6 （４９５）８６６６

下 宿 図 書 館 下　宿二丁目524-1 （４９５）５４３２

野 塩 図 書 館 野　塩一丁目322-2 （４９３）４０８６

竹 丘 図 書 館 竹　丘一丁目11-1 （４９５）１５５５

駅 前 図 書 館 元　町一丁目4-5 （４９２）８７５１

上清戸二丁目6-41 （４９３）８５８５

下　宿二丁目524-1旧 森 田 家

電 話

小

学

校

施 設 名 住 所

保

　
　
育

　
　
園

郷 土 博 物 館

学

童

ク

ラ

ブ

中清戸五丁目83-11

教
育
相
談

セ
ン
タ
ー

中

学

校

図

書

館
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下　宿二丁目524-1 （４９３）４０３３（代）

下　宿二丁目524-1 （４９３）４０３３（代）

下　宿二丁目579-4 （４９３）４０３３（代）

下　宿三丁目1375 （４９３）４０３３（代）

下　宿三丁目1375 （４９３）４０３３（代）

梅　園一丁目2-7 （４９３）４０３３（代）

下　宿三丁目1375 （４９３）４０３３（代）

下清戸三丁目68-1 （４９３）４０３３ (代)

下　宿二丁目559-1 （４９３）８６６８(開設期間のみ)

元　町一丁目4-5　 （４９４）８６０９

元　町一丁目4-5 （４９５）３３００

元　町一丁目4-3 （４９５）３３００

松　山一丁目10-14 ０３（６２６２）５３２０

松　山一丁目3-6 ０３（６２６２）５３２０

長野県北佐久郡立科町大字芦田八ケ野1068  ０２６７(５１)２３００

下 清 戸 運動 公園 テニ スコ ート

清瀬内山運動公園テニスコート

中 央 公 園 テ ニ ス コ ー ト

清 瀬 市 立 科 山 荘

ク レ ア 市 営 駐 車 場

清 瀬 駅 北 口 地 下 駐 輪 場

下 宿 運 動公 園下 宿市 民プ ール

清 瀬 駅 南 口 第 ２ 駐 輪 場

清 瀬 駅 南 口 駐 輪 場

清瀬・ハローワーク就職情報室

電 話

清 瀬 内 山運 動公 園サ ッカ ー場

施 設 名

下 宿 運 動 公 園 広 場

下 宿 第 二 運 動 公 園 野 球 場

清 瀬 内 山 運 動 公 園 野 球 場

市 民 体 育 館

住 所
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７　清瀬市行政組織図（平成３1年３月３１日現在）

市 長 副 市 長 企 画 部 企 画 課 企 画 調 整 担 当

市 民 協 働 係

秘 書 広 報 課 秘 書 係

広 報 広 聴 係

財 政 課 財 政 係

検 査 係

男女共同参画センター 男 女 平 等 推 進 係

新 庁 舎 建 設 室 新 庁 舎 建 設 係

市 史 編 さ ん 室 市 史 係

総 務 部 総 務 課 庶 務 係

営 繕 係

契 約 係

文 書 法 制 課 文 書 法 制 係

統 計 係

職 員 課 職 員 係

情 報 政 策 課 情 報 推 進 係

防 災 防 犯 課 防 災 係

防 犯 係

市 民 生 活 部 市 民 課 住 民 係

戸 籍 係

松 山 出 張 所

野 塩 出 張 所

課 税 課 市 民 税 係

固 定 資 産 税 係

徴 収 課 徴 収 係

保 険 年 金 課 国 保 係

年 金 係

高 齢 者 保 険 係

産 業 振 興 課 産 業 振 興 係

消費生活センター
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健 康 福 祉 部 地域包括ケア推進課 福 祉 総 務 係

地域包括支援センター

生 活 福 祉 課 庶 務 係

生 活 福 祉 係

障 害 福 祉 課 庶 務 係

障 害 福 祉 係

高 齢 支 援 課 管 理 係

介 護 サ ー ビ ス 係

高 齢 福 祉 係

健 康 推 進 課 健 康 推 進 係

成 人 保 健 係

母 子 保 健 係

子 ど も 家 庭 部 子 育 て 支 援 課 保 育 ・ 幼 稚 園 係

助 成 係

学 童 ク ラ ブ 係

第 １ 保 育 園

第 ３ 保 育 園

第 ７ 保 育 園

乳 児 保 育 園

梅園第 第 第 学童クラブ

清明小第１第２学童クラブ

四 小 学 童 ク ラ ブ

八小第１第２学童クラブ

竹丘第１第２学童クラブ

中清戸第１第２学童クラブ

芝山小第１第２学童クラブ

清瀬小第１第２学童クラブ

三小第１第２学童クラブ

十 小 学 童 ク ラ ブ

児 童 セ ン タ ー 児 童 青 少 年 係

子ども家庭支援センター 子ども家庭支援係
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産 業 振 興 課

産 業 振 興 係 内

文 書 法 制 課

文 書 法 制 係 内

都 市 整 備 部 ま ち づ く り 課 ま ち づ く り 係

道 路 交 通 課 道 路 施 設 係

交 通 安 全 係

水 と 緑 の 環 境 課 緑 と 公 園 係

環 境 衛 生 係

下 水 道 課 庶 務 係

施 設 計 画 係

ご み 減 量 推 進 課 ご み 減 量 推 進 係

会 計 管 理 者 会 計 課 会 計 係

教 育 委 員 会 教 育 長 教 育 部 教 育 総 務 課 庶 務 係

施 設 係

学 務 係

指 導 課 指 導 事 務 係

教 職 員 係

教 育 相 談 係

生涯学習スポーツ課 生 涯 学 習 係

生 涯 ス ポ ー ツ 係

図 書 館 庶 務 ・ 資 料 担 当

奉仕・地域図書館担当

郷 土 博 物 館 事 業 係

選 挙 係

監 査 委 員 監 査 委 員 事 務 局 監 査 係

小 学 校

中 学 校

市 議 会 議 会 事 務 局 庶 務 調 査 係

議 事 係

農 業 委 員 会 農業委員会事務局

固定資産評価審査
委 員 会

固定資産評価審査
委 員 会 事 務 局

選 挙 管 理 委 員 会 選挙管理委員会事務局
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Ⅱ 　会 計 別　 主 要 事 業
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－ －

主 要 事 業 に つ い て

本章は、新規事業及びレベルアップ事業の他、主要と思われるものを選択して款ごとに内容

をまとめ掲載したものです。

「主要事業」の欄は、平成３０年度に行った主要事業の名称を掲載し、［ ］内には会計科

目（款．項．目．（事業））及び担当課を掲載しました｡

「事業内容」の欄には、主要事業の内容とその効果等を掲載しました｡事業内容の詳細は「Ⅲ

一般会計 事務事業」及び「Ⅳ 特別会計 事務事業」に掲載しています。

「事業費」の欄には、主要事業を実施するにあたり使用した金額を掲載しているため、必ず

しも当該事業の事業費合計額と一致しません｡

款２ 総 務 費

（単位 円）

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

市報の多言語対応デジタルブック

化を実施

秘書広報課

市報をより多くの方に読んでもらうことを目的に、多

言語対応アプリ「カタログポケット」によるデジタルブ

ック配信を開始した。スマートフォンで読みやすい形式

で配信している他、日本語・英語・中国語（繁体字・簡

体字）・韓国語・タイ語・ポルトガル語・スペイン語・

インドネシア語・ベトナム語に対応し、国内外へ情報発

信を行った（一部は音声読み上げにも対応）。

｢市報きよせ｣のリニューアルを実

施

秘書広報課

より親しみを持って「市報きよせ」を読んでもらうこ

とを目的として、１０月１日発行号から市報の全面リニ

ューアルを実施した。ロゴマークの刷新、写真やイラス

トを多用したビジュアル重視の紙面づくり、全文横書き

への変更など、若年層にも市報に興味を持ってもらえる

よう多くの工夫を行った。

「講演と映画の集いｉｎ清瀬」を開

催

秘書広報課

憲法が保障する基本的人権思想の普及・啓発を図り、

人権の正しい理解と認識を深めることを目的として、憲

法週間にちなみ、平成３０年５月１１日に清瀬けやきホ

ールにて東京都人権啓発活動ネットワーク協議会との

共催で「講演と映画の集いｉｎ清瀬」を開催した。イベ

ントには５９５名の参加者があり、会場で行ったアンケ

ートの結果、「本行事に参加して人権問題についての関

心や理解が深まった」とする回答が７８％、「何か行動

をしなくてはと思った」とする回答が８０％と、人権啓

発事業として高い効果が得られた。
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－ －

清瀬みつばちプロジェクトを推進

（清瀬産ブランド品の販売の拡充等）

総務課

平成２６年にスタートした「清瀬みつばちプロジェク

ト」は、地域の活性化、花のあるまちづくりの拡充を目

的として、収穫したハチミツを市内公立小中学校の給食

や市主催の料理教室の原材料として提供するとともに、

清瀬市役所産ハチミツ「ｋｉｙｏｈａｃｈｉ」として特

産化し、市が開催する催事などで頒布を行ってきた。プ

ロジェクト発足５年の節目となる平成３０年度は、新た

に商業の活性化を目的として、市内事業者から「市役所

産ハチミツの新商品」の提案を募集し、ハチミツを使っ

た「マドレーヌ」と「保湿ジェル」が商品化され、市の

イベント、清瀬及び東久留米のセブンイレブン１５店舗

で販売された。

使用料審議会を開催

財政課

保育料の適正化を図るため、公募による市民と学識経

験者等１０人の委員で構成する使用料審議会を設置し、

全５回の審議を経て、清瀬市長へ「清瀬市認可保育園等

の保育料について（答申）」が提出された。

清瀬市公共施設再編計画（案）の策

定

企画課

公共施設の適切なマネジメントを実現するため平成

２９年度より着手している清瀬市公共施設再編計画に

ついて、公募市民等で構成される清瀬市公共施設再編計

画市民検討委員会や公共施設等マネジメント検討本部

で検討を行うとともに、市民説明会及び市民意見交換会

を開催し、多くの意見の集約を経て、清瀬市公共施設再

編計画（案）を策定した。

「きよせ市民まつり２０１８」を開

催

企画課

きよせ市民まつり実行委員会の企画運営に加わり「き

よせ市民まつり２０１８」を開催し、市民の交流と地域

振興の場を創出した。平成３０年度の市民まつりは、１

０月２１日に開催され、８０団体による出店、７団体に

よるフリーマーケット、２５団体による市民企画のステ

ージ、大道芸人のパフォーマンス、白バイとの記念撮影

などを実施した。

「平和祈念フェスタｉｎ清瀬」を開

催

企画課

平和祈念展等実行委員会の企画運営に加わり「平和祈

念フェスタｉｎ清瀬」を開催し、戦争の悲惨さや平和の

大切さ、人命の尊さについてあらためて考える機会を創

出した。平成３０年度においては、８月に報告会・演奏

会・講演会・展示会・平和講座を、３月には講演会・演

奏会・展示会・平和講座・上映会（平和アニメ）＆トー

クショーを実施した。
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－ －

新庁舎建設工事開始に向けた準備

を実施（実施設計書策定、用地の取得

及び施工者選定）

新庁舎建設室

平成３１年度の新庁舎建設工事開始に向けて、昨年度

完了した基本設計に引き続き、実施設計作成業務を継続

して行うとともに、現庁舎敷地に隣接する民地（約１，

７００㎡）を新庁舎建設地として取得した。また、新庁

舎建設工事の施工者を選定することを目的に、建築分野

における有識者３名を含む全５名からなる新庁舎建設

施工者選定委員会を設置し、制限付き一般競争入札（総

合評価方式）により、施工者を選定した。

清瀬市史編さんに向けて専門調査

員等による調査及び研究を実施

市史編さん室

新たな清瀬市史を編さんするため、清瀬市史編さん委

員会を開催し、事業の進捗状況の確認等を行うととも

に、５つの専門部会の専門調査員等により調査・研究活

動を行った。文書調査や大型絵図のデジタル化の他、考

古部会では資料整理や土器の圧痕調査等に取り組んだ。

また、現代部会長を講師とした「市史講演会 第３回」

の開催、市史編さん事業の報告を目的とした「市史研究

きよせ 第４号」の刊行など、市史編さん事業の周知を

図った。

まちづくり意見交換会を開催

企画課

共通の課題を抱える狛江市と連携して、多様な担い手

が協働して地域課題を解決するしくみ作りを目指す「ま

ちづくり意見交換会（ワークショップ）」を開催した。

ワークショップでは、市民目線による地域課題の抽出、

それを解決する事業案の検討及び事業を実行する様々

な主体のマッチングを行った。

「清瀬アカデミア」の開催

企画課

平成３０年１１月２８日に、「清瀬市と市内３大学と

の連携に関する協定」に基づき、「人生１００年時代に

向けた地域包括ケアシステム」をテーマとした基調講演

及び清瀬市と市内三大学（日本社会事業大学・明治薬科

大学・国立看護大学校）による事例発表を行い、市内外

から１１５名の参加があった。

あいおいニッセイ同和損害保険株

式会社と地域活性化包括連携協定を

締結

企画課

平成３０年５月２８日に、あいおいニッセイ同和損害

保険株式会社と「地域活性化包括連携協定」を締結した。

本協定の締結によって、暮らしの安全・安心に関するこ

と、子育て支援及び青少年の健全育成に関することな

ど、全７分野について連携し、地域の活性化と市民サー

ビスの向上を図った。
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基幹系システム再構築に向けた準

備を実施

情報政策課

現在の基幹系システムが、令和２年９月末でリース満

了となることから、現行システムでは未対応である「コ

ンビニ交付サービスの導入」による市民サービス向上、

「帳票アウトソーシング運用」による職員負担の軽減、

「収滞納業務の一元化」による収納率の向上など各種施

策を実現するため、単独クラウドによる基幹系システム

再構築に向けた検討を行った。また、構築に向けた仕様

書作成等を支援するコンサルティング業者をプロポー

ザル方式により選定し、コンサルティング業者と協力し

て構築・運用業務のプロポーザルに向けた仕様書の作成

及び公募型プロポーザルの告示を実施した。

新庁舎ネットワーク構築に向けた

準備を実施

情報政策課

令和３年５月に供用開始を予定する新庁舎において、

紙印刷による手間やコストを削減するとともに、職員の

業務効率化を図るため、無線ＬＡＮを導入しタブレット

端末の持運びを可能とする環境を構築することを目的

として、新庁舎ネットワーク構築に向けた仕様書作成等

のためのコンサルティング業者をプロポーザル方式に

より選定し、各社が持っている技術等を提供してもらう

ためのＲＦＩを行い、仕様書案等を作成した。

総合財務会計システムの再構築を

実施

情報政策課

グループウェア、就業管理、財務会計及び人事給与の

各個別システムを統合した「総合財務会計システム」の

リース期間が終了することに合わせて、より使い易く効

率的なシステムとするための再構築を実施した。再構築

された新システムでは、個別システムの連携がより強化

され、職員の業務負担を軽減するとともに、Ｗｅｂメー

ル等を取扱うグループウェアの機能が充実され、職員の

システム操作の利便性を図った。

オープンデータの公開を推進

情報政策課

清瀬市が保有している公共データを公開し、市民や企

業等が自由に編集・加工し、営利を問わず利活用できる

「オープンデータ」の公開を推進した。平成３０年度に

おいては、国が公開することが望ましいとする推奨デー

タセットを含む１５項目を市のホームページへ公開を

行った。

清瀬市立野塩図書館電気設備及び

空調設備改修工事を実施

市民課

野塩地域市民センター内に設置されている野塩図書

館において、空調設備の老朽化により不具合が生じたた

め、改修工事を実施した。改修工事は、利用者の妨げに

ならないよう児童室のみを開館し、児童専用の読書席

（小学生以下の児童のみ利用可）を一般の利用者にも開

放するなどの対応を行い、図書館全てを休館することの

ないよう実施した。
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「アイレックまつり ２０１８」を

開催

男女共同参画センター

男女平等意識の啓発及びアイレック設立を記念して

「アイレックまつり ２０１８」を市民公募による実行

委員と協働で１０月６日・７日に開催した。弁護士によ

る家族の在り方についての講演会やノーベル平和賞を

受賞した少女を描いた映画上映会と併せて、国境なき医

師団の派遣員によるトークイベントを実施した。また、

市内在住の夫婦デュオによるポップス＆ジャズコンサ

ート等を開催した。

「女性が子育てしながら働きやすい

まち」を目指し、地域課題解決型社会

起業支援事業及び課題解決型社会起

業支援事業を実施

男女共同参画センター

「女性が子育てしながら働きやすいまち」づくりを目

指し、多くの女性たちが地元地域で働き、また、活動の

場を確保することを目的として事業を実施した。この中

で地域課題解決型社会起業支援事業として、地域課題の

現状データ分析、市内の子ども等地域課題に取り組む事

業者対象の運営や人材育成等の課題についての調査を

実施し、清瀬市における現状分析を行った。また、課題

解決型社会起業支援事業として、ワーキングスペース等

の支援準備調査、ワークショップ、今後の取り組みロー

ドマップの作成など、地域において様々な形で働く人々

のエンパワーメントを行った。

女性起業応援関連事業を実施

男女共同参画センター

「子どもと一緒に生き生きと暮らせるまち」を目指し

て、女性が地元で働き、もう一歩前に進める場を支援す

るため、沿線３市（清瀬市・東久留米市・西東京市）男

女共同参画連携事業として「女性起業応援フェスタ」を

実施した。平成３０年度で３年目となる今回のフェスタ

は、清瀬市の単独事業として実施し、「女性が輝くまち」

の一つとして、起業した女性が起業を通してフェスタ参

加者や地域の人々とのつながりをつくることを目的に、

清瀬の女性たちが中心となり、マルシェの開催等の活動

を行った。

オリジナル婚姻届＆婚姻手続き早

わかりＢＯＯＫをリニューアル

市民課

婚姻届の提出を契機とした清瀬市への定住の促進を

図るために作成した冊子「婚姻手続き早わかりＢＯＯ

Ｋ」について、市の子育て事業等の内容を更新した。ま

た、オリジナル婚姻届には新たにミツバチのイラストを

配置するなどオリジナリティを追加し、婚姻の記念とな

るようリニューアルを行った。平成３０年度は、松山出

張所及び野塩出張所を含む市民課窓口において計３１

２部配布した。
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平成３０年度住宅・土地統計調査を

実施

文書法制課

１０月１日を基準日として、住宅・土地統計調査を実

施した。本調査は住宅、土地の保有状況及び世帯の居住

状況等の現状と推移を、地域別に明らかにすることを目

的とする。

全国的にオンライン調査が先行して実施され、パソコン

並びにスマートフォンによる回答、郵送による回答及び

調査員による回収の選択が可能となったため、市民の利

便性が向上した。
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款３ 民 生 費

単位 円

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

生活困窮者自立支援事業を拡充

生活福祉課

生活保護に陥る前の自立支援施策の強化を図ると

ともに生活保護から脱却した方が再び受給者に戻る

ことがないよう生活困窮者自立支援事業として、平成

２６年度より自立相談支援事業を、平成２８年度より

生活困窮者学習支援事業を実施しているが、これに加

え平成３０年から新たに、家計相談支援事業及び被保

護者を含む就労準備支援事業を実施し、総合的な生活

困窮者支援体制の整備拡充を図った。

敬老大会において多世代間の交流を

実施

高齢支援課

敬老記念事業の一環として敬老大会を複数の会場

に分けて（地域分散型）開催しており、平成３０年度

は、５日間、７会場、全９回開催し、参加者は９８３

名であった。また、清瀬中学校の協力により学校体育

館において開催し、同校の箏曲部部員の演奏等により

参加者の方をお祝いし、多世代間の交流を図った。

介護「はじめの一歩」研修を実施

高齢支援課

清瀬市においても介護人材の確保は喫緊の課題で

あり、第７期介護保険事業計画でも重点事業として掲

げている。このため、介護人材のすそ野を拡げ、市内

の介護人材の確保を図ることを目的に、中高年者や子

育てがひと段落した方等を対象として、介護未経験者

が介護に関する基本的な知識や介護の業務に携わる

上で知っておくべき基本的な技術を学ぶ場として、介

護「はじめの一歩」研修（入門的研修）を実施した。

研修は、３日間（２１時間）のカリキュラムで、１月

と３月に日本社会事業大学の協力を得て実施し、１２

名が受講した。

心身障害者医療費助成制度の対象者

拡充にともない障害福祉システム改修

等を実施

障害福祉課

東京都の制度改正により平成３１年１月１日から

心身障害者医療費助成制度の対象者が精神障害者保

健福祉手帳１級取得者（等級・年齢・所得制限等あり）

に拡大されたことに伴い、新制度に対応するため障害

福祉システムの改修を行った。また、市報掲載及び個

別通知等により新制度の周知を行い、申請及び制度利

用を促した。

清瀬市地域自立支援協議会に権利擁

護・差別解消部会を設置

障害福祉課

障害者差別解消を推進する機関として、清瀬市地域

自立支援協議会の中に新たに「権利擁護・差別解消部

会」を設置し、適切かつ体系的な解決策について検討

を行う体制を構築した。
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障害者福祉センターの外壁改修工事

を実施

障害福祉課

清瀬市障害者福祉センターは平成７年の開所から

２４年が経過し、経年劣化によるタイルの剥落の危険

性や防水性の低下等の理由により、平成３０年７月か

ら平成３１年２月にかけて外壁改修工事を実施した。

工事の結果、安全性や防水性等が向上し、施設の維持

管理に寄与した。

清瀬市第２期子ども・子育て支援事業

計画策定に向けたニーズ調査を実施

子育て支援課

「清瀬市第２期子ども・子育て支援事業計画（令和

２年度～令和６年度）」の策定に向けて、幼児期の学

校教育、保育、学童クラブ、子育て支援事業等に関す

るニーズ調査を実施し、調査結果を計画策定における

基礎資料とした。

認可保育園１園及び地域型保育所１

施設の開設に伴い補助金を支給（市内保

育園等の定員数を拡大）

子育て支援課

待機児童対策として、０歳児から５歳児までの児童

を対象とした認可保育園である「中里どろんこ保育園

（定員１００人）」、０歳児から２歳児までの児童を

対象とした地域型保育所である事業所内保育所「なか

よし保育園（定員９人）」の開設に伴い補助金を支給

した。これらの保育所の開設により、市内保育園等の

定員数が２１人拡大された。

野塩・下宿児童館内に防犯カメラを設

置

児童センター

来館者の突発的な体調不良や不審者等の侵入を感

知し、館内での事故や犯罪等を未然に防ぐことで、よ

り安心して過ごせる空間を市民に提供することを目的

として、野塩・下宿児童館内に各１台の防犯カメラと、

事務室内モニターを設置した。

子育てクーポン事業を実施

子ども家庭支援センター

清瀬市では、「子育てが楽しいまち」を目指して、

子育て世帯の経済的負担の軽減及び市内の子育てサ

ービスの普及啓発を目的に、平成２７年度より市内在

住の子育て世帯を対象に所得制限を設けずに「清瀬市

子育て・キラリ・クーポン券」を発行している。

発行対象は、０歳～未就学児とし、市内事業所での子

育て支援サービスに利用できるクーポン券（６ ００

０円分）と市内取扱店で利用できる商品券（４ ００

０円分）を発行して子育て支援サービスの拡充及び子

育て世帯の負担軽減を図った。

子どもの貧困対策事業を実施

子ども家庭支援センター

子どもの貧困が社会問題化しているため、子どもの

貧困の実態を可視化し、必要なニーズを把握すること

を目的に、子どもの生活全般の調査を実施した。調査

結果は、今後作成する「子ども・子育て支援事業計画」

に反映させ、市民啓発や地域での見守り、他の施策へ

と結びつける。
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款４ 衛 生 費

（単位 円）

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

乳がん検診の検査内容を拡充（対象

者全員にマンモグラフィ撮影２方向

を実施）

健康推進課

国が定める指針に基づき、乳がん検診において視触診

が廃止されたことに伴い、検診精度の維持及び向上を図

るため、これまでマンモグラフィ撮影１方向で実施して

いた５０歳以上の対象者についても、検査方法を撮影２

方向に拡充した。これにより対象者全員が撮影２方向を

実施することとなり、平成３０年度の受診者は１，１０

１人となった。

「いのちを支える清瀬市自殺対策計

画」を策定

健康推進課

自殺対策基本法に基づき「いのちを支える清瀬市自殺

対策計画（令和元年度～令和５年度）」を策定した。計

画では、４つの基本施策、５つの重点施策「勤労者」「無

職者、失業者、生活困窮者」「高齢者」「子ども、若者、

子育て世代」「生きづらさを抱えた人」において取り組

むべき課題を掲げ、令和８年までに自殺死亡率を平成２

７年と比較して３０％以上減少させることを目標とし

た。

健幸ポイント事業の対象者数を拡

大

健康推進課

健康増進のための取組に応じて付与されるポイント

を貯めて地域商品券等と交換できる「健幸ポイント事

業」について、対象人数を７５０人から１，０００人に

拡大した。平成３０年度は、平成２９年度キャンセル待

ち者を含む２８４名が新規に参加した。

清瀬市版ネウボラ事業「スマイルベ

ビーきよせ」を実施

健康推進課

妊娠期から出産・子育て期にわたる切れ目ない支援を

行うことを目的として、清瀬市版ネウボラ事業「スマイ

ルベビーきよせ」を実施した。本事業では、妊娠届出時

に保健師による全数面接を行い、個別に支援プランを作

成。適宜、他機関と連携し、早期支援及び継続支援を行

った。産婦訪問時には、「エジンバラ産後うつ病質問票」

によるスクリーニングを実施し、産後うつ病の早期発見

及び育児不安の軽減を図り、必要に応じて専門的な支援

への橋渡し等、産後における支援を行った。また、妊産

婦相談事業や１歳児子育て相談会等も併せて実施し、妊

産婦及び新生児に対する切れ目ない支援を行った。

先天性風しん症候群発生防止対策

事業を拡大

健康推進課

関東地方を中心に流行が始まった風しんに対応する

ため、先天性風しん症候群発生防止対策事業の対象者を

１１月より従来の対象者である妊娠希望女性に加え、新

たに妊娠希望女性の同居者及び妊婦の同居者に拡大し

た。その結果、平成３０年度は抗体検査を２３４名、予

防接種を１０３名に実施した。
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住宅用新エネルギー及び省エネル

ギー機器設置に補助金を支給

水と緑の環境課

太陽光発電システム等、地球温暖化の原因とされる温

室効果ガスの削減に配慮した住宅用新エネルギー及び

省エネルギー機器を設置した市民に対して、その費用の

一部助成を実施した。平成３０年度は、６９世帯に助成

を行った。

２０１８きよせの環境・川まつりの

開催

水と緑の環境課

「来て、見て、体験しよう」をテーマに、より良い環

境を目指すことを目的とした「２０１８きよせの環境・

川まつり」を７月２１日に台田運動公園と柳瀬川で開催

し、市内外から約５，３００人の来場者があり、環境学

習及び啓発活動を行った。

ごみの戸別収集及び廃棄物処理手

数料適正化に向けた検討を実施

ごみ減量推進課

平成２９年度及び平成３０年度に、清瀬市廃棄物減量

等推進審議会において、ごみ処理手数料の適正化を協議

し、今後の方向性について検討した。

また、廃棄物の収集体系に係る見直しについて諮問を

行い、平成３０年８月に答申を得た。この答申に基づき

「清瀬市家庭ごみ収集体系及びごみ処理手数料の見直

し実施計画（案）」を策定した。

「災害時における廃棄物処理等」及

び「災害時におけるし尿の収集及び運

搬」に関する協定を締結

ごみ減量推進課

大規模災害時に発生する廃棄物等の対応について、生

活面及び衛生面を踏まえ、迅速に収集運搬を実施するた

めに、清瀬市清掃事業協同組合と「災害時における廃棄

物等」及び「災害時におけるし尿の収集及び運搬」に関

する協定を締結した。
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款６ 農 林 業 費

単位 円

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

「第１１回清瀬ひまわりフェスティ

バル」を開催

産業振興課

農地所有者と農ある風景を守る会・関係団体及び清瀬

市が連携し、８月１８日から８月２８日までの期間、下

清戸三丁目地区で約１０万本のひまわりを鑑賞する「ひ

まわりフェスティバル」を開催した。平成３０年度で１

１回目となる本イベントには、前回の１２２，８００人

を上回る１４７，８０１人が来場する大盛況となり、各

種マスコミに取り上げられるなど、清瀬市の新たな名所

としての認知度を増すこととなった。

－ 31 －



－ －

款７ 商 工 費

（単位 円）

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

清瀬市・武蔵村山市広域連携活動事

業「多摩のひまわり物語（ストーリ

ー）」を実施

産業振興課

本年で２年目となる清瀬市と武蔵村山市の、ひまわり

事業の相互協力協定「ひまわりフレンドシップ協定」の

活動として、両市のひまわり畑をテーマにした交流・魅

力発信を行うことを目的に「ひまわりストーリー実行委

員会」を設置して、広報用の映像及び写真集等の制作、

スタンプラリー、フォトコンテスト等を実施した。

消費生活センター外壁等改修工事

を実施

産業振興課

開設後２０年が経過した消費生活センターでは、経年

劣化等による外壁タイルの欠損、コンクリートのひび割

れ、鉄部の腐食、雨漏れなどの不具合が生じ、保全が必

要となったため、外壁等改修工事を実施した。

振込め詐欺等対策として、６５歳以

上の者が居住する世帯に対して自動

通話録音機の貸出を開始

産業振興課

防災防犯課

電話による特殊詐欺（オレオレ詐欺や還付金詐欺等）

や消費者被害を未然に防止することを目的として、６５

歳以上の者が居住する世帯に対して自動通話録音機の

無償貸出を開始し、平成３０年度においては、３００台

の貸出を行った。

－ 32 －



－ －

款８ 土 木 費

単位 円

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

倒壊のおそれがあるブロック塀等

の撤去改修等工事費の助成を実施

道路交通課

通行人等の地震時の安全性を向上し、安全で安心して

暮らせる災害に強いまちづくりを推進するため、地震に

より倒壊のおそれがある、道路等に面するブロック塀等

の撤去、撤去後に安全な塀等の設置及びブロック塀等の

補強工事に対し、工事費用の一部助成を実施したとこ

ろ、１１件の申請があった。

市道０１１５号線（清瀬第六小学校

前）など市道６路線等の道路整備工事

を実施

道路交通課

平成２９年度に都道２２６号線から清瀬第六小学校

正門までの区間について道路拡幅及び歩道設置工事を

実施した市道０１１５号線の継続工事として、平成３０

年度は、清瀬第六小学校正門から志木街道までの区間に

ついて道路整備工事を行った。また、その他、市民の住

環境の整備及び安全で快適な通行環境を確保すること

を目的に、老朽化し損傷の著しい道路、通過車両が多い

通学路及び市民の要望により整備を必要とする市道５

路線等について、道路整備等の工事を実施した。

市道０１０６号線基本設計及び無

電柱化予備設計を実施

まちづくり課

市道０１０６号線は、清瀬市役所と清瀬小学校の間に

位置するが、学校側の歩道が整備されておらず危険な状

態であるため、平成２９年度に実施した線形検討（両側

歩道２．５ｍ、車道７．０ｍの計１２．０ｍ）を基に基

本設計を実施した。また、同路線を東京都が進める無電

柱化チャレンジ支援事業の対象路線として、無電柱化の

予備設計を同時に実施した。

市道０２１０号線（清瀬小学校北

側）の用地を購入

まちづくり課

市道０２１０号線は、清瀬小学校の北側に位置してお

り、児童の通学時の安全確保のため、片側歩道２．５ｍ、

車道６．０ｍの計８．５ｍの整備に向けた用地取得及び

工作物等移設工事を実施した。

東村山都市計画道路３・４・１５の

２号新東京所沢線沿道の地区計画等

について都市計画決定

まちづくり課

東村山都市計画道路３・４・１５の２号新東京所沢線

のうち、所沢市境からけやき通りとの交差部までの約１

ｋｍ、都市計画道路端から２０ｍの範囲について、道路

整備と合わせて、沿道地域の適切な土地利用の誘導を推

進するため、昨年度の検討結果を踏まえて、用途地域等

の変更及び地区計画について都市計画決定した。
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都市計画マスタープランの改定に

向けて検討

まちづくり課

平成１３年３月に策定された都市計画マスタープラ

ンについて、社会情勢の変化や計画改定の目標年次であ

る令和２年を迎えるため、平成３０、３１年度の２か年

で改定作業を実施することとした。平成３０年度は、庁

内検討委員会及び学識経験者、公募委員を含む見直し検

討委員会を立ち上げ、現況把握、課題の整理、方針の検

討等を行ったほか、市民ワークショップや市民へのアン

ケート調査を実施した。

東村山都市計画道路事業３・４・１

７号下清戸線の用地購入及び基本設

計を実施

まちづくり課

東村山都市計画道路事業３・４・１７号下清戸線につ

いて、平成２９年度に清瀬市土地開発公社が取得した用

地のうち２件の買戻し及びその他２件の用地の取得を

実施した。また、当該道路の整備に向け、道路の基本設

計を実施した。

東村山都市計画道路３・４・２６号

久米川駅清瀬線の現況測量を実施

まちづくり課

東村山都市計画道路３・４・２６号久米川駅清瀬線（新

座市境～関越自動車道）は、東京における都市計画道路

の整備方針（第四次事業化計画）の優先整備路線に指定

されている路線であるが、現況幅員が５．４６ｍ～６．

００ｍと狭く、周辺住民の安全対策や交通対策のため整

備が必要であることから、平成３０年度は、事業（測量）

説明会を開催し、現況測量を実施した。

市内公園のトイレ洋式化改修工事

を実施

水と緑の環境課

市内公園等のトイレ５か所（清瀬駅南口公衆便所・清

瀬金山緑地公園・中央公園・竹丘緑地公園・神山公園）

に設置されている和式便器を洋式便器に取り換える（洋

式便器１２基）とともに、補修の必要なトイレ施設の改

修工事を行った。

上清戸公園改修工事を実施

水と緑の環境課

市道０１０２号線道路拡幅工事に伴い、上清戸公園

（上清戸二丁目）の改修工事を行った。フェンスの改修、

遊具移設、植栽などを行い、市民が安心して遊べる公園

に整備した。

野塩地域に新設公園（野塩さくら児

童遊園）を整備

水と緑の環境課

公園用地として寄附を受けた野塩四丁目の土地に、新た

に野塩さくら児童遊園（公園面積５９５．４７㎡）の整

備を行った。公園は、市民アンケートで希望が多くあっ

た「花が見られ、ピクニックができるような公園」とす

るため、公園外周を囲むようにアジサイを配置し、四季

サクラをシンボルツリーとして植栽した。

ふるさと納税を活用した椅子を設

置

水と緑の環境課

ふるさと納税を活用し、「椅子のあるまちづくり事業」

オリジナルデザインの椅子「語らい」１基を上清戸公園

に設置した。これにより、本事業で設置されたオリジナ

ルデザインの椅子は、６２基（平成３０年度末時点）と

なった。
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款９ 消 防 費

（単位 円）

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

消防団訓練施設整備工事を実施

防災防犯課

清瀬市消防団の消火活動訓練の充実を図るため、梅園

一丁目のリハビリテーション病院跡地において、舗装工

事、消火栓引込工事、電線引込工事、ホース乾燥塔設置

工事等を行い、消防団訓練施設を整備した。

消防ポンプ自動車を購入

防災防犯課

清瀬市消防団第６分団の消防ポンプ自動車が法定耐

用年数の１５年を経過したことに伴い、機器の機能の劣

化により万一の災害時の活動に支障がないようにする

ため、消防ポンプ自動車を新たに購入した。

被災者生活再建支援システムを構

築

防災防犯課

災害発生時の住民生活の早期再建を図ることを目的

として、スムーズな被災状況の把握及びり災証明書の発

行できるよう、被災者生活再建支援業務を電子化した。

電子化に当たっては、「東京都被災者生活再建支援シス

テム利用協議会」の構成市が共通のシステムを用いるこ

とにより相互協力体制を確保した。
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款１０ 教 育 費

（単位 円）

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

情報教育推進のため、市立小学校・

中学校でタブレット型パソコンに移

行

教育総務課

平成２８年度より本事業を開始し、平成３０年度に清

瀬小学校、清瀬第七小学校、清明小学校において、従来

のパソコン教室でのデスクトップ型パソコンから、タブ

レット型パソコン（１校あたり児童生徒用タブレット型

パソコン４７台、教員用ノートパソコン３台）に移行す

ることで、普通教室等でのＩＣＴ環境を構築し、様々な

教育活動において活用が可能になった。これにより、市

立小中学校１４校すべてにおいてタブレット型パソコ

ンへの移行が完了した。

イングリッシュキャンプを実施

指導課

英語学習の充実を目的として、８月７日から９日まで

２泊３日のプログラムでイングリッシュキャンプを立

科山荘で実施した。小学校５・６年生及び中学校１・２

年生３０名が参加し、外国人講師とともに女神湖オリエ

ンテーリングなど、英語を使った様々な活動を体験し

た。また、後日に市民向けの発表会を実施し、参加児童・

生徒の英語によるプレゼンテーション等を行った。

小・中学校にスクール・サポート・

スタッフを導入

指導課

指導課

学習プリントの印刷・配付準備、授業準備の補助、

採点業務の補助等、教員の業務をサポートする「スクー

ル・サポート・スタッフ」を配置し、教員の負担軽減を

図ることにより、教員が児童・生徒への指導や教材研究

等に注力できる体制を整備した。

社会科副読本を改訂

指導課

平成２７年４月１日に発行した小学校３・４年生が使

用する社会科副読本『わたしたちの清瀬』を改訂し、清

瀬市の様子や学校の周りの様子、市民の仕事や暮らしに

ついて最新の情報を取り入れたほか、江戸切子制作家の

方を取材し、伝統文化継承への理解を深める記事を掲載

し、より一層郷土愛を育む内容とした。

小学校全校で特別支援教室を開設

指導課

清瀬市特別支援教育推進計画第三次実施計画に基づ

き、小学校９校全校で特別支援教室「きらり」を開設し

た。本人、保護者、担任で協議を行い作成する個別指導

計画に基づいて課題を個別に解決するための指導・支援

を行った。

清瀬市立清明小学校の校舎大規模

改造工事の実施設計を実施

教育総務課

「第４次清瀬市長期総合計画・実施計画」に基づき、

令和元年度に大規模改造工事を予定する清明小学校の

校舎大規模改造工事実施設計を行った。
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清瀬市立清瀬第七小学校・第八小学

校の校舎大規模改造工事を実施

教育総務課

「第４次清瀬市長期総合計画・実施計画」に基づき、

老朽化した校舎施設の大規模改修工事を毎年夏休みの

期間を中心に実施しているが、平成３０年度は清瀬第七

小学校及び清瀬第八小学校校舎の改修工事を実施した。

また、大規模改修に併せて太陽光発電設備の整備を行

い、教育環境の整備を推進した。

清瀬市立中学校特別教室空調設備

設置工事を実施

教育総務課

「第４次清瀬市長期総合計画・実施計画」に基づき、

清瀬市立中学校４校（清瀬中学校、清瀬第二中学校、清

瀬第四中学校、清瀬第五中学校）の特別教室空調設備の

設置工事を実施した。（清瀬第三中学校は、平成２８年

度に行った大規模改造工事時に実施済）

ブックスタート事業の推進

図書館

市が実施する１歳６か月児健診の機会を利用して、親

子で絵本に親しむ機会を育むことを目的に、職員と図書

館ボランティアが絵本の読み聞かせを行っているが、そ

の際に併せて配布しているブックリスト「だっこしてよ

んで」の改訂を行い、ブックスタート事業の推進を図っ

た。

駅前図書館空調設備改修工事等を

実施

図書館

平成２９年度に故障が発生し、使用を停止していた駅

前図書館開架室の空調設備について、４月から６月の間

に全面的な設備改修工事と、それに伴うクレアビル中央

監視装置接続工事を実施し、快適な読書環境の整備に努

めた。

駅前図書館開架室の閲覧用椅子の

購入

図書館

駅前図書館は、平成７年に開館して以来、非常に多く

の方に利用いただいており、施設設備・備品の経年劣化

が進んでいることから、このうち閲覧用椅子（８２脚）

について、劣化の著しいものから計画的に買い替えを行

っている。平成３０年度は、１７脚の閲覧用椅子を購入

し、快適な読書環境の整備に努めた。

郷土博物館空調設備排煙設備等改

修工事を実施

郷土博物館

郷土博物館開館から３３年を経過し、老朽化している

施設の整備を行うため、経年劣化が顕著な空調・排煙設

備、外壁周り、鋼製建具及びトイレの洋式化を含む改修

工事を実施した。また、各種定期検査で要是正となった

シャッター挟み込み防止装置の取付け及び排煙ダンパ

ー不良の改修も併せて実施した。

郷土博物館単独ホームページの開

設

郷土博物館

第４次清瀬市長期総合計画・実行計画（平成３０年度

～３２年度）に基づき準備し、構築を進めていた博物館

のホームページを平成３０年度４月に開設した。これに

より博物館の事業内容及び膨大な収蔵資料等を広く一

般に公開することが可能となり、小・中学校でも郷土の

歴史や文化を知る教材として活用された。
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特別展「清瀬の富士講展」を開催

郷土博物館

江戸時代に富士山信仰の中心的な役割を担った「富士

講」を題材とした特別展として、「清瀬の富士講展」を

開催した。清瀬周辺は、数多くの資料が残されているな

ど、富士講の歴史を知る上で大変貴重な地域となってい

る。特別展では、現在も存続している丸嘉講武州田無組

中里・下里講社が所有する資料を中心に展示し、８月１

１日から９月２日までの開催期間中７３７人の来場が

あった。

特別展「渡辺うめ人形展」を開催

郷土博物館

郷土博物館では今回で３回目となる渡辺うめ人形展

「あぜみちの詩」を、２月２日から２４日まで開催した。

作者は、看護師として働きながら人形制作に打ち込み７

５歳を過ぎてから本格的に農民人形の制作を手掛けた。

特別展では、日本の古き良き時代の農村風景を再現した

作品を展示し、会期中に１，７５１人の来場があった。

「なでしこリーガーによる清瀬市

サッカー教室」を開催

生涯学習スポーツ課

内山サッカー場にて幼児から中学生を対象に、女子プ

ロサッカーチームの「日テレベレーザ」と「スフィーダ

世田谷ＦＣ」のなでしこリーガーをコーチに招き、年齢

別にサッカー教室を実施した。また、同日、両チームに

よる親善試合を開催し、参加者だけでなく一般市民等も

含めて、プロチームによるレベルの高い技術を身近で観

戦することができた。なお、指定管理者により清瀬駅か

らのシャトルバスも運行され、観戦の一助とした。

清瀬内山運動公園等管理事業を実

施（指定管理区分の変更）

生涯学習スポーツ課

サッカー場・野球場などのスポーツ施設は、これまで、

地域市民センター及び集会所などのコミュニティ施設

と同一の事業者が指定管理者として一体的に管理運営

を行ってきたが、平成３０年度から、さらなるきめ細か

いサービスを提供することを目的として、スポーツ施設

については、スポーツの専門性のある事業者に管理運営

を任せることとし、サッカースクールといった指定管理

者の得意分野の他、市民ニーズの高い自主事業の継続展

開、シャトルバスの運行や学校への指導者派遣など新た

な事業を開始した。

清瀬内山運動公園駐車場整備工事

を実施

生涯学習スポーツ課

下宿地域は、多くのスポーツ施設が設置される市のス

ポーツ振興の拠点であるが、その立地は、公共交通機関

の路線から離れており、多くの利用者が自動車で来場し

ているため、一定の駐車場は整備しているものの、大き

な大会時には駐車スペースに不足が生じていた。このた

め、駐車場待ちによる渋滞や路上駐車など、周辺の住民

の生活環境の影響の解消及びより利用し易いスポーツ

施設とすることを目的として、施設の近隣に新たに７１

台分の駐車場を整備した。
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介護保険特別会計

（単位 円）

主 要 事 業 事 業 内 容 事 業 費

在宅医療・介護連携推進事業を実施

地域包括ケア推進課

医療と介護の両方を必要とする市民が、住み慣れた地

域で自分らしい暮らしが続けられる取組みとして、在宅

医療・介護連携推進事業を実施した。事業（取組み）で

は、医療・介護関係者の資質向上と連携力強化を目指し

た「医療・介護の地域リーダー養成研修会」（全５回）

及び認知症や介護についての理解の促進を目的とした

映画「ケアニン～あなたでよかった」の上映会を開催し

た。また、医療と介護の職種間の連携を支援するため、

「清瀬市在宅医療相談窓口」を開設し、運営を行った。

清瀬市生活支援・介護予防サービス

提供主体等協議体事業の充実

地域包括ケア推進課

生活支援・介護予防サービスを担う事業主体と連携を

図り、地域の支え合い体制づくりによって地域福祉の推

進を図るため、清瀬市生活支援・介護予防サービス提供

主体等協議体事業を実施した。事業（取組み）では、市

民による支え合いの体制づくりの推進を目的として、第

１層協議体と生活支援コーディネーターが意見交換会

や体験会を開催し、地域課題の把握を行った。

また、事業の充実を図るため、平成３０年度から新たに、

第２層協議体を立ち上げ、第２層生活支援コーディネー

ターが中心となり、各包括地区で生活支援についての勉

強会を開催するとともに、支え合うきよせ委員会の４年

間の取組みを報告する市民向け報告会「わが街きよせの

元気のひみつ」を開催した。
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Ⅲ 　一 般 会 計  事 務 事 業
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３　地方債借入先別現在高の状況

平成29年度末 平成30年度 平30年度末

現 在 高 発 行 額 元 金 利 子 合 計 現 在 高

Ａ Ｂ Ｃ Ａ＋Ｂ－Ｃ

そ の 他

合　　　　計

※「その他」とは公益財団法人東京都区市町村振興協会等である。

 （単位　千円）

区　　　　分

平 成 年 度 元 利 償 還 金

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構 資 金

東 京 都

普 通 交 付 税 交 付 額

財 政 力 指 数

経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

金　　　　額

基 準 財 政 需 要 額

基 準 財 政 収 入 額

標 準 財 政 規 模

 一　般　会　計　決　算　の　状　況 

１　決算の概要  （単位　千円）

区 分 金　　　　額

歳 入 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌 年 度 へ 繰 越 す べ き 財 源

実 質 収 支

歳 出 総 額

単 年 度 収 支 △ 258,049

財 政 融 資 資 金

旧 郵 便 貯 金 資 金

旧簡易生命保険資金

銀 行 等

２　財政指標  （単位　千円）

区 分

－ 47 －
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４　平成３０年度決算における性質別歳出構成表

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 労 働 費 農 林 業 費

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

使用料・手数料

分担金・負担金
寄 附 金

財 産 収 入

繰 入 金

諸 収 入

繰 越 金

地 方 債

税 等
（ 一 般 財 源 ）

う ち 投 資 的
経 費 充 当 税 等

積 立 金

区 分

人 件 費

（うち職員給）

物 件 費

維 持 補 修 費

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

繰 出 金

歳 出 合 計

財

源

内

訳

扶 助 費

補 助 費 等

普 通 建 設 事 業 費

災 害 復 旧 事 業 費

公 債 費
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商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸 支 出 金 合 計 構成比（％）

                （単位　千円）
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対 前 年

度　  比
（％）

総　　　額
（千円）

対予算比
（％）

総　　　額
（千円）

対予算比
（％）

市民１人当たり
（円）

５　年度別一般会計決算額の状況

年
　
度

最　 終　 予　 算　 額 決　　　　　　　算　　　　　　　額

総　　　額
（千円）

歳　　　　　入 歳　　　　　　　　　出
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歳　　　　入
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　市　税　の　概　要

１　市税の賦課状況（現年課税分）

　　　　　　区　分

　税　目

現　  　年　  　課　  　税　  　分

調　　  定　　  額 人　　　  員 件　　　　数

市 民 税
千円 人                    件 

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

都 市 計 画 税

合 計

※ 固定資産税は、交付金を含む。
※ 調定額は、税目ごとに単位未満を四捨五入
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２　市税調定並びに収入状況調べ

(1) 税目別調定収入状況調べ

円 円 件 円 件

　　　　　　区　分
予　　算　　額

調　　　　　定　　　　　額 収　　　　　入　　　　　額

　税　目 税　　　　　額 件　　　数 税　　　　　額 件　　　数

市
　
　
　
民
　
　
　
税

個
　
　
　
人

普 通 徴 収

特 別 徴 収

年 金 特 徴

計

法　　　　人

小　　　計

固
定
資
産
税

固 定 資 産 税

交   付   金

小　　　計

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

都 市 計 画 税

合　　　計

滞 納 繰 越 分

総　　　計

軽自動車税

円

市たばこ税

円

市民税（個人）

円

法人市民税

円

固定資産税

都市計画税

交付金

円

市税総額（調定額）
円

％

滞納繰越分

円
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予算額 税 額 件 数 件　数 件　数 件　数

％ ％ ％ 円 件 円 件 円 件 円 件

収　入　歩　合 還 付 未 済 額 不　納　欠　損　額 未　　収　　入　　額 内執行停止額

税　　額 件　数 税　　　額 税　　　　　額 税　　額

軽自動車税

円

市たばこ税

円
滞納繰越分

円

市民税（個人）

円

％

法人市民税

円

固定資産税

都市計画税

交付金

円

市税総額（収入額）
円

％

－ 55 －
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(2) 調定、収入年度別対比表

円 件 円 件 ％

(3) 市税口座振替年度別普及状況

税　額 件　数

円 件 円 件 ％ ％

(4) 市税コンビニ収納利用率

税　額 件　数

円 件 円 件 ％ ％

平 成 年 度 平 成 年 度 前 年 度 比

税　　　額 件　　　数 税　　　額 件　　　数 30／29

　　　　　　　区　分 調　　　　　　定　　　　　　額

　税　目

年 金 特 徴

普 通 徴 収

法　　　　　人

市
民
税

個
　
　
　
人

計

小　　　計

特 別 徴 収

交  付   金

固 定 資 産 税固
定
資
産
税 小　　　計

軽 自 動 車 税

都 市 計 画 税

市 た ば こ 税

滞 納 繰 越 分

合　　　計

　　　　　区　分 （Ａ）　　　調　　　定　　　　額

平 成 年 度 平 成 年 度 前年度比(30/29)

総　　　計

　税　目 税　額　 件　数 税　額　 件　数

市 都 民 税
普 通 徴 収

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

合　　　　　計

　　　　　区　分 （Ａ）　　　調　　　定　　　　額

平 成 年 度 平 成 年 度 前年度比(30/29)

　税　目 税　額　 件　数 税　額　 件　数

市 都 民 税
普 通 徴 収

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

合　　　　　計
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円 件 円 件 ％ ％ ％

税　額 件　数 税　額 件　数 税　額 件　数

円 件 円 件 ％ ％ ％ ％ ％ ％

税　額 件　数 税　額 件　数 税　額 件　数

円 件 円 件 ％ ％ ％ ％ ％ ％

収　　入　　歩　　合

平 成 年 度 平 成 年 度 前 年 度 比
29年 度 30年 度

税　　　額 件　　　数 税　　　額 件　　　数 30／29

収　　　　　　入　　　　　　額

（Ｂ）　 口　　座　　振　　替　　額 普　及　割　合

平 成 年 度 平 成 年 度 前年度比(30/29) 29年度(Ｂ/Ａ) 30年度(Ｂ/Ａ)

税　額　 件　数 税　額　 件　数

（Ｂ）　 コ　ン　ビ　ニ　利　用　額 利　用　割　合

平 成 年 度 平 成 年 度 前年度比(30/29) 29年度(Ｂ/Ａ) 30年度(Ｂ/Ａ)

税　額　 件　数 税　額　 件　数
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(5) 市税督促状年度別発付状況

税　額 件　数

円 件 円 件 ％ ％

(6) 市税過誤納還付金発生状況

      　　　　 区  分

　税　目 件　数 件　数 件　数

件 件 件

本　税

延滞金

本　税

延滞金

本　税

延滞金

本　税

延滞金

本　税

延滞金

本　税

延滞金

本　税

延滞金

(7) 市税過誤納還付加算金交付状況

件  数 件  数 件  数

件 件 件
一　　    般

歳 入 還 付 加 算 金 歳 出 還 付 加 算 金 合        計

金    額

円

金    額

円

金    額

円

円円

税　額 税　額

円

歳　　　　　出

市都民税普通徴収

税 　目

合　　計

   　　  　　　　　区　 分

法 人 市 民 税

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

市都民税特別徴収

市都民税年金特徴

税　額

合　　　　　　計

平 成 年 度 平 成 年 度 前年度比(30/29)

歳　　　　　入

　　　　　区　分 （Ａ）    調　　   　定  　　　　額

　税　目 税　額　 件　数

市 都 民 税
普 通 徴 収

税　額　 件　数

市 都 民 税
特 別 徴 収

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

法 人 市 民 税

合　　計

軽 自 動 車 税
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税　額 件　数 税　額 件　数 税　額 件　数

円 件 円 件 ％ ％ ％ ％ ％ ％

発   付   歩   合

平 成 年 度 平 成 年 度 前年度比(30/29) 29年度(Ｂ/Ａ) 30年度(Ｂ/Ａ)

（Ｂ）    発　    　付    　　額

税　額　 件　数 税　額　 件　数
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(8) 停止処分状況

(9) 滞納処分状況

人員 件数 人員 件数 人員 件数

物　件 （人） （件） （人） （件） （人） （件）

(10) 滞納繰越分地域別調査表

　　　　区　分 市 民 税 法 人 市 民 税 固 定 資

　年　度 税　　額 人員 件数 税　　額 人員 件数 税　　額

平成25年度以前
円 人 件 円 人 件 円

27年度

26年度

29年度

28年度

30年度

合　計

（円） （円） （円）

区　分 執　行 処理状況

滞納額 取立・配当額 納付額

給 与

そ の 他

生 命 保 険

参 加 差 押

小 計

交 付 要 求

合 計

区　分 合　　　　　　　　　　　　計 構　　　成　　　比　　　率

地域別 税　額 人　員 件　数 税　額 人　員 件　数

市    内
円 人 件 ％ ％ ％

合    計

他道府県

都    内

動 産 差 押

差 押

債 権 差 押

預 貯 金

不 動 産 差 押
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(11) 執行停止分地域別調査表

(12) 執行停止分事由別調査表

(13) 催告書発送件数

  産 税・都 市 計 画 税 軽 自 動 車 税 合 計

人員 件数 税　　額 人員 件数 税　　額 人員 件数

人 件 円 人 件 円 人 件

％ ％

区　分 合　　　　　　　　　　　　計 構　　　成　　　比　　　率

地域別 税　額 人　員 件　数 税　額 人　員 件　数

都    内

他道府県

市    内
円 人 件 ％

合    計

区　分 合　　　　　　　　　　　　計 構　　　成　　　比　　　率

税額等 税　額 人　員 件　数 税　額 人　員 件　数

無 財 産
円 人 件 ％ ％ ％

生活困窮

所在不明

合    計

　　　　　地域別
区　分

市　　内 都　　内 他道府県

件　　数 件　　数 件　　数

件 件 件

合 計

現年度課税分

滞 納 繰 越 分

－ 61 －－ 57 －



１．１．市民税(課税課)

１　市民税の概要

(1) 個人市民税及び法人市民税の調定

(2) 市民税（個人の当初課税分）の課税標準額段階別所得割額調べ （ 譲渡分を除く。）

(3) 特別徴収の実施状況

(単位　件)

区　　　　　　　分

税　　　　　　　額 人　　　　　　　　　員

均　等　割
（千円）

所　得　割
（千円）

均　等　割
（人）

所　得　割
（人）

均 ・ 所 得
（人）

個
　
　
　
人

普　　通　　徴　　収

特　　別　　徴　　収

小　　　　計

法　　　　　　　人

合　　　　　　　計

課税標準額の段階 納税義務者数（人） 税 額（千円）  １人当たりの平均税額（円）

　  10万円以下

10万円を超え
100万円以下

100万円を超え
200万円以下

200万円を超え
300万円以下

300万円を超え
400万円以下

400万円を超え
550万円以下

550万円を超え
700万円以下

700万円を超え
1,000万円以下

1,000万円を
超えるもの

合　   　計

特別徴収義務者数

－ 62 －－ 58 －



１．２．固定資産税(課税課)

(1) 償却資産の段階別納税義務者数調べ

(2) 土　地

※ 都市計画税も合わせて掲載し、「１．６．都市計画税」では掲載を省略

合 計

山 林

そ の 他

畑

宅 地

区　　　　　　　分
非課税地積

（㎡）

課     税     対     象

地積（㎡） 筆数（筆） 価格（千円）

田

　免税点未満
　の地積（㎡）

3,000万円以上
1億円未満

1億円以上

 合　　　　　計

300万円以上
1,000万円未満

1,000万円以上
2,000万円未満

2,000万円以上
3,000万円未満

190万円以上
200万円未満

200万円以上
250万円未満

250万円以上
300万円未満

160万円以上
170万円未満

170万円以上
180万円未満

180万円以上
190万円未満

１　固定資産税の概要

区　　　　　分 納税義務者数（人） 課税標準額（千円）

150万円未満

150万円以上
160万円未満

－ 63 －－ 59 －



(3) 家　屋

※ 都市計画税も合わせて掲載し、「１．６．都市計画税」では掲載を省略

(4) 償却資産

　　ア　市長が価格を決定したもの （単位　千円） 

　　イ　総務大臣が価格を決定し、配分したもの  （単位　千円)

電 気 通 信 事 業 に 係 る も の

合 計

鉄 軌 道 事 業 に 係 る も の

電 気 事 業 に 係 る も の

ガ ス 事 業 に 係 る も の

工 具 器 具 及 び 備 品

合 計

区 分 配分価格 課税標準額 税　　額

機 械 及 び 装 置

船 舶

車 両 及 び 運 搬 具

区 分 課　税　標　準　額
左　記　の　う　ち

個人が所有するもの 法人が所有するもの

構 築 物

合 計

非 課 税

免 税 点 未 満

小 計

非
木
造

一般・住宅・アパート

そ の 他

小 計

木
　
　
　
　
　
　
造

専 用 住 宅

劇 場 及 び 病 院

工 場 及 び 倉 庫

土 蔵

併 用 住 宅

付 属 家

ア パ ー ト

旅 館

事務所、銀行及び店舗

区 分  棟数(棟)  床面積（㎡）  評価額（千円）

－ 64 －－ 60 －



(5) 交付金  （単位　千円)

(6) 登記済通知の状況

　　ア　土地の権利移転等  （単位　件)

※ 都市計画税も合わせて掲載し、「１．６．都市計画税」では掲載を省略

　　イ　家屋の権利移転等  （単位　件)

※ 都市計画税も合わせて掲載し、「１．６．都市計画税」では掲載を省略

　　ウ　土地の表示変更等  （単位　件)

※ 都市計画税も合わせて掲載し、「１．６．都市計画税」では掲載を省略

　　エ　家屋の表示変更等  （単位　件)

※ 都市計画税も合わせて掲載し、「１．６．都市計画税」では掲載を省略

件　数

件　数

区　　　分 建　 築 　申 　告 増　 築　 申　 告 そ の 他 合　　　　　計

件　数

区　　　分 分　　　合　　　筆 地　目　変　更 そ の 他 合　　　　　計

件　数

区　　　分 売 買 及 び 贈 与 等 相 続 及 び 買 収 等 そ の 他 合　　　　　計

合　　　　　　　　計

区　　　分 売 買 及 び 贈 与 等 相 続 及 び 買 収 等 そ の 他 合　　　　　計

東　　　　　　京　　　　　　都

気　　　　　　象　　　　　　庁

財　　　　　　務　　　　　　省

区　　　　　　　　分 価　　格 算　定　標　準　額 交　付　金　額

－ 65 －－ 61 －



１．３．軽自動車税(課税課)

１  軽自動車税の概要

 当 初 台 数

（円） 

   ※ ただし、過年度の遡及課税２台分６,４００円を除く。

合 計 －

二 輪 の 小 型 自 動 車

軽  四  輪
貨  物

 ( 営 ）

旧 税 率

新 税 率

軽四輪乗用(営) 旧 税 率

重 課

25 ％ 軽 課

重 課

25 ％ 軽 課

重 課

軽  四　輪
乗　用
（自）

旧 税 率

新 税 率

50 ％ 軽 課

軽 二 輪

軽  四　輪
貨　物
（自）

旧 税 率

新 税 率

25 ％ 軽 課

軽 特 殊 （ 農 耕 ）

軽 特 殊 （ そ の 他 ）

原 種 乙

原 種 甲

原 1 種
ミ ニ カ ー

二 　　　輪

種 別
減 免 台 数 課 税 台 数 税  額 調　定　額

(台） (台) (台) (円) 

－ 68 －－ 62 －



２  軽自動車税等の取扱台数の内訳（車種別）

１．４．市たばこ税（課税課）

１ 市たばこ税の概要

１．６．都市計画税（課税課）

「都市計画税」については「１．２．固定資産税」の項目に併せて掲載し、この項目では掲載を省略する。

税 額

（円） （本） （円）

一 般 分 5,262（10月売渡分より5,692）

旧 三 級 品 3,355（4月売渡分より4,000）

二 輪 の 小 型 自 動 車 △ 34

合 計 △ 575

種 別
税率（ 本につき 課税標準数量

　　四　輪　乗　用　（自） △ 248

軽四輪 貨物 （営）

軽四輪 乗用 （営） △ 1

軽 特 殊 （ そ の 他 ） △ 1

軽 二 輪 △ 55

　　四　輪　貨　物　（自） △ 81

原 種 乙 △ 7

原 種 甲 △ 4

軽 特 殊 （ 農 耕 ）

原 1 種
ミ ニ カ ー

二 　　　輪 △ 159

種 別
4 ～ 3 月 取 扱 台 数 差引台数

 登 録 （台）  廃 車 （台） (台)

－ 69 －－ 63 －



１４．１．使用料

１　野塩地域市民センター施設（会議室・集会室）利用状況（市民課）

２　松山地域市民センター施設（会議室・集会室）利用状況（市民課）

３　男女共同参画センター施設利用状況（男女共同参画センター）

４　高齢者住宅使用料（高齢支援課） 

５　児童センター施設利用状況（児童センター）

６　健康増進室使用状況（健康推進課）

７　市民農園使用料（産業振興課）

８　消費生活センター施設利用状況（産業振興課）

シルバーピアみずき 野塩四丁目82番地の1

利用人数（人） 金　額（円）

合　                   計

金　額（円）

シルバーハイツさざんか 松山三丁目12番27号

シルバーハイツこぶし 野塩四丁目96番地の1

利用件数（件） 利用人数（人） 金　額（円）

利用件数（件） 利用人数（人） 金　　　額（円）

利用件数（件） 利用人数（人） 金　　額（円）

農園数（園） 区 画 数 （ 区 画 ） 金　額（円）

名 称 所 在 地 管理戸数(戸)

利用件数（件） 利用人数（人） 金　　　額（円）

利用件数（件） 利用人数（人） 金　額（円）

開館日数（日）

－ 67 －－ 64 －



９　道路橋梁等使用料（道路交通課）

10  市営住宅及び駐車場使用料（まちづくり課）

(1) 市営住宅管理戸数 　（単位　戸）

(2) 住宅使用料

　　　 名称
区分

中 里 第 中 里 第

月別（月） 住宅使用件数（件） 納 付 金 額（円）

中 里 第 野 塩 柳 原 中 里 第 合 計

戸    数

合     計

各種証明申請

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 件　　　数（件） 金　　　額（円）

道路掘削（占用）許可申請

東京ガス（本管）

東京ガス（供給管） ―

東京電力

ＮＴＴ

その他

下水道課
本管 ―

取り出し管（個人） ―

小　　　計

水 道 局
配水管 ―

給水管（個人） ―

小　　　計

自費工事 ―

小　　　計 ―

公道幅員証明

市道区域標示証明

その他

合　　　　　　　　　　　計

－ 68 －－ 65 －



(3) 駐車場使用料

11　コミュニティプラザ駐車場使用料（総務課）

12　郷土博物館施設利用状況（郷土博物館）

(1) 利用状況

ギ ャ ラ リ ー 日

講 座 室 件

伝承スタジオ 件

※ 公用利用を除く。

月別（月）

合     計

駐車場使用件数（件） 納付金額（円）

施　　設　　名 利　　用　　数 金　額　（円）

月別（月） 駐車場使用件数(件)   納 付 金 額（円）

合     計

－ 69 －－ 66 －



(2) 伝承スタジオ体験状況（公用を除く） （単位　回数は回、人数は人）

13　生涯学習センター施設利用状況 （生涯学習スポーツ課）

　　　区　分

月　別

合　計

利 用 件 数（件） 利 用 人 数（人） 金　　額（円）

回数 人数回数 人数人数 回数 人数

月

そ　　ば 和　　裁 合    計

回数 人数 回数

う ど ん もちつき みそ・ハム 朗　　読

回数 人数 回数 人数

－ 70 －－ 67 －



１４．２．手数料

１　各種証明件数及び手数料収納状況(市民課)

※ 自動交付機による交付件数は本庁に含む。 

２　課税関係文書の証明及び閲覧（課税課）

(1) 市民税関係

※ 松山出張所及び野塩出張所取扱い分を除く。

区             分 件　数（件）

松山出張所

印鑑登録証交付
件数（件）

件数（件）

金　額（円）

課税・非課税証明書

区　　　　　　　分 本　庁

金額（円）

金額（円）

野塩出張所 合　計

印鑑証明
件数（件）

金額（円）

住民票
件数（件）

金額（円）

金額（円）

住民票閲覧
件数（件）

戸籍
件数（件）

金額（円）

身分証明書
件数（件）

金額（円）

戸籍附票

金額（円）

税証明
件数（件）

金額（円）

諸証明
件数（件）

金額（円）

自動車臨時運行許可
件数（件）

金額（円）

金額（円）

個人番号カード再交付
件数（件）

金額（円）

合 計
件数（件）

通知カード再交付
件数（件）

－ 71 －－ 68 －



(2) 固定資産税関係

３　納税関係文書の証明（徴収課）

(1) 納税証明書交付状況

※ 松山出張所及び野塩出張所取扱い分を除く。

４　塵芥処理等（ごみ減量推進課）

(1) ごみ指定収集袋関係

(2) 粗大ごみ収集

(3) 動物死体処理の状況

※  回収した動物の死体は、柳泉園組合に搬入後、宗教法人慈恵院付属多摩犬猫霊園で火葬した。

住宅用家屋証明書

合 計

ミニ

　　粗大ごみについては、受付順に戸別収集して柳泉園組合に搬入しているが、一部については、ごみ減量推進課の資源物
  選別場において解体の後に有価物として売却した。

受付件数（件） 処理点数（点） 手数料（円）

犬（頭） 猫（頭） 合　計（頭） 手数料(円)

区             分 件　数（件） 金　額（円）

一般分

軽自動車検査用

大

事業系

合　　計 －

中

　7

小

区　　分
可　　燃
（枚）

不　　燃
（枚）

プラスチック
（枚）

合　　計
（枚）

単　　価
（円）

金　　　額（円）

その他

合 計

評価証明書（家屋）

公課証明書

区             分 件　数（件） 金　額（円）

評価証明書（土地）

－ 72 －－ 69 －



(4) 一般廃棄物処理業許可申請手数料

※  一般廃棄物収集運搬業許可申請１３件、一般廃棄物処分業許可申請０件、浄化槽清掃業許可申請０件

(5) し尿処理手数料

※  一般家庭分と事業者分のし尿処理手数料の合算

５　屋外広告物許可申請（道路交通課）

区             分 件　数（件）

2000円券（枚数）

金　額（円）

都許可分

市許可分

合　　　計

一般家庭分

件数（件） 処理量（ℓ） 手数料（円）

事業者分

合計し尿処理手数料（円）

800円券（枚数） 手数料（円）

申請数（件） 手数料（円）

－ 73 －－ 70 －



１７．１．財産運用収入

１　財産貸付収入（土地）（総務課）

１７．２．財産売払収入

１　財産売払収入（物品）（総務課）

２　財産売払収入（土地）（総務課）

（単位　円）

所　　　在 金　　　額
契　約　期　間

開始 終了

元町一丁目554番24 平成26年4月 1日 平成31年3月31日

松山一丁目986番14 平成30年4月 1日 平成31年3月31日

松山一丁目986番14 平成30年4月 1日 平成31年3月31日

中里三丁目1724番4外 平成28年4月 1日 令和 3年3月31日

中里五丁目17番1 平成30年4月 1日 平成31年3月31日

下清戸一丁目224番17 平成30年4月 1日 平成31年3月31日

合　　　計 ― ―

中里三丁目982番1 平成30年4月 1日 平成31年3月31日

中里三丁目1058番23 平成31年3月 4日 平成31年3月 8日

三菱キャンター　　3台
分団ポンプ車　　　1台
その他車両　　　　2台

（単位　円）

売　払　物 金　　　額

中里四丁目798番16 平成31年2月19日

（単位　円）

所　　　在 金　　　額 契　約　日

－ 75 －

－ 71 －



１８．１．寄附金

１　まちづくり応援寄附（ふるさと納税）（財政課）

(1) 寄附件数及び金額

(2) 事業別寄附金額

市長が必要と認めた事業（使途を指定しない寄附）

合　　　計

街路及び公園を中心とした草花等の植栽並びに椅子設置に関する事業

高齢者の生活を支援する地域づくりに関する事業

結核医療と清瀬の尊い歴史の広報等に関する事業

件数（件） 金額（円）

（単位　円）

項　　　目 金額

緑地等の環境の保全及び創造に関する事業

地球温暖化防止策等に係わる環境対策に関する事業

農産物の特産化等、農業振興に関する事業

子育て支援に関する事業

学校教育及び生涯学習等に係わる人材育成に関する事業

－ 74 －

－ 72 －



２１．５．３．雑入 

１　頒布代（秘書広報課）

　　ガイドブック等頒布代（秘書広報課）

※ 第４次清瀬市長期総合計画頒布代を含む。

２　ホームページ等広告料（秘書広報課）

※ 庁舎モニター広告料、広告付き案内板広告料及び納税通知書用封筒広告料を含む。

３　冊子「市史研究　きよせ」頒布代（市史編さん室）

６　有料コピー機利用状況（文書法制課）

(1) 庁内有料コピー機

(2) 各センター等

５　剪定枝等売払代（総務課） （単位　円）

―

４　清瀬産はちみつ販売代金（総務課）（単位　円）

事 業 名 金額

養蜂事業

件数（部） 金額（円）

利用件数（件） 金額（円）

件数（部） 金額（円）

金　額（円）

合 計

単価（円） 金　額（円）

1階職安コーナー

3階行政資料コーナー

設 置 場 所 利用枚数（枚）

生涯学習センター

図書館

合 計

野塩地域市民センター

事 業 名 金額

天然資源リサイクル事業

利用枚数（枚）

松山地域市民センター

設 置 場 所

－

単価（円）

男女共同参画センター

消費生活センター

－ 76 －－ 73 －



(3) 情報公開開示請求写しの交付

(4) 保有個人情報開示請求写しの交付

７　冊子「統計きよせ」頒布代（文書法制課）

８　放置自転車等移送料（道路交通課）

９　駐輪場指定管理者納付金（道路交通課）

(1) 清瀬駅北口地下駐輪場

※ 指定管理者の業務内容については歳出「８．２．４．（５）地下駐輪場運営管理事業」に掲載

(2) 清瀬駅北口第２駐輪場・清瀬駅北口第３駐輪場、秋津駅北口駐輪場・秋津駅南口駐輪場

※ 指定管理者の業務内容については歳出「８．２．４．（６）有料駐輪場運営管理事業」に掲載

10　地図等頒布代（市民課）

11　資源物売却処理（ごみ減量推進課）

(1) 資源物売却　

※ 金額は税込額

小型家電 合　　計

      持込量(kg）

（単位　円）

区 分 金 額

納 付 金

（単位　円）

合 計 －

金　額（円）

※ Ａ３サイズ以下は１枚当り１０円。Ａ２サイズ以上は実費負担

写しの交付件数(件)

―

　

台数（台）

―

※ Ａ３サイズ以下は１枚当り１０円。Ａ２サイズ以上は実費負担

金額（円）

自 転 車

件　　　数（件） 金　　　額（円）

写しの交付件数(件)

金額　（円）件数 （件）

      項    目 新聞 雑紙 段ボール 古布

      金　額(円）

バ イ ク

納 付 金

区 分 金 額

交付枚数（枚）

交付枚数（枚） 単　価（円）

項 目 移送料（円）

金　額（円）単　価（円）

－ 77 －－ 74 －



(2）資源回収（直営処理）

※ 平成２７年度集計より、小学校分は公共施設に含む。

(3) 再商品化合理化拠出金返還金

12　実習生等の受け入れ（地域包括ケア推進課）

13　頒布代（水と緑の環境課）

(1) 冊子「清瀬の名木・巨木百選」

(2) 冊子「清瀬の植物」

(3) 柳瀬川回廊マップ

(4) 冊子「清瀬の野鳥」

(5) 冊子「清瀬の川物語」

金 額 円 ）

福祉事務所、市立保育園　他

冊数（冊） 金額（円）

冊数（冊） 金額（円）

実習場所

区   分
可燃系 不燃系

合計牛乳パック 鉄類 アルミ類

回 収 場 所 公共施設 市内指定場所

（単位　円）

金額

持 込 量 ）

冊数（冊） 金額（円）

金　額（円）

冊数（冊） 金額（円）

冊数（冊） 金額（円）

－ 78 －

－ 75 －



14　清瀬金山緑地公園の駐車場指定管理者納付金（水と緑の環境課）

(1) 納付金

※ 指定管理者の業務内容については、歳出「８．３．５．（２）公園管理事業」に掲載

15　多摩・島しょスポーツ習慣定着促進事業助成金（生涯学習スポーツ課）

16　アミュービル広告板設置料等配分金（生涯学習スポーツ課）

17　指定管理者納付金（駐車場使用料）（生涯学習スポーツ課）

18　頒布代（郷土博物館）

(1) イラストマップ等

(2) 特別展図録

(3) 清瀬村誕生から１２０周年記念展写真集

冊　数（冊） 金　額（円）

冊　数（冊） 金　額（円）

冊　数（冊） 金　額（円）

（単位　円）

区 分 金 額

納 付 金

※ 指定管理者との協定により、上記金額が毎年納付される。

（単位　円）

区　　　　分 内　　　　　　　　　　　　容　 金　　　額

助 成 金 なでしこリーガーによる清瀬市サッカー教室講師謝礼等

件　数（件） 金　額（円）

（単位　円）

区 分 金 額

納 付 金

－ 79 －－ 76 －



歳　　　　出

－ 77 －





 款１　　議　　会　　費

－ 79 －





１．１．１．（２）議会活動事業（議会事務局）

１　議会の構成

(1) 議席の番号（定数２０人） （平成２７年５月２１日から）

(3) 常任委員会・特別委員会(◎委員長　○副委員長） 

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○

(4） 議会運営委員会(◎委員長　○副委員長）

◎ ○

(平成２９年６月８日から）

渋谷　のぶゆき 佐々木　あつ子 鈴　木　たかし 斉　藤　あき子

原　田　ひろみ 小　西　み　か 石　川　秀　樹 森　田　正　英

粕　谷　いさむ

― ― ― 森　田　正　英

― ― ― 中　村　清　治

 (平成２９年６月８日から）

中　村　清　治 斉　藤　正　彦 斉　藤　　　実 小　西　み　か

佐々木　あつ子 ― ― 宮　原　り　え

― ― ― 渋　谷　けいし

ふ　せ　由　女 山　崎　美　和 深　沢　まさ子 斉　藤　あき子

宮　原　り　え 小　西　み　か 石　川　秀　樹 深　沢　まさ子

粕　谷　いさむ 西　上　ただし 渋谷　のぶゆき 原　田　ひろみ

総 務 文 教 常 任 委 員 会 福 祉 保 健 常 任 委 員 会 建 設 環 境 常 任 委 員 会 新 庁 舎 建 設 特 別 委 員 会

渋　谷　けいし 原　田　ひろみ 鈴　木　たかし 粕　谷　いさむ

斉　藤　あき子 森　田　正　英 友　野　ひろ子 西　上　ただし

斉　藤　正　彦 斉　藤　　　実 佐々木　あつ子

(2) 議長及び副議長

平成２９年６月８日から

  議長　西　畑　　春　政　　 　 副議長　斉　藤　　正　彦　（平成３０年９月３日まで）

 　　　　　　　　　　　　　　　 副議長　中　村　　清　治   (平成３０年９月３日から）

　正確かつ素早い情報収集や国及び政府等への効果的な意思反映を期待して、各市議会議長会及び協議会に負担金
を支出した。また、議員が調査研究等に資するために必要な経費の一部として、議会における会派に補助金を交付
した。

鈴　木　たかし 斉　藤　あき子 山　崎　美　和 ふ　せ　由　女

深　沢　まさ子 原　田　ひろみ 小　西　み　か 宮　原　り　え

石　川　秀　樹 渋　谷　けいし 渋谷　のぶゆき 西　上　ただし

西　畑　春　政 森　田　正　英 粕　谷　いさむ 友　野　ひろ子

中　村　清　治

－ 85 －－ 81 －



(5) 組合議会等議員及び審議会委員

人数

２　議会の開催状況

(2) 常任・議会運営・特別委員会の開催状況

議会運営

総務文教 福祉保健 建設環境 委 員 会 予　算 決　算

開　催　回　数

平成31年 第1回定例会  2月28日  3月27日 28日間

(単位　回）

区　　　分
常　任　委　員　会 特 別 委 員 会

新庁舎建設

年 会　議　名 開　　　会 閉　　　会 期　　　間

平成30年

第2回定例会  6月 8日  6月27日 20日間

第3回定例会  9月 3日  9月28日 26日間

第1回臨時会 10月16日 10月16日 1日間

第4回定例会 11月30日 12月19日 20日間

 (平成２９年７月２日から）（単位　人）

東京都後期高齢者医療広域連合議会議員 佐々木　あつ子 ― ―

(1) 定例・臨時会

区　　　　　　　　　分 会　　　　　　　　　　　　期

多 摩 六 都 科 学 館 組 合 議 会 議 員 西　上　ただし 宮　原　り　え ―

昭 和 病 院 企 業 団 議 会 議 員 粕　谷　いさむ 石　川　秀　樹 ―

多 摩 北 部 都 市 広 域 行 政 圏
協 議 会 審 議 会 委 員

斉　藤　あき子 ふ　せ　由　女 ―

 (平成２９年６月８日から）（単位　人）

項　　　　　　　目 氏　　　　　　　　名

柳 泉 園 組 合 議 会 議 員 小　西　み　か 友　野　ひろ子 深　沢　まさ子

東 京 た ま 広 域 資 源 循 環 組 合 議 会 議 員 渋　谷　けいし ― ―

－ 86 －－ 82 －



３　一般質問の状況

中　村　清　治 友　野　ひろ子 友　野　ひろ子 森　田　正　英

斉　藤　正　彦 森　田　正　英 森　田　正　英 粕　谷　いさむ

友　野　ひろ子 粕　谷　いさむ 粕　谷　いさむ 渋谷　のぶゆき

森　田　正　英 渋谷　のぶゆき 渋谷　のぶゆき 渋　谷　けいし

粕　谷　いさむ 渋　谷　けいし 渋　谷　けいし 中　村　清　治

渋谷　のぶゆき 中　村　清　治 中　村　清　治 友　野　ひろ子

原　田　ひろみ 佐々木　あつ子 深　沢　まさ子 佐々木　あつ子

佐々木　あつ子 深　沢　まさ子 山　崎　美　和 深　沢　まさ子

深　沢　まさ子 山　崎　美　和 原　田　ひろみ 山　崎　美　和

山　崎　美　和 原　田　ひろみ 原　田　ひろみ

斉　藤　あき子 鈴　木　たかし 西　上　ただし 鈴　木　たかし

鈴　木　たかし 西　上　ただし 斉　藤　あき子 斉　藤　あき子

西　上　ただし 斉　藤　あき子 鈴　木　たかし 西　上　ただし

小　西　み　か 宮　原　り　え 石　川　秀　樹 小　西　み　か

宮　原　り　え 石　川　秀　樹 斉　藤　　実 斉　藤　　実

石　川　秀　樹 斉　藤　　実 小　西　み　か 宮　原　り　え

斉　藤　　実 小　西　み　か 宮　原　り　え 石　川　秀　樹

ふ　せ　由　女　 ふ　せ　由　女　 ふ　せ　由　女　

(1) 党

保　守 その他

(2) 会派

※ 斉藤正彦議員逝去により２月１７日から１人減

(平成２７年５月１日から）（単位　人)

区　　分 清瀬自民クラブ 日本共産党 公　明　党 風・生活者ネット 共 に 生 き る

議　員　数 7　※

日 本 共 産 党

　佐々木　あつ子

公 明 党

風 ・ 生 活 者 ネ ッ ト

共 に 生 き る 　　ふ　せ　由　女　

４　党・会派の状況

(平成２７年５月１日から）（単位　人)

区　　分 日本共産党 公　明　党 自由民主党

 民進党
 立憲民主党（平
 成30年6月27日か
 ら）

無　　所　　属

議　員　数 3　※

　　　　　　　　　定例会
　所属

第2回定例会 第3回定例会 第4回定例会 第1回定例会

清 瀬 自 民 ク ラ ブ

　渋　谷　けいし ― ― ―

－ 87 －－ 83 －



(1) 議決事件別件数及び議決結果

※ 「法」は地方自治法をいう。

合　　　　　　　　　　計

そ
の
他
の

議
決
事
件

議 長 発 言

請 願

陳 情

そ の 他

小　　      　   　計

議
員
提
出

議
決
事
件

条 例

規 則

意 見 書

決 議

そ の 他

小　　　　　　　　計

委
員
会
提
出

議
決
事
件

条 例

規 則

意 見 書

決 議

そ の 他

小　　　　　　　　計

採
　
択

不
採
択

継
　
続区

分

市
長
提
出

議
決
事
件

条 例 （ 法 第 条 第 項 第 号 ）

予 算 （ 法 第 条 第 項 第 号 ）

決 算 （ 法 第 条 第 項 第 号 ）

法 第 条 第 項 第 号 ～ 第 号

専 決 処 分

そ の 他 全 て の 議 案

報 告

小　　　　　　　　計

５　平成３０年度議決事件及び議決結果

　　　　　(単位　件）

種
類

案　　　件　　　等

件
　
　
　
数

議　　決　　結　　果 了
　
　
　
承

決
　
　
　
定

そ
　
の
　
他

合
　
　
　
計

可
　
決

否
　
決

承
　
認

同
　
意

－ 89 －－ 84 －



　　　　　

合　　　　　　計

そ の 他 の 議 決 事 件

議 員 提 出 議 決 事 件

委 員 会 提 出 議 決 事 件

市 長 提 出 議 決 事 件

(2) 定例・臨時会別議決事件数 (単位　件）

　　　　　　　　　　　　会　議　 30年第2回 30年第3回 30年第1回 30年第4回 31年第1回
合計

　区　分 定例会 定例会 臨時会 定例会 定例会

－ 90 －－ 85 －



件           　　 名 議決区分

議案第29号 専決処分の報告について（清瀬市市税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第30号 専決処分の報告について（清瀬市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第31号 専決処分の報告について（清瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第32号 清瀬市市税条例等の一部を改正する条例 可決

議案第33号 清瀬市都市計画税条例の一部を改正する条例 可決

議案第34号 清瀬市生活資金等貸付条例及び清瀬市緊急福祉資金条例を廃止する条例 可決

議案第35号 清瀬市道の路線の認定について 承認

議案第36号 清瀬市立清瀬第七小学校校舎大規模改造工事（建築）請負契約 可決

議案第37号 清瀬市立清瀬第八小学校校舎大規模改造工事（建築）請負契約 可決

議案第38号 清瀬市オンブズパーソンの選任について 同意

議案第39号 清瀬市オンブズパーソンの選任について 同意

議案第40号 清瀬市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第41号 清瀬市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

　 報告第2号 平成29年度清瀬市一般会計繰越明許費繰越計算書 了承

報告第3号 委任専決事項の報告について 了承

　議員提出

議案第24号 カジノを解禁するカジノ実施法案に反対する意見書 否決

議案第25号 教員の負担軽減と義務教育費国庫負担割合の拡充を求める意見書 可決

議案第26号 自然エネルギーを基幹とするエネルギー基本計画を求める意見書 否決

議案第27号 横田基地へのＣＶ22オスプレイ配備に関する意見書 可決

議案第28号 国連人権専門家の警告を受けとめ、生活保護費削減の中止を求める意見書 否決

議案第29号
学童クラブの質の確保のため、放課後児童健全育成事業の「従うべき基準」廃
止・参酌化に反対する意見書

否決

議案第30号 学校における働き方改革の実施のため、教員定数の抜本増を求める意見書 否決

議案第31号 旧優生保護法下での強制不妊手術被害者の救済を国に求める意見書 可決

請願第2号
清瀬市に住む福島原発事故による避難者の方々に年1回(子どもは年2回)の甲状腺
検査と血液像検査の保障を求める請願

不採択

陳情第4号 清瀬駅、秋津駅の安全な駅舎づくりをすすめる陳情 採択

陳情第6号 新庁舎建設について予算内に事業費を抑えることを求める陳情 不採択

陳情第7号 清瀬駅及び秋津駅の安全性と利便性の向上を要望する陳情 採択

その他 新庁舎建設特別委員会審査結果について 継続

その他 常任委員会の行政視察について 決定

(3) 定例会別議決件名及び議決区分

　　ア　平成３０年第２回定例会

議　案　番　号

　市長提出

　その他

－ 90 －－ 86 －



件           　　 名 議決区分

議案第42号 専決処分の報告について（平成30年度清瀬市一般会計補正予算（第2号）） 承認

議案第43号 平成29年度清瀬市一般会計歳入歳出決算 認定

議案第44号 平成29年度清瀬市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 認定

議案第45号 平成29年度清瀬市下水道事業特別会計歳入歳出決算 認定

議案第46号 平成29年度清瀬市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 認定

議案第47号 平成29年度清瀬市介護保険特別会計歳入歳出決算 認定

議案第48号 平成29年度清瀬市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認定

議案第49号 平成30年度清瀬市一般会計補正予算（第3号） 可決

議案第50号 平成30年度清瀬市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第51号 平成30年度清瀬市駐車場事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第52号 平成30年度清瀬市介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第53号 平成30年度清瀬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決

議案第54号 平成30年度清瀬市下水道事業会計補正予算（第1号） 可決

議案第55号
清瀬市議会議員及び清瀬市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例

可決

議案第56号 清瀬市市税条例の一部を改正する条例 可決

議案第57号 清瀬市道の路線の認定について 承認

議案第58号 清瀬市教育委員会委員の任命について 同意

報告第4号 平成29年度財政健全化判断比率等の報告について 了承

報告第5号 清瀬都市開発株式会社の経営状況について 了承

報告第6号 平成29年度清瀬市土地開発公社歳入歳出決算 了承

議案第32号 核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書 否決

議案第33号 国内法の米軍適用など日米地位協定の見直しを求める意見書 否決

議案第34号 安全・安心を揺るがす水道事業の民営化に反対する意見書 否決

議案第35号 生活保護世帯へのエアコン設置補助の拡大と夏季加算の創設を求める意見書 否決

議案第36号 豊洲市場の「安全宣言」及び農水大臣の認可の撤回を求める意見書 否決

議案第37号 児童虐待ゼロヘ児童福祉司など体制強化を求める意見書 否決

議案第38号 臓器移植の環境整備を求める意見書 可決

請願第3号 東海第二原発の運転延長の反対を求める請願 不採択

陳情第8号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情 採択

陳情第9号 市長の一連の不祥事について陳情 不採択

陳情第10号 清瀬市内全小中学校で喫煙防止教育の実施を要望する陳情 採択

陳情第11号
執務時間内における市職員への政党機関紙等の購読勧誘や購読料の集金を禁止す
ることを求める陳情

採択

陳情第12号
清瀬市新庁舎建設事業計画について　財政難に加え市の将来像を見据えて本年2月
より着手した清瀬市公共施設再編計画策定事業の一環と位置付けられる「新庁舎
建設事業の事業費のさらなる圧縮を求める」陳情

不採択

　　イ　平成３０年第３回定例会

議　案　番　号

　市長提出

　議員提出

　その他

－ 91 －－ 87 －



その他 副議長の辞職について 許可

その他 副議長の選挙について 当選

その他 決算特別委員会の設置及び委員の定数について 決定

件           　　 名 議決区分

議案第59号 平成30年度清瀬市一般会計補正予算（第4号） 可決

件           　　 名 議決区分

議案第60号 平成30年度清瀬市一般会計補正予算（第5号） 可決

議案第61号 平成30年度清瀬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決

議案第62号 平成30年度清瀬市下水道事業会計補正予算（第2号） 可決

議案第63号 清瀬市小口事業資金融資条例 可決

議案第64号 清瀬市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例 可決

議案第65号 清瀬市職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第66号 清瀬市市民農園条例の一部を改正する条例 可決

議案第67号 清瀬市立公園条例の一部を改正する条例 可決

議案第68号 清瀬市道の路線の廃止について 承認

議案第69号 清瀬市道の路線の認定について 承認

議案第70号 清瀬市有料自転車等駐車場の指定管理者の指定について 可決

議案第71号 平成30年度清瀬市一般会計補正予算（第6号） 可決

議案第72号 清瀬市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第73号 清瀬市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第39号 日欧ＥＰＡ（経済連携協定）批准に反対する意見書 否決

議案第40号 森林環境税の活用に関する意見書 可決

議案第41号 住民票の除票及び戸籍の附票の除票の保存期間の延長を求める意見書 可決

議案第42号 2島返還で日露平和条約を締結しないよう求める意見書 否決

議案第43号 来年10月からの消費税増税中止を求める意見書 否決

議案第44号 国民健康保険制度への公費負担拡大を求める意見書 否決

議案第45号 医療・介護の連結データの第三者提供中止を求める意見書 否決

議案第46号 学校体育館空調設備設置への国及び東京都の財政支援拡大を求める意見書 可決

議案第47号
女性差別をなくし、ひとしく教育を受ける権利、職業を選ぶ権利の保障を求める
意見書

否決

議案第48号 清瀬市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第49号 ライドシェア・白タクの合法化に反対する意見書 可決

　市長提出

　議員提出

　　ウ　平成３０年第１回臨時会

議　案　番　号

　市長提出

　　エ　平成３０年第４回定例会

議　案　番　号

－ 92 －－ 88 －



請願第4号 市の福祉資金貸付け制度の継続を求める請願 不採択

請願第5号 ライドシェア・白タクの合法化反対の意見書採択を求める請願 採択

件           　　 名 議決区分

議案第1号 平成31年度清瀬市一般会計予算 可決

議案第2号 平成31年度清瀬市国民健康保険事業特別会計予算 可決

議案第3号 平成31年度清瀬市駐車場事業特別会計予算 可決

議案第4号 平成31年度清瀬市介護保険特別会計予算 可決

議案第5号 平成31年度清瀬市後期高齢者医療特別会計予算 可決

議案第6号 平成31年度清瀬市下水道事業会計予算 可決

議案第7号 平成30年度清瀬市一般会計補正予算（第7号） 可決

議案第8号 平成30年度清瀬市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 可決

議案第9号 平成30年度清瀬市介護保険特別会計補正予算（第2号） 可決

議案第10号 清瀬市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第11号 清瀬市教育基金条例の一部を改正する条例 可決

議案第12号 清瀬市コミュニティプラザ条例等の一部を改正する条例 可決

議案第13号 清瀬市児童育成手当条例等の一部を改正する条例 可決

議案第14号 清瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決

議案第15号 清瀬市消防団条例の一部を改正する条例 可決

議案第16号 清瀬市道の路線の廃止について 承認

議案第17号 清瀬市道の路線の認定について 承認

議案第18号 市有地の明渡等請求訴訟の提起について 可決

議案第19号 清瀬市新庁舎建設工事請負契約 可決

議案第20号 清瀬市教育委員会教育長の任命について 同意

議案第21号 清瀬市教育委員会委員の任命について 同意

議案第22号 清瀬市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第23号 人権擁護委員の推薦について 同意

議案第24号 人権擁護委員の推薦について 同意

報告第1号 平成31年度清瀬市土地開発公社事業計画及び予算 了承

議案第1号
放課後児童クラブの職員の職員配置基準等の堅持及び放課後児童支援員等の処遇
改善を求める意見書

可決

議案第2号
減プラスチック社会と熱回収を含まないリサイクルを進める「プラスチック資源
循環戦略」を求める意見書

可決

議案第3号 航空機の安全の確保徹底を求める意見書 可決

議案第4号 消費税10％増税の中止を求める意見書 否決

議案第5号 沖縄の民意を反映し、辺野古新基地建設の中止を求める意見書 否決

議案第6号 国連の「家族農業の10年」に応え、小規模・家族農業への支援を求める意見書 可決

議案第7号 精神障がい者に対する交通運賃割引制度の適用に関する意見書 可決

　市長提出

　議員提出

　その他

　　オ　平成３１年第１回定例会

議　案　番　号

－ 93 －－ 89 －



請願第1号
「小学生、中・高校生のための『放射線副読本』」の使用中止を市教育委員会に
求める請願

不採択

陳情第1号
奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆
伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情

採択

陳情第2号 清瀬市議会本会議場において国旗及び市旗の掲揚を求める陳情 採択

陳情第3号 精神障がい者に対する交通運賃割引制度の適用について意見書提出を求める陳情 採択

陳情第4号 弓道場設立に関する陳情 採択

その他 予算特別委員会の設置及び委員の定数について 決定

その他 閉会中の議会運営委員会・新庁舎建設特別委員会の継続審査について 決定

その他 閉会中の議員派遣の件について 決定

　その他

－ 94 －－ 90 －



１．１．１．（３）議会事務局運営事業（議会事務局）

(1) 議会だよりの発行

　　　

　議会に関する情報を広く公開するため、本会議及び各委員会で審議された情報を記載した「きよせ市議会だよ
り」を年４回発行し、戸別配布した。この「きよせ市議会だより」は、ホームページでも閲覧ができ、会議録は冊
子やホームページでも閲覧できる。

１　印刷関係

発　　行　　日 号　数　(号） 頁　（頁） 部　数　（部） 業　者　名 金額（円）

 8月15日

11月15日

 2月15日

 5月15日

各 16 （株）御幸印刷

(2) 会議録の作成

会　議　録 部　数（部） 業　者　名  金　額（円）

予算特別委員会

各 35 (株)会議録研究所

第1回定例会

第2回定例会

第3回定例会

決算特別委員会

第1回臨時会
第4回定例会

２　委託関係 　(単位　円）

委　託　名 業　者　名 金　額

清瀬市議会会議録の調製及び会議
録検索システムのデータ入力業務

（株）会議録研究所

きよせ市議会だより全戸配布業務
（公社）清瀬市シルバー人材セン
ター

議場音響装置保守点検
（株）ＪＶＣケンウッド・公共産
業システム

合　　　計

－ 95 －－ 91 －





 款２　　総　　務　　費

－ 93 －





２．１．１．（２）総務管理一般事務事業（総務課）　

１　消耗品購入状況 （単位　円）

２　委託関係 （単位　円）

２．１．１．　　　契約事務関係経費（総務課）

１　工事請負契約状況（件数・契約金額　１件 ２００万円以上）

２　委託契約状況（件数・契約金額　１件 ２００万円以上）

３　物品購入等契約状況

　　備品及び消耗品等（件数・契約金額　１件 ５０万円以上、教育関係は１件 ３００万円以上）

合　　　　　　　　　　計

そ の 他 消 耗 品

そ の 他 備 品

修 繕 関 係

教 育 関 係

消 防 関 係

選　　　挙　　　関　　係

区　　　　　　　　　分 件　数　(件） 契　約　金　額　(円）

印 刷 類

そ の 他 業 務

合　　　　　　　　　　計

管 理 業 務

ご み 収 集 業 務

区　　　　　　　　　分 件　数　(件） 契　約　金　額　(円）

設計・測量・地質調査等

そ の 他

合 計

道 路 整 備

下 水 道

　工事、設計その他の委託及び印刷物、物品、修理その他の契約を行った。入札参加者及び指名業者の調
査を行い、また、一般競争入札及び指名競争入札を開催した。

区　　　　　　　　　分 件　数　(件） 契　約　金　額　(円）

学 校

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

　公共施設交換便業務 (公社)清瀬市シルバー人材センター

　庁舎宿日直の管理、庁内共通で使用している消耗品の購入、庁舎内の電話の管理、公共施設への交換便
の管理、東京市町村総合事務組合に関する事務を執行した。

内　　　　　　　容 金　　　　　額

　ボールペン・のり等

－ 99 －－ 95 －



２．１．２．（１）人事管理事業（職員課）　　　　     

１　所属別・職層別職員配置 （平成３１年３月３１日現在　単位　人）

部

長

参

事

課

長

副

参

事

課

長

補

佐

園

長

副

園

長

・

技

能

主

任

主

任

一

般
部 長 含
部 長 含

部 長 含

部 長 含

部 長 含

部 長 含
部 長 含

部 長 含

部 長 含

会計管理者含

部 長 含
参 事 含

※ 合計　４８５人（男性　２４５人、女性　２４０人。再任用職員３６人を含む。）

教　育　委　員　会　計
合　　　　　　　　　　　　計

教
育
委
員
会

教
　
育
　
部

教 育 総 務 課
指 導 課
生 涯 学 習 ス ポー ツ課
図 書 館
郷 土 博 物 館
小 計
小 学 校
中 学 校

―
会 計 課
選挙管理委員会事務局
監 査 委 員 事 務 局

都 市 整 備 部

ま ち づ く り 課
道 路 交 通 課
水 と 緑 の 環 境 課
下 水 道 課
ご み 減 量 推 進 課
小 計

子ども家庭部

子 育 て 支 援 課
保 育 園

児 童 セ ン タ ー
子ども家庭支援センター
小 計

健 康 福 祉 部

地 域 包 括 ケ ア推 進課
生 活 福 祉 課
障 害 福 祉 課
高 齢 支 援 課
健 康 推 進 課
小 計

市 民 生 活 部

市 民 課
課 税 課
徴 収 課
保 険 年 金 課
産 業 振 興 課
小 計

総 務 部

総 務 課
文 書 法 制 課
職 員 課
職 員 課 付 派 遣
情 報 政 策 課
防 災 防 犯 課
小 計

議 会 事 務 局 ―

企 画 部

企 画 課
秘 書 広 報 課
財 政 課
男女共同参画センター
新 庁 舎 建 設 室
市 史 編 さ ん 室
小 計

　人件費の支出、各災害補償・保険の申請、採用・昇任等各試験の実施など人事に関する事務を行った。

部　　名 課　  　名

参  事 副 参 事 主　　  事

合

計

備

考

主

査

技

能

長

係

長
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２　自治法派遣職員 （単位　人)

３　職員の人事 （単位　人)

※ 再任用職員は除く。

４　平成３０年度職員人件費内訳  （単位　円）

※ 特別職及び再任用職員を含む。

総 合 計

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

特 別 会 計 合 計

下 水 道 事 業
会 計

介 護 保 険
特 別 会 計

一 般 会 計 合 計

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計

消 防 費

教 育 費

商 工 費

土 木 費

労 働 費

農 林 業 費

民 生 費

衛 生 費

合 計

議 会 費

総 務 費

区　　　　分 採　　　　用 退　　　　職 昇任　・　昇格

人　　　　数

区 分 給 料
職員手当

（退職手当組合員
金除く。）

退 職 手 当
組合負担金

共 済 費

派　　　遣　　　先 職 人　　　　数

東 京 た ま 広 域 資 源 循 環 組 合 課長補佐職

昭 和 病 院 企 業 団 主事職
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２. １. ２.（２）職員研修事業（職員課）　　　　     

１　職員の研修

(1) 東京都市町村職員研修所

　　ア　職層別研修

　　イ　講師養成研修

講師養成（基礎科）

　問題解決

　アサーティブコミュニケーション（主任・主事）

　ＣＳクレーム対応（主任・主事）

　ロジカルトレーニング

　要約力

　政策形成

小　　　　　　　　　　計 ―

基 礎 部 門

項         目 科　　　　　　　　　　目 日数（日） 受講者数(人)

　新任研修（Ⅰ期）

　部長研修

　課長新任研修（管理者の役割）

　課長新任研修（公務員倫理・ハラスメントの防止・メンタル
　ヘルス）

　係長新任研修（仕事と人のマネジメント）

　係長新任研修（公務員倫理・メンタルヘルス）

　新任研修（Ⅱ期）

能 力 向 上 部 門

―

合                    計

科　　　　　　　　　　目 日数（日） 受講者数(人)

―

―

小　　　　　　　　　　計

　政策プレゼンテーション

　係長コーチング

　アサーティブコミュニケーション（管理・監督職）

　中堅職員の役割

　ベテラン職員の役割

　ＣＳクレーム対応（管理・監督職）

　管理職リスクマネジメント

　職員の知識及び技能向上を目的に、各分野の職員及び外部委託講師による研修を実施した。また、東京都市町村
職員研修所における研修につき、申込み等の研修生推薦業務を行った。

合                    計
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　　ウ　法務研修

　　エ　自治体経営研修

　　オ　情報処理研修

　　カ　専門研修

　　キ　技術職研修

―

日数（日） 受講者数(人)

道路科

工事検査科

―

ワード（実践レイアウトテクニック編）

保育士研修

―合                    計

合                    計

エクセル初級

エクセル中級

エクセル中級（関数編）

項         目 日数（日） 受講者数(人)

政 策 形 成 部 門 政策課題研究

政 策 法 務 部 門
政策法務

立法法務

合                    計 ―

地方公務員法

項         目 科　　　　　　　　　　目 日数（日）

政 策 財 務 部 門 地方財政

合                    計 ―

科　　　　　　　　　　目 日数（日） 受講者数(人)

受講者数(人)

法 律 基 礎 部 門

行政法Ⅰ

地方自治法

民法

科　　　　　　　　　　目

受講者数(人)科　　　　　　　　　　目 日数（日）

エクセル中級（データ分析編）

保健士研修

合                    計

エクセルＶＢＡマクロ

科　　　　　　　　　　目
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　　ク　実務研修

　　ケ　特別研修

日数（日）

固定資産税科（中級）土地

小　　　　　　　　　　計

徴収科（中級）

廃棄物対策科

特 別 研 修

平成30年度　「財政課題研究」成果発表会

講演会

平成30年度　自治体経営研修「地方財政」

―

平成30年度　「立法法務」成果発表会

人権啓発研修（同和問題）

人権啓発研修（外国人の人権）

個人住民税科（中級）

事 業 部 門

―

項         目 科　　　　　　　　　　目 日数（日） 受講者数(人)

小　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　計

法人住民税科（初級）

個人住民税科（初級）

平成30年度　自治体経営研修「政策課題研修」基調講義

メンタルヘルス研修

子育て支援科

図書館科

技能労務職研修

科　　　　　　　　　　目

男女共同参画研修

受講者数(人)

合　　　　　　　　　　計 ―

項         目

総 務 ・ 一 般 部 門

例規作成実務科

自治体債権管理回収科

会計科

広報科

情報システム調達導入科

小　　　　　　　　　　計 ―

税 務 部 門

―
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(2) 国・東京都関係研修

拉致問題啓発舞台劇講演「めぐみへの誓い-奪還-」

防火・防災管理講習

合　　　　　　　　　　計

東 京 消 防 庁

―

特別区職員研修所

東京都立多摩総合
精 神 保 健 福 祉
セ ン タ ー

保健所・市町村職員研修

東 京 都 環 境 局

東 京 都 総 務 局

―

図解表現力養成研修

アウトリーチ支援研修

平成30年度サポート研修「講演会」

福祉事務所査察指導員（新任）【前期】

福祉事務所査察指導員（新任）【後期】

面接相談員研修【前期】

福祉行政課題別研修（第2回）

平成30年度実務研修「環境実務科」

福祉事務所地区担当（新任）【後期】

事業スクラップ研修

調整力・交渉力（管理・監督職）

福祉事務所地区担当（現任）

内部統制研修～いちから分かる内部統制の基本～

内　　　　　　　　　　容

レジリエンス研修

福祉行政課題別研修（第3回）

防災講演会

調査研究結果発表シンポジウム

面接相談員研修【後期】

福祉事務所地区担当（新任）【前期】

小　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　計 ―

研　　修　　先 日数（日） 受講者数(人)

東京都福祉保健局

自立支援関係研修会【被保護精神障害者等の退院促進】

福祉行政課題別研修（第1回）

インバスケット研修

調整力・交渉力（主任・主事）

ス ポ ッ ト 研 修
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(3) 民間機関等派遣研修

　一般社団法人日本経営協会 地方自治体のための秘書実務

科　　　　　　　　目 日数（日）

合　　　　　　　　　　計 ―

　一般社団法人日本経営協会　新任担当者のための秘書実務講座 

　一般社団法人日本経営協会 わかりやすい社会保険・労働保険のしくみセミナー

　一般社団法人日本経営協会 法人住民税の理論と実践講座

　一般社団法人日本経営協会 やさしい非木造家屋の評価基礎実務演習・不明確計算（初級）

　一般社団法人日本経営協会 償却資産の実務

　一般社団法人日本経営協会 契約事務

　一般社団法人日本経営協会 基礎から学ぶ自治体における契約事務（工事契約コース）

　東久留米自動車教習所　企業向け安全運転講習

　東京防災救急協会　防火管理者講習

　公益社団法人日本下水道協会 下水道経営セミナー

　一般財団法人　資産評価システム研究センター 土地評価実務研修会

　一般財団法人　地方自治研究機構　平成30年度行政不服審査法運用実務講習会

　東京ハンディキャップ連絡会　福祉有償運送制度に関する勉強会

　財団法人　日本自治創造学会 日本自治創造学会研究大会

　志木市　志木市後見ネットワークセンター記念講演会・シンポジウム

　自治体行政研究所　契約事務の基礎を学ぶ～すべての自治体職員必修～

　公益財団法人東京都福祉保健財団 福祉用具サービス業務従事者講習会

受講者数(人)

　一般財団法人　行政管理研究センター　個人情報保護セミナー

　一般財団法人　資産評価システム研究センター 固定資産評価審査委員会運営研修会

　一般財団法人　資産評価システム研究センター 木造家屋評価実務研修会

　一般社団法人　選挙制度実務研究会　国民投票法実務講習

　一般財団法人　地方自治研究機構　平成31年度予算編成事務講習会
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(4) 庁内研修

(5) 合同研修（研修所第４ブロック構成市共同）

安全衛生講習会

四輪安全運転教室

メンタルヘルス研修（管理職向け）

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 ―

科　　　　　　　　　　　　目 日数（日） 受講者数(人)

第4ブロック合同研修「政策形成（創造性開発）研修」

ダイバーシティ研修

仕事のスクラップ研修

時短実現Ｗｏｒｄ活用研修

ＥｘｃｅｌマクロＶＢＡ基礎講座

時短実現Ｅｘｃｅｌ活用+ＶＢＡ入門講座

会計年度任用職員制度研修

人事考課制度（被評定者）研修

窓口・電話対応診断研修 － －

男女共同参画研修

ハラスメント防止研修

ワーク・ライフ・バランス研修

ＤＶ研修

新地方会計の利活用に関する研修

議会傍聴研修(予算特別委員会、決算特別委員会） －

普通救命講習会

ｅラーニング研修 －

不当要求防止責任者講習会

人事考課制度（評定者）研修

研　修　名 科　　　　　目 日数（日） 受講者数(人)

新任職員研修

新任職員フォローアップ研修

コンプライアンス研修

個人情報の保護に関する研修

特定個人情報の保護に関する研修

接遇研修

人材育成重点研
修

特 別 研 修

安 全 衛 生 研 修
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２．１．２．（３）職員福利厚生事業（職員課）

１　職員健康診断実施状況 （単位　人）

２　ストレスチェック実施状況

※対象者　　正規職員、再任用職員、社会保険加入の嘱託員及び臨時的任用職員

３　健康相談実施状況

４　委託関係 （単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名

対象者数（人） 回答者数（人）
高ストレス者数

（人）
実施率（％）

区　　　　分 実施回数（回） 相談者数(延べ　人）

健  康 相 談

心の健康相談

区　　　分 受 診 者 数
診 断 結 果

備　　　考
異常認めず 要指導 要医療

定期健康診断 異常認めず：所見なし

　職員の心身の健康管理を目的として、各種健康診断・健康相談及び心の健康のカウンセリングを実施した。

合　　　　計

金　　額

清瀬市職員の健康診断（循環器系）業務 公益財団法人結核予防会　複十字病院

その他（4件）

合　　　 　計
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２．１．３．（１）文書管理事業（文書法制課）

１　条例及び規則等制定状況

(1) 条　　例 （平成３０年中）

清瀬市市税条例等の一部を改正する条例  7月 2日

清瀬市都市計画税条例の一部を改正する条例  7月 2日

清瀬市生活資金等貸付条例及び清瀬市緊急福祉資金条例を廃止する条例  7月 2日

清瀬市議会議員及び清瀬市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 10月 1日

清瀬市市税条例の一部を改正する条例 10月 1日

清瀬市職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 12月27日

清瀬市小口事業資金融資条例 12月27日

清瀬市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例 12月27日

清瀬市立公園条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市議会議員の定数条例等の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市コミュニティプラザ条例等の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市市税条例の一部を改正する条例  4月 1日

清瀬市都市計画税条例の一部を改正する条例  4月 1日

清瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例  4月 1日

　庁内共通で使用している文書管理に係る消耗品の購入、法令集の加除、市例規の改廃に伴う例規集の作成、文
書廃棄及び都庁交換便業務等を行った。また、本庁舎３階の行政資料コーナーでは、市民等が閲覧できるよう行
政資料の改廃を行い、書籍等の充実を図った。

番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 公布月日

清瀬市国民健康保険条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営基準等に関する条例  3月29日

清瀬市生産緑地地区に定めることができる区域の規模に関する条例  3月29日

清瀬市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例  3月29日

公益的法人等への清瀬市職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市指定地域密着型サービス事業者の指定及び運営基準等に関する条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市国民健康保険事業運営基金条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市立学童クラブ条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市立保育園設置条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市障害者福祉センター条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市介護保険条例の一部を改正する条例  3月29日

清瀬市市民農園条例の一部を改正する条例 12月27日

清瀬市立公園条例の一部を改正する条例 12月27日

清瀬市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 12月27日

清瀬市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 12月27日

清瀬市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 12月27日
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（平成３０年中）

清瀬市特定教育・保育施設、特定地域型保育事業等の利用者負担に関する条例施行規則の一
部を改正する規則

 8月24日

清瀬市生活資金等貸付条例施行規則及び清瀬市緊急福祉資金条例施行規則を廃止する規則  8月28日

清瀬市非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例施行規則の一部を改正する規則  9月10日

清瀬市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例施行規則の一部を改正する規則  9月19日

清瀬市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例施行規則 12月26日

清瀬市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例施行規則の一部を改正する規則  7月20日

清瀬市史編さん委員会設置規則の一部を改正する規則  7月26日

清瀬市児童育成手当条例施行規則の一部を改正する規則  8月 3日

清瀬市障害者の利用に係る公の施設の使用料等の減免に関する条例施行規則の一部を改正す
る規則

 8月13日

清瀬市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例施行規則の一部を
改正する規則

 8月14日

清瀬市職員希望降任制度実施規則  8月16日

清瀬市介護保険条例施行規則の一部を改正する規則  3月30日

清瀬市下水道事業の財務に関する特例を定める規則  3月30日

清瀬市下水道事業の財務に関する特例を定める規則の一部を改正する規則

清瀬市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例施行規則の一部を改正する規則

清瀬市職員の初任給、昇格及び昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則

清瀬市下水道事業受益者負担に関する条例施行規則の一部を改正する規則

清瀬市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例施行規則の一部を
改正する規則

 4月10日

清瀬市特定教育・保育施設、特定地域型保育事業等の利用者負担に関する条例施行規則の一
部を改正する規則

 5月28日

 6月11日

 7月 4日

 7月20日

 7月20日

住居手当に関する規則の一部を改正する規則  3月30日

清瀬市職員に対する児童手当の認定及び支給に関する事務の取扱いに関する規則の一部を改
正する規則

 3月30日

清瀬市予算事務規則の一部を改正する規則  3月30日

清瀬市延長保育実施規則の一部を改正する規則  3月30日

清瀬市一時保育事業実施規則の一部を改正する規則  3月30日

清瀬市組織規則の一部を改正する規則  3月30日

清瀬市指定介護支援等の事業の人員及び運営基準等に関する条例施行規則  3月30日

清瀬市障害者福祉センター条例施行規則の一部を改正する規則  3月30日

 2月 7日

清瀬市民活動センター条例施行規則の一部を改正する規則  2月 7日

清瀬市契約事務規則の一部を改正する規則  2月27日

清瀬市水洗便所改造資金助成規則を廃止する規則  3月 1日

(2) 規　　則

清瀬市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例施行規則の一部を改正する規則  3月 6日

清瀬市職員の初任給、昇格及び昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則  3月15日

清瀬市児童手当事務取扱規則の一部を改正する規則  1月11日

清瀬市職員の分限に関する規則

番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 公布月日
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(3) 訓　　令 （平成３０年中）

清瀬市国民健康保険税減免取扱要綱の一部改正について  3月30日

清瀬市生産緑地地区指定基準の一部改正について  3月30日

清瀬市臨時的任用職員の任用に関する要綱の一部改正について  3月19日

清瀬市職員に対する児童手当の認定及び支給に関する事務の取扱いに関する規程の一部改正
について

 3月19日

清瀬市介護保険料滞納者に係る保険給付の制限等実施要綱  3月23日

清瀬市職員特別昇任・昇格選考実施要綱の一部改正について  3月27日

清瀬市嘱託員の設置に関する要綱の一部改正について  3月29日

清瀬市職員職務権限規程の一部改正について  3月30日

清瀬市養育支援ヘルパー派遣事業実施要綱の一部改正について  3月15日

清瀬市子どもショートステイ事業実施要綱の一部改正について  3月15日

清瀬市ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業実施要綱の一部改正について  3月15日

清瀬市子育て商品券交付事業実施要綱の一部改正について  3月15日

清瀬市子育てクーポン券交付事業実施要綱の一部改正について  3月15日

清瀬市福祉サービス第三者評価受審費補助事業実施要綱の一部改正について  3月15日

清瀬市新生児訪問指導実施要綱の一部改正について  3月 9日

清瀬市妊産婦訪問指導実施要綱の一部改正について  3月 9日

妊婦健康診査実施要綱の一部改正について  3月 9日

清瀬市母子保健推進員設置要綱の一部改正について  3月 9日

清瀬市自殺対策計画策定委員会設置要綱  3月14日

清瀬市職員の昇給に関する取扱要綱の一部改正について  3月15日

清瀬市指定管理者選定委員会設置要綱の一部改正について  2月13日

清瀬市保育室制度運営要綱の廃止について  2月27日

小口零細企業保証制度を活用した清瀬市小口事業資金融資取扱要綱の一部改正について  3月 1日

清瀬市新・元気を出せ！商店街事業費補助金交付要綱の一部改正について  3月 1日

清瀬市健康増進計画策定委員会設置要綱の廃止について  3月 1日

清瀬市嘱託員の設置に関する要綱の一部改正について  3月 6日

清瀬市保育士等キャリアアップ補助金交付要綱の一部改正について  1月19日

清瀬市庁用自動車等管理要綱の一部改正について  1月23日

清瀬市が発注する公共工事に係る共同企業体取扱要綱の廃止について  1月23日

公営住宅法施行令等改正に伴う住宅使用料の減額に関する要綱の廃止について  2月 6日

清瀬市民活動センター備品等使用取扱要綱の廃止について  2月 7日

清瀬市木造住宅耐震診断助成金交付要綱の一部改正について  2月 9日

清瀬市後見等審判請求申立費用の本人負担の申立てをしない場合の基準及び後見等報酬費用
の助成要綱の一部改正について

 1月 4日

清瀬市成年後見制度に係る市長による審判の請求手続等に関する要綱の一部改正について  1月 4日

清瀬市立ポケットパーク設置要綱の一部改正について  1月 9日

清瀬市都市計画マスタープラン見直し検討委員会設置要綱  1月11日

清瀬市都市計画マスタープラン庁内検討委員会設置要綱  1月11日

清瀬市固定資産税及び都市計画税減免取扱要綱の一部改正について  1月19日

番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 公布月日
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清瀬市私立幼稚園等園児保護者負担軽減補助金交付要綱の一部改正について  8月30日

清瀬市私立幼稚園就園奨励補助金交付要綱の一部改正について  8月30日

清瀬市セクシュアル・ハラスメント防止等対策要綱の一部改正について  8月30日

清瀬市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体設置要綱の全部改正について

清瀬市一般廃棄物処理手数料収納事務委託実施要綱の一部改正について  7月27日

清瀬市後見等審判請求申立費用の本人負担の申立てをしない場合の基準及び後見等報酬費用
の助成要綱の一部改正について

 7月30日

 9月 5日

清瀬市地方公会計導入対策委員会設置要綱の廃止について  6月28日

清瀬市保育士等キャリアアップ補助金交付要綱の一部改正について  7月 9日

清瀬市男女平等推進専門委員会設置要綱の廃止について  7月20日

清瀬市認証保育所等保育料負担軽減助成要綱の一部改正について  7月20日

清瀬市電子計算組織運営管理規程の一部改正について  7月23日

清瀬市特定不妊治療に係る医療費の助成に関する要綱の一部改正について  7月27日

 5月23日

清瀬市職員自己啓発研修助成金交付要綱の一部改正について  6月21日

有料で借り受けた者が保育所等として使用する土地に対する固定資産税及び都市計画税の減
免要綱

 3月30日

清瀬市一時預かり幼稚園型事業補助金交付要綱の一部改正について  3月30日

清瀬市公印規程の一部改正について  4月 4日

清瀬市職員当直要綱  4月10日

清瀬市補助金等交付事務にかかる訓令又は要領の制定基準を定める要綱  4月20日

清瀬市母子家庭等高等職業訓練促進給付金等支給要綱の一部改正について  4月25日

清瀬市私立幼稚園就園奨励補助金交付要綱の一部改正について  5月16日

清瀬市子育て世帯近居支援事業実施要綱の一部改正について

清瀬市職員服務規程の一部改正について  3月30日

清瀬市管理職員の業績評価に関する要綱及び清瀬市職員の人事考課に関する要綱の一部改正
について

 3月30日

清瀬市職員の分限に関する規則の運用に関する要綱  4月26日

清瀬市骨髄移植ドナー支援事業奨励金交付要綱  5月 8日

清瀬市生活支援コーディネーター設置要綱の全部改正について  9月 5日

清瀬市臨時的任用職員の任用に関する要綱の一部改正について  9月25日

清瀬市ブロック塀等撤去改修助成金交付要綱の全部改正について  9月25日

清瀬市職員任用規程の一部改正について  9月25日

清瀬市病児・病後児保育事業運営費補助金交付要綱の一部改正について 10月 2日

清瀬市花卉維持管理ボランティア実施要綱 10月 3日

清瀬市ブロック塀等撤去改修助成金交付要綱の一部改正について 11月 6日

清瀬市認証保育所運営費等補助要綱の一部改正について 11月30日

清瀬市国民健康保険一部負担金徴収猶予及び減免取扱要綱の一部改正について 12月 3日

清瀬市一時預かり幼稚園型事業補助金交付要綱の一部改正について 12月 6日
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(4）専決処分

(5) 告　　示 （平成３０年中　単位　件）

件　　　　　　　　　　名 件 　数 件　　　　　　　　　　名 件 　数

議 会 招 集 特別職及び委員等の選任・任命等関係

税務・保険料・住民票関係公示送達

（平成３０年中）

番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 専決処分月日

清瀬市市税条例の一部を改正する条例  3月31日

清瀬市都市計画税条例の一部を改正する条例  3月31日

清瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例  3月31日

和解及び損害賠償額の決定について  5月 9日

和解及び損害賠償額の決定について  5月24日

和解及び損害賠償額の決定について  6月 8日

平成30年度清瀬市一般会計補正予算（第2号）  7月20日

契 約 関 係

予 算 ・ 決 算 の 公 表
現 金 取 扱 員 の 改 正 ・ 使 用 料 の
徴 収 事 務 の 委 託

財 政 状 況 の 公 表 都市計画案及び生産緑地地区の変更

道 路 路 線 の 認 定 ・ 廃 止 ・
供 用 開 始 ・ 協 定 関 係

そ の 他

違 法 駐 車 ・ 放 置 自 転 車 防 止 関 係 合　　　　　　　　　　計
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２　文書収受及び発送件数  （単位　件）

３　行政資料コーナー

(1) 収蔵資料数　　　１，３７０点 （平成３１年３月３１日現在）

(2) 主な資料

総
　
務
　
部

総 務 課 ご み 減 量 推 進 課

文 書 法 制 課
教

育

委

員

会

教

育

部

教 育 総 務 課

統計きよせ

教育委員会要覧

予算書・決算書

職 員 課 指 導 課

情 報 政 策 課 生 涯 学 習 ス ポ ー ツ 課

防 災 防 犯 課

部　 　課　 　名 収受件数 発送件数 部 　　課　 　名 収受件数 発送件数

議 会 事 務 局

子
ど
も

家
庭
部

子 育 て 支 援 課

企

画

部

企 画 課 児 童 セ ン タ ー

秘 書 広 報 課
子 ど も 家 庭
支 援 セ ン タ ー

財 政 課

都
市
整
備
部

ま ち づ く り 課

男女共同参画センター 道 路 交 通 課

新 庁 舎 建 設 室 水 と 緑 の 環 境 課

市 史 編 さ ん 室 下 水 道 課

図 書 館

市

民

生

活

部

市 民 課 郷 土 博 物 館

課 税 課 会 計 課

徴 収 課 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

保 険 年 金 課 監 査 委 員 事 務 局

産 業 振 興 課 農 業 委 員 会 事 務 局

健

康

福

祉

部

地 域 包 括 ケ ア 推 進 課 合 計

生 活 福 祉 課

障 害 福 祉 課

高 齢 支 援 課

健 康 推 進 課

　清瀬市をはじめ国や東京都、近隣区市町村の行政資料を集め、市民等が閲覧できるようにした「清瀬市行政資料
コーナー」の蔵書の改廃を行い、充実を図った。

清　　　瀬　　　市 東　　　京　　　都 その他の地域

清瀬市議会会議録 東京都議会議案 公立昭和病院年報

清瀬市事務報告書 東京都市町村概要 柳泉園組合関係資料

地価公示・東京都基準地価格 多摩六都科学館組合関係資料

東京都統計年鑑 日本都市年鑑

東京としとうけい
多摩地域データブック
多摩地域主要統計表

市報きよせ

水質年報 他自治体の事務報告書
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４　書籍追録

５　印刷製本

(1) 冊子等印刷 （単位　部）

(2) 共通用封筒 （単位　枚）

(3) 庁内共通諸用紙　

冊

枚

冊

箱

冊

枚

冊

６　郵送・搬送関係 　　（単位　通）

※ 文書法制課で取りまとめている数を掲載。他款では省略

角　2

長　3

長 40

項　　　　目 単　　位 作 成 数

4月～7月 8月～11月 12月～3月

文書保存箱 ―

簿冊ファイル（60ｍｍ） ―

簿冊ファイル（80ｍｍ） ―

ＢＯＸファイル

回議書（複写有） 50綴／冊

回議書（複写無） ―

継続紙

文書収受決裁書（複写有）

50綴／冊

項 目 内 容 件 数 等

　月に1回、法令の追録、加除整理を行っている。 21点

　土曜日、日曜日及び休日を除いて発刊。行政資料
コーナーに設置している。

各1部

項　　　　　　　目 発 行 部 数

平成29年度事務報告書

規　格 発 注 数

角　0

例規追録

官報(本紙・号外・政府調達他)

文書収受決裁書（複写無） ―

文書収受決裁書（1年未満保存用） 50綴／冊

―

個別ファイル ―

月　　　別 合　　計

後納郵便取扱数

―
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７　委託関係

(1) 市例規集加除追録

(2) 収集・処分等

　　公文書溶解 （単位　kg）

(3) 配送・搬送等

　　ア　都庁交換便 （単位　日）

　　イ　都庁文書交換便取扱状況

　年４回例規集データベースを更新し、ホームページ掲載のためにその都度データを作成するとともに、単行本
を作成した。

金　　額（円）

清瀬市例規集データベースに関するデー
タ更新及び単行本等の作成業務委託

第一法規（株）

委　　託　　名 業　　者　　名 内 容 搬 送 量

廃棄文書（機密文書）運搬及
び溶解並びに写真（機密写真）
等運搬及び破砕処理作業委託

(有)大興資源

機密文書は 回搬送し、溶解処
理を行い、再利用化した。搬送先
は、鶴見製紙 株 （埼玉県川口
市）

機密写真は 回搬送し、破砕処
理をした。搬送先は、鶴見製紙
(株)（埼玉県川口市）

委　　託　　名 業　　者　　名 内 容 業 務 日 数

委　　託　　名 業　　者　　名 単行本（冊）

（公社）清瀬市シルバー
人材センター

毎週月、水及び金曜日（休日を
除く。）に、東京都庁内の文書配
送センターを拠点に東京都及び都
内区市間と清瀬市との文書交換業
務を行った。

東 京 都 か ら 他の区及び市から

件　　数

都庁交換便配送業務委託

（単位　件）

区　　分
発　　送　　件　　数 収 　 受　  件 　 数

東 京 都 へ 他の区及び市へ

－ 117 －－ 112 －



２．１．３．（２）浄書印刷事業（文書法制課）　

１　印刷機器等使用状況

(1) 電子複写機

　　　

（単位　枚）

(2) 印刷機他

　　　理想科学工業（株）と長期継続契約（契約期間　平成２９年４月１日から令和２年３月３１日まで）

（単位　枚）

２　印刷用等消耗品購入状況

箱

本

　本庁舎印刷室で使用されている電子複写機及び印刷機の長期継続契約を行い、印刷で使用されるインク及び印
刷マスター等の消耗品の管理並びに印刷室の管理を行った。また、全庁的に環境評価値の高いリサイクルペー
パーの使用推進に努めた。

　キヤノンシステムアンドサポート（株）と長期継続契約（契約期間　平成２９年４月１日から令和４年３月３
１日まで）

設　置　場　所 機　　　種
区　　　　　分

合　　　計
モノクロ 2色 カラー

本庁舎3階
印刷室

モノクロ・カラー
複合機

モノクロコピー機 ― ―

Ａ2コピー機 ― ―

本庁舎1階
職安コーナー

コピーサービス用
モノクロコピー機

― ―

本庁舎3階
行政資料コーナー

― ―

本庁舎2階
文書法制課内

ファックス・モノクロ
コピー複合機

― ―

合　　　　　　　　　　　　　　計

項　　目 機　　　　　種 枚　　数

印刷機

リソグラフＲＥ63Ｍ（Ａ3まで可）

リソグラフＲＥ63Ｍ（Ａ3まで可）

リソグラフＲＥ63Ｍ（Ａ3まで可）

合　　　　　計

紙折り機 ＰＦ－Ｐ3100 ―

項目 規格 単位 購入数

リサイクル用紙

Ａ2　　　 1,000枚／箱

Ａ3　　　 1,500枚／箱

Ａ4　　　 2,500枚／箱

Ｂ4　　　 2,500枚／箱

Ｂ5　　　 2,500枚／箱

インク ＲＥインク Ｚタイプ黒　　　 ―

マスター Ａ3　　　 ―

－ 118 －－ 113 －



２．１．３．（３）情報公開事業（文書法制課）　

１　情報公開事務

　　

※ 平成３０年度開示請求分に対するもののみを掲載

(2) 実施機関別情報公開開示請求(申出書)受理件数 （単位　件) 

※ 平成３０年度開示請求分に対するもののみを掲載

　市の保有する情報が市民に広くかつ適正に活用されるよう、情報の公開をより一層充実させて推進するため、
情報公開又は個人情報保護制度に基づく開示請求があった際は、積極的な情報開示に努めた。

(1) 公文書開示請求処理状況（平成３１年３月３１日現在） （単位　件）

項　　　　　目
請求
件数

開示・非開示件数

取下げ
存否応答

拒否
却下 未決定

開　　示 一部開示
非開示

不存在 その他

公 文 書 開 示 請 求

任意的開示申出件数

合　　　　　計

主 管 部 課 公文書開示請求

議 会 ―

市 長

企 画 部 関 係

総 務 部 関 係

子ども家庭部関係

都 市 整 備 部 関 係

市 民 生 活 部 関 係

健 康 福 祉 部 関 係

会 計 課

実 施 機 関

教 育 委 員 会

選 挙 管 理 委 員 会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

合　　　　　　　　　　　　計

固定資産評価審査委員会 ―

―

―

―

複数の部署にまたがるもの ＿

―

－ 119 －

－ 114 －



２　個人情報保護（保有個人情報開示）事務

(1) 保有個人情報開示請求処理状況（平成３１年３月３１日現在）

※ 平成３０年度開示請求分に対するもののみを掲載

(2) 実施機関別保有個人情報開示請求受理件数 （単位　件）

※ 平成３０年度開示請求分に対するもののみを掲載

(3) 保有個人情報訂正請求処理状況 （単位　件）

※ 平成３０年度開示請求分に対するもののみを掲載

(4) 保有個人情報停止請求処理状況 （単位　件）

※ 平成３０年度開示請求分に対するもののみを掲載

（単位　件）

項　　　　　目
請求
件数

開示・非開示件数

存否応答
拒否

取下げ 未決定
開示

一部
開示

非  開  示

不存在 その他

実 施 機 関 主 管 部 課
保有個人情報
開 示 請 求

議 会 ―

市 長

企 画 部 関 係

総 務 部 関 係

市 民 生 活 部 関 係

健 康 福 祉 部 関 係

子ども家庭部関係

都 市 整 備 部 関 係

会 計 課

個 人 情 報 開 示 請 求

教 育 委 員 会 ―

選 挙 管 理 委 員 会 ―

監 査 委 員 ―

農 業 委 員 会 ―

固定資産評価審査委員会 ―

複数の部署にまたがるもの ＿

合　　　　　　　　　　　　計

項　　　　　目
請求
件数

訂正件数
取下げ 却下

訂正 非訂正

個 人 情 報 訂 正 請 求

項　　　　　目
請求
件数

利用停止件数
取下げ 却下

停止 非停止

個 人 情 報 利 用 停 止 請 求

－ 120 －－ 115 －



３　情報公開・個人情報保護審議会

(1)委員構成 （単位　人）

(2) 諮問件数

(3) 開催状況

４　政治倫理の確立のための清瀬市長の資産等の公開に関する条例運用状況

(1) 報告書提出状況

　　ア　渋谷金太郎市長

(2) 閲覧状況 （単位　件）

提  出  日

　市長より、政治倫理の確立のための清瀬市長の資産等の公開に関する条例に基づく報告書の提出が以下のとおり
あった。

報   告   書   名

4月20日 所 得 等 報 告 書

4月20日

項　　　目 人　数

清瀬市情報公開・個人情報保護審議会委員

件数　１件

会議名 開催日 内　　容

第1回 2月8日

（１）清瀬市情報公開・個人情報保護審議会会長の互選及び清瀬市情報公開・個人
　　　情報保護審議会会長職務代理の指名について
（２）平成30年度第1号諮問「介護保険指定事業者等管理システム（クラウド版）
　　　導入に伴う市役所の端末と実施機関以外の電子計算組織（データセンター）と
　　　の結合について」の説明
（３）平成30年度第1号諮問の審議

関連会社等報告書

閲 覧 報 告 書 件数

　資産等報告書

　資産等補充報告書

　所得等報告書

　関連会社等報告書

－ 121 －－ 116 －



２．１．３．（４）固定資産評価審査委員会活動事業（文書法制課）　

１　委員構成 （単位　人）

２　固定資産評価審査委員会運営研修会（事務局員用） （単位　人）

３　会議の開催

４　東京都市固定資産評価審査委員会審査事務協議会定期協議会 （単位　人）

２．１．３．（５）オンブズパーソン制度等事業（文書法制課）　

１　体　制 （単位　人）

開催日

7月 3日 日経ホール

　固定資産税制度の現状と課題

　地方税法第４２３条により市町村に設置が義務付けられている固定資産評価審査委員会の適正な運営を行った。

項　目 人　　　数

清瀬市固定資産評価審査委員会委員

開　催　場　所 内　　　　　　　　　　容 参加人数

　審査委員会の運営について

　評価関係判例解説

開  催  日 開　催　場　所 内　　　　　　　　　　容

6月11日

清瀬市役所　他

（１）平成30年度固定資産評価審査申出第1号について
　　ア　審査申出書の形式審理について
　　イ　審査申出に係る土地の実地調査
　　ウ　市民生活部課税課より本件審査申出の説明
　　エ　審査
　　オ　口頭意見陳述について事務局より説明
（２）その他

6月22日

（１）平成30年度第1回固定資産評価審査委員会会議議事録
　　　の確定
（２）平成30年度固定資産評価審査申出第1号について
　　ア　審査
　　イ　市民生活部課税課による説明及び審査
　　ウ　口頭意見陳述
　　エ　審査
（３）その他

6月28日

（１）平成30年度第2回固定資産評価審査委員会会議議事録
　　　の確定
（２）平成30年度固定資産評価審査申出第1号について
　　ア　審査
（３）その他

会　議　名 開　催　日 開　催　場　所 参　加　人　数

第69回東京都市固定資産評価審査
委員会審査事務協議会定期協議会

10月22日 昭島市役所 事務局職員　1

　開かれた市政の推進に資するため、市民の市政に対する苦情を清瀬市オンブズパーソンが、第三者機関として
公正かつ中立的な立場から迅速に処理を行った。

項　　　目 職業等 人　数

清瀬市オンブズパーソン 弁護士

－ 122 －－ 117 －



２　清瀬市オンブズパーソンによる苦情等の処理状況 （単位　件）

２．１．３．（６）法務事業（文書法制課）　

１　法律相談

(1) 体　　制 （単位　人）

(2) 行政事務法律相談

２　調停及び訴訟事件

申立て方法 来　訪 郵送 ＦＡＸ 合　計

件　数

　行政事務の執行上で生じる法律その他に関する諸問題について、市顧問弁護士から助言を求め、市への提訴等
にも対応した。また、各所管の法律上の問題について、行政事務法律相談を行った。

人　数

相 談 ・ 指 導 件 数 相　　談　　内　　容

5件 市行政に係る法律上の諸問題

件 名 　生活保護費用徴収決定処分取消請求事件

事 件 番 号 　東京地方裁判所平成29年（行ウ）第402号　

原 告 　市民

被 告 　清瀬市　代表者市長　渋　谷　金太郎

事 件 の 経 緯
　清瀬市福祉事務所長が、原告に対し、平成29年3月6日付で、生活保護法第78条に基づ
き支給済保護費の徴収決定処分をしたところ、同処分の取消を求める訴えが提起され
た。

相　談　員

顧問弁護士

請 求 の 趣 旨
(1) 清瀬市福祉事務所長が平成29年3月6日付で原告に対してした生活保護法第78条に
　　基づく費用徴収決定を取り消す。
(2) 訴訟費用は被告の負担とする。

提 起 日 　平成29年 8月29日

判 決 日 　平成31年 2月 1日

判 決 要 旨 　原告の請求を棄却する。

件 名 　執行停止申立事件

事 件 番 号 　東京地方裁判所平成29年（行ク）第326号　

申 立 人 　市民

相 手 方 　清瀬市　代表者市長　渋　谷　金太郎

事 件 の 経 緯

　清瀬市福祉事務所長が、原告に対し、平成29年3月6日付で、生活保護法第78条に基づ
き支給済保護費の徴収決定処分をしたところ、同処分の取消を求める訴えが提起され
（東京地方裁判所平成29年（行ウ）第402号）、同事件の判決が確定するまで徴収決定処
分の効力停止を求める申し立てがなされた。

申 立 て の 趣 旨
(1) 清瀬市福祉事務所長が平成29年3月6日付で申立人に対してした生活保護法第78条に
　　基づく費用徴収決定の効力は、本案判決が確定するまでこれを停止する。
(2) 申立費用は相手方の負担とする。

提 起 日 　平成29年 9月20日

決 定 日 　平成31年 2月 1日

決 定 要 旨 　本件申立てを却下する。

－ 123 －－ 118 －



２．１．３．（７）行政不服審査会事業（文書法制課）　

１　行政不服審査会

(1) 委員構成 （単位　人）

(2) 諮問件数

　市民

事 件 の 経 緯

　市有地について、被告に対し、明け渡しの猶予期間を設け、土地の使用を認めてい
た。ところが返還期限（猶予期間）経過後においても土地の明渡しをせず、また幾度の
返還通知及び口頭による立ち退き要求にも土地の占有を止めないことから、市有地の返
還を求める訴えを提起した。

件 名 　生活保護費用徴収決定処分取消請求控訴事件

事 件 番 号 　東京高等裁判所平成31年（行コ）第37号　

控 訴 人 　市民

被 控 訴 人 　清瀬市　代表者市長　渋　谷　金太郎

事 件 の 経 緯

　清瀬市福祉事務所長が、控訴人に対し、平成29年3月6日付で、生活保護法第78条に基
づき支給済保護費の徴収決定処分をしたところ、同処分の取消を求める訴えが提起され
（生活保護費用徴収決定処分取消請求事件、東京地方裁判所平成29年（行ウ）第402
号）、平成31年2月1日に原告の訴えを棄却する判決がだされた。この判決を不服として
控訴人が控訴の申立てを行った。

請 求 の 趣 旨

(1)被告は、原告に対し、物件目録記載の土地を明渡せ
(2)被告は、原告に対し、訴状送達の日の翌日より上記土地の明渡済に致るまで、1ヵ月
　 金97,240円の割合による金員を支払え
(3)訴訟費用は、被告の負担とする　等

提 起 日 平成31年 3月29日

審 理 経 過 平成31年 3月31日 現在係争中

弁 護 士 着 手 金 700,000円

　行政不服審査法の規定に基づき、市が行った処分等に係る審査請求に対し、中立的な立場から調査及び審議を
行い、答申した。

項　　　目 人　数

清瀬市行政不服審査会委員

件数　０件

請 求 の 趣 旨

(1)原判決を取り消す。
(2)清瀬市福祉事務所長が平成29年3月6日付で原告に対してした生活保護法第78条に
　 基づく費用徴収決定を取り消す。
(3)訴訟費用は、第1、2審とも、被控訴人の負担とする。

提 起 日 平成31年 2月15日

審 理 経 過 平成31年 3月31日現在係争中

弁 護 士 着 手 金 150,000円

件 名 　土地明渡請求事件

事 件 番 号 　東京地方裁判所立川支部平成31年（ワ）第707号　

原 告 　清瀬市　代表者市長　渋　谷　金太郎

被 告

－ 124 －－ 119 －



２．１．４．（１）市報きよせ発行事業（秘書広報課）

１　刊行物

（単位　部）

２　委託関係

(1) 作成等 （単位　円）

(2) 配布等 （単位　円）

３　印刷関係

(1) 市報きよせ印刷等 （単位　円）

(2) 紙面デザイン等のリニューアル （単位　円）

４　市報等の多言語対応デジタルブック化

(1) 多言語対応アプリケーション利用等 （単位　円）

市報きよせ配布業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

委　　託　　名 業　　者　　名 内　　　　　　　　　容 金　　額

　市報きよせ作成に関する機器のリースや印刷委託などを行った。また、紙面のリニューアル、多言語対応デジタル
ブック化も行った。

発 行 日 発　行　部　数 配　　　布

毎月　1日・15日 毎号　35,750 市内全世帯

委　　託　　名 業　　者　　名 内　　　　容 金　　額

声の広報作成業務 清瀬市公共刊行物音訳機関

　目の不自由な方々などのために
「市報きよせ」などの公共刊行物
を音訳し、「声のたより」として
ＣＤに録音

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

(1) 市報「きよせ」

市報きよせ印刷業務 サンケイ総合印刷(株)
 紙面校正、イラスト作成、写真修
整、印刷

業　　務　　名 業　　者　　名 内　　　　　　　　　容 金　　額

「市報きよせ」の紙面
リニューアル業務

サンケイ総合印刷(株)
 ロゴデザイン、紙面デザイン、新
規レイアウト作成、本文等の調整

業　　者　　名 利用プラン 内　　　　　　　　　容 金　　額

（株）モリサワ
ＭＣ Ｃａｔａｌｏｇ＋ Ｐ
ｒｅｍｉｕｍ Ｐｌａｎ(ラ
イセンス数：1)

 市報のデジタルブック作成用アプ
リケーション（多言語化対応）

－ 125 －－ 120 －



２．１．４．（３）市民相談事業（秘書広報課）

１　定例市民相談

(1) 開設回数　　毎月４回　（年間４６回。特設総合相談を除く。）

(2) 場　　所　　生涯学習センター

(3) 件　　数

（単位　件)

２　特設総合相談

(1) 開 設 日　　１０月１７日　　

(2) 場　　所　　アミューホール

(3) 件　　数

（単位　件)

３　特設行政苦情街頭相談

４　特設行政苦情相談

　毎月第１～第４水曜日に法律相談等の市民相談（※不動産取引は木曜日）を、弁護士等の有資格者や専門的知識・
経験を有する方によって実施し、生活上のさまざまな問題解決に寄与した。
　また、憲法週間にちなんで、東京都人権啓発活動ネットワーク協議会と憲法週間事業を実施し、人権意識の啓発を
図った。

種　類 法　律
人　権
身の上

行政苦情 交通事故 税　務 不動産取引
土地建物登記

（表示）・測量

件　数

相続・暮らし
の手続

年金・労働
登記(相続・

遺言)
合　　計

種　類 法　律
人　権
身の上

行政苦情 交通事故 税　務 不動産取引
土地建物登記

（表示）・測量

件　数

相続・暮らし
の手続

年金・労働
登記(相続・

遺言)

防犯（犯罪被
害者支援など
も含む。）

合　　計

（単位　件)

 開　設　日 場　　　　　　所 件　　　数

 6月 1日 市役所1階　ロビー

（単位　件)

 開　設　日 場　　　　　　所 件　　　数

10月21日 きよせ市民まつり会場

－ 126 －－ 121 －



５　相談員

６　平成３０年度憲法週間事業

(1) 開催

２．１．４．（４）広聴事業（秘書広報課）

１　市長への手紙・ファクス・メール (単位　件)

２　市民からの意見・要望等

(1) 要望書・陳情等 (単位　件)

相 談 の 種 類 相　　談　　担　　当　　員

法 律
　弁護士

交 通 事 故

人 権 身 の 上 　人権擁護委員

行 政 苦 情 　行政相談委員

土地建物登記（表示）・
測 量 相 談

　土地家屋調査士

税 務 　税理士

不 動 産 取 引 　宅地建物取引士

相 続 ・ 暮 ら し の 手 続 　行政書士

年 金 ・ 労 働 　社会保険労務士

登 記 （ 相 続 ・ 遺 言 ） 　司法書士

名称 　平成30年度憲法週間行事「講演と映画の集いin清瀬」

目的
　憲法が保障する基本的人権思想の普及・啓発を図り、人権に関する正しい理解と認識を深めるこ
とを目的とする。

内容

　講演は、認知症を患った実母を10年間以上に渡り介護した経験がある、エッセイスト・コメン
テーターの安藤和津氏による介護や認知症に前向きに関わるヒントについての講演。映画は、認知
症の母とその息子が織り成す日常を暖かな視点で描いた日本映画「ペコロスの母に会いに行く」を
上映。その他、人権に関するパネル展示も実施。

開催日時 　平成30年5月11日（金曜日）　13時30分～17時

会場 　清瀬けやきホール

対象 　市民及び都民

参加者 　595名（募集定員450名）

事業費 　265,694円

　市に対する意見・提案・苦情などを受け付けて、今後の市政運営の参考にするとともに、その内容を各主管課と共
有し、問題の解決・改善等を図った。

種 別 手 紙 フ ァ ク ス メ ー ル 電 話 窓 口 合 計

件 数

種　別 件　　数

要望書

陳情等

合　計

－ 127 －－ 122 －



２．１．４．（５）市民表彰事業（秘書広報課）

２．１．４.　（９）シティプロモーション推進事業（秘書広報課）

１　ペデストリアンデッキ広告事業

(1) 協定先等

２　「清瀬市ガイドマップ」製作委託（重版）

(1) 作成等 （単位　円）

３　広報掲示板

(1) 設置状況 （平成３１年３月３１日現在　単位　基）

　市政の振興、公益の増進及び公共の福祉向上等に功労のあった市民や市に関係のある個人・団体を、市民の模範と
なる者として表彰した。

１　表彰関係

(1) 市民 (単位　人)

表 彰 名 表 彰 日 受 章 者

市 民 表 彰

10月 2日自 治 功 労 彰

技 能 功 労 彰

(2) 職員 (単位　人)

表 彰 名 表 彰 日 受 章 者

職 員 表 彰 11月 1日

 清瀬市の魅力発信やさらなる認知度向上・主催事業周知及び税外収入の確保を目的に、清瀬駅北口にあるペデスト
リアンデッキ（市道２１８７号線）の柱面への広告事業を行った。運用等は長田広告株式会社が行い、広告募集や設
置等に係る費用を広告売り上げで補填するとともに、全５６スペースのうちの１９を行政情報枠として活用すること
でシティプロモーションの効果的な展開が図れるようになった。また同スペースの広告対価としては、年間３００，
０００円の税外収入が見込まれている。

協 定 先 広　告　枠　数 行政情報枠数 行政情報枠広告対価

長　田　広　告　（株） 37枠 19枠 300,000円

委　　託　　名 業　　者　　名 内　　　　容 作成部数 金　　額

　シティプロモーション推進のため、ペデストリアンデッキ広告事業、「清瀬市ガイドマップ」の増刷、広報掲
示板の管理・修繕を行った。

「清瀬市ガイドマップ」製
作委託（重版）

東京カートグラ
フィック（株）

 平成29年度に発行した「清瀬市ガイ
ドマップ」を3,000部増刷した。

3,000部

項 目 新 設 修 理 撤 去 移 設 現 状

設 置 数

－ 128 －

－ 123 －



２．１．４．     その他広報費（秘書広報課）

　　　　（単位　件）

※ アクセス件数はスマートフォンでの閲覧も含む。

２．１．６．（１）会計事務事業（会計課）

１　委託関係

２．１．７．（１）市役所本庁舎維持管理事業（総務課）　     　　　        　

１　庁舎管理関係

(1) 消耗品購入状況 （単位　円）

(2) 光熱水費

円

１　清瀬市ホームページ利用状況

　ホームページの作成・更新を随時行い、最新の情報を市民に配信した。

月　　　別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

 アクセス件数※

1月 2月 3月 合　計

　本庁舎の維持管理にともなう消耗品及び備品等の購入並びに光熱水費、修繕、ごみ処理、清掃、空調及び給排水等
の管理及び経費の執行を行い、庁舎の保全を図った。市政の運営のために必要な土地及び建物の賃貸借を行い、適切
な管理運営に努めた。

項 目 金 額

自衛消防消耗品

ＡＥＤパッド

蛍光管等

　合      　　　　計

区 分 使 用 量 金 額

電 気

水 道 ㎥

下 水 道

ガ ス

合 計 ―

　公金等の収納及び支払を行い、また、決算の調製等の事務を執行した。

（単位　円）

委　　　託　　　名 内　　容 業　　　者　　　名  　  金　　額　　　

公金統合収納業務  公金収納に関するデータ作成 ＡＧＳ（株）

コンビニ収納業務
 市都民税等のコンビニ支払いの収納代行業
 務

りそな決済サービス（株）

公 金 輸 送 業 務  公金に関する輸送業務 日本通運（株）

－ 129 －－ 124 －



(3) 修繕 （単位　円）

(4) 備品購入状況 （単位　円）

（単位　円）

内　  　容 金　　　額

庁舎避雷針柱・搭屋昇降梯子修繕

火災感知器交換

庁舎内各所トイレ修繕

第2庁舎1階空調機修繕

清瀬市役所非常用発電機オイル交換等修繕

その他（10万円以下の修繕）

合　　　計

内 容 金 額

事務用机椅子等

スキャナー

合　       　　計

２　委託関係

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

市庁舎総合管理業務 （株）リンレイサービス

窓口案内業務 国土管理（株）

市庁舎空調設備保守点検業務 大成温調（株）

公共施設等ごみ収集処理業務 清瀬市清掃事業協同組合

ＰＣＢ含有照明用安定器全数調査 加藤商事株式会社

その他 ―

合　       　　計 ―

－ 130 －

－ 125 －



(1) 賃貸借している土地及び建物

※ 総務課以外の課で賃貸借しているものも含む。他款では掲載を省略

(2) 使用貸借している土地及び建物

※ 総務課以外の課で使用貸借しているものも含む。他款では掲載を省略

３　土地及び建物

区　　　　分

土　　　　　　　　　　地 建　　　　　　　　　　物

平成30年度中増減高 平成30年度末現在高 平成30年度中増減高 平成30年度末現在高

箇所
(か所)

面　積
 (㎡)

箇所
(か所)

面　積
 (㎡)

箇所
(か所)

面　積
(㎡)

箇所
(か所)

面　積
 (㎡)

駐 車 場 ― ― ― ―

学 校 △ 196.61 ― ― ― ―

通 学 路 ― ― ― ―

老 人 い こ い の 家 ― ― ― ―

防 災 施 設 ― ― ― ―

公 園 ・ 遊 び 場 ― ― ― ―

運 動 場 ― ― ― ―

自 転 車 置 場 ― ― ― ―

社 会 福 祉 施 設 ― ― ― ―

市 民 農 園 ・ 農 場 ― ― ― ―

社 会 教 育 施 設 ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ―

合 計

区　　　　分

土　　　　　　　　　　地 建　　　　　　　　　　物

平成30年度中増減高 平成30年度末現在高 平成30年度中増減高 平成30年度末現在高

箇所
(か所)

面　積
(㎡)

箇所
(か所)

面　積
(㎡)

箇所
(か所)

面　積
(㎡)

箇所
(か所)

面　積
(㎡)

セ ン タ ー 等

保 育 園

通 学 路 ― ― ― ―

老 人 い こ い の 家 ― ― ― ―

防 災 施 設

公園・遊び場・緑地 ― ― ― ―

道 路 ・ 歩 道 ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ―

合 計

－ 131 －－ 126 －



４　建物災害共済加入状況

(1) 所管部課別分担金一覧表

所 管 部 課 名 物　　　件　　　名
件 数
(か所)

面　　積
(㎡)

共済責任額
(千円)

分 担 金
(円)

総 務 部

総 務 課 市 役 所

防 災 防 犯 課 消 防 器 具 置 場

小 計

市 民 生 活 部

市 民 課 松 山 ・ 野 塩 市 民 セ ン タ ー

産 業 振 興 課 消 費 生 活 セ ン タ －

小 計

健 康 福 祉 部

健 康 推 進 課
健 康 セ ン タ ー

健康センタ－・健康相談所

障 害 福 祉 課
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー

子どもの発達支援・交流センター

高 齢 支 援 課

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー

旭 が 丘 多 目 的 広 場

老 人 い こ い の 家

小 計

子ども家庭部

子育て支援課
保 育 園

学 童 保 育 所

児童センター 児 童 セ ン タ ー

小 計

都 市 整 備 部

まちづくり課 市 営 住 宅

道 路 交 通 課 駐 輪 場

水と緑の環境課 公 園

ごみ減量推進課 清 掃 事 務 所

小 計

－ 132 －－ 127 －



※ 建物災害共済加入状況については他款では掲載を省略

５　本庁舎における節電

(1) 概要

(2)　実績及び成果

教 育 委 員 会
教 育 部

教 育 総 務 課
小 学 校

中 学 校

指 導 課 教 育 相 談 セ ン タ ー

生 涯 学 習
ス ポ ー ツ 課

立 科 山 荘

竹 丘 地 域 市 民 セ ン タ ー

中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー

下 宿 地 域 市 民 セ ン タ ー

中 里 地 域 市 民 セ ン タ ー

松 山 集 会 所

せ せ ら ぎ の 家

運 動 場 等

竹 丘 集 会 所

下 清 戸 集 会 所

け や き ホ ー ル

生 涯 学 習 ス ポ ー ツ 課 分 室

コミュニティプラザひまわり

図 書 館 中 央 図 書 館 等

郷 土 博 物 館
郷土博物館・市民文化センター

旧 森 田 家

小 計

合　　　　　　　　　　　　　　　計

　東日本大震災に起因する東京電力の発電施設被害等により、夏季の深刻な電力不足が懸念されたことから、計画停
電や不慮の大規模停電を回避するため、平成２３年７月に「清瀬市における電力削減目標レベルの考え方（平成２３
年節電計画）」を策定した。電力使用量を平成２２年度の電力最大瞬間使用量から１５％削減することを目標に市自
らが積極的に取り組んだ結果、平成３０年度もその目標を達成した。

項目

平成22年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

電力使用
量

電力使用
量

平成22年度との比較

電力使用
量

平成22年度との比較

電力使用
量

平成22年度との比較

削減でき
た数値

削減
率

削減でき
た数値

削減
率

削減でき
た数値

削減
率

夏の節電ピーク
期間（7月から9
月）の電力使用
量

年間電力使用量

－ 133 －－ 128 －



６　駐車場整備工事

（単位　円）

　

２．１．７．（２）車両管理事業（総務課）

１　維持管理費（総務部総務課　主管分）

工　　事　　名
着工日

業　　者　　名 金　額
完了日

臨時駐車場整備工事
平成30年11月26日

田中土木株式会社
平成31年 3月15日

そ　の　他

合　　　計

　市が使用する車両の維持管理を行い、保険の加入、事故における応対や損害賠償に係る事務を執行した。

車　　　　　名

走 行 距 離 燃料消費量 燃 料 費 整 備 費 等 保 険 料 等 合 計

（㎞） （ℓ） （円） （円） （円） （円）

ク ラ ウ ン 市 長 車

多 摩 ま

プリウス 副市長車

多 摩 や

ク ラ ウ ン 議 長 車

多 摩 る

ノ ア

多 摩 ね

エブリ－バン（廃車）

多 摩 こ

エ ブ リ － バ ン 総 務

多 摩 こ

エ ブ リ － バ ン 号

多 摩 せ

エ ブ リ － バ ン 号

多 摩 こ

エ ブ リ － バ ン 号

多 摩 こ

ラ イ ト エ ー ス

多 摩 ち

ライトエ－ストラック

多 摩 に

軽 ト ラ ッ ク

多 摩 そ

－ 134 －－ 129 －



キ ャ ン タ ー

多 摩 さ

ハ イ エ ー ス 号

多 摩 に

ハ イ エ ー ス 号

多 摩 な

軽 ダ ン プ

多 摩 す

いすず トンダンプ

多 摩 す

いすず トンダンプ

多 摩 せ

パ ッ カ ー 車

多 摩 ひ

シ ョ ベ ル ロ ー ダ ー

多 摩 も

ホ イ ー ル ロ ー ダ ー

清 瀬 市 た

レ ン タ カ ー 等

他 課 車 両 含 む

合　　計

－ 135 －－ 130 －



２　庁用車による事故等及び損害賠償支払状況

(1) 交通事故

(2) 保管中の損害

件　　　　　　　　名
発 生 月 日 庁用車修繕料（円） 示談金歳入額

（円）

保険金及び
共済金歳入額

（円）示 談 月 日 損害賠償支払額（円）

庁用車（軽乗用）
自損事故

平成30年 2月 9日

庁用車（普通乗用）
対物事故　相手方2者

平成30年 3月28日

平成30年 5月 9日

平成30年 6月11日

庁用車（小型乗用）
自損事故

平成30年 4月17日

庁用車（小型乗用）
対物事故

平成30年 5月 8日

平成30年 5月24日

庁用車（小型乗用）
自損事故

平成30年 7月 5日

庁用車（小型乗用）
自損事故

平成30年 8月26日

庁用車（小型乗用）
自損事故

平成30年 9月 6日

庁用車（小型乗用）
自損事故

平成30年10月21日

庁用車（小型乗用）
自損事故

平成30年11月15日

合　　　　　　計
9件

3件

件　　　　　　　　名 発 生 月 日 庁用車修繕料（円）
保険金及び

共済金歳入額（円）

庁用車（軽貨物）
損傷

平成30年 7月 6日

合　　　　　　計 1件

－ 136 －－ 131 －



３　自動車損害共済加入状況

(1) 所管部課別分担金一覧表

※ 自動車損害共済加入状況については他款では掲載を省略

※ 件数はのべ件数を掲載

所 管 部 課 名 区 分
件 数 車 両 共 済 対 物 共 済 対 人 共 済 合 計

 (件)  (円)  (円)  (円)  (円)

企 画 部

秘 書 広 報 課
自 動 車

財 政 課

小　　　　　計

総 務 部

総 務 課
自 動 車

防 災 防 犯 課

小　　　　　計

市 民 生 活 部

課 税 課
自 動 車

バ イ ク

徴 収 課
自 動 車

バ イ ク

小　　　　　計

健 康 福 祉 部

地域包括ケア
推 進 課

自 動 車

生 活 福 祉 課
自 動 車

バ イ ク

高 齢 支 援 課
自 動 車

健 康 推 進 課

小　　　　　計

子ども家庭部

子育て支援課
自 動 車

児童センター

小　　　　　計

都 市 整 備 部

まちづくり課

自 動 車

道 路 交 通 課

水と緑の環境課

下  水  道  課

ご み 減 量
推 進 課

小　　　　　計

教 育 委 員 会
教 育 部

教 育 総 務 課

自 動 車

指 導 課

生 涯 学 習
ス ポ ー ツ 課

郷 土 博 物 館

小　　　　　計

合　　　　　　　計
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４　庁用車借上料

※ 年度内に借上げを終了した車両を含む。

２．１．７．（３）用地管理事務事業（総務課）

１　不動産鑑定

(1) 市有未利用地の売却価格に係る不動産鑑定業務委託

（単位　円）

２　伐採

（単位　円）

３　撤去工事

(1) 市有地の撤去工事 （単位　円）

　

４　貸付金

(1) 清瀬市土地開発公社への貸付金 （単位　円）

合　　　　　　　　　　　　　計

(1) 市有地の伐採業務委託

件　名 台数（台） 金　額（円）

平成30年度車両借上料

（総務課管理車両）

清瀬市中里五丁目9番1 （有）野島造園

工　　事　　名
着工日

業　　者　　名 金　額
完了日

市有地（中里六丁目25番
1）工作物撤去工事

平成30年 5月28日
（有）中村設備工業

平成30年 7月18日

　土地の取得業務、市有地の維持管理及び売却に係る事務、土地や建物の賃貸借や使用に係る事務、清瀬市土地開発
公社へ公有地取得等に係る業務を委託するなどの事務を執行した。

委　　託　　名 対　　象　　地 業　　者　　名 金　額

不動産鑑定業務委託 清瀬市中里五丁目637番1
高橋不動産鑑定事務所

（株）ヒルマ

委　　託　　名 対　　象　　地 業　　者　　名 金　額

清瀬市中里五丁目9番1
樹木伐採抜根業務

清瀬市中里五丁目9番1 （有）金子造園

市有地（中里五丁目9番1）
伐採抜根業務

合　　　　計

貸　　付　　先 貸付日 返済期限 金　額

清瀬市土地開発公社 平成30年11月 1日 令和 5年 3月31日

清瀬市中里六丁目35番
樹木伐採抜根業務

清瀬市中里六丁目35番 （有）野島造園
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２．１．７．（４）公共施設整備基金積立事業（財政課）

２．１．７．（５）検査事務事業（財政課）

１　所管別内訳

合 計

前 年 度 合 計

都 市 整 備 部

教 育 部 － －

選挙管理委員会事務局 － － － －

子 ど も 家 庭 部 － －

市 民 生 活 部 － － －

健 康 福 祉 部 － － －

－ －

　平成２６年４月１日より、公共施設の修繕などの維持管理を含めた総合的な整備に対応するため「公共用財産の取
得及び建設基金」を「公共施設整備基金」に改め、市役所庁舎の建替えや公共施設の改修、修繕などに計画的に対応
できるよう、基金の積み立てを実施した。

（単位　千円）

平 成 年 度 末 現 在 高 平 成 年 度 中 積 立 額 平 成 年 度 中 取 崩 額 平 成 年 度 末 現 在 高

　契約の締結に係る事務の適正な執行の確保に資することを目的に、清瀬市検査事務規程に基づき検査員が検査を実
施した。

　　　　　　　区　分
　所　管

工　事 修　繕 物　品 土地購入 委　託 合　計

企 画 部 －

総 務 部 － － －

１　公共施設整備基金現在高状況

－ 139 －－ 134 －



２．１．７．（７）施設等営繕事業（総務課）

１　対象施設

２　作業種別

 1月

 2月

 4月

（単位　件）

 　　　種別
 月別

清掃 草刈 剪定 設置 補修 調整 その他 合計

　市役所内部の各部署からの依頼を受け、公共施設の修繕、工作物の作成、剪定、除草、道路清掃等の市内美化の促
進及び環境整備等に関する業務を行った。また、市役所屋上で養蜂事業を行い、副産物のハチミツをふるさと納税の
返礼品に活用した。

（単位　件）

 　　　種別
 月別

道路 公園 緑地 河川 学校 保育園
各セン
ター

市役所
公共
空地

その他 合計

 5月

 6月

 7月

 8月

 9月

10月

11月

12月

 3月

合計

 4月

 5月

 8月

 7月

 6月

 9月

10月

11月

12月

 1月

 2月

 3月

合計
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３　借上料

４　養蜂事業

２．１．７．（８）使用料審議会活動事業（財政課）

１　委員構成

２　開催状況

３　答申

第5回 12月12日 答申（案）のまとめ

平成３０年１２月１７日付けで市長に対し、「清瀬市認可保育園等の保育料について（答申）」が提出された。

使用料審議会委員（識見を有する者）

使用料審議会委員（市民）

区分 日程 審議内容

第1回  8月21日
会長・職務代理者選出
市の財政状況及び保育行政の概要について

第2回  9月26日 認可保育園等における保育料の適正化について

第3回 10月24日 認可保育園等における保育料の適正化について

第4回 11月26日
認可保育園等における保育料の適正化について
答申（案）の検討

　保育料の適正化を図るため、公募による市民と学識経験者等１０人の委員で構成する使用料審議会を設置し、全５
回の審議を行った。

（単位　人）

項　　　目 人　数

ふるさと納税返礼品

消費生活センター実施の料理教室への提供

「きよはち」として販売

市内事業所へ新商品原材料として販売

(単位　円)

件　名 金　額

借上重機等

(単位　Kg)

収穫量 ハチミツの供給先

－ 141 －－ 136 －



２．１．８．（１）計画行財政推進事業（企画課）

１　清瀬市行政評価外部評価　市民ワークショップ

２　清瀬市公共施設再編計画（案）

(1) 清瀬市公共施設再編計画検討委員会

(2) 清瀬市公共施設再編計画（案）市民説明会

 8月 2日

内　　　　　　容 参加者数

市民説明会 2月 5日
男女共同参画セ

ンター
　清瀬市公共施設再編計画（案）について

第2回  9月12日
　清瀬市の公共施設の論点の整理
　公共施設についての追加情報提供
　全市レベルの公共施設の集約について

第3回 10月 3日
　公共施設についての追加情報提供
　子育て期に適応した公共施設のあり方について議論

見学会 10月16日 　施設見学

第4回 10月26日

　公共施設の現状の紹介
　公共施設再編の考え方の紹介
　公共施設再編の疑似体験（再編ゲーム）

会　議　名 開　催　日 開 催 場 所

　行政評価委員会や外部評価市民会議を開催し、「第４次清瀬市長期総合計画」で掲げる施策について施策評価を実
施するとともに、各施策の構成事業について相対評価を行い、次年度予算の編成などの行政運営に反映させた。ま
た、「清瀬市公共施設再編計画」の策定や、都市高速鉄道１２号線延伸促進協議会の運営等に参画した。

　住民基本台帳から無作為抽出した市民１，０００人のうち、応募のあった市民１０人による市民ワークショップを
開催した。「第４次清瀬市長期総合計画」のうち４施策について評価した。

会　議　名 開　催　日 内　　　　　　容

市民
ワークショップ

  5月27日

清瀬市の財政状況、人口推計について
第4次清瀬市長期総合計画について
行政評価制度について
評価対象4施策について
対象施策の評価

　平成２８年度に策定した清瀬市公共施設等総合管理計画を実行に移すため、公共施設の再編の基本的な考え方や、
全市レベルの公共施設の具体的な再編の方向性等を示した清瀬市公共施設再編計画（案）を、公募市民等で構成され
る検討委員会で検討の上、市民説明会及び市民意見交換会を経て策定した。

　公共施設再編計画の策定に向け、幅広い視点と市民感覚を踏まえた検討を行うことを目的に、公募市民３名、各種
団体代表６名、学識経験者１名の合計１０名で構成される清瀬市公共施設再編計画検討委員会を設置し、委員会を合
計５回、見学会を１回開催した。

会　議　名 開　催　日 内　　容

第1回

　公共施設についての追加情報提供
　コミュニティ施設のあり方について議論

第5回 11月 6日 　「公共施設再編計画市民検討委員会報告書」のまとめ

(単位　人)
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(3) 清瀬市公共施設再編計画（案）市民意見交換会

(4) 委託関係（契約期間：平成３０年４月２０日から平成３１年３月３１日まで）

３　都市高速鉄道１２号線関係

４　庁議開催状況

２．１．８．（３）広域行政圏協議会運営事業（企画課）

１　多摩北部都市広域行政圏協議会関係

(1) 協議会の開催

　平成31年度専門委員会の設置について

　平成31年度専門委員会への付託事項について

　議案第1号　平成29年度多摩北部都市広域行政圏協議会歳入歳出決算について

　議案第2号　平成31年度多摩北部都市広域行政圏協議会予算について

 2月14日

金　　額

平成30年度清瀬市公共施設再編計画策定等支援業務委託 有限責任監査法人トーマツ

　都市高速鉄道１２号線延伸促進協議会の総会を１回、幹事会を２回、それぞれ開催した。また、１月１７日に埼玉県知
事へ、１月１８日に東京都知事へ要望活動を行った。

　平成３０年４月から平成３１年３月までの間に１４回開催した。

協　　　　　　　議　　　　　　　事　　　　　　　項

 7月 9日

開 催 月 日

　議案第3号　平成31年度多摩北部都市広域行政圏協議会役員の改選について

　平成30年度専門委員会活動報告について

(単位　人)

会　議　名 開　催　日 開 催 場 所 内　　　　　　容 参加者数

第1回
3月20日
（午後）

男女共同参画セ
ンター

　清瀬市公共施設再編計画（案）の概要
　全市レベルの公共施設の具体的な方向性と
　その背景について
　意見交換第2回

11月12日

　近隣自治体（小平市、東村山市、東久留米市及び西東京市）と多摩北部地域における広域行政の推進を図ることを
目的に設立した多摩北部都市広域行政圏協議会の運営に係る負担金を交付した。

3月20日
（夜間）

(単位　円)

委　　託　　名 業　　者　　名
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(2) 審議会の開催

　平成31年度専門委員会の設置について

　平成31年度専門委員会への付託事項について

２．１．８．（５）多摩六都科学館組合運営事業（企画課）

１　理事会の開催

２　組合議会の開催

開 催 月 日 協　　　　　　　議　　　　　　　事　　　　　　　項

 10月 4日

　平成30年第2回多摩六都科学館組合議会定例会提出予定議案等について
　・行政報告について
　・議案第6号　平成29年度多摩六都科学館組合一般会計歳入歳出決算の認定について
　・議案第7号　多摩六都科学館組合一般会計補正予算（第1号）

　多摩六都科学館組合の今後の財政運営について

　平成31年第1回多摩六都科学館組合議会定例会提出予定議案等について
　・行政報告について
　・議案第1号　専決処分（多摩六都科学館組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）の承
　　認について
　・議案第2号　平成30年度多摩六都科学館組合一般会計補正予算（第2号）
　・議案第3号　平成31年度多摩六都科学館組合の負担金について
　・議案第4号　平成31年度多摩六都科学館組合一般会計予算

会 議 名 開催月日 協　　　　　　　議　　　　　　　事　　　　　　　項

平成30年
第2回定例会

 10月24日

議案第6号　平成29年度多摩六都科学館組合一般会計歳入歳出決算の認定につい
           て

議案第7号　平成30年度多摩六都科学館組合一般会計補正予算（第1号）

平成30年
全員協議会

 10月24日 多摩六都科学館組合の財政運営について

平成31年
第1回定例会

  2月13日

議案第1号　専決処分（多摩六都科学館組合職員の給与に関する条例の一部を改
　　　　　 正する条例）の承認について

議案第2号　平成30年度多摩六都科学館組合一般会計補正予算（第2号）

議案第3号　平成31年度多摩六都科学館組合の負担金について

議案第4号　平成31年度多摩六都科学館組合一般会計予算

開 催 月 日 審　　　　　　　議　　　　　　　事　　　　　　　項

7月23日

　審議会会長、副会長の選出について

　平成29年度多摩北部都市広域行政圏協議会歳入歳出決算について

　平成29年度事業報告について

　平成30年度多摩北部都市広域行政圏協議会事務日程について

　平成30年度専門委員会への付託事項について

 2月18日

　平成31年度多摩北部都市広域行政圏協議会役員の改選について

　平成30年度専門委員会活動報告について

  1月29日

　清瀬市と近隣自治体（小平市、東村山市、東久留米市及び西東京市）の住民の生涯学習の推進及び文化の振興を図
ること等を目的に設置している多摩六都科学館の運営に係る負担金を交付した。

－ 144 －－ 139 －



２．１．８．（６）市民まつり事業（企画課）

１　きよせ市民まつり２０１８の開催

(1) テーマ　

(2) 開催状況　

(3) 事業内容等

　フリーマーケット 団体

　キッチンカー 団体

　ボランティアコーナー 団体

　官公署コーナー 団体

　平成３０年１０月２１日に開催した「きよせ市民まつり２０１８」を主催する、きよせ市民まつり実行委員会へ補
助金を交付した。

　　市民相互の親睦と交流を深め、市民の生活及び文化の向上を図るために「きよせ市民まつり２０１８」を開催した。

「君の笑顔に逢える　せせらぎのまち　清瀬」

開 催 日 会 場 主 催 後 援

10月21日
清瀬駅北口けやき通り（クレアビ
ル前から志木街道まで）及びけや
きホール

きよせ市民まつり実行委員会
清瀬市
清瀬商工会

事 業 内 容 参　加　団　体

　縁日即売 団体

　市民企画のステージ 団体（路上ステージ・けやきホール）

－ 145 －－ 140 －



２．１．８．（７）平和祈念事業（企画課）

１　平和祈念事業

(1) 平和祈念フェスタin清瀬の開催

(2) ピース・エンジェルズ（児童・生徒広島派遣）事業 　  （単位　人）

(3) 非核懸垂幕の掲出

アミューホール

　アンサンブルクローバーによるオープニング演奏
　ピース・エンジェルズ等による広島平和学習報告会
　演題「核兵器のない世界～ジャーナリスト太田昌克氏
　が語る」

ア ミ ュ ー ビ ル

ク レ ア ギ ャ ラ
リ ー

  8月 5日～ 8月 7日

開　催　日

8月 7日
 ～19日

8月18日

①8月15日
①8月23日
②8月 8日

　市民との協働による平和祈念事業を企画実施するため、清瀬市平和祈念展等実行委員会へ補助金を交付した。ま
た、市内在住、在学の児童生徒が被爆地である広島で平和学習をすることを目的とするピース・エンジェルズ派遣事
業を企画実施するため、ピース・エンジェルズ実行委員会へ補助金を交付した。

上映会（平和アニ
メ）＆トーク
ショー

3月27日 児 童 セ ン タ ー

　「ガラスのうさぎ」「あの日ぼくらは戦場で～少年兵
  の告白～」を上映
　齊藤靖夫氏による「清瀬から平和を語る～私の戦時中
　の体験～」

児 童 セ ン タ ー

2月26日
 ～3月10日

3月 9日

3月22日
3月29日

延べ

延べ

来場者

延べ

　平成３０年度の平和祈念事業を市民と市との協働により実施するため、市民公募による実行委員会を設置し、８月と
３月に「平和祈念フェスタｉｎ清瀬」を開催した。また、小中学生代表によるピース・エンジェルズ派遣事業（広島派
遣）や非核懸垂幕の掲出を行った。

展示会

　①「明治百五十年の今を考える」生活者の目で見る
　　ポップな日本近現代史　全2回
　②集団疎開・空襲の体験談

平和講座①②

オープニング演奏
報告会
講演会

ク レ ア ギ ャ ラ
リ ー

  8月 2日～ 8月16日

派 遣 期 間
派遣人員

報　　　告　　　会
小学生 中学生

平和祈念展等実行委員会が主催する報告会に参加

(単位　人)

項　　　目

平和講座

講演会・演奏会

内　　　　容

　東京大空襲の写真パネル及び絵画を展示
　清瀬と戦争のパネル展示
　ピース・エンジェルズによるピースメッセージ

　広島、長崎の被爆関連のパネル
　清瀬と戦争のパネル展示

延べ

ア ミ ュ ー ビ ル

展示会

　演題「次世代へ平和のバトンを～東京大空襲戦災資料
　センター館長早乙女勝元氏」
　こわしてはいけない～無言館をうたう合唱団

　「子どもの目から見た戦中・戦後の暮らし」全2回

場　所

　清瀬市役所、松山地域市民センター、野塩地域市民センター、クレアビル

提 出 期 間 掲    出    場    所
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(4) 平和祈念展等実行委員会

２．１．８．（８）まちづくり委員会等事業（企画課）

１　第１５期まちづくり委員会

(1) 委員会の開催

(2) まちづくり提言　

内 容

第9回 4月23日

(3)まちづくりフォーラムの開催

　清瀬市まちづくり基本条例に基づき、まちづくり委員会を開催した。また、地域のコミュニティの醸成を図るた
め、地域活動などに取り組まれている方々の話し合いの場としての「コミュニティはぐくみ円卓会議」を開催した。

　第１５期まちづくり委員会は、９回の委員会を開催して市民から寄せられた提案について審議し、その中の１件が
市長に提言された。

6月 4日
「魚森さんをさがせ！！」を活用した、行方不明等高齢者捜索のための新
しい仕組み作りを！

5月19日 生涯学習センター 市民及びまちづくり委員会委員 清瀬市まちづくり委員会

提案審議・まちづくり提言について

内　　　　　　容提　出　日

開催日時 主　　催

　　　まちづくり委員会の一年間の活動内容の報告や課題を提起することで、清瀬市まちづくり基本条例の理念の周知を図
　　るとともに協働施策の主軸であるまちづくり委員会に対する市民の関心を高め、市政への参画意識を醸成することを目
　　的としてフォーラムを開催した。

第11回     4月10日
平成30年度実行委員会実績報告等について
平和祈念フェスタｉｎ清瀬（講演会、演奏会、展示会、平和講座、上映会＆
トークショー）報告及び振り返り

第5回     9月26日

    1月11日

第10回     2月 8日

第8回    12月 7日

第3回

第7回

第6回

内　　　　　　容項　目

第2回     5月25日

第4回

    6月13日

   11月28日

    7月18日

   10月31日

開　催　日

第1回     4月19日

開 催 日会　議　名

第9回

開催場所   出 席 者　

平成30年度実行委員会事業計画等について

平和祈念フェスタｉｎ清瀬（報告会、演奏会、講演会、展示会、平和講座)の
企画内容について

平和祈念フェスタｉｎ清瀬（報告会、演奏会、講演会、展示会、平和講座)の
報告及び振り返り
平和祈念フェスタｉｎ清瀬3月開催の企画内容について

平和祈念フェスタｉｎ清瀬（講演会、演奏会、展示会、平和講座、上映会＆
トークショー）の企画内容について
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２　第１６期まちづくり委員会

　　第１６期まちづくり委員会は、平成３０年度中に７回の委員会を開催して、市民から寄せられた提案について審議した。

３　コミュニティはぐくみ円卓会議の実施

(1) 三小校区　三小校区コミュニティはぐくみ円卓会議

 6月20日

　平成30年度の活動について

第77回

第76回

清瀬市まちづくり基本条例説明、市民提案説明、市政説明

提案審議

　地域の情報交換、避難所運営協議会の情報共有

　地域の情報交換、地域課題の共有

　地域の情報交換

第79回

第74回

内　　　　　　容

内　　　　　　容

10月17日

第73回

 5月16日

第2回

　清瀬第三小学校被服室を会場として、「三小校区コミュニティはぐくみ円卓会議」が開催された。会議では、地域
の人たちの顔のみえる関係をつくるため、地域の情報交換や地域行事への参加及び地域の見守りなどについて話し合
われた。

11月20日

第80回

会　議　名

12月18日

 9月18日

第6回  1月15日

 8月28日

会　議　名 開 催 日

第7回  3月18日

開 催 日

第3回 10月16日

第5回

 2月20日

 1月16日

第71回

第78回

 3月20日

 9月19日

第70回  4月18日

第72回

12月19日

第75回

11月21日

 7月18日

　地域の情報交換、避難所運営協議会の情報共有

第1回

第4回
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(2) 四中校区（芝山小・四小校区）　四中校区円卓会議

(3) 芝山小校区　地域の絆を深める会

(4) 四小校区　四小校区円卓会議

　

(5) 八小校区　ふわっと＠地域交流の場づくり

　第25回

  9月18日

会　議　名 開 催 日 内　　　　　　容

　第9回  4月21日

　清瀬第四中学校図書室を会場として、芝山小学校区及び清瀬第四小学校区合同で「四中校区円卓会議」を開催し
た。地域で役立つ情報を共有する「ワンポイント講座」の開催や、芝小・四小地域の課題を話し合い、地域課題の相
談窓口としての役割を担った。

会　議　名 開 催 日 内　　　　　　容

　地域の課題についての意見交換と防災について情報
　交換

　第10回  3月11日

　1月21日

 11月21日

　3月18日

 八小芝まつり 6月 2日

 ふわっと＠地域交
 流の場

平日午前

内　　　　　　容

第3回   5月28日 地域の情報交換と今後の会の運営について

第4回  10月25日 給食試食会、スクールパトロール

　清瀬第四小学校会議室を会場として、「四小校区円卓会議」を開催した。防災をテーマに地域の情報交換を行っ
た。

ワンポイント講座「消費者被害について」

ワンポイント講座「今日から始める健口法～口腔ケアで
マイナス5歳～」

会　議　名 開 催 日

  7月17日
ワンポイント講座「四中校区の防災連続講座②今回の災
害から学ぶ」

　芝山小学校会議室を会場として、芝小校区の円卓会議「地域の絆を深める会」が実施された。身近な地域の課題に
ついて情報交換を含め話し合いを行った。

　第21回   5月21日
ワンポイント講座「四中校区の防災ウィークポイントを
知ろう」

　第22回

会　議　名 開 催 日

「四小地域はこんなところ」をテーマにワークショップ

　清瀬第八小学校まなべー教室を会場として、平日午前中に「ふわっと＠地域交流の場づくり」が開催され、地域に
住む方々が、気軽に来校し話し合える場づくりを目指して活動した。また、学校の運営を支援し、児童との交流を
図った。

内　　　　　　容

地域の情報交換や授業の手伝い

運動会に向けた芝生の手入れと、ピザ作り、おにぎり作
り、昔遊びなどを通じ地域交流及び多世代交流の実施

　第26回

ワンポイント講座「医療介護連携について」

　第23回

　第24回

ワンポイント講座「ここが変わる！相続法ワンポイント
講座」
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(6) 十小校区　十小地域づくりの会

 3月 3日

第34回 イベントの振返り及びこれからの地域づくりの会について

3月に行うイベント内容について

 3月14日

 9月20日 防災訓練後、十小をどのように取組んでいくか検討

第28回  9月15日

 7月24日

第33回

第一回プレ総合防災訓練

第27回  8月29日 プレ総合防災訓練

 2月12日

第23回  4月27日

総合防災訓練リハーサル

総合防災訓練 10月14日 総合防災訓練にて避難所運営訓練を実施

イベント実行委員会  4月10日 今後の十小地域づくりの会の取り組みについて

 十小の今後を考え
 る会

十小盆踊り大会  7月21日

　清瀬第十小学校けやきルームを会場として、清瀬市社会福祉協議会との協働で「十小地域づくりの会」を開催し
た。「防災」をテーマに話し合いを続け、市と協働で１０月の清瀬市総合防災訓練の企画、運営を行った。また、組
織化に向けて話し合いを進めた。

会　議　名 開 催 日 内　　　　　　容

十小盆踊り大会に出店し、多世代交流を行いながら、
「十小地域づくりの会」のＰＲを実施

市内一斉清掃に「十小地域づくりの会」として参加

第24回  5月29日 避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の実施

イベント

第29回 10月30日 総合防災訓練の振返り、今後の十小の進め方について

市内一斉清掃 11月 4日 市内一斉清掃に参加

「十小地域づくりの会」特別企画～災害時に活きる地域
のつながり～いざという時に地域の力で避難所を運営し
よう

第30回 11月19日 今後の十小の進め方について

第31回 12月26日 今後の取り組みと組織化について

第32回  1月29日 組織化について及び3月に行うイベント内容について

第26回

10月の総合防災訓練に向けて

市内一斉清掃  5月27日

第25回  6月26日 総合防災訓練に向けた今後の取り組みについて

イベント実行委員会  7月12日 総合防災訓練に向けた今後の取り組みについて
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(7) 清明小校区　清明小地域づくりの会

４　パブリックコメント

第3次清瀬市子供読書活動推進計画（素
案）

 1月16日 ～ 2月 5日 中央図書館

清瀬市公共施設再編計画（案）  1月15日 ～ 2月11日 企画課

料理作り＆防災試食体験イベント 11月23日

清瀬市商工振興計画（案） 12月21日 ～ 1月10日 産業振興課

第12回  3月27日 来年度のスケジュールについて

案  　件　  名 意見の募集期間 意見件数(件) 意見人数(人) 担　当　課

料理作り＆防災試食体験の準備事前打合せ

　市の重要な施策を策定する過程において、公正性の確保と透明性の向上を図り、市民の市政への積極的な参画と市
民との協働によるまちづくりを推進することを目的として、パブリックコメントを実施した。

 8月22日

会　議　名 開 催 日 内　　　　　　容

第8回

今後の具体的な取り組みについて 8月 2日イベント実行委員会

　清明小学校あさひルームを会場として、清瀬市社会福祉協議会と協働で「清明小地域づくりの会」が開催された。
「地域で協力できる事」をテーマに話し合いを続ける一方、コミュ二ケーション作りの一環で地元のニンジンを通し
たイベント「料理作り＆防災試食体験」を開催した。

第9回  6月13日 今後の清明小地域づくりの会の取り組みについて

イベント実行委員会

 1月23日

第10回 組織の規約、清明小でのイベントについて

清瀬市地区計画の区域内における建築
物の制限に関する条例（案）

 9月 3日 ～ 9月28日 まちづくり課

いのちを支える清瀬市自殺対策計画
（案）

12月21日 ～ 1月10日 健康推進課

11月に開催したイベントの振返り

11月15日

第11回

 4月11日 今年度の活動内容について
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２．１．８．（９）市民活動センター運営管理事業（企画課）

１　主催事業

(1) 講座・講演会・イベント 　  （単位　人）

(2) 会議室利用状況

２　委託関係

　　　市民活動を行う、個人・団体に情報提供等の支援業務を行った。 (単位　円）

ボランティアのつどい 2月28日

清瀬市民活動センター運営委託 清瀬市社会福祉協議会

―
ボランティア、市民活動に
登録されている会員懇談会

寄り添いボランティア
講座

3月20日 碓氷美香
コミュニケーションを学
び、ボランティアに活かし
ていく講座

利用件数 件

利用人数 人

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

よくわかるボランティ
ア・市民活動セミナー

7月14日
ボランティア・市民
活動センター

センター長
活動の始め方や自分に合う
活動についてのセミナー

夏の体験ボランティア
7月23日～
8月31日

― ― 様々なボランティア体験
（団体）

ボランティア市民活動
フェア

9月29日

ボランティア・市民
活動センター

―
きよせボランティア、市民
活動の展示会、体験会 （団体）

団体のために「仲間」
が増える活動のコツ

12月 3日 長田英史
ボランティア、市民活動の
ための「仲間」を増やす仕
組みについて

ちょっと知りたい！地
域活動のための資金づ
くりのポイント

1月31日 センター長
ボランティア・市民活動の
ための助成金や寄付金の活
用ポイントについて

ボランティア・市民活
動相談会

2月23日 ―
ボランティア、市民活動の
情報コーナー及び相談会

ボランティア・市民活
動登録団体連絡会

6月11日

ボランティア・市民
活動センター

―
活動団体の情報交換と「課
題の共有」 （団体）

ＮＰＯ法人の連絡交流
会

6月28日 ―
市内ＮＰＯ法人の活動内容
や課題などの意見交流会 （団体）

ボランティア・市民活
動見本市

7月 3日
～ 8日

クレアギャラリー ―
ボランティア・市民活動情
報のパネル展示、団体紹介
等

（団体）

　自主的で営利を目的としない公益的な市民活動を支援するため、清瀬市民活動センターの運営を清瀬市社会福祉協
議会に委託した。

事 業 名 開 催 日 場     所 講     師 内     容 参加人数
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２．１．８．（１１）まちづくり応援寄附事業（財政課）

２．１．８．（１３）新庁舎建設事業（新庁舎建設室）

１　新庁舎建設施工者選定業務

(1) 新庁舎建設施工者選定委員会の設置 （単位　人）

学識経験等を有する者

清瀬市新庁舎建設庁内検討委員会委員

(2) 会議内容 （単位　人）

(3) 施工者選定結果

※ （　）内の金額は、契約の全体額である。

※ （　）内の金額は、契約の全体額である。

　税外収入の確保とともにシティプロモーションの推進や産業振興を図るため、清瀬商工会・東京みらい農業協同組合
と連携し、まちづくり応援寄附（ふるさと納税）に対する返礼品として１７品目を追加した。

※寄附金の内容等については「１８．１　寄附金」に掲載

　公募条件等について

 2月12日 健康センター 　2次審査

（単位　円）

工　　事　　名 金　額 契約期間

清瀬市新庁舎建設工事

参 加 人 数

10月22日 清瀬市役所

業　　者　　名

　平成３１年度の新庁舎建設工事開始に向け、平成２８年度に着手した新庁舎建設設計業務に関して、基本設計業務
完了後、引き続き実施設計業務を行い、平成３１年２月に業務を完了した。また、新庁舎建設工事の施工者を選定す
るため、建築分野における有識者を含む施工者選定委員会を設置し、制限付き一般競争入札（総合評価方式）によ
り、平成３１年３月に新庁舎建設工事請負契約を締結した。

委　員　会　構　成 人　数

開 催 日 開 催 場 所 内　　　　　　容

平成31年 3月29日
令和 4年 2月28日

（株）大林組　東京本店
（4,626,720,000）

２　委託関係 （単位　円）

委　　　託　　　名 内　容 金　額 契約期間 業　　者　　名

清瀬市新庁舎建設基本・実施
設計業務委託

基本・実施設計作成
業務を行う

平成28年 9月16日
～

平成31年 2月28日
（株）大建設計　東京事務所

（128,504,200）

基本・実施設計業務
の支援を行う

平成28年 9月16日
～

平成30年 8月31日
（株）山下ＰＭＣ

施工者選定業務の支
援を行う

平成30年 9月18日
～

平成31年 2月28日
（株）山下ＰＭＣ

清瀬市新庁舎執務環境実施設
計支援業務委託

執務環境実施設計業
務の支援を行う

平成30年 1月17日
～

平成31年 2月28日
（株）オカムラ　立川支店

清瀬市新庁舎建設ＣＭ業務
（その2）委託

－ 153 －－ 148 －



３　新庁舎建設用地取得

(1) 不動産鑑定等

(2) 用地取得費等

２．１．８．（１７）市史編さん事業（市史編さん室）

１　市史編さん委員会

(1) 委員構成

(2) 会議の開催

第2回  8月 2日
中清戸地域市民セン
ター

『清瀬市史 3 資料編 古代・中世』の装丁等について
各資料編目次案と進捗状況
『市史研究 きよせ』第4号について
市制施行50周年記念誌（啓発版）について

第3回  3月25日 清瀬市役所

部会活動報告及び計画
『清瀬市史』の刊行ついて
市制施行50周年記念誌について
『市史研究 きよせ』第4号について

　清瀬市史編さん委員会の下で、考古、古代・中世、近世、近代、現代の５つの専門部会による調査・研究活動が行
なわれている。そうした活動の報告や市民の事業への関心を高めるため、市史講演会第３回を開催した。機関紙であ
る『市史研究 きよせ』の第４号と、考古部会の調査報告書を刊行した。また、歴史資料の活用に向け、大型絵図の
デジタル化を委託した。

（単位　人）

委員会名 人　　　数

清瀬市史編さん委員会

（単位　人）

会議名 開催日 開催場所 内　　　　　　容 参加人数

第1回  5月21日 生涯学習センター
装丁等検討事項について
刊行に向けてのスケジュールと各部会の進捗状況
『市史研究 きよせ』について

（単位　円）

委　　　託　　　名 対象地 金額 業　　者　　名

不動産鑑定業務委託

清瀬市中里五丁目843番1、843番
3、843番5、845番5、846番1

（有）富岡不動産鑑定所

清瀬市中清戸四丁目847番5 高橋不動産鑑定事務所

土地地積更正登記資料作成業
務委託

清瀬市中里五丁目843番1、843番
3、843番5、845番5、846番1

（有）高橋測量事務所

事業名 契約の種類等 件数 地積（㎡） 金額（円） 契約日

清瀬市新庁舎建設事業

売買 8月31日、12月7日

移転補償 12月7日

－ 154 －－ 149 －



２　専門部会

３　刊行物 （単位　冊）

４　市史講演会

５　委託関係

２．１．８．（１９）友好交流都市事業（企画課）

１　補助金の利用実績

（単位　日）

区分 延べ活動日数

調査員

委託名 業者名 デジタル化資料数

専門調査員

大型絵図のデジタル化 （株）堀内カラー

執筆専門員

書　名 発行部数

市史研究 きよせ　第4号

清瀬市中里　澁谷家所蔵資料調査報告書

（単位　人）

開催日 場　所 内　　容 講　師 参加人数

2月24日 生涯学習センター
明治151年

～清瀬の近代を考える～
黒川　徳男

（単位　点）

　「友好交流都市協定」を締結している長野県立科町と清瀬市の住民同士の交流を通じ、相互の理解と信頼を深める
ことを目的に、立科山荘への宿泊料や、住民が実施する交流事業に要する経費等に対し補助を行った。

事　業　名 利用者数（人） 金　　額（円）

立科町交流事業

－ 155 －－ 150 －



２．１．８．（２３）地域課題解決協働事業（企画課）

 7月 6日
テーマ共有
地域課題全般についてあるべき姿と現状を比べ、課題を明
確にし、検討テーマを検討した。

第3回まちづくり意
見交換会

 7月26日
やるべきことの明確化
テーマごとのそれぞれの課題、取り組みについて、より認
識を深め、「やるべきこと」を検討した。

第4回まちづくり意
見交換会

 8月22日
事業案を検討
第3回に引き続き、課題解決の実施に向けた具体的な事業案
を検討した。

第5回まちづくり意
見交換会

 10月11日

事業案のプレゼン・交流会
検討した事業案をプレゼンし、解決できる主体とのマッチ
ングを行ない、課題解決に向けた実施の可能性をアップさ
せた。

会　議　名 開 催 日 内　　　　　　容 参加人数

 6月15日

相互理解
参加者同士、地域活動における成功や困難など想いを語り
共有・共感することで、それぞれの立場・見解を理解し
た。

第2回まちづくり意
見交換会

　まちづくりに対する思いや日ごろ感じている地域課題について市民の皆さんが話し合い、課題解決に向けた取り組
みの検討を行い、取り組みを実施できる主体先との協働を目指すワークショップを開催した。

第1回まちづくり意
見交換会

－ 156 －－ 151 －



２．１．９．（１）情報システム管理運営事業（情報政策課）

１ 基幹系業務システム(住民記録や税情報等を扱うシステム）

(1) 対象業務及び開始年月

　　ア  オンライン処理

　　イ  バッチ（一括）処理

(2) 基幹系システム再構築に向けた検討

 　契約関係 （単位　円）

２　機器構成

(1) サーバ

基幹系システム再構築に係る調達支援 アビームコンサルティング(株）

（単位　台）

項　　　　　　目 物理マシン 仮想マシン

基幹系サーバ

情報ネットワーク系サーバ

番 号 業  　　  務　  　  名 所 管 課 名 開 始 年 月

老人福祉 高 齢 支 援 課 昭和 年 月

保健事業 健 康 推 進 課
昭和 年 月

成人式通知 生涯学習スポーツ課

項　　　目 業　　者　　名 金　　　額

証明書自動交付（住民税） 市 民 課 平成 年 月

学齢簿
教 育 総 務 課

平成 年 月

就学援助 平成 年 月

法人市民税 課 税 課 平成 年 月

介護保険 高 齢 支 援 課 平成 年 月

平成 年 月

証明書自動交付（住民票・印鑑） 平成 年 月

住民税特別徴収

課 税 課

平成 年 月

住民税普通徴収

固定資産税

軽自動車税

市税収納消込 徴 収 課

国民健康保険税 保 険 年 金 課

　コンサルティング業者を選定し、次期基幹系システム及び新庁舎ネットワークの検討を本格的に開始した。また、
総合財務会計システムを再構築し、平成３０年１２月から本稼働している。オープンデータについては、国が公開を
推奨する１５項目をホームページへ公開した。

番 号 業 　　   務  　　  名 所 管 課 名 開 始 年 月

住民記録 市 民 課

平成 年 月国民年金
保 険 年 金 課

国民健康保険

印鑑登録
市 民 課

－ 152 －－ 152 －



(2) パソコン

(3) プリンタ

３　消耗品購入状況

４　通信費

５　委託関係

(1) 機器等保守点検 （単位　円）

合　　　　　計

　ビジネスイーサワイド 　市役所とデータセンター、学校などの施設46か所を結ぶ回線

　ＬＧＷＡＮ回線ビジネスイーサ 　地方公共団体を相互に接続する行政専用のネットワーク回線

　自治体セキュリティクラウド接続回線 　東京都セキュリティクラウドと接続するための回線

　メール無害化サービス接続回線 　メール無害化サービスと接続するための回線

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　　額

番号制度サーバ機器等保守

（株）富士通マーケティングＶＤＩサーバ機器等保守

メール無害化サーバ機器等保守

項　　　　　　　目 設置台数

基幹系プリンタ

情報ネットワーク用プリンタ

情報ネットワーク用プリンタ(学校）

合　　　　　　　計

（単位　本）

項　　　　　　　目 数　　量

プリンタトナー

項　　　　　　目 内　　　　　　　　容

基幹系パソコン 事　務　用

情報ネットワーク用パソコン

事　務　用情報ネットワーク用タブレットパソコン

情報ネットワーク用パソコン(学校)

インターネットきよせ 市　民　用

合　　　　　　　計 ―

（単位　台）

（単位　台）

項　　　　　　　目 区　　分 設置台数

－ 153 －

－ 153 －



(2) システムプログラム変更 （単位　円）

（株）富士通マーケティング

(3) 東京電子自治体共同運営協議会システムサービス （単位　円）

(4) 社会保障・税番号制度 （単位　円）

(5) システム保守点検 （単位　円）

６　メール一斉配信サービス

(1) 契約関係 （単位　円）

業　　　務　　　名 業　　者　　名 金　　　額

メール一斉配信サービス提供委託 （株）スマートバリュー

そ　　の　　他

合　　　　　計

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　　額

ウイルス対策ソフト及びデバイスＣＡＬ更新 （株）大塚商会

ＶＤＩライセンス等更新 （株）富士通マーケティング

ＳＫＹＳＥＡライセンス更新 （株）富士通マーケティング

合　　　　　計

東京電子自治体共同運営電子調達サービス提供委託 日本電気（株）

東京電子自治体共同運営電子申請サービス提供委託 富士通（株）

合　　　　　計

金　　　額

　データ標準レイアウト改訂に伴うシステム改修（介護）

　データ標準レイアウト改訂に伴うシステム改修
　（基幹系）

　マイナンバーカード旧姓併記システム改修

委　　託　　名 業　　者　　名

（株）富士通マーケティング

行政システム（株）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　　額

介護保険制度改正に伴うシステム改修 行政システム（株）

元号改正に伴うシステム改修

そ　　の　　他

合　　　　　計

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　　額

－ 154 －－ 154 －



(2) 登録数と配信数の状況（３月３１日現在）

７　新庁舎ネットワーク構築に向けた検討

(1) 契約関係 （単位　円）

８　総合財務会計システム再構築

(1) 契約関係 （単位　円）

(2) 対象システム及び機能

９　オープンデータの公開

(1) ホームページへ公開したオープンデータ（１５項目）

　

就業管理 　出退勤管理、休暇・欠勤管理、旅費管理等

財務会計 　予算編成、執行管理、決算統計、業者・契約管理等

人事給与 　人事異動、給与、時間外手当管理等

ＡＥＤ設置箇所一覧 イベント一覧 地域・年齢別人口

介護サービス施設一覧
公衆無線ＬＡＮアクセスポイン
ト一覧

公共施設一覧

医療機関一覧 公衆トイレ一覧 子育て施設一覧

文化財一覧 消防水利施設一覧 オープンデータ一覧

観光施設一覧 指定緊急避難場所一覧 停留所等一覧

業　務　名 業　　者　　名 金　　　額

新庁舎ネットワーク等調達支援 （株）シンクライアント総合研究所

業　務　名 業　　者　　名 金　　　額

総合財務会計システム再構築 （株）富士通マーケティング

　

システム名 機　　　能

グループウェア 　Ｗｅｂメール、スケジュール、掲示板、施設予約等

スポーツ・イベント情報

消 防 団 メ ー ル

保育園・学童クラブ等

小 学 校

中 学 校

合　　　計

（単位　件）

項　　　目 登 録 数 配  信  数

行 政 ・ イ ベ ン ト 情 報

安 心 安 全 情 報

放 課 後 子 ど も 教 室

※ 総合財務会計システムの長期継続契約（平成３０年度から令和５年度まで）全体金額は、８８，４１９，６００
　円であり、上記は平成３１年３月分である。

－ 155 －－ 155 －



２．１．１０．（１）交通安全事業（道路交通課）　　

１　交通安全対策関係

(1) 表示関係

 　　 　　　　

(2) 会議関係

２．１．１０．（２）防犯事業（防災防犯課）

１　安心安全まちづくり関係

(1) 会議関係

(2) 活動状況

２　相談業務

　　防犯専門員による詐欺、不当要求等の相談窓口業務を行った。

　  （単位　件）

　交通事故の防止のため、指導及び交通安全教室の開催等を行った。また、交通安全思想の普及及び交通事故の防止
を図る事業に要した経費の一部を、清瀬市交通安全協会に補助金として交付した。

（単位　枚）

区 分 設 置 数

交通安全標語入り電柱幕

会　　議　　名 開　催　日 内　　容

交通安全対策会議 3月26日 安全施設等整備事業について

会　　　議　　　名 開 催 日 内　　　　　　　容

生活安全対策協議会 2月 7日
 安全・安心まちづくりの取組状況について
 犯罪被害発生・災害発生状況について

期　　　間 内　　　　　　　　容

年間を通して実施

　市内で防犯活動を行っている団体(清瀬市防犯協会)への活動費補助及び清瀬市生活安全対策協議会の委員報酬など
防犯活動に対する経費を支出した。

防犯活動（小中学校の通学路を中心としたパトロール活動や振り
込め詐欺等被害防止駅前キャンペーン等）

事　　業　　名

詐欺・不当要求等相談窓口業務

相　　談　　件　　数

－ 156 －－ 156 －



２．１．１０．（３）コミュニティバス事業（道路交通課）

１　運行状況会議関係

２　運行状況

(1) 運行ルート

(2) 運行時間

　清瀬駅北口発は午前８時台から午後６時台の間に毎時３０分発、清瀬駅南口発は毎時２０分発となっており、

平成２３年４月１日より、緑陰通り経由のみ午後７時台にも運行している。

(3) 利用料金

　大人（中学生以上）１５０円、障害者１００円（介添人同額）、子ども（小学生）１００円、未就学児　無料、

回数券 １５０円×７枚綴＝１，０００円、１５０円×２２枚綴＝３，０００円

(4) 利用状況 （単位　人）

２．１．１０．（４）市民安全推進事業（防災防犯課）

１　地域見守り事業

(1) 委託関係

　　小中学生の通学路を中心に、低学年の下校時に合わせて防犯パトロールを行った。

（単位　円）

　公共交通不便地域の解消、高齢者及び障害者等の交通弱者の移動手段を確保することを目的として、コミュニティ
バスを清瀬駅北口と南口を起終点に２系統双方向に運行した。

会 議 名 開 催 日 　　　　　　　　　内　　　容

志 木 街 道 経 由

緑 蔭 通 り 経 由

　　 運行ルートは清瀬駅と秋津駅を結び、清瀬駅北口を起点として志木街道・緑蔭通りを経由し清瀬駅南口に至るルート
　 と清瀬駅南口を起点とする逆ルートを運行した。

路 線 名 往路（㎞） 復路（㎞） 停留所設置数(か所)

志 木 街 道 経 由

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

地域見守り業務委託 （公社）清瀬市シルバー人材センター

緑 蔭 通 り 経 由

路 線 名 乗車人員 車いす乗車人員 合計

平成30年7月25日

合　　　計

　清瀬市シルバー人材センターへ委託し、市内を５地区（中学校区）に分けて、主に小中学生の下校時や夏休みの夜
間の地域見守り業務を行った。また、市内の安全パトロールに活用する青色回点灯装備車の維持・管理を行った。

コミュニティバスの運賃改定及び新しいサービスの開始
について

地域公共交通会議
平成31年1月24日

－ 157 －－ 157 －



(2) 活動内容等 　　　　　　　　（単位　回）

２　防犯協会関係

　　　　　（単位　回）

２．１．１０．（５）防犯灯維持管理事業（道路交通課）

１　防犯関係

(1) 防犯灯電気料補助

(2) 防犯灯設置及び修繕（ＬＥＤ化）

２．１．１１．（２）野塩地域市民センター運営管理事業（市民課）

１ 税等収納金取扱件数

　野塩地域市民センターの施設運営に係る警備や清掃業務などの管理業務について委託を行った。また、野塩出張所
において各種証明書の発行のほか、税等の出納業務、年金・健康保険届出受付業務などを行った。

区 分 件　数 （件） 金　額 （円）

市都民税（法人含む）

区 分 受付件数（件） 設置数（灯）

自 治 会 等

固 定 資 産 都 市 計 画 税

防 犯 灯 の 修 繕

　安心・安全なまちづくりのため、市内自治会、商店会等が所有する防犯灯の電気料に対する補助金を交付した。ま
た、市防犯灯の設置・修繕等を行った。

延べ 76

商 店 会 延べ 18

区 分 設置及び修繕（灯） 金　額（円)

防 犯 灯 の 新 設 設 置

(1) 青色回転灯車及び徒歩による地域パトロールを行った。

軽 自 動 車 税

住 宅 使 用 料

国 民 健 康 保 険 税

保 育 料

育 成 料

介 護 保 険 料

後 期 高 齢 者 保 険 料

その他（粗大ごみ券等含む）

合 計

年間パトロール回数

2人1組の2班による防犯パトロール

活　動　内　容 年間パトロール回数

延べ　243 

団　体　名

清瀬市防犯協会

－ 158 －－ 158 －



２　母子手帳関係 （単位　件）

３　交通災害共済加入申込み受付件数　　　（単位　件）

４　国民年金関係

５　国民健康保険関係

６　後期高齢者医療保険関係 （単位　件）

７　福祉関係

(1) 所管課別取扱件数

件　　数

件数

項　　　　　　　　目 件数

妊娠届出書受付

母子手帳交付申請受付及び交付

件　数区　　分

Ａコース

Ｂコース

合　　計

項　　　　　　　目 件　　数

後期高齢者医療に関する諸届

(単位　件)

区 分 件　数

障 害 福 祉 課 所 管 分

高 齢 支 援 課 所 管 分

子育て支援課所管分

合 計

資格取得及びその他国民年金に関する諸届

項　　　　　　目

項　　　　　　　目

 国民健康保険被保険者の取得及び喪失届

その他国民健康保険に関する諸届

合　　　　　　　計

（単位　件）

（単位　件）

－ 159 －

－ 159 －



８　その他の取扱事務

(1) 募金・会費等取扱件数

９　施設の利用状況

※ （　）内は公用。数値は内書

10　委託関係

11　工事関係

12　証明関係

(単位　件)

件 名 件　数

赤 い 羽 根 共 同 募 金

歳 末 助 け 合 い 募 金

日本赤十字社員募集

社 協 会 費

合 計

利用件数 （件）

利用人数 （人）

稼働率　 （％）

（単位　円）

委　　託　　名 内　　容 業　　者　　名 金　　額

野塩地域市民センター管理業務 夜間警備、清掃等業務 （株）新東管理

工　　事　　名 内　　容
着　手
完　了

業　　者　　名 金　　額

清瀬市立野塩図書館
電気設備及び空調設備改修工事

空調設備の改修
10月29日
1月31日

(株)上杉電機工業

（単位　円）

　証明関係の実績については、「２．３．１．（２）戸籍住民基本台帳事務事業」に併せて掲載し、この項目では掲載
を省略する。

－ 160 －－ 160 －



２．１．１１．（４）松山地域市民センター運営管理事業（市民課）

１　税等収納金取扱件数

２　母子手帳関係 (単位　件)

３　交通災害共済加入申込み受付件数 　（単位　件）

４　国民年金保険

５　国民健康保険関係

６　後期高齢者医療保険関係 (単位　件)

区　　分

　松山地域市民センターの施設運営に係る警備や清掃業務などの管理業務について委託を行った。また、松山出張所
において各種証明書の発行のほか、税等の出納業務、年金・健康保険届出受付業務を行った。

区 分 件　数 （件） 　金　額 （円）

市都民税（法人含む）

固 定 資 産 都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税

住 宅 使 用 料

保 育 料

育 成 料

介 護 保 険 料

後 期 高 齢 者 保 険 料

その他（粗大ごみ券等含む）

国 民 健 康 保 険 税

項　　　　　　目 件　　数

後期高齢者医療に関する諸届

 国民健康保険被保険者の取得及び喪失届

その他国民健康保険に関する諸届

合 計

項目 件数

妊娠届出書受付

母子手帳交付申請受付及び交付

件　数

Ａコース

Ｂコース

合　　計

件    数

件　　数

項　　　　　　　目

　　　　　(単位　件)

項　　　　　　目

資格取得及びその他国民年金に関する諸届

　　 　(単位　件)

－ 161 －－ 161 －



　　所管課別取扱件数 (単位　件)

８　その他の取扱事務

　　募金・会費等取扱件数 (単位　件)

９　施設の利用状況

※ （　）内は公用。数値は内書

10　委託関係 （単位　円）

７　福祉関係

区　　分 件　数

高 齢 支 援 課 所 管 分

子育て支援課所管分

障 害 福 祉 課 所 管 分

合　　計

件 名 件 数

赤 い 羽 根 共 同 募 金

歳 末 助 け 合 い 募 金

日本赤十字社員募集

社 協 会 費

合 計

利用件数 (件）

利用人数 (人）

稼働率　（％）

委　　託　　名 内　　容 業　　者　　名 金　　額

松山地域市民センター管理業務 夜間警備、清掃等業務 （株）ダイコー

11　証明関係

証明関係の実績については、「２．３．１．(２)戸籍住民基本台帳事務事業」に併せて掲載し、この項目では掲載を省
略する。

－ 162 －－ 162 －



２．１．１２．（１）男女共同参画センター運営管理事業(男女共同参画センター）

１　会議関係

(1) 清瀬市男女共同参画センター運営委員会

(2) 清瀬市男女平等推進委員会

(3) 清瀬市配偶者等からの暴力対策連絡協議会

(4) 相談員調整会議

第3次男女平等推進プラン内容説明について

 8月24日
第3次男女平等推進プラン内容説明および推進状況調査結果について
推進状況調査第三者評価について

10月17日 進捗状況調査結果の評価について

 1月16日 推進状況調査第三者評価について

開  催  日 場       所 内                               容

 6月19日
男女共同参画センター

ＤＶ相談等について・情報交換

 1月29日 情報交換

開  催  日 場　　　　所 内                               容

 5月10日
婦人相談員（生活福祉課）との連携について
平成29年度アイレック相談件数報告

 1月31日 平成30年度アイレック相談件数報告・情報交換

　清瀬市男女共同参画センター条例に基づき、関係図書の管理や学習交流スペースの提供を行った。また、市民参画
による委員会の運営やＤＶ防止に向けた取り組み、女性に対する広範的な相談、男女共同参画啓発のための各種イベ
ント・講座を実施した。

開  催  日 場       所 内                               容

  7月31日

男女共同参画センター

平成29年度男女共同参画センター事業報告
平成30年度男女共同参画センター事業予定
女性起業家支援事業概要説明

 　 10月 3日 平成30年度男女共同参画センター事業検討

 　 12月11日 分科会　ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）内容検討

開  催  日 場       所 内                               容

 5月21日

男女共同参画センター

男女共同参画センター

－ 163 －－ 163 －



(5) 清瀬みんなの防災ネット学習会

(6) 登録団体・サポーター全体交流会

講座準備

 3月18日 講座の振り返りと新年度の課題について

開  催  日 場　　　　所 内                               容

 6月15日 男女共同参画センター アイレックまつりについて・第3次男女平等推進プラン内容説明

防災学習会準備・内容検討について

 5月29日 今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

 6月26日

今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

開  催  日 場　　　　所 内                               容

 4月24日

男女共同参画センター

今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

 8月 7日 今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

 9月11日 今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

10月23日 今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

11月19日 今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

12月11日 今後の取組み検討について・東京くらし防災勉強会

 1月21日

 2月12日

－ 164 －－ 164 －



(1) 講演・講座･セミナー事業 （単位　人）

働き方サポート事業

 1月25日
一般社団法人ひきこもりＵ
Ｘ会議

ファシリテーション
『ひきこもりママ会ｉｎ清
瀬』

 1月26日
八巻 裕香
（特定社会保険労務士）

『知って安心　働くあなたの
ための法律・制度』講座

 2月 1日
リー 寿美子
（キャリアコンサルタン
ト）

『不安を自信に　女性の再就
職チャレンジ』講座

 2月12日
一般社団法人ひきこもりＵ
Ｘ会議

ファシリテーション
『ひきこもりママ会ｉｎ清
瀬』

プロから学ぶ
「文章講座」
　全3回

10月20日

大橋 由香子
（フリーライター・編集
者）

第1回
「記事」「広告」から情報リ
テラシーを学ぶ

11月 1日
第2回
ものを書くということ

11月15日
第3回
書くことを通して見えてくる
もの

人権週間記念講座

11月18日
望月 衣塑子
（ジャーナリスト）

講演『セクハラはなぜ繰り返
されるのか』

12月12日
金子 雅臣
（労働ジャーナリスト）

講演『セクハラはなぜ繰り返
されるのか～男の困惑、職場
のジレンマ～』

男女共同参画週間記念
講座

 6月30日
高橋 久仁子
（群馬大学名誉教授）

メディアに惑わされない食生
活～男女の視点で考える食の
情報～

『パパとママが描くみ
らい手帳』を使った講
座と相談

 9月25日
堂山 智子
（キャリアコンサルタン
ト）

『母子手帳をもらったら考え
ようわたしのワークライフバ
ランス』講座及び相談

 1月18日
『母子手帳をもらったら考え
ようわたしのワークライフバ
ランス』講座及び相談

男性の生き方を考える
講座「最期まで住み慣
れた街でくらしていく
ために2018」

11月10日

小島 美里
（ＮＰＯ法人暮らしネッ
ト・えん代表理事）

「在宅」「施設」「居住型」
等、地域で生きる場の現状を
知り自分たちの「今」の課題
を考える

12月 1日

自分たちが必要としているも
のは何か、高齢者として生き
るための「これから」を考え
る

２　事業関係

事   業   名 開催日 場    所 講  師  等 事   業   内   容 参加人数

女性のココロとからだ
の講座

 5月23日
午前の部

佐々木 麻弥
（ぴんしゃんウォーキング
インストラクター）

あなたを解き放つ「すっきり
ウォーキング」お子さんとご
一緒でも

 5月23日
午後の部

あなたを解き放つ「すっきり
ウォーキング」いつまでも自
分の足で

 6月 6日
天野 惠子
（静風荘病院（新座市）特
別顧問）

「性差医療」から考える「わ
たしの健康」

男女共同参画
センター

－ 165 －－ 165 －



(2) 「男女共同参画推進フォーラム」ワークショップ

（単位　人）

(3) 図書貸出

３　事務記録関係

(1) 会議室利用状況

※ （　）は公用。数値は内書。利用人数は延べ人数

Ｍｓ.スクエアフォーラ
ム

 8月30日

国立女性教育
会館
（埼玉県嵐山
町）

【ファシリテーター】
「Ｍｓ.スクエア」編集員3
名、男女共同参画センター
職員1名

女性活躍時代の「市民編集員
チームによる広報誌の作り
方」

清瀬みんなの防災ネッ
ト

 8月31日

【パネラー】
3市連携事業「防災と男女
共同参画」連続講座参加者
清瀬市より2名、東久留米
市及び西東京市より各1名

【報告と意見交換】
防災・減災に取り組む女性を
育てる　―仙台・東京・福岡
の実践から―

毎週火曜日から金曜日までの午前９時から午後５時まで、図書の貸し出しを行った。

利用件数（件） 利用人数（人） 稼働率（％）

245（135） 5,614（4,255）

しゃんちりぴー
（和楽器演奏）

ミニミニコンサート
ハンドメイド：新聞ちぎり絵
で絵葉書を作ろう （お月見）

12月 6日 清瀬マジッククラブ
手品
ビンゴゲーム

 2月 7日 清瀬管弦楽団
ミニミニコンサート
ハンドメイド:新聞ちぎり絵

事   業   名 開催日 場    所 講  師  等 事   業   内   容 参加人数

　男女共同参画、ダイバーシティ及び女性の活躍推進を目的とした日ごろの取組や研究、教育、学習、実践活動の発
表を行う場として、独立行政法人国立女性教育会館「男女共同参画推進フォーラム」にてワークショップを実施し
た。

出前講座  2月16日
清瀬第三小学
校

福田 紀子
（男女共同参画センター
長）

「人権かるた」を使った人権
講座

防災講座  2月19日
アミューホー
ル

国崎 信江
（株式会社危機管理教育研
究所代表）

講演『大規模災害！大切な家
族の命をどう守る？』～暮ら
しの中で取り組む防災対策～

アイレック合同学習会  3月19日

男女共同参画
センター

福田 紀子
（男女共同参画センター
長）

登録団体・推進委員会委員・
運営委員会委員・サポー
ター・Ｍｓ．スクエア編集委
員による男女共同参画につい
て学習

つながりカフェ

 4月 5日
松本 まどか
（ウクレレ奏者）

ミニミニコンサート
ハンドメイド：新聞ちぎり絵
で「こいのぼり」作成

 6月 7日
南沢ライアーアンサンブル
（ライアー奏者3名）

ミニミニコンサート
ハンドメイド：七夕飾りを作
ろう

 7月 5日
みやざき すみこ
（ソプラノ歌手）
ピアノ伴奏：原見 舞子

ミニミニコンサート
ハンドメイド：万華鏡を作ろ
う

 9月 6日

－ 166 －－ 166 －



(2) 保育室利用状況

※ （　）は公用。数値は内書。利用人数は延べ人数

(3) ワーク室利用状況 （単位　件）

(4) 印刷製本 （単位　枚）

４　その他

(1) 啓発事業

(2) 相談事業

※ 人数は延べ人数

合　 　計

法律相談

ＤＶ相談

一般相談（昼)

一般相談（夜)

利用件数（件） 利用人数（人）

241（98） 1,474（742）

利　用　件　数

項　　　　　　　　　　目 発 行 部 数

アイレックリーフレット

アイレック相談カード

　きよせ市民まつりの会場で、男女平等推進に関する事業内容のＰＲとパネル展示を実施した。また、東京ウイメンズプ
ラザフォーラムに男女共同参画センターの活動をパネル展示した。

（単位　人）

区　　　分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

－ 167 －

－ 167 －



２．１．１２．（２）女性広報発行事業(男女共同参画センター）

１　きよせ女性広報｢Ｍｓ.スクエア｣編集委員会

２　きよせ女性広報誌発行事業 （単位　部）

3月 7日 勉強会

3月12日 第94号三校原稿読み合わせ・校正

刊行物 発 行 月 日 発 行 部 数 配 布 部 数 内　　　　　容

Ｍｓ．スクエア
第92号

4月 1日
Ｍｒ.スクエアの選択
～「男はつらいよ」から「自分らしく一歩」を～

Ｍｓ．スクエア
第93号

11月 1日
リーダーにならない？なれない？
～女性の可能性を拓く～

10月29日

第94号特集のテーマについて11月 8日

11月22日

12月 3日 第94号初校原稿読み合わせ

12月17日 第94号初校原稿読み合わせ・デザイン検討

1月10日 第94号初校原稿読み合わせ・デザイン検討・校正

1月24日 第94号初校原稿読み合わせ・校正

2月14日 第94号再校原稿読み合わせ・校正

2月22日 勉強会

2月28日 第94号再校原稿読み合わせ・校正

4月 3日 編集委員委嘱・第93号特集のテーマについて

4月19日

第93号特集のテーマについて
5月10日

5月24日

6月 5日

6月22日

第93号初校原稿読み合わせ・校正
7月 3日

7月25日

8月23日

9月13日 第93号再校原稿読み合わせ・校正

10月 2日 第93号三校原稿読み合わせ・校正

10月19日 第93号ふりかえり・第94号特集のテーマについて

　公募市民が編集委員となり、市民の視点で男女平等参画社会のあり方を考えていく広報誌「Ｍｓ．スクエア」を年
２回（４、１１月）発行し、全戸配布した。また、編集委員のスキルアップを図るため、市民を対象とした文章講座
を実施した。広報誌の配布方法は、市報と同様に、全世帯に直接届ける直配方式としている。

開  催  日 場　　　　所 内　　　　　　容

男女共同参画センター

－ 168 －－ 168 －



２．１．１２．（３）アイレックまつり事業(男女共同参画センター）

１　２０１８（第２３回）アイレックまつり関係

(1) 実行委員会の開催

(2) ２０１８（第２３回）アイレックまつりの開催 （単位　人）

２　２０１９（第２４回）アイレックまつり関係

　  実行委員会の開催

10月 7日

【映画】
『わたしはマララ』
【トーク】
『国境なき医師団』の活動と途上国の女の子
の現状

まつり開催期間中同時開催
（10月6日・7日交流コーナーにて）

アイレック登録団体・サポーター活動紹介、ＰＲ展示コーナーの設置及びバ
ザー（6日のみ）の開催

開  催  日 場　　　　所 内　　　　　　　　　　容

1月28日

男女共同参画センター

第24回アイレックまつり実行委員自己紹介、委員長・副委員長の選任

2月20日 講演会講師について

3月25日 講演会講師について

開 催 日 場 　  所 講　師　等 事    業    内　　容 参加人数

10月 6日

男女共同参画
センター

大沼 もと子
（アサーティブトレー
ナー）

【ワークショップ】
「自分を好きって言える？」
～自己肯定感を育てるコミュニケーション～

アミューホール

打越 さく良
（弁護士）

【講演会】
『男と女のあいだには…』～弁護士が見た、
家族のかたち～

ハタスマ！
（ボーカル＆ウッドベース
デュオ）

【音楽】
「ポップス＆ジャズで楽しむ夕べ」

アミューホール
中村 悦子
（人道援助活動団体『国境
なき医師団』）

　清瀬市男女共同参画センター「アイレック」の開設を記念し、毎年１０月の開設日前後に「アイレックまつり」を
開催している。平成３０年度は１０月６・７日の二日間にわたり、映画上映、音楽会、講演会を行い、市民参画のも
と、アイレックとその理念の周知を図った。

開  催  日 場　　　　所 内　　　　　　　　　　容

4月18日

男女共同参画センター

まつりテーマ・各企画について

5月22日 本公演講師・各企画について

6月25日 本公演講師・各企画について

7月23日 まつりテーマ・各企画について

8月28日 各本公演講師・各企画について

9月19日 当日の進行役割確認

11月27日 記録集について・アイレックまつりの反省

1月11日 記録集の印刷・製本

－ 169 －－ 169 －



２．１．１２．（４）起業支援事業(男女共同参画センター）

１　事業関係 （単位　人）

２　女性起業応援事業２０１８「キヨセｄｅフェスタ」

（単位　人）

３　契約関係

　　契約名：女性起業家の活力向上による地域活性化推進支援業務委託 （単位　円）

 2月16日
連続講座②
「事業マインドを磨く」

清瀬ソーシャル・ネッ
トワーク・ラボ

 2月18日 ―
市内の社会事業家によるワー
クショップ・座談会

平成30年6月 1日から平成31年3月25日まで キヨセｄｅプランニング

男女共同参画
センター

演劇ユニット「思考動物」
親子で楽しむ演劇ワーク
ショップ＆おはなしの時間

小さなお家つくり
「アトリエ111」
角松健次郎

大人子どもと一緒に自由で楽
しい工作の時間

沿線3市(清瀬・西東
京・東久留米)で活動す
る女性起業家による見
本市

女性起業家出展数28店
フード、ファッション、リラ
クゼーション、アート、クラ
フト等

滝田 加奈子
（ＷＥＢメディア戦略コン
サルタント）

スモールビジネスのための
「ブログ×ＳＮＳ」でファン
が自然と集まるＷＥＢマーケ
ティングセミナー

 2月15日 藤岡 喜美子
（特定非営利活動法人市民
フォーラム21・ＮＰＯセン
ター事務局長）

連続講座①
「志、想いをカタチに」

　①女性起業家の力量形成とネットワーク形成、事業者としての能力強化を図り、女性たちの活躍の可視化をねらい
とする「女性起業応援フェスタ」の運営主体としての機能を形成、②介護をはじめ地域課題の解決のために活動を起
こした女性たちの事業の支援、③分野を問わず、あらゆる事業活動の基盤となるテレワーク環境整備調査事業を行
い、女性が生き生きと「しごと」と「（子育てを含む）くらし」を実現できる清瀬市であることを発信していく。

事   業   名 開催日 場    所 講  師  等 事   業   内   容 参加人数

女性起業支援講座

 6月23日

男女共同参画
センター

藤岡 喜美子
（特定非営利活動法人市民
フォーラム21ＮＰＯセン
ター事務局長）

超入門女性起業～はじめの一
歩

 9月29日

　「子どもと一緒に生き生きと暮らせるまち」をめざして、女性が地元で働き、もう一歩前に進める場を支援してい
るなかで男女共同参画センターでは、沿線３市（清瀬市・東久留米市・西東京市）男女共同参画連携事業として「女
性起業応援フェスタ」を２年前に始めた。３年目となる今回のフェスタは、「女性が輝くまち」の１つのステージと
して、清瀬の女性たちが中心になって開催した。

事   業   名 開催日 場    所 講  師  等 事   業   内   容 参加人数

えんげきワークショッ
プ＆おはなし

 11月23日

金　　　額

平成30年7月 3日から平成31年3月20日まで 有限責任監査法人トーマツ

契　約　期　間 業　　者　　名
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２．１．１３．（３）施設事故補償費（総務課）　     　　　        　

１　市民賠償補償保険

　市が所有、使用、管理する施設の瑕疵や市の行う業務遂行上の過失に起因する事故について、市に法律上の賠償責
任が生じることによって被る損害に対し支払う保険（賠償責任保険）及び市主催の行事に参加中、急激かつ偶然な外
来の事故により被災した住民に対して市が支払う補償金(補償保険)に備えるための保険加入にともなう保険料を支
払った。

（単位　円）

区　　分 内　　　　　容 保険金額

賠 償 補 償 保 険

　市が所有、管理する施設などの瑕疵や市の行う業務遂行上の過失に
起因する事故について市に法律上の賠償責任が生じることにより被る
損害（賠償金等）及び市主催の行事に参加中や市の管理下でのボラン
ティア活動中の事故などにより市が支払う補償金（見舞金）

－ 171 －－ 171 －



２．２．２．（２）市（都）民税一般事務事業（課税課）

１　委託関係

（1） 給与支払報告書、確定申告書、住民税申告書のデータ化 （単位　円）

２．２．２．（３）固定資産税賦課事業（課税課）

１　委託関係

（1） 固定資産税路線価の調整作業等

２．２．３．（４）徴収事業（徴収課）

(単位 件)

(単位 件)

業　　者　　名 金　　額

  固定資産評価システム業務 　一般財団法人　日本不動産研究所

そ　の　他

合　　　計

　市（都）民税の適正な賦課及び十分な説明責任を果たすため、課税資料の収集、申告受付に対応するための事務用
品等の整備並びに各種申告書・納税通知書等の印刷及び郵送等を行った。また、エルタックス等の運用によりデータ
のやりとり等国税との円滑な連携を図った。

委　　託　　名 業　　者　　名

１　口座振替キャンペーン

２　清瀬市税全国滞納者現地確認調査

金　　額

　税務入力データパンチ業務   （株）ＫＤＳ

　固定資産税及び都市計画税の適正な賦課及び十分な説明責任を果たすため、課税資料収集、課税に必要な事務用品
等の整備、納税通知書等の印刷及び郵送並びに土地・家屋評価システムの安定的な運用を図った。

（単位　円）

委　　託　　名

　口座振替促進のため、きよせ市民まつり会場において、口座振替促進を印字したボールペンを１，０００セット用
意して配布を行った。また、遠隔地に居住する清瀬市税滞納者について滞納者の生活実態、資力、担税力を把握し、
効率的に滞納整理を遂行するために調査を行った。

項　　　　　目 件　　数

口座振替（新規受付分）

項　　　　　目 件　　数

遠隔地滞納者現地確認調査

－ 172 －－ 172 －



２．３．１．（２）戸籍住民基本台帳事務事業（市民課）

１　戸籍事務関係

(1) 届出件数 （単位　件）

国 籍 留 保

出 生

　行政事務の基礎となる戸籍、住民基本台帳事務について、適正な届出の受理と正確な事務処理を行ないつつ、個人
情報の保護に努めた。また、自動交付機、住民基本台帳ネットワーク及び公的個人認証などのサービスも行った。

事　　件　　の　　種　　類
届　　　　　　　　　　出 他 市 町 村

合　　　計
本籍人届出 非本籍人届出 小　　　　計 か ら 送 付

認 知

養 子 縁 組

養 子 離 縁

法 第 条 の ・ 第 条 の

婚 姻

離 婚

法 第 条 の ・ 第 条 の

親権・未成年者の後見・後見監督

死 亡

失 踪

復 氏

姻 族 関 係 終 了

相 続 人 廃 除

入 籍

分 籍

国 籍 取 得

帰 化

国 籍 喪 失

国 籍 選 択

外 国 国 籍 喪 失

氏
の
変
更

⑴ 法 第 条 第 項

⑵ 法 第 条 第 項

⑶ 法 第 条 第 項

⑷ 法 第 条 第 項

小　　　　　　　　　計

名 の 変 更

転 籍

就 籍
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※ 「法」は戸籍法（昭和２２年法律第２２４号）をいう。

(2) 事件処理件数  （単位　件）

(3) オリジナル婚姻届及び婚姻手続き早わかりＢＯＯＫ配布

 （単位　冊）

※ 松山出張所及び野塩出張所分を含む。

２　住民基本台帳事務

(1) 届出件数  （単位　件)

(2) 処理件数  （単位　件）

※ 松山出張所及び野塩出張所分を含む。

訂
　
正
・
更
　
正

⑴ 市 町 村 長 職 権

⑵ 法 第 条 第 項

⑶ 法 第 条 ・ 第 条

⑷ 法 第 条

⑸ 　続柄 嘱託 ・続柄 申出

小　　　　　　　　　計

追 完

そ の 他

不 受 理 申 出

合　　　　　　　　　　　　計

内　容 新戸籍編製 戸籍の再製･補完 戸籍全部消除 違反通知 その他 合　　　計

処理状況

配布数

区 分 本　　　　庁 松　山　出　張　所 野　塩　出　張　所 合　　　　　　計

転 入 届

転 居 届

転 出 届

世 帯 変 更 届

国 外 転 出

合 計

届出事由 転入通知 職権消除 職権修正 戸籍の附票記載等 違反通知 合　　　計

処理状況
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(3) 住民基本台帳関係（転入・転出・出生・死亡の人口数）  （単位　人）

※ 松山出張所及び野塩出張所分を含む。

(4) 電話サービスの取扱件数  （単位　件）

(5) 登録国籍別人員（平成３１年３月３１日現在）　

（単位　人）

 （単位　件）

区 分 転 入(Ａ) 転 出(Ｂ)
社会増[ａ]

出 生(ア) 死 亡(イ)
自然増[ｂ]

[ａ]＋[ｂ]
（Ａ）－（Ｂ） （ア）－（イ）

人 数 △ 371 △ 92

区分 市　役　所
生涯学習
センター

竹 丘 地 域
市民センター

下 宿 地 域
市民センター

松 山 地 域
市民センター

野 塩 地 域
市民センター

中 里 地 域
市民センター

合 計

件数

国 籍 別 人 数

中 国

韓 国

ベ ト ナ ム

フ ィ リ ピ ン

ネ パ ー ル

台 湾

米 国

イ ン ド

ミ ャ ン マ ー

タ イ

そ の 他

合 計

３　身上調査等照会

照会件数

－ 175 －－ 175 －



 （単位　件）

５　証明関係等

(1) 証明件数  （単位　件）

※ （　）内は無料。数値は内書

※　自動交付機による交付件数は本庁に含む。 

 （単位　件）

(3) 郵送による謄抄本等交付状況  （単位　件）

※ （　）内は無料。数値は内書

４　人口動態

届出事由 出　　　生 死　　　亡 婚　　　姻 離　　　婚 死　　　産 合　　　計

件　数

区 分 本　　　　庁 松　山　出　張　所 野　塩　出　張　所 合　　　　　　計

印 鑑 証 明

印鑑登録証交付

戸 籍

住 民 票

住 民 票 閲 覧

身 分 証 明 書

戸 籍 附 票

税 証 明

諸 証 明

地 図

自動車臨時運行
許 可

通知カード再交付

個人番号カード
再 交 付

合 計

(2) 転出証明書交付状況

区　　　分 本　　　　庁 松　山　出　張　所 野　塩　出　張　所 合　　　　　　計

交付状況

区 分 戸　　　籍 住　民　票 戸籍附票
転出証明書
そ  の  他

該当なし 合　　　計

交付状況 11,653（4,876)

－ 176 －－ 176 －



(4) 自動交付機関係

　　ア　市民カード発行件数  （単位　枚）

　　イ　自動交付機利用状況  （単位　件）

 （単位　件)

※ 「その他」にはマイナンバーカードの件数を含む。

２．３．１．（５）窓口等共通事務事業（市民課）

(1) 印鑑登録件数及び廃止抹消件数  （単位　件)

区　　分 市民カード 市民カード兼印鑑登録証 合　　　　　　計

発行枚数

区　　　　　分 本　　　　庁 駅前図書館 竹丘地域市民センター 合　　　　　　計

住 民 票

印 鑑 登 録
証 明 書

税関係証明書

合 計

６　市民課土曜窓口事務処理件数

区　分
証 明 書 関 係 届 出 関 係

その他
他課事務
預 り 分

合計
戸籍 住民票 印鑑 その他 戸籍 住民異動 印鑑

処理状況

７　マイナンバー（個人番号）カード申請・交付状況

申請件数（件） カード受領枚数（枚）
交付通知書（はがき）

発送件数（件）
交付件数（件）

　印鑑登録及び窓口業務全般に対応するため、申請書、消耗品、改ざん防止用紙、届書類等を整備し、適正な届出の
受理と正確な事務処理を行った。また、中長期在留者住居地届出等事務、特別永住許可関係事務、自動車臨時運行番
号標の貸出業務及び住居表示の付定業務等を行った。

１　印鑑登録事務

　　　　　　 項　目

　窓　口
登　　　　録 廃　止　・　抹　消

本 庁

松 山 出 張 所

野 塩 出 張 所

合 計
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(2) 印鑑登録者数  （単位　人）

 （単位　人）

３　住民基本台帳事務におけるＤＶ支援措置等事務取扱い

(1) ＤＶ支援措置人数  （単位　人）

(2) ＤＶ支援措置世帯数  （単位　世帯）

４　住居表示事務

 （単位　件）

５　市民葬儀取扱件数  （単位　件)

(1) 届出・処理件数

区　　　　分 人　　　　数

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

平 成 年 度 末

２　住民基本台帳事務における実態調査者数

調査人数

市内 市外 合計

市内 市外 合計

町　　　名 住居番号付定件数 町　　名 住居番号付定件数

松　　　山 上　清　戸

竹　　　丘 旭が丘二丁目

梅　　　園 旭が丘五丁目

元　　　町

合　　　計

取扱件数

－ 178 －－ 178 －



ア　住居地の届出  （単位　件）

イ　特別永住者証明書の交付等  （単位　件）

７　フロアマネージャー

(1) 市民課職員

(2）管理職

６　中長期在留者住居地届出等事務

(1) 届出・処理件数

内 容 件 数

入 国

転 入

転 居

そ の 他

合 計

本庁舎1階ロビー 開庁日全日（土曜日を除く。） 午前8時30分～午後5時00分

実　施　場　所 実　施　日 実　施　時　間

本庁舎1階ロビー
開庁日全日（土曜日及び議会
開催期間等を除く。）

午前8時50分～午前9時50分

内 容 件 数

出 生 等

氏 名 等 の 変 更

更 新

再 交 付

返 納

合 計

実　施　場　所 実　施　日 実　施　時　間

－ 179 －－ 179 －



２．４．１．（２）選挙管理委員会活動事業(選挙管理委員会事務局）

１　選挙管理委員会の構成

　　

２　選挙管理委員会開催状況

　定例会を開き選挙人名簿の登録（６・９・１２・３月定時登録）抹消（随時）を審議している。また、各連合会の
会議、研修等に参加し選挙の執行管理に資するとともに委員相互の連携を図っている。

委 員 長 　岡澤 晃一

同 職 務 代 理 者 　大熊 貞藏

委 員 　佐久間 亮勝、野島 與志子　

補 充 員 　眞田 幸一、赤木 博、浅見 良子、福岡 哲雄

開   催 開 催 日 件                       名 場       所

平成30年
第4回

 4月11日
　選挙人名簿の抹消について

健 康 セ ン タ ー

　在外選挙人名簿の抹消について

第5回  5月 9日 　選挙人名簿の抹消について

第6回  6月 1日

　選挙人名簿の抹消について

　選挙人名簿の定時登録について

　在外選挙人名簿の登録について

　在外選挙人名簿の抹消について

第7回  7月11日

　選挙人名簿の抹消について

　清瀬市議会議員及び清瀬市長の選挙における選挙運
　動の公費負担に関する条例の一部改正について

第8回  9月 3日

　選挙人名簿の抹消について

　選挙人名簿の定時登録について

　在外選挙人名簿の抹消について

　裁判員候補者の予定者の選定について

　検察審査員候補者の予定者の選定について

第9回 10月10日

　選挙人名簿の抹消について

　在外選挙人名簿の登録について

　在外選挙人名簿の抹消について

第10回 11月 7日

　選挙人名簿の抹消について

　在外選挙人名簿の登録について

　在外選挙人名簿の抹消について

第11回 12月 3日

　選挙人名簿の抹消について

　選挙人名簿の定時登録について

　在外選挙人名簿の登録ついて

　在外選挙人名簿の抹消について

平成31年
第1回

 1月 9日

　選挙人名簿の抹消について

　清瀬市選挙執行規程の一部改正について

　清瀬市議会議員選挙及び清瀬市長選挙執行計画（案）
　について

－ 180 －－ 180 －



３　東京都市選挙管理委員会連合会関係（都市選連）

健 康 セ ン タ ー

第2回  2月13日
　選挙人名簿の抹消について

　在外選挙人名簿への登録移転について

第3回  3月 1日
　選挙人名簿の抹消について

　選挙人名簿の定時登録について

開　催　日 件                  名 場    　   所

 4月12日 　正副会長市・役員市局長会及び局長会 東 京 自 治 会 館

 4月20日 　第2ブロック委員長・局長会 東 大 和 市 役 所

 4月27日 　定期総会 東 京 自 治 会 館

 5月11日 　次長・係長会 東大和市民会館ハミングホール

 5月16日 　正副会長市・役員市局長会及び局長会
東 京 自 治 会 館

 6月 7日 　委員長会

 6月20・27日
　第2ブロック事務研究会 小 平 市 健 康 セ ン タ ー

 7月 2・ 4日

 7月13日 　第2ブロック局長会 東大和市民会館ハミングホール

 7月20日 　第2ブロック事務研究会 小 平 市 健 康 セ ン タ ー

 7月27日 　次長・係長会 武 蔵 野 ス イ ン グ ホ ー ル

8月14・17日 　第2ブロック事務研究会 小 平 市 健 康 セ ン タ ー

 8月29日 　第2ブロック職員研修会 東大和市民会館ハミングホール

 8月30日 　正副会長市・役員市局長会及び局長会 東 京 自 治 会 館

 8月31日 　第2ブロック委員長・局長会 東 大 和 市 役 所

10月10日 　次長・係長・職員研修会 東 京 自 治 会 館

10月18日 　第2ブロック委員・局長研修会
東 大 和 市 役 所

10月25日 　第2ブロック局長研修会

10月29日 　次長・係長会

東 京 自 治 会 館11月13日 　正副会長市・役員市局長会及び局長会

11月29日 　正副会長市・役員市及び委員長会

12月18日
　第2ブロック公職選挙法等改正要望事項の調査・研究に係る意見
　集約会 東 大 和 市 役 所

 1月10日 　第2ブロック局長会

 1月15日 　次長・係長会 東 京 自 治 会 館

 1月24日 　局・次・係長研修
ホ テ ル 日 航 立 川

 1月31日 　委員長・委員合同研修会

 2月 7日 　正副会長市・役員市局長会及び局長会
東 京 自 治 会 館

 2月15日 　委員長会

 2月15日 　次長・係長会 新 宿 角 筈 地 域 セ ン タ ー

－ 181 －－ 181 －



４  全国市区選挙管理委員会連合会関係（全選連）

２．４．１．（３）選挙管理委員会事務局運営事業(選挙管理委員会事務局）

１  選挙人名簿登録者数　(平成３０年３月１日及び平成３１年３月１日定時登録）

２　在外選挙人名簿登録者数

開　催　日 件                  名 場    　   所

 5月10日 　東京支部定期総会 日 本 橋 公 会 堂

 5月24日 　定期総会 文 京 シ ビ ッ ク ホ ー ル

 5月25日 　選挙事務研究会 銀 座 ブ ロ ッ サ ム

12月20日 　東京支部・特選連共催委員・局長合同研修会 赤 坂 区 民 ホ ー ル

選挙人名簿や在外選挙人名簿の登録及び抹消処理を行い、事務の円滑化を図った。

（単位　人）

投　票　区
平成30年3月1日登録 平成31年3月1日登録

男 女 合計 男 女 合計

第 投 票区

第 投 票区

第 投 票区

第 投 票区

第 投 票区

第 投 票区

第 投 票区

第 投 票区

第 投 票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

合　　　計

（単位　人）

平成30年3月1日登録 平成31年3月1日登録

男 女 合 　計 男 女 合 　計

－ 182 －－ 182 －



３　その他の会議等

２．４．２．（１）選挙啓発事業（選挙管理委員会事務局）

１　東京都市明るい選挙推進協議会連合会関係（都市推協）

２　清瀬市明るい選挙推進協議会・推進委員関係

ＴＫＰ新宿モノリスカン
フ ァ レ ン ス セ ン タ ー

開　催　日 件                  名 場   　    所

 4月18日 　選挙セミナー
八 重 洲 カ ン フ ァ
レ ン ス セ ン タ ー

 4月20日 　啓発担当者連絡会議 都 民 ホ ー ル

10月16日 　東京都選挙事務運営協議会 中 目 黒 Ｇ Ｔ プ ラ ザ

12月 9日 　政治教養講座 ル ネ こ だ い ら

12月11・13・
14日

　選管事務職員専門研修会
ちよだプラットフォーム
ス ク エ ア

12月19日 　東京都選挙事務運営協議会総会 都 民 ホ ー ル

東 京 自 治 会 館 8月 7日 　会長会議

10月30日 　委員研修会

11月 1日 　東京都明るい選挙推進大会 文 京 シ ビ ッ ク ホ ー ル

12月14日 　第2ブロック会長会議 東 久 留 米 市 役 所 他

 1月25日 　統一地方選挙に係る事務説明会 東 京 自 治 会 館

 2月23日 　清瀬市議会議員選挙・清瀬市長選挙立候補予定者説明会 健 康 セ ン タ ー

 2月28日 　全国フォーラム イ イ ノ ホ ー ル

 3月18日 　東村山警察警備依頼 東 村 山 警 察 署

 3月23・24・
25日

　清瀬市議会議員選挙・清瀬市長選挙事前審査
健 康 セ ン タ ー

 3月28日 　清瀬市議会議員選挙・清瀬市長選挙における指定施設事務説明会

　不正のない明るい選挙推進と投票率向上のため、清瀬市明るい選挙推進協議会委員及び話しあい指導員・推進委員
による常時啓発活動を行った。また、東京都市明るい選挙推進協議会連合会の会議、表彰、研修等に参加した。

開　催　日

 3月18日 　統一地方選挙速報担当者説明会

 1月13日 　成人記念式典啓発活動 清 瀬 け や き ホ ー ル

 3月 1日 　明るい選挙推進協議会委員・話しあい指導員・推進委員合同会議 健 康 セ ン タ ー

 3月26日 　会計監査 武 蔵 村 山 市

開　催　日 件                  名 場   　    所

 4月11日
　明るい選挙推進協議会

健 康 セ ン タ ー　推進委員委嘱状伝達式

10月10日 　明るい選挙推進協議会委員・話しあい指導員・推進委員合同会議

10月21日 　きよせ市民まつり啓発活動 市 民 ま つ り 会 場

11月 9日 　明るい選挙推進協議会委員・話しあい指導員・推進委員管外研修 (株) 　ム　　サ　　シ　　他

 4月13日 　定期総会

件                  名 場   　    所

－ 183 －－ 183 －



３　啓発活動 　

(1) 常時啓発

(2) 検察審査員候補者の選定関係

(3) 裁判員候補者の選定関係

　　　清瀬市明るい選挙推進委員が手作りした、明るい選挙のシンボルである白ばらを１０月の ｢きよせ市民まつり」の会
　　場において啓発パンフレット等と一緒に配布し、明るい選挙の啓発活動を実施した。また、「白ばらだより」を作成
　　し市役所、出張所等で配布した｡

　　　９月３日の選挙管理委員会において検察審査員候補者の選定を行い８人を選定した。

　　　９月３日の選挙管理委員会において裁判員候補者の選定を行い７３人を選定した。

－ 184 －－ 184 －



２．５．１（２）統計事務管理事業（文書法制課）　

１　印刷製本

２．５．２（１）基幹統計調査事業（文書法制課）　

１　基幹統計調査

２　表彰関係

人

社

人

平成30年度建設工事統計調査関係者に
対する表彰（国土交通大臣感謝状）

11月 9日

平成30年度東京都知事感謝状
（統計功労）

11月14日

平成30年工業統計調査  6月 1日
従業者数
4人以上
の事業所

42事業所

平成29年度東京都市統計協議会
統計事務功労者表彰

5月10日

　国から委託された各種統計調査を実施し、指導員及び調査員報酬等を支出した。

項　　　　目 調査期日 調査対象 指導員(人) 調査員(人) 調査員事務打合せ会

平成30年度学校基本調査  5月 1日 10校 ― ―

8月30日

　市勢に関する情報を収録した統計書「統計きよせ　平成３０年版」を作成し、市内関係機関等へ配布及び市ホーム
ページへ公開した。

（単位　部）

表   彰   名 被表彰者 受　彰　日

5月16日

平成30年度建設工事施工統
計調査

 7月 1日 21事業所 ― 6月18日

―

項　　　目 発  行  部  数

統計きよせ平成30年版

―

平成30年住宅・土地統計調
査

10月 1日
190調査単位区より
抽出された3,230世
帯

－ 185 －－ 185 －



２．６．１．（２）監査委員活動事業（監査委員事務局）

１　監査機構

２　東京都市監査委員会関係

２．６．１．（３）監査委員事務局運営事業（監査委員事務局）

１　例月出納検査

     2月 8日 　第2回事務局長会  府中市役所

     2月21日

11月27日

　　　　11月 12月25日 12月25日

　　　　12月 1月29日 1月29日

平成31年 1月 2月27日 2月27日

　　　　　2月 3月28日 3月28日

　　　　　3月 4月26日 4月26日

　第3ブロック担当者会議  小金井市役所第二庁舎

　各月の出納検査及び定期監査等を行い、市長及び市議会議長に報告した。

区 分 対  象  月  分 検  査  月  日 報  告  月  日

一般会計、特別会計
及び下水道事業会計

平成30年 4月 5月28日 5月29日

　　　　　5月 6月26日 6月26日

　　　　　6月 7月23日 7月23日

　　　　　7月 8月28日 8月28日

　　　　　8月 9月26日 9月26日

　　　　　9月 10月30日 10月30日

　　　　10月 11月27日

     6月22日 　第1回事務局長会  府中市役所

    10月17日
　第1回職員研修会「公営企業会計の財務諸表の読み方と審査上の留意
　事項」

 昭島市民会館・公民館

    11月 9日 　事例研究会「東京都の監査事例について」  東大和市役所

    11月16日 　第1回委員研修会「住民監査請求制度の意義と近年の事例について」  府中市市民活動センター

     1月18日 　第2回委員研修会「地方自治体の内部統制について」  狛江市民ホール

     1月25日 　第2回職員研修会「住民監査請求について」  東大和市役所

開　催　日 件　　　　　　　　名 場　 　　所

     4月20日 　定期総会  東京自治会館

　地方自治法の規定により設置及び実施が義務付けられている監査を適正に執行するため、東京都市監査委員会が開
催した会議や研修会に監査委員及び事務局職員が参加した。

職 名 氏 名 住 所 任       期

代表監査委員
日　下　直　喜 　東村山市久米川町二丁目43-20

平成29年 7月 1日
～

令和 3年 6月30日（識 見 者）

監 査 委 員
斉　藤　　実 　清瀬市野塩五丁目265-9

平成29年 6月 8日
～

平成31年 4月30日（議会選出）

－ 186 －－ 186 －



２　定期監査

３　公の施設の指定管理者監査

４　決算審査

５　財政の健全化判断比率等の審査

対 象 部 課 監 査 期 間 報 告 月 日

区　　　　　　　　分 審 査 期 間 報 告 月 日

一般会計及び特別会計  6月 8日　～　 8月15日   8月16日

審 査 の 対 象 審 査 期 間 報 告 月 日

都

市

整

備

部

ま ち づ く り 課

  4月16日　～　5月28日  5月29日

道 路 交 通 課

水 と 緑 の 環 境 課

下 水 道 課

ご み 減 量 推 進 課

教

育

部

教 育 総 務 課

 10月 5日　～ 11月28日 11月29日

指 導 課

生 涯 学 習 ス ポ ー ツ 課

図 書 館

郷 土 博 物 館

　実質赤字比率

 7月30日　～　 8月15日   8月16日

　連結実質赤字比率

　実質公債費比率

　将来負担比率

　下水道事業特別会計資金不足比率

公 の 施 設 対象団体及び対象課名 監 査 期 間 報 告 月 日

清瀬けやきホール
アクティオ（株）

1月17日　～　 2月27日   2月28日
生涯学習スポーツ課

－ 187 －－ 187 －





 款３　　民　　生　　費

－ 189 －





３．１．１．（２）民生・児童委員活動事業（地域包括ケア推進課）

１　民生・児童委員協議会関係

(1) 地区別定例会

　　ア　東部地区

　　イ　西部地区

(2) 合同定例会

　民生・児童委員の事務局として、定例会、部会、各委員会、協議会、研修、報告書、広報活動及び相談業務等に関
する事務を行い、民生・児童委員活動及び民生・児童委員協議会運営を円滑に行うことができるよう努めた。

開 催 日 会 場 内 容

 5月25日 中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー 施設見学について

 6月20日 健 康 セ ン タ ー
高齢者訪問について、ひまわりコンサートについて、事例検討
の実施

 7月20日 中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー 四者協について

 9月21日 中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー 市民まつりについて、管外研修について

10月23日
清 瀬 市 役 所

管外研修について、民生委員・児童委員大会について、グルー
プ協議の実施

11月26日 次期一斉改選の調査書について

12月21日
健 康 セ ン タ ー

各委員会委員の選出について

 1月21日 平成31年度定例会日程について、事例検討の実施

 2月22日 清 瀬 市 役 所
平成31年度普及啓発活動について、市内小中学校の卒業式につ
いて、事例検討の実施

 3月15日 健 康 セ ン タ ー 活動事例の提出について、グループ協議の実施

開 催 日 会 場 内 容

 5月23日

松 山 地 域 市 民 セ ン タ ー

施設見学について

 6月22日 高齢者訪問について、ひまわりコンサートについて

 7月24日 四者協について

 9月27日 市民まつりについて、管外研修について

10月26日 管外研修について、民生委員・児童委員大会について

11月28日 次期一斉改選の調査書について

12月20日 各委員会委員の選出について

 1月23日 平成31年度定例会日程について

 2月26日
平成31年度普及啓発活動について、市内小中学校の卒業式につ
いて

 3月19日 活動事例の提出について

開 催 日 会 場 内 容

 4月27日 中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー 事業計画、予算、基本姿勢、協議会運営について

 9月 5日 健 康 セ ン タ ー 敬老祝い金について、敬老大会について、市民まつりについて
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(3) 児童委員・児童相談所・学校・子ども家庭支援センター等の関係機関による地区連絡協議会（四者協）

(4) 民生・児童委員欠員補充に伴う委嘱状伝達式

２　研修関係

(1) 日帰り研修 (単位　人）

　　ア　東部地区

(2) 管外研修 (単位　人）

(3) 東京防災講習会 (単位　人）

　　ア　東部地区

(4) 地域福祉権利擁護事業説明会 (単位　人）

　　ア　東部地区

３　普及啓発活動

実 施 日 会　　　場 内　　　容

 7月30日 ア ミ ュ ー ホ ー ル
『子どもたちのために 今 私たちは何ができるか』関係機関の役割
分担について～具体的な事例から学ぶ～ をテーマに、中学校校区
に分かれて事例検討を実施

開 催 日 会 場 内 容

10月 2日 清 瀬 市 役 所 新任委員委嘱状伝達式

実 施 日 視　察　先 内　　　容 人　数

 5月28日 東 京 多 摩 学 園
民生・児童委員活動の視野を広
げるための研修として実施

実 施 日 視　察　先 内　　　容 人　数

10月 9日～10日
     介護老人保健施設
     ヴィラフォーレスタ
     （森の家）

高齢者の自主性、能動的生活を主眼としたリハビリを提
供する介護老人保健施設ヴィラフォーレスタ（森の家）
で、認知症ケアと高齢福祉に関する理解と見識を深め
た。

実 施 日 会　　　場 内　　　容 人　数

 11月13日 中清戸地域市民センター
清瀬消防署より講師を招き、応急救護、初期消火、通報
連絡の体験実習を行った。

実 施 日 会　　　場 内　　　容 人　数

 12月 3日 健　康　セ　ン　タ　ー
地域住民への支援向上を目的に、きよせ権利擁護セン
ターあいねっとより講師を招き、地域福祉権利擁護事業
に関する説明会を実施した。

開 催 日 会　　　場 内　　　容

 5月13日 新 宿 通 り 民生・児童委員の活動を周知啓発するパレードを実施

 5月18日 清 瀬 駅 民生・児童委員の活動を周知啓発する駅頭啓発活動を実施

 7月14日 清 瀬 け や き ホ ー ル ひまわりコンサートにて民生･児童委員の普及啓発活動を実施

10月21日 市 民 ま つ り 普及啓発のアンケート、啓発グッズ配布
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４　民生・児童委員協力員関係

３．１．１．（５）福祉資金貸付事業（生活福祉課）

１　生活資金関係

(1) 貸付状況 (2) 返済状況

２　緊急福祉資金関係

(1) 貸付状況 (2) 返済状況

３．１．１．（９）地域福祉推進協議会事業（地域包括ケア推進課）

　　地域福祉推進協議会

金額（円） 返 済 件 数 （ 件 ） 返 済 金 額 （ 円 ）

延べ 379

会　議　名

第1回  8月28日

高 額 医 療

就 学 支 度 金

出 産 費

合 計

貸 付 件 数 （ 件 ）

開 催 日 会　　　場 内　　　容

 4月13日 清 瀬 市 役 所 民生委員制度創設100周年記念誌の仕様について

 7月 3日 健 康 セ ン タ ー 民生委員制度創設100周年記念誌の構成・編集について

10月25日 中清戸地域市民センター 民生委員制度創設100周年記念誌の原稿校正について

12月 7日 清 瀬 市 役 所 民生委員制度創設100周年記念誌の原稿校正について

 1月29日 清 瀬 市 役 所 民生委員制度創設100周年記念誌の発行・配布について

　地域福祉を推進するため、市、福祉・保健・医療関係機関及び市民等により構成される地域福祉推進協議会を年１
回開催し、市保健福祉総合計画（地域・健康・高齢・障害・次世代の各計画）の進捗状況の確認及び事業内容に関す
る評価等を行い、福祉事業の充実を図った。

開　催　日 会 場 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　一時的に生活困難となった市民を対象に、９月末まで、生活資金貸付（１５０，０００円以内）及び緊急福祉資金
貸付（３０，０００円。ただし、１か月の医療費自己負担額が５０，０００円を超える場合は５０，０００円）等の
貸付を行った。

種 類 件 数 （ 件 ） 金 額 （ 円 ） 返 済 件 数 （ 件 ） 返 済 金 額 （ 円 ）

生 活 資 金 延べ  115

その他
清瀬市役所

分野別・目標別事業評価調書について
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３．１．１．（１３）介護保険特別会計繰出金（高齢支援課）　　　　

１　低所得者の保険料軽減

３．１．１．（１４）地域福祉総務事業（地域包括ケア推進課）

１　救急情報シート配布事業

(1) 配付状況 (単位　件）

２　避難行動要支援者登録制度登録者数（平成３１年３月末現在） （単位　人）

３　補助金関係 （単位　円）

４　取次関係

(1)原子爆弾被爆者援護事務関係 (単位　件）

人　数

　高齢者や障害者等に対し避難行動要支援者登録を促すとともに、緊急時の支援に活用するための「救急情報シー
ト」を配布した。また、福祉有償運送事業所への運営費補助を実施し、地域の高齢者及び障害者の移送サービスの充
実を図った。この他、戦傷病者特別援護法、戦没者等の妻に対する特別給付金法及び戦没者の父母に対する特別給付
金法に係る取次事務、戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給法に係る取次事務、社会福祉基金に対する寄付及び社
会福祉団体の寄付金等の取扱い、実習生の受け入れ等、地域の福祉向上に関する業務を行った。

種　　　　　　　　別 部　　数

単身世帯用

2人世帯用

区　分 高 齢 者 要 介 護 者 障 害 者 そ の 他 合　　　計

　第６期から第７期への介護保険料の上昇を抑えるため、低所得者（第１段階）について、基準額に対する割合を
０．４５（３１，４００円）から０．４（２７，９００円）に軽減した。

対 象 人 数 （ 人 ） 金       額（円）

対　　　　　象 内　　　　　容 金  　　  額

　清瀬福祉移送センター
　せせらぎの会

高齢者及び障害者の移送サービスを行っている福祉有償
運送事業所への運営費を補助

事　　　　　　　　　項 受 付 進 達 件数

　健康診断受診奨励金支給申請書

　医療費助成認定申請書

　葬祭料支給申請書

　死亡届
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(2)戦傷病者特別援護法事務関係 (単位　件）

５　寄付金受付件数 (単位　件）

６　募金・会費等取扱件数 (単位　件）

※ 義援金については受領書発行件数

７　実習生の受け入れ等 (単位　人）

３．１．１．（１８）福祉サービス第三者評価受審支援事業（地域包括ケア推進課）

１　補助金関係 (単位　円）

事　　　　　　　　　項 受 付 進 達 件数

　一時恩給請求書類

　一時金請求書類

　戦傷病者等の妻に対する特別給付金

　国庫債券買上償還

　戦傷病者戦没者遺族等援護法関係

　遺族年金証書改定

　叙位叙勲関係（伝達）

　戦没者及び給付金・弔慰金に関する相談

事　　　　　　　　　項 受 付 件 数

　社会福祉基金に対する寄付金

件　　　　　　　　名 受 付 件 数

　赤い羽根共同募金

　歳末助け合い募金

　日本赤十字会員募集

　社会福祉協議会会費

　東日本大震災義援金

　平成30年7月豪雨災害義援金

学　校　名 実 習 期 間 実 習 場 所 内　　容 参加者

日本社会事業大学  8月 8日～31日

清瀬市役所

社会福祉援助技術現場実習

日本体育大学  8月 8日～31日 社会福祉援助技術現場実習

日本社会事業大学 10月30日 制度の説明・施設見学

　利用者が質の高いサービスを選択して利用できるようにするため、福祉サービス事業者に対し、サービスの内容や
特徴などを評価する第三者評価受審について補助金を交付した。

対　　　　　象 金    額

グループホームゆうゆ

グループホーム虹の家

しんあい清戸の里　グループホームひまわり

グループホームさくらの苑
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３．１．１．（２０）中国残留邦人等生活支援給付事業（生活福祉課）

(1) 支援給付別人員 （単位　人）

(2) 支援給付別世帯数 （単位　世帯）

生 業 支 援 給 付

葬 祭 支 援 給 付

出 産 支 援 給 付

介 護 支 援 給 付

医療支
援給付

入 院

入 院 外

住 宅 支 援 給 付

教 育 支 援 給 付

停 止 世 帯

生 活 支 援 給 付

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

給 付 金 費 支 給 世 帯

生 業 支 援 給 付

葬 祭 支 援 給 付

出 産 支 援 給 付

介 護 支 援 給 付

医療支
援給付

入 院

入 院 外

住 宅 支 援 給 付

教 育 支 援 給 付

生 活 支 援 給 付

　｢中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する法
律｣に基づき、中国等から帰国した方々が安心して暮らせるようにするため、支援給付費を支給した。また、支援相
談員を配置して生活等の相談に応じた。

１　中国残留邦人支援関係

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

給 付 金 費 支 給 人 員

停 止 人 員
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(3) 支援給付支給額

３．１．１．（２２）権利擁護事業（地域包括ケア推進課）

１　成年後見市長申立状況

※ 申立件数は前年度より引続き相談を受けていた者を含む。

２　補助金関係

(1) 成年後見制度の相談等の権利擁護事業への補助 (単位　円）

　福祉サービス総合支援事業

　成年後見活用あんしん生活創造事業

合　                　　計

相談件数

申立件数

区　　　　分 支出額　(円) 構成比 (％)

扶

助

費

生 活 支 援 給 付

住 宅 支 援 給 付

教 育 支 援 給 付 ― ―

介 護 支 援 給 付

出 産 支 援 給 付 ― ―

生 業 支 援 給 付 ― ―

葬 祭 支 援 給 付 ― ―

医 療 支 援 給 付

　権利擁護センターの運営費補助等により、市民が住みなれた地域で安心して生活できるようにするため、福祉サー
ビスの適切な利用支援及び障害疾病等による判断能力が不十分な方への権利擁護を図った。また、市独自の社会貢献
型後見人養成事業を実施し地域権利擁護の担い手づくりの強化を図った。

（単位　件）

区　分 高　齢　者 障　害　者 その他

事　業　名 対　　　象 補助金交付額

　きよせ権利擁護センター
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３．１．１．（２３）受験生チャレンジ支援貸付事業（生活福祉課）

１　貸付状況 （単位　件）

２　受験結果 （単位　人）

３．１．１．（２４）住居確保給付金給付事業（生活福祉課）

１　支給状況 （単位　人）

２　就職状況 （単位　人）

喪失の恐れのある者

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

住 宅 喪 失 者

支給決定

住宅喪失者

喪失の恐れの
ある者

喪失の恐れ
のある者

　学習塾等の受講費用及び高等学校、大学等の受験費用を捻出できない低所得者に対して、受験費用等の資金の貸付
を行う東京都の｢受験生チャレンジ支援貸付事業｣を活用してもらうため、相談員を配置して貸付対象者の相談に応じ
て貸付支援を行った。

学 習 塾
受 講 料
貸 付 決 定

中 学 年 生

高 校 年 生

区 分 国立高校 公立高校 私立高校 国立大学 公立大学 私立大学 専修学校 そ の 他 合 計

申 請

住宅喪失者

　離職した者が就職活動を行うには安定した住居が必要となるため、住居を喪失又は喪失するおそれのある者のうち
就労能力と就労意欲のある者に対して住宅費を支給した。

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

入 学 者 数

合計9月 10月 11月 12月 1月 2月7月 8月

大 学 ・ 専 修 学 校
受 験 料 貸 付 決 定

相 談 受 付 数

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月

高 校 受 験 料 貸 付 決 定

3月

－ 196 －－ 198 －



３．１．１．（３１）生活困窮者自立支援事業（生活福祉課）

(1) 実施状況（自立相談、家計相談、就労準備、就労各支援事業） （単位　人・件）

(2) 新規相談経路 （単位　件）

(3) 実施状況（学習支援事業） （単位　人・件）

(4) 委託関係 （単位　円）

委　託　名 業　者　名 内　　容 金　　額

清瀬市生活困窮者自立支援事業
中高年事業団
やまて企業組合

包括的な相談支援により、生活保護に陥る前
の生活困窮状態からの早期脱却を図るととも
に、自立支援のメニューを強化し、脱却後の
アフターフォローを併せて実施した。

当 月 支 援 者 数

当 月 延 べ 参 加 者 数

新 規 参 加 登 録 者 数

終 了 者 数

利 用 事 前 相 談 者 数

利 用 事 前 相 談 件 数

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

うち就労支援対象
プ ラ ン 作 成 件 数

ハロー
ワーク

社協貸付
相談

権利擁護
センター

ホーム
ページ等

障害者福祉
センター

近隣住民 その他 合　計家族市役所生活福祉課

就 労 支 援 事 業

就労者数（一般就労総数）

家 計 相 談 支 援 事 業

就 労 準 備 支 援 事 業

センター来所者延べ数

プ ラ ン 作 成 件 数

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

自 立 相 談 支 援 事 業
（ 新 規 相 談 者 数 ）

　平成２６年度からモデル事業に取り組むとともに、平成２７年度の生活困窮者自立支援法本施行にあたっても、引
き続き自立相談支援事業を実施し、包括的な相談支援により生活保護に陥る前の生活困窮状態からの早期脱却を図っ
てきた。
　平成２８年度から、学習支援事業を開始し、貧困の連鎖を防ぐことを目的として、生活保護を含む困窮世帯の子ど
もを対象に学習支援及び学ぶことのできる場を提供し、高等学校等への進学・卒業を支援してきた。
　平成３０年度より、新たに家計相談支援事業（平成３０年１０月からは法改正により家計改善支援事業に名称変
更）および被保護者を含む就労準備支援事業を加え、生活保護受給者への自立促進を強化することにより早期の保護
脱却を目指すとともに、脱却後のアフターフォローを併せ、切れ目のない総合的な支援体制を整備拡充した。

１　生活困窮者自立支援事業
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３．１．２．（１）老人保護事業（高齢支援課）

１　補助金関係

(1) 特別養護老人ホーム整備費交付状況

(2) ケアハウス整備費交付状況

　　入所定員３２名規模の軽費老人ホームの整備補助を行った。

２　扶助費関係

(1) 養護老人ホーム

※ 延措置人員は、平成３１年３月１日現在の延数

(2) 「やむを得ない事由による措置」　（※高齢者虐待によるもの）

３．１．２．（２）ひとり暮らし老人等援護事業（高齢支援課）

１　緊急通報システム（消防式）貸与台数

　ひとり暮らしをしている高齢者等を対象に、緊急時に東京消防庁に通報が入る緊急通報システム機器の貸与並びに
火災安全システム（火災警報器・自動消火装置・ガス安全システム・電磁調理器）の貸与及び給付を行い、自宅での
緊急事態に備える支援を行った。

 （単位　台）

区 分 前 年 度 末 設 置 廃 止 平成30年度末

台 数

万 寿 園

万 世 敬 老 園

合 計

実措置人員（人） 延措置人員（人） 措置費（円）

施 設 名 業 者 名 金　     額

救世軍ケアハウスいずみ 社会福祉法人　救世軍社会事業団

施 設 名 延措置人員（人） 生活費等（円） 事務費（円） 総    額（円）

聖 家 族 ホ ー ム

さ く ら コ ー ト 青 葉 町

　６５歳以上で、在宅で日常生活を営むのに支障があって養護老人ホームへ入所措置を取った者に対し、老人福祉法
第１１条に規定する措置費用を支給した。また、特別養護老人ホーム等の建設費、整備費、改築費等の助成を行っ
た。

（単位　円）

施 設 名 業 者 名 金　     額

特別養護老人ホーム　信愛の園 社会福祉法人　信愛報恩会

特別養護老人ホーム　上宮園 社会福祉法人　上宮会

特別養護老人ホーム　神明園 社会福祉法人　亀鶴会

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

（単位　円）
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２　緊急通報システム（民間式）貸与台数

３　火災安全システム貸与台数

４　火災安全システム給付件数

３．１．２．（３）敬老記念事業（高齢支援課）

１　敬老祝金の贈呈

※ １００歳達成者及び１０１歳以上の３９名に長寿を祝い花束等を贈呈

２　敬老大会の実施

午前 清瀬中学校(体育館）

午後

合　 計 7会場9回実施

実 施 日 会 場 来 場 者 実 施 内 容

9月18日
午前

野塩地域市民センター

式典、演芸（老人クラブによる出し
物等、プロの三味線演奏、清瀬中学
校筝曲部の演奏）、生活支援コー
ディネーターの活動案内

午後

9月25日
午前 けやきホール

午後 信愛ふれあいホール

9月26日
午前 中里地域市民センター

午後 市民体育館（下宿）

9月27日
午前

竹丘地域市民センター
午後

9月29日

     満99歳

     満100歳

     満101歳以上

合　　　　　計 ―

 （単位　人）

項 目 件 数

電 磁 調 理 器

　老人福祉法第５条に基づき、高齢者の福祉増進を図るために敬老記念事業を実施した。清瀬市主催の敬老大会の開
催、敬老祝金の支給、長寿者訪問等を実施した。

年 齢 人　数（人） 金　額（円） 支　給　額(円)

     満88歳

台 数

 （単位　台）

区 分 前 年 度 末 設 置 廃 止 平成30年度末

台 数

 （単位　件）

 （単位　台）

区 分 前 年 度 末 設 置 廃 止 平成30年度末
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３．１．２．（５）老人クラブ助成事業（高齢支援課）

１　老人クラブ関係

※ 作品展示会の人数はオープニングレセプション参加者と来場者の延人数

２　助成関係 （単位　円）

３．１．２．（６）在宅サービス運営事業（高齢支援課）

１　補助金関係

(1）通所介護事業所整備費交付状況

　　通所介護事業所の増築を行い、定員の増加を図った。

(2)ＮＰＯ法人、地域団体活動支援状況

配食サービス事業やミニデイサービス事業への助成を行い、事業の充実を図った。

ＮＰＯ法人　情報労連東京福祉センター ミニデイサービス事業推進

助　成　金

　信愛デイケアセンター施設整備への補助や、配食サービス事業及びミニデイサービス事業を行うＮＰＯ法人等
へ助成を実施した。

（単位　円）

業 者 名 内 容 金　額

社会福祉法人　信愛報恩会 信愛デイケアセンター増改築施設整備

（単位　円）

業 者 名 内 容 金　額

ＮＰＯ法人　ぶなの樹会 配食サービス事業推進

友 愛 活 動 研 修 会 中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー

作 品 展 示 会 ア ミ ュ ー 展 示 ホ ー ル

健 康 ウ ォ ー キ ン グ 市 内 各 所 延べ910

女 性 部 会 中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー 延べ467

区　　　分 老人クラブ連合会 老人クラブ（23団体） 合　　計

4～3月

7月27日～8月 1日

12月18日

春 の ス ポ ー ツ 大 会
（ 輪 投 げ 、 ペ タ ン ク ） コミュニティプラザひまわり

体力測定会、3・3運動プログラム講習会

友 愛 映 画 会 清 瀬 け や き ホ ー ル

秋 の ス ポ ー ツ 大 会
（ グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ ）

コミュニティプラザひまわり

芸 能 大 会 清 瀬 け や き ホ ー ル11月16日

10月15日

 7月20日

 6月11日

 5月21日

　生きがいづくり、健康づくり及びボランティア活動等の各種活動を行うため、地域の高齢者が自主的に結成した老
人クラブ（２３団体）の活動費の助成を行うとともに、相互の交流と親睦を図ることを目的としたスポーツ事業等を
実施した。

事 業 会 場 等 人 数日程

（単位　人）
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３．１．２．（７）高齢者住宅事業（高齢支援課）

１　委託契約

３．１．２．（８）老人福祉電話事業（高齢支援課）

１　高齢者福祉電話貸与台数等（平成３１年３月３１日現在）

（単位　台)

３．１．２．（９）寝たきり高齢者等援護事業（高齢支援課）

１　高齢者寝具乾燥事業実施状況（平成３１年３月３１日現在）

２　ねたきり高齢者おむつ給付状況

３　住宅のバリアフリー化

予防給付 段差解消・手すり取付等）

　

設

備

給

付

浴 槽 の 取 替

流 し ・ 洗 面 台 の 取 替

便 器 の 洋 式 化

小 計

合 計

電 話 使 用 料 補 助 台 数

　独居及び寝たきり高齢者世帯で寝具の自然乾燥が困難な方へ寝具乾燥車の派遣、転倒防止及び介護予防のた
めに手すりの取り付けや段差解消等の住宅改修について助成を行った。また、常時おむつが必要な在宅生活者
におむつ代の助成を行うことで、高齢者の負担を軽減し、福祉の向上を図った。

（単位　人）

利 用 人 員

利用人員（人） 延べ

金　　額（円）

（単位　件）

項 目 件 数

　高齢者を対象としたシルバーピア（高齢者住宅）に生活協力員を配置し、併設されている利便施設である団ら
ん室の運営に関して委託を行い、入居者の安否確認や緊急時の対応、関係機関への連絡等を行い単身高齢者が安
心して暮らせる支援を行った。

（単位　円）

委 託 名 業 者 名 等 金　　　額

清瀬市高齢者住宅生活協力員業務委託
生 活 協 力 員 （ 個 人 ）

（公社）清瀬市シルバー人材センター

　６５歳以上で、一人暮らしもしくは高齢者のみの世帯で、電話のない市民税非課税世帯を対象に、電話機の貸
与を行った。また、緊急連絡の手段の確保と在宅生活を維持するため、電話の使用料の一部を補助した。

区 分 台　数

福 祉 電 話 回 線 貸 与 台 数
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３．１．２．（１９）介護人材育成定着支援事業（高齢支援課）

１　開催状況 （単位　人）

３．１．８．（１）障害者福祉総務事業（障害福祉課）　　　　

１　精神通院等医療

２　心身障害者医療費助成制度（医療費支払申請件数）

３　東京都医療費助成申請等受理事業

４　精神保健福祉相談

　介護人材のすそ野を拡げ、市内の介護人材の確保を図ることを目的に、介護未経験者が介護に関する基本的な知識
や介護の業務に携わる上で知っておくべき基本的な技術を学ぶ研修を日本社会事業大学の協力のもと実施した。研修
は３日間（２１時間）のカリキュラムで、１２名が受講した。

区分 開催日 場　所 参加人数

小 児 精 神 医 療

区 分 受給者数（人）

（単位　件）

区　　　　　　　分 新　規 更 新 その他 合 計

精 神 通 院 医 療

第1回

1月22日 清瀬市役所

1月28日
日本社会事業大学

3月11日
日本社会事業大学

3月13日

清瀬けやきホール

　障害支援区分認定調査に伴う有料道路通行料を執行した。さらに、高次脳機能障害者支援ネットワーク協議会負担
金及び身体障害者団体補助金を支出した。
　また、「障害者差別解消法」の施行に伴い、例年開催している新規採用職員研修の際には高齢者や障害者等の要配
慮者に対して相手の視点に立って支援をするための心構えと具体的な方法を示す「ユニバーサルマナー」について講
義を行った。

1月30日

第2回

3月 6日

申請数（件）

国 保

社 保

後 期 高 齢 者

合 計

（単位　件）

区　　　　　　　分 新　規 更 新 その他 合 計

難 病 医 療

小 児 慢 性 医 療

 （単位　人）

区　　分 来　　　所 電　　　話 訪　　　問 関係機関連絡 そ　の　他 合　　　計

相談実人数

相談延人数
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５　中等度難聴児発達支援事業

(1）身体障害者手帳（新規・変更）　

(2) 愛の手帳（新規・変更）（単位　件）

(3) 精神障害者保健福祉手帳  （単位　件）

支給人数（人） 支給台数（台） 自己負担額（円） 助成額（円）

６　障害者手帳交付等

（単位　件)

　 　　   　　等級

　項目
1級 2級 3級 4級 5級 6級 合計

割合
（％）

肢　　　体

呼　吸　器

体　　　幹

視　　　覚

聴　　　覚

心　　　臓

腎　　　臓

小　　　腸

直腸・膀胱

言語・そしゃく

免　　　疫

平　　　衡

肝　　　臓

合　　　計

割　　　合（％） 

件　　数

※ 変更等は住所変更・再交付・等級変更

※ 重複障害を有する方は主障害で計上している。

等     級 件  数

1度

2度

3度

4度

合    計

手　　帳 新 規 更 新 変更等 合 計
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３．１．８．（２）自立支援給付事業（障害福祉課）　　　　

１　障害福祉サービス費

　障害支援区分認定審査会及び地域自立支援協議会の委員に対する報酬並びに国保連合会に対する自立支援給付支払
事務代行委託料等を執行した。また、障害者に必要な福祉サービスの提供（障害福祉サービス費、更生医療、育成医
療、補装具、児童補装具）を行うことにより、障害者の日常生活の向上、社会参加の促進を図った。

重 度 訪 問 介 護

行 動 援 護

同 行 援 護

短 期 入 所

施 設 入 所 支 援

項 目 種 別 人数(人) 延べ数（人） 給　付　費（円）

障

害

者

総

合

支

援

法

居宅介護（ホームヘルプ）

生 活 訓 練

療 養 介 護

生 活 介 護

就 労 継 続 支 援 Ａ 型

就 労 継 続 支 援 Ｂ 型

就 労 移 行 支 援

地 域 定 着 支 援

機 能 訓 練

宿 泊 型 自 立 訓 練

計 画 相 談 支 援

地 域 移 行 支 援

就 労 定 着 支 援

共 同 生 活 援 助

障 害 児 相 談 支 援

児
童
福
祉
法

児 童 発 達 支 援

放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス

補 足 給 付

保 育 所 等 訪 問 支 援

合　　　　　　　　　　　　計
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２　自立支援医療等

(1) 更生医療

(2) 育成医療

(3) 療養介護医療

(4) 障害児医療

(5) 補装具（成人）

※ 件数、金額は給付及び修理の合計

肢 体 不 自 由

内 部 障 害 （ 腎 臓 ）

内 容 　人数（人）　 医　療　費（円）

内 部 障 害 （ 心 臓 ）

内 部 障 害 （ 腎 臓 ）

聴 覚 平 衡 機 能 障 害

免 疫 機 能 障 害

合 計

内 容 　人数（人）　 医　療　費（円）

内 容 　人数（人）　 医　療　費（円）

医 療 型 児 童 発 達 支 援

内 容 　人数（人）　 医　療　費（円）

療 養 介 護 医 療

音声・言語・そしゃく
機 能 障 害

合 計

装 具

座 位 保 持 装 置

区 分 件数(件) 公　費（円） 自 己 負 担 （ 円 ） 合　計（円）

義 肢

補 聴 器

車 い す

盲 人 用 つ え

義 眼 ・ 眼 鏡

歩 行 器 ・ 歩 行 補 助 つ え

合 計

電 動 車 い す
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(6) 補装具（児童）

※ 件数、金額は給付及び修理の合計

３　委託関係  （単位　円）

３．１．８．（３）地域生活支援事業（障害福祉課）　　　　

１　委託関係  （単位　円）

２　委託事業

(1) 相談支援事業（椎の木会）
　  精神障害者とその家族及び関係者の困り事や福祉サービスの利用に関する相談を行った。

東京都心身障害者医療費助成制度改正に伴
うシステム改修業務委託

株式会社　日立システムズ

区 分 件数（件） 公　費（円） 自 己 負 担 （ 円 ） 合　計（円）

補 聴 器

義 眼 ・ 眼 鏡

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

装 具

座 位 保 持 装 置

合 計

支援方法別件数 （単位　延べ件数）

車 い す

電 動 車 い す

清瀬市地域活動支援センター事業 社会福祉法人　清瀬わかば会

清瀬市相談支援事業、
地域活動支援センター事業

社会福祉法人　椎の木会

同行支援 合　計

清瀬市心身障害者短期入所事業利用促進業
務委託

社会福祉法人　東京都手をつなぐ育成会

　聴覚障害者等に対して手話通訳者及び要約筆記者を派遣し、重度障害者等に対しては緊急通報システム機器の貸与
及び保守点検、日常生活用具の給付、移動支援、生活サポート、自動車運転免許取得及び自動車改造費の助成などを
行った。また、障害者等を対象とした相談支援事業、地域活動支援センター事業を委託し福祉の増進を図った。

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

Ｅメール 支援会議 関係機関電話訪問 来所
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(2) 地域活動支援センター事業（椎の木会）

  （単位　人）

(3) 地域活動支援センター事業（清瀬わかば会）

身体・知的障害者を対象に日中活動の場の提供や行事等により社会参加を促進した。

３　意思疎通支援事業

(1) 東京都手話通訳派遣事業

(2) 清瀬市手話通訳派遣事業

精神障害者を対象に各種講座の開催や行事等により社会参加を促進した。

音楽鑑賞、ダンス、遊戯、おやつ作り、その他行事

生活・通院・買物等支援

各種講座・行事（192回開催）

（単位　人）

活動内訳 延　　べ　　人　　数

活 動 内 訳 延　　べ　　人　　数

オープンスペース（交流サロン）

入浴サービス・洗濯サービス

手話通訳者派遣

要約筆記者派遣

事　　　業　　　名 派　遣　数（件） 金　　額（円）

事　　　業　　　名 派　遣　数（件） 金　　額（円）

手話通訳者派遣
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４　日常生活用具給付事業

５　移動支援事業

区 分 件　数（件） 公　　費（円）

移 動 用 リ フ ト

特 殊 マ ッ ト

体 位 変 換 機

合　　計（円）

特 殊 寝 台

自 己 負 担 （ 円 ）

頭 部 保 護 帽

移 動 ・ 移 乗 支 援 用 具

入 浴 補 助 用 具

便 器

透 析 液 加 温 器

ネブライザー（吸入器）

聴 覚 障 害 者 用
屋 内 信 号 装 置

電 磁 調 理 器

音 声 式 体 温 計

体 重 計

電 気 式 た ん 吸 引 器

パルスオキシメーター

点 字 タ イ プ ラ イ タ ー

情 報 ・ 通 信 支 援 用 具

携 帯 用 会 話 補 助 装 置

点 字 器

人 工 喉 頭

時 計

利用者数（人） 金　　額（円）

視覚障害者用拡大読書器

視 覚 障 害 者 用
ポータブルレコーダー

点 字 図 書

合 計

ス ト ー マ 装 具 ・
紙 お む つ 等

居宅生活動作補助用具
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６　その他の事業

３．１．８．（４）障害者在宅援護事業（障害福祉課）　　　　

※ 年間派遣数 ： 月の利用可能日数１２日×１２か月

（単位　件）

金　　額（円）

単 価（円/日）

重度脳性麻痺者介護人派遣事業

重度脳性麻痺者介護人派遣事業

事　　　　業　　　　名

自 動 車 運 転 免 許
取 得 費 助 成 事 業

身 体 障 害 者 用 自 動 車
改 造 費 助 成 事 業

事　　　業　　　名  利用者数(人)

　重度脳性麻痺の方へ介護人を派遣し、生活圏の拡大を図る援助をした。また、外出困難な重度身体障害者に福祉電
話を貸与等し、緊急時の連絡手段とした。

生 活 サ ポ ー ト 事 業

日 中 一 時 支 援 事 業

受給者数（人）  年間派遣数（日） 支払金額（円）

緊急通報システム事業

住宅設備改善費助成事業

２　身体障害者福祉電話貸与・使用料補助

区 分 件　数

福 祉 電 話 貸 与

電 話 使 用 料 補 助
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３．１．８．（５）障害者福祉手当等事業（障害福祉課）　　　　

１　手当等

円 人 月 円

円

平成30年
4月から

特別障害者手当

平成30年
3月まで

国障害児福祉手当

平成30年
3月まで

　障害者等に対して、国手当の特別障害者手当等、都手当の心身障害者福祉手当等及び市手当の心身障害者（児）手
当等の支給を行うことにより福祉の増進を図った。

事　　　　業　　　　名 区 分 単価等 受給者数 延べ支払月数・人数 支払金額

経過措置福祉手当

平成30年
3月まで

平成30年
4月から

平成30年
4月から

難 病 疾 患 者 援 護 金

心身障害者自動車ガソリン
１ℓにつき54円 人

交 通 遺 児 等 援 護 金

心 身 障 害 者 手 当

市

心 身 障 害 児 手 当

心 身 障 害 者 福 祉 手 当 都

　

東京都より直接受給者口座へ振込

平成30年
4月から

平成30年
3月まで

中　度
平成30年
4月から

特別児童扶養手当

平成30年
3月まで

国

重　度

費補助（30ℓ又は50ℓ助成）

タクシー等利用料補助
半年で上限額

19,800円

特約付

心身障害者扶養共済
1口目

2口目

重 度 心 身 障 害 者 手 当

都 東京都より直接受給者口座へ振込
心身障害者扶養年金

基本分
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３．１．８．（６）障害者施設運営助成等事業（障害福祉課）　　　　

１　助成関係

　　市内事業所に対する事業の安定化及び利用者の利便性向上のための助成  （単位　円）

３．１．８．（７）障害者福祉センター運営管理事業（障害福祉課）　　　　

１　障害者福祉センター運営事業

(1) 指定管理者の名称及び所在地

　　　　名　称　　社会福祉法人　清瀬市社会福祉協議会

　　　　所在地　　清瀬市下清戸一丁目２１２番地４

(2) 指定の期間

　　　　平成２９年４月１日から令和４年３月３１日まで

工房わかば

わぁーく！わかば

清瀬聖ヨハネ支援センター

清瀬福祉作業所

汽車の家作業所

セルプ清瀬

通所サービス利用促進事業
工房わかば

わぁーく！わかば

日中活動系サービス推進事業

ベーカリーショップどんぐり

清瀬どんぐりの家

　民間障害者施設用地借上げに要する賃借料等を助成した。また、民間障害者施設に対する運営費等の補助金を交付
し、サービス利用者の福祉の増進を図った。

助 成 事 業 名 事 業 所 名    金　　額

工房わかば運営費 工房わかば

　清瀬市障害者福祉センター条例に基づき、清瀬市障害者福祉センターを設置し、センターの管理、運営を指定管理
者に行わせて、障害者（児）並びにその家族の福祉の増進を図った。

清瀬わかば会運営費 社会福祉法人清瀬わかば会

児童発達支援センターサービス推進費 学校法人日本社会事業大学附属子ども学園

清瀬わかば会施設整備 社会福祉法人清瀬わかば会

清瀬わかば会グループホーム用地借上 社会福祉法人清瀬わかば会
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(3) 収支

　　ア　収入  （単位　円）

　　イ　支出  （単位　円）

　　ウ　収支  （単位　円）

(4) 利用状況等 （単位  人）

※ 送迎サービスの延べ利用者数は往復の数

項 目 金 額 摘 要

受託金
収入

指定管理費
ひまわり園、生活介護、機能訓練、学童クラブのびのび
入浴、相談支援等

人 件 費 職員給与、手当、法定福利費等

事 務 費 修繕費、業務委託費、賃借料等

合 計 （ Ａ ） ―

項 目 金 額 摘 要

給食

送迎

事業収入 障害福祉サービス等

その他 収 入 介護等体験研修費等

学童クラブのびのび

入浴サービス指定管理

ひまわり園（生活介護）

のぞみ（生活介護）

機能訓練

収支（Ａ）－（Ｂ）

区 分 登録者数 延べ利用者数

事 業 費 諸謝金、水道光熱費、指導教材費、業務委託費等

合 計 （ Ｂ ） ―

独自事業

移動支援

生活サポート

同行援護

相談支援

計画相談支援
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２　障害者福祉センター委託関係  （単位　円）

３　障害者福祉センター工事関係  （単位　円）

３．１．８．（８）障害者就労支援センター運営管理事業（障害福祉課）　　　　

１　委託関係

　　障害者の就労のための訓練・職場開拓・職場定着等の支援を行った。  （単位　円）

２　就労支援センター事業

(1) 利用者（登録者）等の状況  （単位　人）

セントラル防災（株）
消防設備の経年劣化による改修工
事

12月13日
 1月29日

　 清瀬市障害者福祉セン
   ター消防設備等改修工
   事

着　手
完　了

業　者　名

清瀬市障害者福祉セ
ンター外壁等改修工事

外壁の経年劣化による改修工事
 7月23日
 2月15日

(株)西砂建設

着　手
完　了

業　者　名

清瀬市障害者福祉セン
ター外壁等改修工事監
理 業 務 委 託

外壁の経年劣化による改修工事の
ための監理業務

7月23日
2月15日

(株)構研設計事務所

精神障害者 （発達障害者含む。）

委 託 件 名 内 容 金　額

工 事 件 名 内 容 金　額

障 害 別 人 数

身体障害者

知的障害者

　障害者の就労の機会を拡大し、自立及び社会参加を促進するため、障害者就労支援事業を清瀬市障害者就労支援セ
ンターで実施し、そのセンターの管理運営を円滑に実施できるよう業務を委託した。

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市障害者就労支援事業 社会福祉法人　東京アフターケア協会
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(2) 就労支援・生活支援方法別件数 （単位　件）

（単位　人）

（単位　人）

３．１．９．（３）基礎年金等事務事業（保険年金課）

１  被保険者適用状況（平成３１年３月３１日現在） （単位　人）

人　数

　国民の高齢期の生活を支える公的年金制度のうち、法定受託事務として市が行うこととなっている国民年金の資格
得喪やその他申請に伴う届出の受理、審査及び報告を適正に行った。

種　類
第1号

被保険者
任意加入
被保険者

第3号
被保険者

不 在 者 免 除 者 付加加入者
納付対象
被保険者

項　　　　　　目 件数

合　計

(3) 就職者実績（雇用時間別）

項　　　　　目
一    般

(週30時間以上)
短 時 間

(週20～29時間)

面　談

面　談（新規）

面接同行等

来　所

訪　問

電　話・Ｅメール・ＦＡＸ

新
規
就
職
者

身 体 障 害 者

知 的 障 害 者

合 計 雇用形態

正規雇用

正規以外精 神 障 害 者

その他 手帳なし

精 神 障 害 者

知 的 障 害 者

身 体 障 害 者
新
規
就
職
者

40～49歳 50～59歳

そ の 他 手 帳 な し

60歳以上

(4) 就職者実績（年齢別）

項　　　　　目 18～20歳 21～29歳 30～39歳

短 時 間
(週20時間未満)
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２  年金関係届出取扱件数

保険料全額・猶予継続申請取下申出書

遺族基礎年金

寡婦年金

年金保険料追納申込書

未支給請求

死亡一時金

障害状態確認届

障害基礎年金

その他

合　　　　　　　計

障害年金受給権者所得状況届

国民年金被保険者関係（申出）届

年金保険料免除・猶予申請

口座振替・クレジット納付申請等

年金保険料学生納付特例申請

法定免除申請

年金手帳再交付申請

保険料免除・猶予取消申請

（単位　件）

種　　　　　　　類 届　出　件　数

老齢基礎年金
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３．２．１．（４）私立幼稚園等助成事業(子育て支援課）

※ 満３歳児は年少に含む。

２　私学助成の状況

(1) 幼稚園就園奨励費補助金

(2) 私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助金

(3) 私立幼稚園教員研修費等補助金

円 園 円

人

※ 教員割額は、研修参加実績額を限度に補助

(4) 私立幼稚園障害児教育事業費補助金

　私立幼稚園に子どもを通わせている保護者に対して、所得状況に応じて経済的負担の軽減を図るため、就園奨励補
助金や保護者負担軽減補助金等を交付した。また、障害児のための教育事業に補助を行った。

１　幼稚園児の在園状況（平成３０年５月１日現在） 　（単位　人）

施   設   名

年　少
（3～4歳）

年　中
（4～5歳）

年　長
（5～6歳）

合　　計

市内 市外 合計 市内 市外 合計 市内 市外 合計 市内 市外 合計

東 星 学 園 幼 稚 園

清瀬ゆりかご幼稚園

清瀬しらうめ幼稚園

清 瀬 富 士 見 幼 稚 園

清 瀬 ひ か り 幼 稚 園

清 瀬 た か ら 幼 稚 園

き よ せ 幼 稚 園

合　　　　　　計

対象幼稚園（園） 対象人員（人） 補助金交付額（円）

市内外 20

項　目 対象幼稚園（園） 対象人員（人） 補助金交付額（円）

前期分 市内外　21

後期分 市内外　23

合　　　計

補助内訳 補助単価（限度額） 対　　　　　象 補助金交付額

基本額

教員割額

合　計 ― ―

対象幼稚園(園) 対象人員 人 延べ人数 人 補助金交付額(円)

市内　4
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(5) 施設型給付費

(6) 幼稚園型一時預かり事業費補助金

(7) 認定こども園運営費等助成

３．２．１．（６）子ども・子育て支援事業(子育て支援課）

１　子ども・子育て会議

２　委託関係

　　ひとり親ホームヘルプサービス事業子ども・子育て支援事業計画ニーズ量調査

３．２．２．（１）私立保育園等運営事業(子育て支援課）

対象幼稚園（園） 対象人員（人） 補助金交付額（円）

市内外　3

対象幼稚園（園） 補助金交付額（円）

市内外　8

対象幼稚園（園） 補助金交付額（円）

市内　1

　子ども・子育て支援新制度の開始に当たり、平成２７年度から「清瀬市子ども・子育て会議」を設置し、「清瀬市
子ども・子育て支援事業計画」の評価や、子育て支援策の実施状況について調査審議などを行った。
　また、「清瀬市第２期子ども・子育て支援事業計画」策定に向けて、幼児期の学校教育、保育、学童クラブ、子育
て支援事業等に関するニーズ調査を実施した。

開　催　日 場　　　　　所 内　　　　　　容

7月12日 男女共同参画センター 清瀬市子ども・子育て支援事業計画の評価について

3月 7日 生涯学習センター
利用定員内訳の変更について
小規模保育所開園について
民設民営認可保育園の新設について

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

子ども・子育て支援事業計画ニーズ量調査業務委託 　中央開発（株）

　公設民営の駅前乳児保育園の管理業務委託料、市内私立保育園等の保育所運営の補助に係る経費等を執行した。ま
た、市内在住者が市外の保育園等に入園した際に、当該園又は当該自治体に対し運営費補助を行った。

１　私立保育園等の年齢別保育実施状況（平成３１年３月３１日現在）　※ 延べ人数 　（単位　人)

区  　分 0　歳 1　歳 2　歳 3　歳 4　歳 5　歳 合　 計

合  　計
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２　私立保育園等の在籍状況 （※ 延べ人数）

　

(単位　人）

３　障害児在籍状況 (単位　人）

※ １２か月の延べ数。（　）は実数

４　私立保育園等運営費 （単位　円）

類　　型 認　　可　　保　　育　　園

園　　別
清瀬上宮
保 育 園

のしお
保育園

中清戸
保育園

すみれ
保育園

きよせ
保育園

せせらぎ
保育園

清瀬
どろんこ
保育園

のしお一
丁目

保育園

定　　員

12か月間延べ数

地域型保育施設

総合計メリーポ
ピンズ清
瀬ルーム

中里
どろんこ
保育園

認可
保育園
合計

ピッコロ
ルーム

ゆりかご
ファース
トスクー

ル

ちゃいる
ど保育園

あいあい
ちびっこ
ルーム

なかよし
保育園

地域型
保育施設

合計

区 分 人 数

私　立　保　育　園　等

施 設 名 等 運営費（負担金） 運営費等（補助金） 運営費等（合計）

認
可
保
育
園
等

清 瀬 上 宮 保 育 園

の し お 保 育 園

中 清 戸 保 育 園

す み れ 保 育 園

き よ せ 保 育 園

せ せ ら ぎ 保 育 園

清瀬どろんこ保育園

のしお一丁目保育園

メリーポピンズ清瀬ルー
ム

中里どろんこ保育園

ピ ッ コ ロ ル ー ム

ゆりかごファースト

ち ゃ い る ど 保 育 園

あいあいちびっこルーム

な か よ し 保 育 園

駅 前 乳 児 保 育 園

管 外 施 設

合 計

－ 220 －－ 220 －



５　子育て啓発事業・地域活動事業

(1) 地域活動事業　公立及び私立保育園 （単位　人)

  　

  　

保 育 園 名 事　　業　　名　　・　　内　　容    回 数（回）
参加者数

(延べ人数)

公
　
立

駅前乳児保育園

世代間交流事業

異年齢児交流事業　

小　       　　　計

異年齢児交流事業

育児講座・育児と仕事両立支援事業

地域の特性に応じた保育需要への対応

小　       　　　計

のしお保育園

世代間交流事業

異年齢児交流事業

育児講座・育児と仕事両立支援事業

地域の特性に応じた保育需要への対応

小　       　　　計

中清戸保育園

世代間交流事業

異年齢児交流事業

小　       　　　計

すみれ保育園

世代間交流事業

異年齢児交流事業

育児講座・育児と仕事両立支援事業

小　       　　　計

せせらぎ保育園

世代間交流事業

異年齢児交流事業

小　       　　　計

清瀬どろんこ保育園
異年齢児交流事業

小　       　　　計

のしお一丁目保育園

世代間交流事業

異年齢児交流事業

育児講座・育児と仕事両立支援事業

小　       　　　計

　メリーポピンズ
　清瀬ルーム

世代間交流事業

異年齢児交流事業

小　       　　　計

中里どろんこ保育園
異年齢児交流事業

小　       　　　計

合　　　　　　　　            計

私
　
立

清瀬上宮保育園

世代間交流事業

－ 221 －－ 221 －



(2) 子育て啓発事業（ひろば事業Ｂ型）　私立保育園

回 人

件

回

６　清瀬市立駅前乳児保育園の指定管理者の管理運営業務

(1) 指定管理者の名称及び所在地

      名　称　社会福祉法人　千曲会

      所在地　埼玉県新座市新堀一丁目８番１１号

(2) 指定の期間

      平成２８年４月１日から令和３年３月３１日まで

(3) 収支

    ア  収入 （単位　円）

　　　平成１８年４月１日から平成２３年３月３１日

    イ  支出 （単位　円）

３．２．２．（３）児童扶養手当事業(子育て支援課）

１　支払金額及び内訳（平成３１年３月３１日現在)

保 育 園 名 事　業　名 事　　業　　内　　容    回数等 参加者数

私
　
立

すみれ保育園
子育てひろば

事業Ｂ型

子育て親子の交流の場の提供

子育て相談事業 ―

地域の保育支援の情報提供等（情報誌の発行） ―

項 目 経 費 摘 要

管理費 清瀬市委託料（指定管理）

雑収入 延長保育保護者負担金等

合計（Ａ） －

項 目 経 費 摘 要

人件費 正職員・非常勤職員給与等

事業費 業務委託費、消耗品費等

事務費 児童一般生活費等（給食・保育材料等）

管理費 備品購入等

合計（Ｂ） －

　ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進に寄与するため、直接面談等により要件に該当するかの確認を行い、児
童を養育している方へ手当を支給した。８月には継続して受給要件に該当するか判断するため現況確認の書類を送付
した。

種　　　類 受給者数 人 延支払児童数（人） 支 払 金 額(円)

児 童 扶 養 手 当

－ 222 －－ 222 －



３．２．２．（４）児童育成手当事業(子育て支援課）

１　支払金額及び内訳（平成３１年３月３１日現在)

３．２．２．（６）児童手当等事業(子育て支援課）

１　支払金額及び内訳（平成３１年３月３１日現在)

３．２．３．（１）ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業（子ども家庭支援センター）

１　子ども家庭在宅サービス事業

(1) ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業

２　地域組織化活動

(2) 事業調整会議 （単位　回）

３　委託関係

(3) ひとり親ホームヘルプサービス事業

　児童の心身の健やかな成長に寄与するため、児童を養育している方へ手当を支給した。また、６月には継続して受
給要件に該当するか判断するため現況確認の書類を送付した。

種　　　類 受給者数 人 延支払児童数（人） 支 払 金 額(円)

児 童 育 成 手 当

　次代の社会を担う子どもの健やかな成長を社会全体で応援するという主旨のもと、清瀬市に住所を有し、中学校修
了前（１５歳に達する日以降の最初の３月３１日まで）の児童を養育している方に児童手当を支給した。

種　　　類 受給者数 人 延支払児童数（人） 支 払 金 額(円)

児 童 手 当

ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業
 ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ

（有）よふき介護サービス

　ひとり親家庭をサポートするため、保護者の就労や疾病等の際にヘルパーを派遣し、幼児の保育を行った。

利用者数（人） 延べ回数（回） 派遣時間数（時間）

事　　業　　名 回　数 関　係　機　関

ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業
　ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ
 （有）よふき介護サービス
　子ども家庭支援センター

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

－ 223 －－ 223 －



３．２．３．（２）母子生活支援施設等入所措置事業（生活福祉課）

１　入院助産施設措置状況

２　母子生活支援施設措置状況

３．２．３．（３）母子及び父子福祉資金貸付事業（生活福祉課）

１　母子及び父子福祉資金関係（東京都からの執行委任分）

(1) 貸付状況 (2) 返済状況（平成３１年３月３１日現在）

２　女性福祉資金関係（東京都からの執行委任分）

(1) 貸付状況 (2) 返済状況（平成３１年３月３１日現在）

生 活 資 金

転 宅 資 金

合 計

特別児童扶養資金

合 計

種 類 件数（件） 金　額（円） 返 済 件 数 （ 件 ） 返 済 金 額 （ 円 ）

技 能 習 得 資 金 等
延べ　84

修 学 資 金

修 業 資 金

就 職 支 度

医 療 介 護 資 金

生 活 資 金

転 宅 資 金

　１８歳未満の子どもを養育している母子家庭を対象として、生活上の諸問題により子どもの養育が十分にできない
場合に母子を一緒に児童福祉施設に入所させ、指導員により自立に向けて必要な支援や育児支援を行った。

施  設  数 （箇所） 措 置 人 員 （ 人 ） 徴　収　金（円） 措　置　費（円）

施　設　数 （箇所） 措 置 人 員 （ 人 ） 徴　収　金（円） 措　置　費（円）

　東京都の委託事業として、母子及び父子・女性家庭の方が一定の条件に該当する場合に、生活資金及び技能習得資
金等の貸付を行った。

種 類 件数(件） 金　　額（円） 返 済 件 数 （ 件 ） 返 済 金 額 （ 円 ）

就 学 支 度 金 等
延べ　2,994

修 学 資 金

技 能 習 得

－ 224 －－ 224 －



３．２．３．（４）ひとり親家庭等医療費助成事業(子育て支援課）

１　委託関係（平成３１年３月３１日現在）

２　医療費助成事業（平成３１年３月３１日現在)

３．２．３．（５）ひとり親家庭支援事業（生活福祉課）

１　高等職業訓練促進費 （単位　件）

３．２．４．（１）乳幼児医療費助成事業(子育て支援課）

１　委託関係（平成３１年３月３１日現在）

２　医療費助成事業（平成３１年３月３１日現在)

※ 清瀬市母子家庭等高等職業訓練促進給付金等支給要綱に基づき、非課税世帯には100,000円、課税世帯には70,500円
　を支給した。

区 分 件 数 （ 件 ） 金　額（円）

乳 幼 児 医 療 費 助 成

　　　　　　　　　月別
　　項目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

　ひとり親家庭の自立を支援するため、児童扶養手当を受給する所得基準の母子及び父子家庭の親が、自立に向け教
育訓練講座を受講した場合に、母子家庭等自立支援教育訓練給付金を支給した。また、制度に定められた対象資格の
訓練を２年以上にわたり受講する者には、高等職業訓練促進給付金を支給した。

区 分 件　　数（件） 金　　額（円）

ひ と り 親 家 庭 等 医 療 費 助 成

委 託 名 業 者 名 金 額

審 査 支 払 等 に 関 す る 事 務
 社会保険診療報酬支払基金東京支部及び
 東京都国民健康保険団体連合会

11月 12月 1月 2月 3月 合計

非課税世帯

　乳幼児に適切な医療を受けさせるため、医療費助成制度に基づき、医療費の自己負担分を助成した。
　なお、従前は乳幼児医療費助成の受給者の方に、６月初旬に「現況届」を送付していたが、平成２４年度から公簿
により所得状況の確認が可能となったため、要件に該当する方は現況届の提出が不要になった。

（単位　円)

課税世帯　

　ひとり親家庭に安心して医療を受けてもらうため、医療費自己負担分の一部又は全部を助成した。また、継続して
受給要件に該当するか判断するため、「児童扶養手当現況届」を送付する際に、毎年１１月の初旬に発送していた
「ひとり親医療等助成制度現況届」の送付も同時に行った。

（単位　円)

委 託 名 業 者 名 金　　額

審 査 支 払 等 に 関 す る 事 務
社会保険診療報酬支払基金東京支部及び
東京都国民健康保険団体連合会

－ 225 －－ 225 －



３．２．４．（２）義務教育就学児医療費助成事業(子育て支援課）

１　委託関係（平成３１年３月３１日現在）

２　医療費助成事業（平成３１年３月３１日現在)

３．２．５．（１）青少年問題協議会事業(児童センター）

１　青少年問題協議会等会議

　子供達の健全育成のため、青少年対策事業として、各地区委員会が中心となり見守り活動や地域での祭りなどの各
地区独自事業を実施したほか、５地区合同事業として講演会を開催した。また、夏季少年体育大会を行った。

会　議　名 開 催 日 場　　　所 内　　　　　容

青 少 年 問 題 協 議 会
地 区 連 絡 会

4月27日

清瀬市児童センター

平成29年度実績・会計報告
平成30年度補助金説明及び決算書作成の留意
点について
平成30年度合同事業「講演会」について

7月 5日

平成29年度青少年対策事業決算報告
平成30年度事業計画及び予算について
平成30年度各地区委員会活動内容について
平成30年度地区合同事業について

10月19日
平成30年度地区合同事業について
平成30年度地区健全育成事業上半期事業報告

1月18日 平成30年度地区合同事業及び会計報告

児童青少年連絡協議会

7月26日
平成30年度テーマ「子供の育ちを考える」に
ついて、各委員の意見交換及び情報提供

1月31日
平成30年度テーマ「子供の育ちを考える」に
ついて、各委員の意見交換及び情報提供
平成31年度テーマについて

　義務教育就学児に適切な医療を受けさせるため、医療費自己負担分の一部を助成した。

（単位　円)

青 少 年 問 題 協 議 会 7月 2日 清瀬市役所

平成29年度青少年対策事業実績報告及び決算
報告
平成30年度青少年対策事業計画（案）及び予
算（案）について
清瀬市児童青少年連絡協議会会長選出

青 少 年 問 題 協 議 会
補助金会計担当者会議

7月 5日

清瀬市児童センター

平成30年度地区運営費について

青 少 年 問 題 協 議 会
地 区 委 員 会 合 同 会 議

委 託 名 業 者 名 金　　額

審 査 支 払 等 に 関 す る 事 務
社会保険診療報酬支払基金東京支部及び
東京都国民健康保険団体連合会

区 分 件　　数（件） 金　額（円）

義 務 教 育 就 学 児 医 療 費 助 成

平成30年度青少年対策事業「夏季少年体育大
会」報告
平成30年度新入学児童交通安全帽子交付報告
各地区委員会活動報告
清瀬市児童青少年連絡協議会会議報告
東村山警察署との情報交換

2月20日

－ 226 －－ 226 －



２　大会関係 （単位　人）

３　青少年問題協議会・地区委員会合同事業

３．２．５．（３）青少年委員活動事業(児童センター）

１　青少年委員協議会会議

２　青少年委員活動 （単位　人）

開 催 日 場　所 内　　容 参加人数

年26回実施 清瀬市児童センター等

「きよせけん玉の“Ｗａ”」
けん玉の技及びもしかめダンス練習
感想作文作成
きよせ市民まつり等

933（子ども）
472（保護者）

　青少年の健全育成活動の振興を図ることを目的として定例会を開催し、児童館事業への参加協力を行った。また、
世代を超えた伝承遊びであるけん玉をツールとして地域包括的地域構築の一歩となる様、事業を実施した。

開　催　日 場　　　　　所 内　　　　　　容

 4月22日

清瀬市児童センター

平成30年度青少年委員協議会活動内容について

 5月13日 竹丘出前講座について

 5月27日
国際交流会のイベントについて
ころぽっくるバースデーフェスタへの参加について

 6月17日 男女共同参画センター
市報掲載について
きよせ市民まつりについて

 8月25日　

清瀬市児童センター

保護者との意見交換会の開催について

 9月16日
きよせけん玉の“Ｗａ”活動の振り返り
私の体験・主張発表会について
きよせ市民まつりについて

10月 7日 きよせ市民まつりについて

11月 3日
12月 1日
 1月20日

きよせけん玉の“Ｗａ”活動の振り返り
委員の意見交換

 2月 1日
ボランティアの参入について
平成31年度の青少年委員公募について
平成31年度の活動について

3月 3日、10日 きよせけん玉の“Ｗａ”活動の振り返り

夏季少年ソフトテニス大会 8月16日 内山運動公園テニスコート

夏 季 少 年 卓 球 大 会 8月17日 下宿市民体育館

（単位　人）

事 業 名 開 催 日 場　　所 内　　容 参加人数

青少年問題協議会地区委
員 会 合 同 事 業 講 演 会

12月 2日 アミューホール
講演会「子育てに関する悩
み・解決～困ったときには、
身近なところで～」

事 業 名 開　催　日 場　　　　　所 参加人数

夏 季 少 年 野 球 大 会 7月14日・15日
下宿運動公園広場
内山運動公園野球場

夏 季 少 年 剣 道 大 会 7月16日 下宿市民体育館

－ 227 －－ 227 －



３．２．５．（４）放課後子ども教室推進事業（児童センター）

１　会議関係

２　育成・教室関係

※ 給食のない日、長期休業等は除く。

３　委託関係

　　放課後子ども教室に参加している児童の見守りを教育活動サポーターが行った。

清瀬市放課後子ども教室安全管理委託 （公社）清瀬市シルバー人材センター

 清瀬第八小学校

 清瀬第十小学校

 清明小学校

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

（単位　円）

教 室 名 期　　間 場　所 指導員等
年間開催日数

（日）
登録者数
（人）

延べ参加
人数（人）

放課後子ども教室 4月～ 3月

 清瀬小学校

　教育活動推進員及
び教育活動サポー
ターを各校常時4人
以上配置

 芝山小学校

 清瀬第三小学校

 清瀬第四小学校

 清瀬第六小学校

 清瀬第七小学校

　平日放課後の子どもたちの安心・安全な居場所作りのため、「放課後子どもプラン」に基づき、学校の施設を利用
した教育活動推進員・教育活動サポーターの配置を、市内の全公立小学校９校で実施した。

会　議　名 開催日 場　　　所 内　　　　　容

放 課 後 子 ど も 教 室
運 営 委 員 会

7月11日

清瀬市児童センター

放課後子ども教室「まなべー」について
平成29年度放課後子ども教室「まなべー」事業
報告
平成30年度放課後子ども教室「まなべー」運営
について
平成30年度4月から6月までの開催状況

12月12日

平成30年度7月から11月までの開催状況
放課後子ども教室「まなべー」2学期の事業報告
平成31年度放課後子ども教室「まなべー」運営
について

 2月14日

平成30年度12月から1月までの開催状況
放課後子ども教室「まなべー」3学期の事業報告
平成31年度放課後子ども教室「まなべー」運営
について

放 課 後 子 ど も 教 室
ス タ ッ フ 会 議

 4月14日
放課後子ども教室の運営について
スタッフの役割について

 7月29日
放課後子ども教室「まなべー」の現状と課題
平成30年度1学期の活動振り返りについて
平成30年度2学期に向けた打ち合わせ
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３．２．６．（２）市立保育園施設維持事業(子育て支援課）

１　委託関係

(1) 第６保育園解体工事関係

２　工事関係

(1) 改修工事

(2) 解体工事　

乳児保育園　外構工事

第3保育園　外構工事
第3保育園北側の
ブロックの改修

 8月10日
 9月10日

（単位　円）

工　　　事　　　名

第6保育園解体工事実施設計業務委託

第7保育園　ブロック改修工事
第7保育園園舎東
側ブロックの改修

 8月 1日
 8月 8日

 5月 1日
 5月10日

（株）山﨑工務店

第1保育園　ブロック改修工事
第1保育園南側の
ブロックの改修

 7月24日
 7月31日

乳児保育園園舎東
側ブロックの改修

 7月18日
 8月15日

（株）日東設計事務所
第6保育園解体工事監理業務委託

合　　　計

第6保育園　解体工事
廃園した第6保育
園の解体工事

 11月26日
3月22日

(株)滝口興業

　乳児・幼児の保育を安全に行うため、市内４か所の各公立保育園で老朽化した施設の修繕及び改修等を行った。
　また、平成２９年度末で廃園した第６保育園の解体工事を行った。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

合　　　計 － －

（単位　円）

工　　　事　　　名 内　容 金　額
着　手

業　　者　　名
完　了

内　容 金　額
着　手

業　　者　　名
完　了

第7保育園　園児用トイレ改修
工事

園児用トイレ不具
合箇所の改修
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３．２．６．（３）市立保育園運営管理事業(子育て支援課）

１　保育園の年齢別保育実施状況（平成３１年３月３１日現在）※延べ人数

２　保育園の在籍状況

３　障害児在籍状況

※ １２か月の延べ数。（　）は実数

４　保育園給食栄養関係業務実施状況

子育て支援栄養指導      　子育て支援栄養指導及び資料提供（全園）

献立作成等              　献立作成（乳児食・幼児食・離乳食）発注、会計等事務（全園）

アレルギー児・肥満児・病児等面接 　食物アレルギー児等の保護者との面談及び栄養相談

　公立保育園年長、年中及び年少児対象の紙芝居、エプロンシアター、
　｢赤・黄・緑」の食品分け、巡回時指導及び調理保育

　保護者・職員栄養指導      

　保育士対象　「離乳食・摂食についての学習会」

　保護者へのテーマ別指導と相談

　保護者会

　毎月家庭向け給食だより及び献立の配布

クラス巡回              
　各クラスの喫食状況等の確認をし、担任、調理員と連携を図る。0歳児が在
籍する園については、摂取の仕方を見て離乳食の進め方等について話し合い
を行う。

調理員研修会             　献立の試作及び研修会等の情報伝達

衛生検査・立合           

　5月　自主衛生検査の実施・保健所食品衛生監視員による立入検査の立会

　6月　保健所食品衛生監視員による自主衛生検査・立入検査講評、調理関係
　　   者衛生講習会を実施

 ※ 毎月1回保育園職員及び保健職、調理員、栄養士を対象に細菌検査を実施
　　10月から3月は月1回の調理員、栄養士を対象にノロウイルス検査を追加

園児食育指導           

（単位　人）

区 分 人 数

市　立　保　育　園 

第　3
保育園

第　7
保育園

乳　児
保育園

駅前乳児
保育園

市立合計

　（単位　人）

人　数

　市立保育園における適正な保育環境の確保を図るため、保育園の児童管理システムの使用料、臨時職員の賃金及び
給食提供に必要な材料費、光熱水費などを適切に執行し、管理運営を行った。

（単位　人）

区　分 0　歳 1　歳 2　歳 3　歳 4　歳 5　歳 合　 計

事    業    名

園　　別

定　　員

12か月間延べ数

第　1
保育園

内　　　　　　　　　　　　容
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５　保健関係業務実施状況

６　子育て支援活動事業

　　研修会、啓発活動及び講演会 （単位　人）

子どもの文化学校 加藤繁美保育教室

清瀬市児童センター 発達障害と不安、行動の背景にあるもの

都民ホール 子どもが過ごす施設の室内環境について

健康センター 保育園給食関係衛生講習会

多摩小平保健所 アレルギー研修
7月

ゆのした市民センター 運動遊びと体育

清瀬市児童センター 保幼小合同研修

多摩小平保健所 栄養管理講習会

あいおいニッセイ同和損保
新宿ビル

東社協保育部会　給食担当者講習会

保育プラザ 1歳児の発達

 6月

多摩小平保健所 歯科保健担当者研修会

ルネ小平 プール衛生講習会

子どもの文化学校 加藤繁美保育教室

 5月

子どもの文化学校 加藤繁美保育教室

ハイライフプラザ板橋 五感で育む子どもの心と体

ゆのした市民センター 運動遊びと体育

 4月

清瀬けやきホール アレルギー研修

乳児保育園 摂食講習会

乳児保育園 0歳児講習会

園外保育           
 3から5歳児が、バス及び電車を使用し、遠出した際に、ケガ等の対応を行っ
た。

月　別 会　　　場 内　　　　容 参加者数

感染症・疾病予防対策   
 保健だよりの配布・病気発生件数報告のまとめ・予防接種実施状況の把握

 相談指導、爪、頭髪の確認

子育て支援保健指導       各保育園の子育てひろばにおける保健指導・相談

0歳児健診  乳児・市立第1・第3保育園0歳児に月1回内科健診

視力検査               
 5月又は6月　市立第1、第3、第7保育園の4・5歳児を対象に各1回

 11月　市立第1、第3、第7保育園の3歳児及び再検者を対象に各1回

保護者・職員保健指導         随時（肥満・アレルギー・感染症等）

新入園児の健診面接   新入園児の面接は全員。他必要時

事    業    名  内　　　　　　　　　　　　　容 

保健指導  市立保育園の全園児に手洗い、うがい、歯磨きの指導を行った。

身体測定                 毎月1回、身長と体重を計測した。

定期健康診断   
 内科健診　4月及び9月に全園で各1回

 歯科健診　5月又は6月に全園で各1回
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合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

3月

日本ルーテル大久保 児童虐待

中野桃園教会 わらべうた

消防技術試験場 防火防災管理

イイノホール 給食担当者講座

清瀬市児童センター 発達障害がある児の保育

あいおいニッセイ同和損保
新宿ビル

給食担当者講座

健康センター 清瀬食ネット会議

光の家会館 子どもの発達の基礎

健康センター 発達支援研修
2月

たましんＲＩＳＯホール 発達障害シンポジウム

聖心女子大 園生活の質の向上

光の家会館 対話的保育カリキュラムの理論と実践

1月

生涯学習センター 保育指針改定のポイント

光の家会館 対話的保育カリキュラムの理論と実践

東久留米特別支援学校 主体的な育み支援

12月
子どもの文化学校 加藤繁美保育教室

白梅大学 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

11月

子どもの文化学校 加藤繁美保育教室

子どもの発達支援・交流セ
ンター　とことこ

その子に合った関わりを考える

10月

子どもの文化学校 加藤繁美保育教室

あいおいニッセイ同和損保
新宿ビル

発達支援のアプローチ

あいおいニッセイ同和損保
新宿ビル

給食担当者講座

多摩小平保健所 栄養管理講習会

9月
子どもの文化学校 加藤繁美保育教室

立川防災館 救命救急

8月

飯田橋レインボービル 新指針の新要領新教育に基ずく保育

健康センター 食育推進について
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７　実習生等の受け入れ （単位　人）

８　委託関係

(1) 保育・学童システム改修

(2) 給食調理員派遣

３．２．６．（５）認可外保育施設助成事業(子育て支援課）

１　認可外保育室の児童在籍状況

  (単位　人)

※ 管外は、当市からの委託児童数

定 員

か月の延べ数

　認可外保育施設である「幼児教室すずめ」及び病児保育室「チルチルミチル」の運営等に係る補助金を交付した。

 区　      　分 管　外

保 育 室 名
幼児教室
すずめ

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

　清瀬市立保育園給食調理員派遣業務委託 （株）明日香

合　　　　計

（単位　円）

保育・学童システム改修業務委託 日本事務器（株）
　元号改正に伴うシステム改修

　保育料改正に伴うシステム改修

こども教育宝仙大学  2月 4日 ～  2月18日  市立第3保育園

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 内　　容 金　　額

埼玉学園大学  2月 6日 ～  2月20日  市立第3保育園

日本児童教育専門学校  1月21日 ～  2月 2日  市立乳児保育園

東京成徳大学
11月27日 ～ 12月10日  市立第1保育園

 2月 4日 ～  2月18日  市立乳児保育園

東京家政大学  8月27日 ～  9月 8日  市立第3保育園

日本社会事業大学
 5月15日 ～  5月29日  市立第7・乳児保育園

 6月 5日 ～  6月19日  市立第7・乳児保育園

武蔵野大学
 6月11日 ～  6月23日  市立第1保育園

 9月 3日 ～  9月15日  市立第1保育園

十文字学園女子大学

 7月18日 ～  7月31日  市立第3・7保育園

 8月27日 ～  9月 8日  市立第1保育園

 1月28日 ～  2月13日  市立第1保育園

学 校 名 実 習 期 間 実 習 場 所 参加者数
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２　市助成金の支出状況

(1) 運営費

ア　認可外保育室運営費

（単位　円）

３．２．６．（６）認証保育所助成事業(子育て支援課）

１　市助成金の支出状況

(1) 運営費 （単位　円）

(2) 保育従事職員等処遇改善事業 （単位　円）

助　　成　　金

(3) 利用者への助成

（単位　円）

定期利用保育施設

第 子 以 降

合 計 －　

区 分 人数(人) 金額(円) 支給額(円)

第 子

　認可保育所だけでは対応が困難な多様化した保育ニーズに対応するため、東京都独自の制度である認証保育所の安
定した運営及び特別保育などの運営費等について助成を行った。また、利用者負担軽減のための助成を行った。

施 設 名 等 助　　成　　金

清瀬プチ・クレイシュＡ型

施 設 名 等

清瀬プチ・クレイシュＡ型

イ　病児保育室運営費

施　設　名 補 助 金 交 付 額 内　容

病児保育室
チルチルミチル

  武蔵野総合クリニックに開設された病児保育室
「チルチルミチル」に対して運営費補助金を支給
し、安定した運営ができるよう支援を行った。

幼児教室すずめ

施　設　名　等 助　成　金
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３．２．６．（７）子育てひろば事業(子育て支援課）

１　子育て啓発事業・地域活動事業

(1) 子育て啓発事業（ひろば事業Ａ型）　公立保育園

３．２．７．（２）学童クラブ施設維持事業(子育て支援課）

１　工事関係 （単位　円）

11月 1日
 1月31日

（株）小林設備工業

学校110番非常通報装置取替
非常通報装置の取替
（10施設）

 7月20日
 1月25日

東京都セキュリティ
促進協力会

金　額

 2月12日
 3月12日

（株）山崎工務店

完　了

清瀬市立十小学童クラブ
トイレ洋便化改修工事

和式トイレ（男子1基、女
子2基）を洋式トイレに改
修

清瀬市竹丘学童クラブ
屋上防水工事

屋上防水工事

合　　　　　　　　            計

児童の安心安全な施設環境を維持するため、学童クラブにおいて、老朽化した施設の整備及び修繕を行った。

工　　　事　　　名 内　容

　園庭開放
　子育て相談等

第 保 育 園

着　手
業　　者　　名

に じ い ろ ひ ろ ば

す く す く ひ ろ ば

第 保 育 園

乳 児 保 育 園 わ く わ く ひ ろ ば

保 育 園 名 事　業  名 内　容 相談件数(件) 回 　数(回) 参加者数(人)

公
　
　
　
　
立

第 保 育 園

お ひ さ ま ひ ろ ば

　育児をしている保護者への育児相談や遊び場の提供をするため、子育てひろば事業を展開した。また、地域との交
流を図るため、各地域市民センター等にて人形劇などのイベントを開催した。
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３．２．７．（３）学童クラブ運営管理事業(子育て支援課）

１　学童クラブの在籍状況

（単位　人)

※ １２か月の延べ数。（　）は４月１日時点の実数

３　委託関係

３．２．８．（２）児童センター施設維持管理事業(児童センター）

１　委託関係

２　備品関係

  野塩・下宿児童館内に、来館者の突発的な体調不良や不審者等の侵入を感知し、館内での事故や犯罪等を未然に防
ぐことで、より安心して過ごせる空間を市民に提供することを目的に防犯カメラシステムを各館１台購入した。

（単位　円）

備　　品　　名 システムの内容（各児童館） 金　　額

防犯カメラシステム
カメラ1台・モニター1台
・レコーダー1台

　児童が安心して遊べる児童センターを維持管理するため、館内の清掃、点検及び補修などを行った。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市学童クラブ児童安全みまもり隊
業務委託

（公社）清瀬市シルバー人材センター

清瀬市児童センター清掃等業務委託 （株）ジャパンサービス

（単位　円）

学 童 ク ラ ブ 110（9）

２　障害児在籍状況

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

合　計

（単位　人)

12か月間
の延べ数

中清戸
第1第2
学童

クラブ

芝山小
第1第2
学童

クラブ

清瀬小
第1第2
学童

クラブ

三小
第1第2
学童

クラブ

十小学童
クラブ

定    員

区 分 人 数

　学童クラブ運営に伴う臨時職員の賃金、おやつ代及び光熱水費に係る経費等を執行した。また、学童クラブ児童が
安全に帰宅することができるよう学童クラブ児童安全みまもり隊事業を実施した。

クラブ名

梅園
第1第2
第3学童
クラブ

清明小
第1第2
学童

クラブ

八小
第1第2
学童

クラブ

竹丘
第1第2
学童

クラブ

四小学童
クラブ
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３．２．８．（４）児童センター事業(児童センター）

１　入館者数

２　施設利用状況

(1) ホール

※ （ ）は公用。数値は内書

(2) 会議室

※ （ ）は公用。数値は内書

利用件数（件） 利用人員（人） 稼働率（％）

390 （84） 5,975 （295） 

利用件数（件） 利用人員（人） 稼働率（％）

402（349）

下 宿 児 童 館

7,157 （3,639）

－

野 塩 児 童 館

高校生

清 瀬 市 児 童
セ ン タ ー

　すべての子どもたちが夢や希望を持って健やかに育ち、大人たちも共に楽しみ助け合えるようになることを目指
し、対象年齢別に、様々な事業を実施した。

児童館名 開館日数(日)

入　館　人　数（人）

乳幼児 小学生 中学生 大人
団　体
その他

合　計
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３　会議関係

４　中央児童館事業

な ん で も 発 表 会  3月24日  子どもを中心に、多世代の文化交流をめざした舞台発表会

 動物たちとのふれあいを体験するイベント

こ ろ ぽ っ く る ラ イ ブ  2月17日  スタジオを利用する中高生を中心としたライブイベント

(2) 年中行事 （単位　人）

事　業　名 開　催　日 内　　　　　容 人数

一 日 ど う ぶ つ 村 11月 4日

竹丘出前児童館
竹 丘 地 域
市民センター

原則第2・4日曜日
午後1時30分
～午後5時

児童を対象にした児童館活
動（遊び・工作等）の出前

事　業　名 開催会場 開催日時 内　　　　　容 開催回数(回) 人数(人)

10月10日
大人と児童が出席のもと、児童館まつり全体の
打ち合わせ及び役割分担について

大人と児童が出席のもと、児童館まつり全体の
打ち合わせ及び役割分担について

10月27日 児童館まつり準備

(1) 出前事業

野 塩 児 童 館 ま つ り
実 行 委 員 会

開催日 場　　　所

実行委員長の選出
事業実施の内容検討
今後の委員会の活動日程等について

 9月26日
児童館まつり参画の大人（敬老会、民生児童委
員の中から選出された方々）各担当を決定

10月 3日 児童館まつり参画の児童の各担当を決定

 5月30日

野 塩 地 域
市民センター

10月17日

児童センター運営委員会

 8月 1日

清瀬市児童センター

平成30年清瀬市児童センター及び子ども家庭支
援センター前期報告について
平成29年度清瀬市新次世代育成支援行動計画目
標事業評価調書の報告について

 2月27日

平成30年清瀬市児童センター及び子ども家庭支
援センター後期報告について
平成31年度清瀬市児童センター及び子ども家庭
支援センター事業計画について
南口児童館（仮称）基本構想の策定について

内　　　　　容会　議　名
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(3) ジュニアリーダーズクラブ

ロボット検定、競技会、デザインコンテスト

11月25日
芝 浦 工 業 大 学
中 学 高 等 学 校

第18回　ロボットセミナー全国大会

開 催 日 開 催 会 場 内　　　　　容

 6月 2日

清瀬市児童センター

講演「ロボットについて」、ロボット製作

 6月 3日 ロボット製作、競技練習

 6月17日

 3月17日 活動発表会、平成30年度閉講式
　13（発表会）
　17（閉講式）

(4) 少年少女ロボットセミナー

　　ロボット製作を通じ、子どもたちの工学への興味・関心を育てる事業 （単位　人）

1月19日、26日、
2月9日、23日、
3月9日

活動発表会準備

 3月16日 活動発表会前日リハーサル

クリスマス会企画

12月22日 クリスマス会

11月10日

清瀬市児童センター

ビブリオバトル準備

11月24日 ビブリオバトル

12月 8日

10月27日 一日どうぶつ村参画

11月 4日 神山公園 一日どうぶつ村運営協力

 9月1日、22日

清瀬市児童センター

サマーキャンプ振り返り、サマーキャンプ新聞作成

10月13日 サマーキャンプ新聞作成、一日どうぶつ村参画

 8月11日 平成30年度サマーキャンプ準備

8月25日～27日 埼玉県長瀞町周辺 サマーキャンプ

 7月14日 平成30年度サマーキャンプ説明会
11（児童）

 13（保護者）

 7月22日 第13回ころぽっくるバースデーフェスタ
21（児童）

 251（来場者）

 5月26日 ブレインストーミング

6月9日、23日
7月14日、18日・
19日、21日

バースデーフェスタ準備

 4月14日

清瀬市児童センター

体験期間、レクリエーション（アイスブレイク）

 4月28日 体験期間、レクリエーション（ビーイング）

 5月12日 平成30年度ＪＬＣ説明会、開講式
13（児童）

10（保護者）

（単位　人）

開 催 日 場　所 内　　容 参加人数

人数

38（受講者）
33（見学者）

 2（ボクサー）
 1（スパイダー）

37（受講者）
93（見学者）

38（受講者）
32（見学者）
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　　ア　チャレンジ遊びクラブ

　　　　小学生を対象とした遊びを中心とした仲間作りのクラブ

　　イ　つくってあそぼう

　　　　地域の協力者の指導による小学生を対象にした遊べるおもちゃ作り

　　　　乳幼児親子から中校生までを対象に、身近な材料を使った簡単な科学実験や工作の講座

こ ろ ぽ っ く る
バ ー ス デ ー フ ェ ス タ

清瀬市児童センター 7月22日

　親子で楽しめる工作や和太鼓の体験
　パネルシアター、人形劇上演
　中高生バンド登録者による演奏
　逆立ちゴマや新聞紙ドームの工作
　ＪＬＣ主催の遊びのコーナー
　青少年委員主催による各年代が楽し
  める「けん玉」の回数を競うコー
　ナー
　地域連携　パン及びお菓子の販売

（単位　人）

事　業　名 開　催　会　場 開 催 日 内　　　　　容 人　数

開催回数(回) 人数(人)

清瀬市児童センター 毎月第3土曜日
逆立ちゴマ、新聞紙ドーム、偏光板万華鏡、
糸でんわと音の振動、葉脈しおり等

(7) 科学教室

開　催　場　所 開　催　日 内　　　　　容

開　催　場　所 開　催　日 内　　　　　容 開催回数(回) 人数(人)

清瀬市児童センター 不定期
ドッジボール、マーキスカ、大なわとび、
なぞときラリー等

清瀬市児童センター 不定期（年9回開催）
マジックハンド、ウグイス笛、竹トンボ、
ブーメラン、たこ作り等

(8) 児童センター開館記念イベント

ころぽっくるシアター 　幼児親子・小学生を対象とした映画上映会

(6) 小学生対象の定期事業

開　催　場　所 開　催　日 内　　　　　容 開催回数(回) 人数(人)

人数(人)

プ ラ レ ー ル 遊 び 　乳幼児親子を対象としたプラレール遊び

マ マ と 一 緒 　乳幼児親子を対象とした手遊び、体操、読み聞かせなど

(5) 乳幼児対象事業

事 業 名 内　　　　　容 開催回数(回)
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（単位　人）

開 催 日 内　　　　　容 人　数

三 館 対 抗 卓 球 大 会 12月 8日
小学生の部・中高生の部に分かれ、日頃の練習の成
果と子ども同士の交流を図る。

事　業　名

(11) スポーツイベント

乳幼児を対象に演劇の披露、ハンドベルの演奏、景
品のプレゼント

節 分 Ｂ Ｕ Ｎ Ｂ Ｕ Ｎ
乳幼児親子を対象に、パネル鬼退治と玉入れを実
施。小学生を対象に鬼とのじゃんけん対決を実施
し、豆をプレゼント

うれしい 楽しい ひなまつり
乳幼児親子を対象に、雛列車とお買い物ごっこを実
施。小学生を対象にひなまつりミステリー（まちが
えさがし）を実施

 12月24日り ん り ん ク リ ス マ ス

乳幼児親子にはパネルシアターと屋上で月観察。
小学生には、ホールと屋上で朔望周期についての講
義を実施

 10月31日
乳幼児親子にはお菓子に見立てた工作品でパティー
遊び。小学生には、じゃんけんラリーを実施し、そ
れぞれ参加者に景品をプレゼント

り ん り ん ク リ ス マ ス
小学生を対象にじゃんけんラリーを実施し、全員に
景品をプレゼント

  9月21日お 月 見 会

小学生と乳幼児親子を対象に輪投げなどの縁日遊び
を実施

7月25日、8月3
日、10日、22日

中庭にて水鉄砲などを使用して遊ぶ

ド ッ ジ ボ ー ル 大 会
異年齢の来館者間の交流を目的にチーム分けをし、
ドッジボールのトーナメント戦を実施

水 遊 び

　7月 4日

こどもの日にちなんだ工作や遊びを実施

七 夕 ま つ り 　7月 2日
乳幼児親子を対象に七夕にちなんだ工作を実施し七
夕飾りをプレゼント

  5月 2日こ ど も の 日 イ ベ ン ト

ソ フ ト テ ニ ス 入 門 講 習 会

（単位　人）

内　　　　　容 人　数

手 形 こ い の ぼ り 絵具で手形を取り、鱗に見立てた巨大鯉を掲示

開 催 日事　業　名

桜餅づくりとお茶席体験会  4月 8日 桜餅づくりとお茶席にて抹茶をたてる体験

「あい愛」による手遊びやパネルシアター、読み聞
かせ等のおはなし会を実施

(9) 外部企画事業 （単位　人）

事　業　名 内　　　　　容 人　数

お も ち ゃ 病 院

開 催 日

12月 8日お は な し 会

 4月15日こ ど も の た め の 音 楽 会

(10) 季節の行事

 1月19日

年12回 「おもちゃ病院」団体によるおもちゃの修理を実施

  5月中

七 夕 ま つ り

 12月21日

ハ ロ ウ ィ ン

  9月 2日

  3月 1日

  2月 1日

キャッチボールやラリーを通してボールとラケット
の特性に慣れる

清瀬管弦楽団による乳幼児向けと全年齢向け
の演奏会
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バンドルームを利用する中高生が対象で、施設の利用予約受付方法や共同のイベント企画を実施

５　野塩児童館事業

(1) 遊び場提供事業

(2) 年中行事

12月15日
乳幼児親子と小学生を対象に人形劇団による演劇
と尺八奏者による演奏

裂き織りで作るコースター  3月23日
裂き織りでコースターを作る。
また、機織り体験を通して伝統工芸に親しむ。

ク リ ス マ ス お 楽 し み 会

地域の児童を対象にした季節の行事

   8月14日～
 8月16日

清瀬市卓球連盟の協力による卓球教室

野 塩 児 童 館 ま つ り
地域住民及び子供委員が実行委員会として企画、
運営するまつり。工作、ゲーム遊び、模擬店など
を実施

卓 球 教 室

 7月 7日

乳幼児親子と子育て世代が集う交
流の場

（単位　人）

事　業　名 開 催 日 内　　　　　容 人　数

18（5組）
(来場者183）

5バンドによる演奏

3月 3日 新規登録団体向けにスタジオ利用方法説明等 10（7組）

内　　　　　容 開催回数(回) 人数(人)

スタジオ利用予約受付、ころぽっくるライブの企画
打合せ、ホールでの特別練習

25（20組）

17（10組）
スタジオ利用方法説明・予約受付、ころぽっくるラ
イブの企画打合せ

こ ろ ぽ っ く る ラ イ ブ
リ ハ ー サ ル

出演バンドによる最終確認 18（5組）

11月4日、12月2
日、1月6日

バ ン ド ミ ー テ ィ ン グ

スタジオ利用方法説明・予約受付、ライブ実施に伴
う募集等

14（6組）

スタジオ利用予約受付、バースデーフェスタライブ
の企画打合せ

44（27組）

バ ン ド ミ ー テ ィ ン グ
8月5日、9月2
日、10月7日

スタジオ利用予約受付、ころぽっくるライブの企画
打合せ

39（25組）

5月6日、6月3
日、7月1日

バ ン ド ミ ー テ ィ ン グ

(12) 中高生対象の事業

（単位　人）

事　業　名 開 催 日 内　　　　　容 人　数

 4月 1日バ ン ド ミ ー テ ィ ン グ

バ ン ド ミ ー テ ィ ン グ

2月17日こ ろ ぽ っ く る ラ イ ブ

2月16日

2月 3日バ ン ド ミ ー テ ィ ン グ

野塩児童館お母さんと遊びにおいでよ

開催会場事　業　名

七 夕 ま つ り

10月28日
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６　下宿児童館事業

(1) 遊び場提供事業

異年齢他学校の児童との交
流を目的に、集団のルール
に基づいた遊びを提供

 9月 9日
み ん な で 遊 ぼ う
わ ん ぱ く 教 室

ク リ ス マ ス 会

不定期
小中高校生を対象に、学年
を問わずチャレンジ精神を
養うゲームを提供

乳幼児から高校生までを対
象に、手作り工作

ひ な 祭 り を 祝 お う  3月 3日
参加者が貝殻に同じ絵を描
き、神経衰弱ゲーム

クリスマスオーナメント制
作、ビッグオセロ大会

新聞紙の豆を作り鬼に投
げ、鬼退治

12月25日

 2月 3日

読み聞かせや福笑い等のお
正月遊び、紙芝居等の節分
遊び

七 夕 ま つ り  7月 7日
地域の児童を対象にした季
節の行事

ハ ロ ウ ィ ン イ ベ ン ト 10月31日
地域の児童を対象にした文
字遊びゲーム

（単位　人）

事　業　名 開催日 内　　　容 人数

子 ど も の 日 イ ベ ン ト  5月 5日
地域の児童を対象にした季
節の行事

事　業　名 内　　　　　容 開催回数(回) 人数(人)

　乳幼児親子が集う交流の場

節 分 で 鬼 退 治 を し よ う

  1月9日・17日・23日
  ・31日

お 楽 し み プ ロ グ ラ ム

チ ャ レ ン ジ

不定期工 作

(2)　年中行事

下宿児童館ひ ま わ り ク ラ ブ

開催会場
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３．２．９．（２）子ども家庭支援センター事業（子ども家庭支援センター）

１　子ども家庭総合ケースマネージメント事業

（単位　件）

 ※ 数字は各月の延べ数

男 女 市内 市外 不明

　子どもと家庭に関する身近な相談機関として市民からのあらゆる相談に応じ、関係機関と連携しながら子どもと家
庭を支援するネットワーク構築を図り、子育て支援サービスの調整や子育て情報の提供、子育てグループの育成援助
を行い、子どもの虐待防止に努めた。

(1) 総合相談事業(きよせ子ども家庭相談室）

    ア  相談実施状況

区分 相
談
件
数

内　　　　　　　　　　　　　　訳

相談方法 年　　　　　　　　代 男 女 別 市 内 外 別

月別 電話 面接
10歳
未満

10歳
代

20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

60歳
代～

不明

　4月

合計

－ 189 －－ 244 －



 イ  子どもの相談 （単位　件） ウ　家庭の相談 （単位　件）

※ 適性：進学適性、職業適性、学業不振等、不登校以外で学校に関する相談　　　

(2) サービスの調整　　

  　  児童相談所や保健所等の関係機関と連携し、個々の相談者が抱える問題に最も適した解決が図られるよう関係

 　 機関と調整等をし、相談内容に応じた適切な指導・援助を行った。

　　ア　 きよせ子どもショートステイ「おひさま」利用状況

冠婚葬祭 出　張
家族の
介護

転　居 その他 合　計

援 助 訪 問

要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会

啓 発 活 動

(3) 子ども家庭在宅サービス事業

利用事由 利用区分
保護者の
疾病･入
院

育児疲れ
不安

出　産

（単位　回）

項　　　　　目 回　　数

関 係 機 関 と の 連 携

受 理 会 議

個 別 ケ ー ス 検 討 会 議

日帰

利用件数
（件）

宿泊

日帰

利用日数
（日）

宿泊

離　婚

い じ め 暴　力

相 談 内 容 相談件数 延件数 相 談 内 容 相談件数 延件数

育 児 ・ し つ け
も
　
め
　
ご
　
と

夫婦間

不 登 校 親　族

引 き こ も り

性 格 行 動 ※ 住　 　　　　　宅

非 行 ・ ぐ 犯 公　 的 　援 　助

適 性 ※ その他

障 害 ・ 発 達 就　 　　　　　労

そ　　　の　　　他

ネ グ レ ク ト 合　  　　　　　計

そ　　　の　　　他

合　  　　　　　計

　 性格行動：子どもの人格の発達上、問題となる反抗、友達と遊べない、落ち着きがない、縅黙（かんも
　　　　　　 く）、不活発、家庭内暴力、生活上の著しい逸脱等、性格もしくは行動上の問題

虐

待

身 体 的 人 　間　 関 　係

精 神 的 医　　 　　　　療

性 的

－ 190 －－ 245 －



２　地域組織化事業

(1) 清瀬市子育てネットワーク支援事業

    ア　子育てひろば・ミニひろば事業

    イ　講座・研修等 （単位　人）

子育てネットワーク支援事業（ミニひろば） 月～ 月 中里地域市民センター

合　　　　              　　　計

ステンドグラス風写真立て

参加者数

子育てサポーター講座 11月21日 清瀬市児童センター
ボランティア登録の条件や活動までの流
れ
子育て環境の今と昔の違い

ジュニア子育てサポーター
養成講座

 7月25日 男女共同参画センター 育てていく心とからだ

事 業 名 日　　程 会　　場

事　業　名 期 間 会　　　場 回数（回） 参加者数（人）

子育てネットワーク支援事業（子育てひろば） 月 ～ 月 男女共同参画センター

 7月 5日 中里地域市民センター 浴衣の着付け

 9月20日 中里地域市民センター
手作りおもちゃ「アイスクリーム」「ソ
フトクリーム」

11月21日 清瀬市児童センター パパと遊ぼう

11月27日 消費生活センター 手作りおやつ

 6月11日 男女共同参画センター ヨガ

内　　容

11月12日 男女共同参画センター ストレッチ

 1月23日 消費生活センター 沖縄料理

お母さんのリフレッシュ講座

 5月28日 中里地域市民センター

－ 191 －－ 246 －



(2) いきいき子育て支援事業

(3) つどいの広場事業

    ア　利用状況 （単位　人）

    イ　つどいの広場相談状況 （単位　件）

パ パ の ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ

4～3月

あいあいの家

絵 本 講 座

コミュニティプラザ
ひまわり

事　　業　　名 期　　　間 会　　　場
回　数
（回）

参加者数
（人）

ア サ ー テ ィ ブ 講 座

赤 ち ゃ ん の 体 の 発 達 講 座

   発達が気になる子を持つママの
   会

赤 ち ゃ ん の 育 み 講 座

救 急 講 座

ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ

双 子 三 つ 子 の 会

ア ラ フ ォ ー マ マ の 会

Ｃ Ｓ Ｐ 講 座

す く す く 親 子 教 室

す く す く ク ッ キ ン グ

Ｎ Ｐ 講 座

竹 丘 地 域 市 民
セ ン タ ー

親 子 あ そ び の 会

あ ん ど う り す 防 災 講 座

ＴＲＵＥ ＣＯＬＯＲＳ 講座

新 米 マ マ と 赤 ち ゃ ん の 会

清瀬市民活動
センター

ベテランママと赤ちゃんの会

お っ ぱ い マ マ の 会

相談内容 発育・発達
基 本 的
生活習慣

健　　康
家 庭 ・
生活環境

しつけ その他

合 計

事　　業　　名 会　　　　場
参　加　者　数

子ども 大　人

ころぽっくるつどいの広場 清瀬市児童センター

元 町 つ ど い の 広 場 清 瀬 け や き ホ ー ル

竹 丘 つ ど い の 広 場

下 宿 つ ど い の 広 場
下 宿 地 域 市 民
セ ン タ ー

野 塩 つ ど い の 広 場
野 塩 地 域 市 民
セ ン タ ー

野 塩 出 張 広 場 あ い あ い の 家

件　　数

－ 192 －－ 247 －



(4) 子育て応援事業 

    ア　みんなで遊ぼう （単位　人）

(5) 地域組織化活動

    ア　清瀬市子育てひろばフェスタ

　　　　子育てひろば関係者による親子で楽しめる事業を行った。 （単位　人）

    イ　事業調整 （単位　回）

み ん な で 遊 ぼ う

 5月26日

清瀬市児童
セ ン タ ー

 7月21日

10月27日

12月22日

事　　業　　名 日　程 会　場
参加者数

子ども 大 人

事　　業　　名 回　数 関　係　機　関

ファミリー・サポート・センター事業
  ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ
　子ども家庭支援センター

ホームビジター派遣事業　トラスティ会議

  ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ
　主任児童委員
　子ども家庭支援センター
　健康推進課

事　　業　　名 日　程 会　場 内　　　　　　　容 参加者数

子 育 て ひ ろ ば フ ェ ス タ  11月23日 清瀬市児童センター
子育てひろばの紹介、ミニＳＬ
運行、虐待防止月間キャンペー
ン

子育て広場事業等関係者連絡会

　市立保育園・私立保育園・私立幼稚園
  ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ
　ＮＰＯ法人 清瀬こども劇場
　ＮＰＯ法人 ウイズアイ、児童センター
　子ども家庭支援センター、子育て支援課

ころぽっくるつどいの広場アドバイザー調整会 　子ども家庭支援センター

元町・竹丘つどいの広場アドバイザー調整会 　ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ

－ 193 －－ 248 －



    ウ　地域活動室利用状況 （単位　人）

月

３　在宅サービス基盤整備事業

(1) 養育家庭体験発表会    　　　　

※ 共催　東京都小平児童相談所 

４　要支援家庭サポート事業

　　ア　支援ヘルパー派遣実施状況

　　 　年齢
 月別

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳以上 大人 合計

11月10日 日本社会事業大学
養育家庭制度の説明、体験発表
講演、質疑応答・意見交換

派遣件数（件）

合計

※ 地域活動室登録サークル総数　５３サークル

（単位　人）

事　　業　　名 日　程 会　場 内　　容 参加者数

養 育 家 庭 体 験 発 表 会

(1) 養育支援へルパー派遣事業

　　　　　支援理由
　項目

産前産後 多子同時出産 若年親 家族の介護 母の体調不良 その他 合計

派遣回数（回）

－ 194 －－ 249 －



　　イ　養育支援ヘルパー養成講座　　

訪問実施状況

５ 虐待防止地域ネットワーク事業

(1) 要保護児童対策地域協議会

　　ア　代表者会議 （単位　人）

（単位　人）

日　程 講　 習　 内　 容 講　　　　　師 会　　場 参加者

11月14日

オリエンテーション
「養育支援ヘルパーの基礎知識の
習熟」

ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ
理事長　小俣　みどり

 清瀬市児童
 センター「子供と家族の生活上の困難につ

いて　多様な家族の存在への理解
をするために」

11月22日

面接（顔合わせ）・傾聴の方法
大正大学人間臨床心理学科教授
日笠　摩子

生涯学習
センター

「ＤＶに関する問題の理解と支
援」

ＮＰＯ法人　女性ネットＳａｙａ－Ｓａｙａ
河西　ひとみ

 清瀬市児童
 センター

11月28日

家庭支援の実際1
「ひとり親家庭への支援と東京都
の制度」

生活福祉課母子・父子自立支援員 浜松 明里
子ども家庭支援センター長　渡辺　研二

「障害のあるお子さんがいる家庭
支援」

(2) 養育支援訪問事業　

対象件数（件）

訪問回数（回）

会 議 名 日　程 内　　容

日本社会事業大学附属子ども学園
佐藤　美由紀

12月 5日
「マタニティーブルー」 子ども家庭部子育て支援課

保健師　堤　由美「赤ちゃんの沐浴」

12月12日

「養育支援ヘルパーを始めるにあ
たって」
～事例から何が起こり、何をする
のか～

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク･ピッコロ
理事長　小俣　みどり

12月13日
家庭支援の実際2
「精神的な課題を持つ家庭への支
援」

東京都立小児総合医療センター
副院長　田中　哲

参加者数

代 表 者 会 議 5月25日

小平児童相談所より平成29年度のケース数や相談内容について
報告
子ども家庭支援センターの平成29年度相談件数の報告
情報交換

－ 195 －－ 250 －



　　イ　実務者会議 （単位　人）

６　補助事業関係

(1) 緊急一時預かり事業 （単位　人）

７　委託関係

(1) いきいき子育て支援事業等

(2) 子ども家庭在宅サービス

(3) つどいの広場事業

12月 1月 2月 3月 合計

会議名 日　程 内　　容 参加者数

第1回　実務者会議 6月21日

小平児童相談所より、管内相談件数等報告
子ども家庭支援センター事業報告
一時保護、個別ケース検討会議の報告
虐待進行管理、児童管理台帳について

第2回　実務者会議 9月27日

小平児童相談所より、管内相談件数等報告
子ども家庭支援センター事業報告
一時保護、個別ケース検討会議の報告
虐待進行管理、児童管理台帳について

第3回　実務者会議 12月20日

小平児童相談所より、管内相談件数等報告
子ども家庭支援センター事業報告
一時保護、個別ケース検討会議の報告
虐待進行管理、児童管理台帳について

第4回　実務者会議 2月21日

小平児童相談所より、管内相談件数等報告
子ども家庭支援センター事業報告
一時保護、個別ケース検討会議の報告
虐待進行管理、児童管理台帳について

実施団体 実施施設
実施月・利用児童延べ人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

どんぐり
ルーム

ひまわり

清瀬市子育てひろば事業
「清瀬市子育てネットワーク支援事業」

ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ

（単位　円）

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市子育てひろば事業
「いきいき子育て支援事業」

ＮＰＯ法人　ウイズアイ

ＮＰＯ法人
ウイズアイ

あいあい

清瀬市つどいの広場事業（下宿・野塩・野塩出張） ＮＰＯ法人　ウイズアイ

清瀬市つどいの広場事業（元町・竹丘） ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市子どもショートステイ事業 社会福祉法人　子供の家

養育支援ヘルパー派遣事業 ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

－ 196 －－ 251 －



３．２．９．（４）ファミリー・サポート・センター事業（子ども家庭支援センター）

１　「ファミリーサポートきよせ」利用状況  （単位　人）

合　　　　　計

その他

病児・病後児の施設送り

病児・病後児の保育所・学
校等迎え

病児・病後児の受診

病児・病後児の預かり

保護者等の病気、その他急
用の場合の援助

保護者等の求職活動中の援
助

保護者等の短時間・臨時的
就労の場合の援助

保護者等の外出の場合の援
助

保護者等の冠婚葬祭により
外出、他の子供の学校行事
の場合の援助

保育所等施設入所前の援助

保育所・学校等休み時の援
助

習い事等の場合の援助

学校・学童の迎え

学校・学童の送り

学童クラブ帰宅後の預かり

放課後の放課後の預かり

学校・学童通学前の預かり

保育園・幼稚園の迎え

保育園・幼稚園の送り

　ファミリーサポートきよせの会員は、依頼会員、提供会員又は両方会員で構成されている。ここ数年、提供会員は
一定程度の人数を確保することができており、依頼会員の依頼に対して速やかにサービスを提供できるよう努めてい
る。

　　　　　        月　別
利用事由

4月

保育園・幼稚園の帰宅後の
預かり

合計

保育園・幼稚園の登園前の
預かり

－ 189 －－ 252 －



２　「ファミリーサポートきよせ」会員数 （単位　人）

３　ファミリーサポートきよせ啓発活動

(1) 事業説明会

(2) 全体交流会 （単位　人）

(3) スキルアップ研修 （単位　人）

(4) 「ファミサポ通信」発行 （単位　部）

(5) ネットワーク会議

第2回全体交流会報告、スキルアップ講習会案内ほか

日　程 会　　　場 関係機関

11月19日
ＮＰＯ法人　子育てネットワー
ク・ピッコロ事務所

宇都宮小児科・内科クリニック、武蔵野総合クリニック、
きよせ保育園・ＮＰＯ法人子育てネットワーク・ピッコロ、
子ども家庭支援センター

 4月17日

全会員（4月及び10
月）、各公共施設等

全体交流会案内、保育サービス講習会日程ほか

 7月20日 スキルアップ講習会案内、保育サービス講習会報告ほか

10月 9日 第2回全体交流会案内、スキルアップ講習会報告ほか

 1月10日

2月21日 保育に役立つ遊び方・過ごし方
ＮＰＯ法人子育てネットワーク・
ピッコロ　理事長　小俣　みどり

男女共同参画
センター

発　行　月 発行部数 配布先 内容

日　程 講　 習　 内　 容 講　　　師 会　場 受講者数

 6月 8日
安心・安全に病気の子を預かるた
めの心得

ＮＰＯ法人チャイルドケアサポー
トみるく　統括　永野　和子

清瀬市児童センター

参加者数

 7月 7日
児童センター

ミニミニ運動会

12月 2日 リサイクルひろば

3～4か月乳児健診
4月10日、5月15日、6月12日、7月10日、8月21日、9月11日、10月9日、
11月13日、12月11日、1月15日、2月12日、3月12日

Ｋ－ｎｅｔ子育て広場
4月13日、5月11日、6月8日、6月22日、7月27日、8月3日、9月14日、
10月12日、11月9日、12月14日、1月11日、2月8日、3月8日

日　程 会　　　場 内容

会場 日程

合 計

両 方 会 員

提 供 会 員

依 頼 会 員

　　　　　　　月別
区分

4月

－ 190 －－ 253 －



４　保育サービス講習会　（年２回開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1) 第１回　保育サービス講習会 （単位　人）

6月 7日
障がいのある子の預かりについ
て

日本社会事業大学附属子ども学園
副園長　小玉 邦久

6月13日

子育て支援サービスを提供する
ために

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク･ピッコロ
理事長　小俣 みどり

修了式・修了証授与
子ども家庭支援センター
ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ

病後児保育施設見学
きよせ保育園
園長　中村 清志

6月 4日

子どもの遊び
劇団　風の子
大森 靖枝

子どもの栄養と食生活
ＮＰＯ法人 ワーカーズ・コレクティブ
ちろりん村
管理栄養士　吉田 朋子

国立看護大学校
教授　来生 奈巳子

 5月28日

事故による子どもの傷害
～実態・予防・応急処置～

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク･ピッコロ
理事長　小俣 みどり

子どもの生活へのケアーと援助
子ども家庭部子育て支援課
保健師　堤 由美

5月31日

普通救命救急講習
清瀬消防署
財団法人東京防災救急協会

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク･ピッコロ
理事長　小俣 みどり

 5月16日 心の発達と保護者のかかわり
(公社)発達協会王子クリニック
言語聴覚士　湯汲 英史

 5月24日 身体の発達と病気
宇都宮小児科内科クリニック
院長　宇都宮 正司

 5月25日 小児看護の基礎知識

日　程 講　 習　 内　 容　 等 講　　　師 会　場 修了者数

 5月14日
オリエンテーション
保育の心

子ども家庭支援センター
ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ

清瀬市児童
センター

－ 191 －－ 254 －



(2) 第２回　保育サービス講習会　　 （単位　人）

障がいのある子の預かりについ
て

日本社会事業大学附属子ども学園
副園長　小玉 邦久

 10月24日

普通救命救急講習
清瀬消防署
財団法人東京防災救急協会

子どもの生活へのケアと援助
子ども家庭部子育て支援課
保健師　堤 由美

消費生活
センター

病後児保育・病児保育施設見学 きよせ保育園　園長　中村 清志

 11月 1日

子育て支援サービスを提供する
ために

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク･ピッコロ
理事長　小俣 みどり

清瀬市児童
センター

修了式・修了証授与
子ども家庭支援センター
ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ

身体の発達と病気
宇都宮小児科内科クリニック
院長　宇都宮 正司

 10月17日

小児看護の基礎知識
国立看護大学校
教授　来生 奈巳子

事故による子どもの傷害
～実態・予防・応急処置～

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク･ピッコロ
理事長　小俣 みどり

 10月 3日
オリエンテーション
保育の心

子ども家庭支援センター
ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ

清瀬市児童
センター

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク･ピッコロ
理事長　小俣 みどり

 10月 5日 心の発達と保護者のかかわり
(公社)発達協会王子クリニック
言語聴覚士　湯汲 英史

 10月11日

 10月27日 子どもの遊び
劇団風の子
大森 靖枝

 10月30日

子どもの栄養と食生活
ＮＰＯ法人 ワーカーズ・コレクティブ
ちろりん村
管理栄養士　吉田 朋子

 10月18日

日　程 講　 習　 内　 容　 等 講　　　師 会　場 修了者数

－ 192 －－ 255 －



５　委託関係

(1) 清瀬市ファミリー・サポート・センター事業

３．２．９．（５）ホームビジター派遣事業（子ども家庭支援センター）

(1) 養成講座 （単位　人）

３　委託関係

清瀬市ホームビジター派遣事業 ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ

10月18日
何を学んだか
ランチ交流
修了式

ホームスタート・ジャパン
認定講師　小俣 みどり

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市児童
センター

10月 4日

地域の子育て支援の実際と連携
子ども家庭支援センター
センター長　渡辺 研二

ホームビジターの実務
ホームスタート・ジャパン
認定講師　渡部 栄子

10月11日 家庭の中で活動する1・2
ホームスタート・ジャパン
認定講師　小俣 みどり

 9月21日

子どもの理解
ＮＰＯ法人　日本子どもソーシャルワーク
協会　理事長　寺出 壽美子

問題や悩みのある家庭への理解

 9月27日 傾聴の意義と方法1・2
ホームスタート・ジャパン
認定講師　田中 輝子

 9月 6日
ホームビジターとは
ホームスタートの内容、意義を
学ぶ

ホームスタート・ジャパン
認定講師　小俣 みどり

 9月13日

家庭や家族・親に関する価値観
と多様性の理解

ホームスタート・ジャパン
認定講師　小俣 みどり

家庭で活動する上でのポイント
ホームスタート・ジャパン
認定講師　渡部 栄子

２　講座・研修等

日　程 講　 習　 内　 容 講　　　師 会　場 参加者数

回　数

　研修を受けたボランティアスタッフが、派遣を希望する子育て家庭を訪問し、育児や家事について傾聴・協働する
などの支援を行った。ホームビジター派遣事業、ホームビジター養成講座ともに、適正な運営を行った。

１　ホームビジター派遣事業

区　　分

コーディネーター
ホームビジター

修了家庭数（件）
初回訪問（回）

コーディネーターと
ビジター訪問（回）

延べ訪問回数（回）

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市ファミリー・サポート・センター事業 ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ

－ 193 －－ 256 －



３．２．９．（７）子育てクーポン事業（子ども家庭支援センター）

（単位　人）

※ 対象人口は平成３０年４月１日現在

(1) 利用金額

※ 商品券はクーポン券として子育てサービスにも利用可能なため、発行金額と利用金額に相違が生じる場合がある。

利用金額

6歳 合計

発行金額

２　クーポン券利用状況

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

（単位　円）

発行数

4歳 5歳 6歳 合計

対象人口

　「子育てが楽しいまち」を目指す一環として、市内で行われている子育てサービスに利用できるクーポン券を発行
した。対象を０～６才（未就学児）の子供がいる家庭の保護者に拡大し、子供１人に対し年度内６，０００円分使用
できるクーポン券と４，０００円分の商品券を発行した。

１　クーポン券・商品券発行状況

0歳 1歳 2歳 3歳

－ 194 －－ 257 －



(2) 利用事業

（単位　枚）

※ １枚５００円、額面未満での利用あり

幼稚園
プレスクール

幼稚園
一時預かり

その他 合計

ウイズアイ
各種事業

認可保育園
一時保育事業

病児保育室
チルチルミチル

きよせ保育園
病後児保育

ショートステイ
事業

小計

0歳

事業名
養育支援
ヘルパー

ファミリー・
サポートきよせ

ピッコロ
各種事業

ウイズアイ
一時預かり事業

ウイズアイ
新米ママ

－ 195 －－ 258 －



３　委託関係

(1) 子育てクーポン事業

３．２．９．（９）子どもの貧困対策事業

家庭の経済状況、子供の健康状態、学習の状況、自己肯定感の状況等

市内の小学５年生、中学２年生　合計１,２４５名　回収６５９名分　回収率５２.９％

対象児童の保護者　　　　　　　合計１,２４５名　回収６６５名分　回収率５３.４％

３．２．１０．（１）子どもの発達支援・交流センター運営管理事業(障害福祉課）

１　清瀬市子どもの発達支援・ 交流センター運営事業

(1) 指定管理者の名称及び所在地

(2) 指定の期間

　　　平成２９年４月１日から令和４年３月３１日まで

　子どもの発達を支援するため、清瀬市子どもの発達支援・交流センター条例に基づき、清瀬市子どもの発達支援・
交流センターを設置し、センターの管理、運営を指定管理者に行わせ、心身の発達に遅れのある子どもの保護者及び
関係者の相談に応じるとともに、日常生活に必要な療育を行った。

　  　名　称　社会福祉法人　嬉泉

 　 　所在地　世田谷区船橋一丁目３０番９号

(2) 調査結果

(3) 委託関係

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市健やかな子ども育成事業
～子どもの生活実態調査～

日本社会事業大学

清瀬市子育て商品券事業運営業務委託 清瀬商工会

　日本社会事業大学と連携し、子どもの貧困の実態を可視化するため子どもの生活実態調査を行った。東京都の調査
方法や項目を参考にし、市内の小学５年生、中学２年生の子どものいる家庭を対象に、子ども向け、保護者向けのア
ンケート調査を実施した。

１　調査表について

(1) 調査項目

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

－ 196 －
－ 259 －



(3) 収支

　　ア　収入 （単位　円）

　　イ　支出 （単位　円）

　　ウ　収支 （単位　円）

(4) 利用状況等

　　ア　相談部門 （単位　件）  イ　発達支援部門

人

人

組

件

発 達 検 査 ・ 結 果 説 明

専 門 相 談 母 子 支 援

行 動 観 察 等 計 画 相 談 支 援

電 話 受 付 専 門 発 達 支 援

初 回 相 談 通 園

合 計 （ Ｂ ） ―

収支（Ａ）－（Ｂ）

業 務 種 別 延べ数 業 務 種 別 延べ数

事 務 費 光熱水費、修繕費等

事 業 費 遊具、消耗品等

項 目 金 額 摘 要

人 件 費 職員給与、手当等

そ の 他 収 入 受取利息配当金収入

合 計 （ Ａ ） ―

障害児通所給付費等 児童発達支援等給付費

管 理 経 費 清瀬市委託料(指定管理）

項 目 金 額 摘 要

－ 197 －
－ 260 －



　　ウ　地域支援部門　

(5) 公開講座 （単位　人）

参 加 者

7月14日

清瀬市児童センター

「発達障害と不安 ～行動の背景にあるもの～」

2月 2日
「家族、支援者が知る「自閉スペクトラム症」児のココロ
～親子の安心感が高まれば児の不適切行動の多くは自然に解
決していく～」

ペ ア レ ン ト グ ル ー プ

開 催 日 会　　場 内　　容

私 立 幼 稚 園

支 援 会 議

保 護 者 交 流 会

市 立 保 育 園

私 立 保 育 園

巡 回 場 所 等 回数（回） 対象者（人）

－ 198 －－ 261 －



３．３．１.（２）生活保護事務事業(生活福祉課)

１　委託関係 （単位　円）

３．３．２.（１）生活保護援護事業(生活福祉課)

１　扶助別、被保護人員及び保護率 （単位　人）

月

※ 総人口＝住民基本台帳人口

※ 被保険者人員には停止人員を含む。

平均

入    院 入 院 外

単給 併給 単給 併給

住宅
扶助

教育
扶助

介護
扶助

出産
扶助

生業
扶助

葬祭
扶助

月別 総人口
被保護
人　員

保護
率

（‰）

停止
人員

生活
扶助

レセプト点検業務 　 （株）オークス

合　　　計

　経済的に生活が困難な市民に対して、生活の維持及び自立の推進を目的に生活保護援護費及び法外援護事業費等
（健全育成事業、自立促進事業）を支給した。

　適正な生活福祉業務を遂行するために各専門員、嘱託医を配置して収入及び資産状況把握調査、レセプト点検、医
療受診の要否についての検討等を行い、被保護者への指導・支援の充実を図った。

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

診療報酬等事務委託

東京都社会保険診療報酬支払基金

東京都国民健康保険団体連合会

－ 199 －－ 262 －



２　労働力類型別被保護世帯数 （単位　世帯）

※ 停止世帯を除く。

３　扶助別世帯数 （単位　世帯）

月

※ 被保護世帯には停止世帯を除く。

平均

教育
扶助

介護
扶助

出産
扶助

生業
扶助

葬祭
扶助

医療
扶助

月別 総世帯数
被保護
世　帯

停止
世帯

生活
扶助

住宅
扶助

                   （単位　世帯）

合　　　　　計

日雇労働者

働いている者がいない世帯

世帯主は働いていないが
世帯員が働いている世帯

その他の就業者

内　職　者

 世帯主が働いて
 いる世帯

常用勤労者

9月 10月 11月 12月 1月 2月
　　　　　　　　　　　　月　別
労働力類型

4月 5月 6月 7月 8月 3月

－ 200 －－ 263 －



４　保護の開始及び廃止の状況

５　保護費支給額

合　　　計 ―

保 護 費 支 出 額
法 内 分 ） 計

都 法 外 援 護 費 ―

小 計

保 護 施 設 事 務 費

葬 祭 扶 助

医 療 扶 助

出 産 扶 助

生 業 扶 助

教 育 扶 助

介 護 扶 助

区　　　　分 支出額　(円) 構成比 (％)

扶
　
　
　
助
　
　
　
費

生 活 扶 助

住 宅 扶 助

廃   止

人員（人）

世帯数(世帯)

人員（人）

3月 合計

開   始

世帯数(世帯)

9月 10月 11月 12月 1月 2月
　　　　　　　　　月　別
 項　目

4月 5月 6月 7月 8月

－ 201 －
－ 264 －



 款４　　衛　　生　　費

－ 265 －





４．１．１．（２）健康センター施設維持管理事業（健康推進課）

１　委託関係 （単位　円）

４．１．１．（４）保健衛生一般事務事業（健康推進課）

１　看護学生等実習指導 （単位　人）

２　看護学生等への講義 （単位　人）

３　管理栄養士養成実習見学 （単位　人）

４．１．１．（７）災害医療対策事業（健康推進課）

１　災害用医療機材等の購入

組

台

個

　 災害消耗品

合　　計

東 京 家 政 学 院 大 学 6月13日 健康センター 学生 管理栄養士実習

　東京都地域防災計画に基づき設置する緊急医療救護所で使用する備品と従事者が使用するヘルメット等の各種物品
を購入した。

品　　　目 数　　量 金　　額（円）

テント一式

ターボリン担架

ヘルメット

学 校 名 講義日 会  場 対  象 内  容 学生数

国 立 看 護 大 学 校 5月11日 国立看護大学校 助産師学生 地域母子保健

学 校 名 講義日 会　場 対  象 内  容 学生数

　健康センター施設維持のため、健康センターの空調、エレベーター等の保守点検及び医療廃棄物の処理などを行っ
た。

委　　託　　名 内　　容 業　　者　　名 金　　額

健康センター管理業務 夜間警備、清掃等業務 （株）リンレイサービス

  保健師助産師看護師学校養成所指定規則に基づき、市保健師が助産師及び看護師学生等に対して健康増進事業並び
に母子保健事業等の実習を行ったほか、保健所の依頼により管理栄養士養成の実習見学等を行った。また、保健事業
システムの借上げを行った。

学 校 名 実 習 期 間 実 習 場 所 内 容 参加者数

武 蔵 野 大 学 6月25日～7月6日
健康センター

保健師学生実習

国 立 看 護 大 学 校  11月13日 助産師学生実習

　　　　　　　　―

－ 267 －－ 267 －



４．１．２．（２）健康増進室運営管理事業（健康推進課）

１　健康増進室利用状況（開館日数　３０２日） （単位　人）

※ ９月４日～１１日までは、空調機更新工事のため休館

２　教　室

３　工事関係 （単位　円）

４．１．２．（３）休日急病診療事業（健康推進課）

１　休日診療（一般）

(1) 診療時間　日曜・祝日・年末年始（１２月２９日から１月３日まで）の午前９時から午後５時まで

（単位　人）

　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　休日準夜診療(一般）

(1) 診療時間  日曜・祝日・年末年始（１２月２９日から１月３日まで）の午後５時から午後１０時まで

（単位　人）

受診者数

　市民の健康と生命を守るため、日曜日、祝休日及び年末年始（１２月２９日から１月３日まで）の急病患者に
対する診療事業及び歯科応急診療事業を実施した。

診療区分 内　科 小児科 外　科 その他 合  　計

受診者数

診療区分 内　科 小児科 外　科 その他 合  　計

みんなで楽しくエクササイズ 筋力アップ他 （土曜日・日曜日）

ス ト レ ッ チ 体 操 ストレッチ体操

夜 間 エ ク サ サ イ ズ 夜間エクササイズ

工　事　件　名 業　　者　　名 金　　額

健康センター3階空調機更新工事 三菱電機ビルテクノサービス株式会社

　市民の健康増進のため、トレーニングマシンのリース、保守点検などを行い、健康増進室の運営を適正に行っ
た。

項 目 内 容 利用人数

初回利用者トレーニング指導   初回利用者に対してトレーニング指導  

トレーニングマシン利用者 トレーニングマシンによる運動

健康体力度テスト 肺活量、握力、垂直跳び等

 事　　業　　名 内 容
実 施 回 数
（ 回 ）

人数（人）

－ 268 －－ 268 －



３　休日夜間診療（一般）

(1) 診療時間  日曜・祝日・年末年始（１２月２９日から１月３日まで）の午後１０時から翌日の午前９時まで

（単位　人）

４　休日歯科応急診療

(1) 診療時間　日曜、祝日、年末年始（１２月２９日から１月３日まで）午前９時３０分から午後５時まで     

５　委託関係 （単位　円）

４．１．２．（５）小児初期救急平日夜間診療事業（健康推進課）

１　平日準夜間小児初期救急医療事業

　午後 7時30分～午後10時30分

４．１．２．（６）がん検診推進事業（健康推進課）

１　乳がん検診

(1) 実施状況

(2) 検査結果等

　ア 受診者状況 （単位　人）

受診者数
一 次 検 査 結 果

精検不要 要精検

多摩北部医療センター
　月曜日から金曜日（祝日・年末年始除く。）

15歳以下の者

佐々総合病院
　月・水・金曜日（祝日・年末年始除く。）

　午後 7時30分～午後10時30分

　がん検診の受診率を向上させるため、平成２９年度に４０歳になった女性に乳がん検診を無料で受けていただ
くためのクーポン券を配布した。

期　　　間 対 象 者 会 場

7月1日～ 1月31日 　平成29年度に40歳になった女性 市内3医療機関

診療日数(日) 患者数（人）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

 　　　　　　  休日急病診療 　　　　（一社）清瀬市医師会

 　　　　　　  休日歯科応急診療 　　　　（一社）東京都清瀬市歯科医師会

　東村山市、東久留米市、西東京市との共同事業として、多摩北部医療センター及び佐々総合病院に平日夜間の
小児初期救急医療に対応できる診療体制を整えた。

場     所 診 療 時 間 対　象　者 診療日数（日） 受診者 （人）

診療区分 内　科 小児科 外　科 その他 合  　計

受診者数

－ 269 －－ 269 －



　イ 精密検査受診者状況 （単位　人）

(3) 委託関係 （単位　円）

４．１．２．（７）がん検診事業(健康推進課)

１　胃がん検診

(1) 実施状況

(2) 検査結果等

　ア 受診者状況 （単位　人）

　イ 精密検査受診者状況 （単位　人）

(3) 委託関係 （単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

胃がん検診 　（公財）東京都がん検診センター

 5月28・29・31日

35歳以上の市民 健康センター

 6月26・27・28日

 9月25・26・27・28日

10月23・24日

11月21・22・28日

12月17・18日

受診者数
一 次 検 査 結 果

精検不要 要精検

対象者数 受診者数
精 密 検 査 結 果 

未受診 未把握
異常なし 有所見 胃がん

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

乳がん検診 （一社）清瀬市医師会

　がんを早期に発見して適切な治療や指導につなげることにより市民の健康を維持することを目的として、各種
がん検診を行った。平成２９年度と同様に、６０歳以上の方の自己負担費用を無料とした。

実施日 対象者 会 場

対象者数 受診者数
精 密 検 査 結 果 

未受診 未把握
異常なし 有所見 乳がん

－ 270 －－ 270 －



２　子宮がん検診

(1) 実施状況

(2) 検査結果等

　ア 受診者状況 （単位　人）

　イ 精密検査受診者状況 （単位　人）

(3) 委託関係

３　肺がん検診

(1) 実施状況

(2) 検査結果等

　ア 受診者状況 （単位　人）

　イ 精密検査受診者状況 （単位　人）

合　　　計

実　施　日 対 象 者 会 場

6月27・28・29日
40歳以上の市民 複十字病院

10月29・30日

受診者数
一 次 検 査 結 果

精検不要 要精検

対象者数 受診者数
精 密 検 査 結 果 

未受診 未把握
異常なし 有所見 肺がん

  体　部  

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

子宮がん検診 （一社）清瀬市医師会　

子宮がん検診細胞診 　（公財）東京都予防医学協会

区　分 対象者数 受診者数
精 密 検 査 結 果 

未受診 未把握
異常なし 有所見 子宮がん

  頸　部  

7月 1日～12月28日
20歳以上の女性で昨年度市の子宮がん検診を
受けていない方（2年に1度の検診）

市内2医療機関

区　分 受診者数
 一 次 検 査 結 果 

判定不能
精検不要 要精検

  頸　部  

  体　部  

期　　　間 対 象 者 会 場

－ 271 －
－ 271 －



(3) 委託関係

４　乳がん検診

(1) 実施状況

　ア 期間等

　イ 受診者状況 （単位　人）

　ウ 精密検査受診者状況 （単位　人）

(2) 委託関係

５　大腸がん検診

(1) 実施状況

(2) 検査結果等

　ア 受診者状況 （単位　人）

 5月28・29・31日

35歳以上の市民 健康センター

 6月26・27・28日

 9月25・26・27・28日

10月23・24日

11月21・22・28日

12月16・17・18日

受診者数
一 次 検 査 結 果

精検不要 要精検

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

乳がん検診 （一社）清瀬市医師会

実施日 対象者 会 場

7月1日～12月28日
40歳以上の女性で昨年度市の乳がん検診を受けていない方
（2年に1度の検診）

市内3医療機関

受診者数
一 次 検 査 結 果

精検不要 要精検

対象者数 受診者数
精 密 検 査 結 果 

未受診 未把握
異常なし 有所見 乳がん

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

肺がん検診 （公財）複十字病院　

期　　　間 対象者 会 場

－ 272 －－ 272 －



　イ 精密検査受診者状況 （単位　人）

(3) 委託関係

６　前立腺がん検診

(1) 実施状況　　

※ 特定健診受診者は、特定健診受診時に同時受診

(2) 受診結果等

　ア 受診者状況 （単位　人）

　イ 精密検査受診者状況 （単位　人）

(3) 委託関係

医療法人 クレモナ会ティーエムクリニック

合　　　計

6月 1日～12月31日

50歳以上の男性

市内28医療機関

　2月24日、 3月 3日、
3月10日、 3月17日

市内 3医療機関

3月24日 健康センター

受診者数
一 次 検 査 結 果

 異常なし 要精検

対象者数 受診者数
精 密 検 査 結 果 

未受診 未把握
異常なし 有所見

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

大腸がん検診 (公財)東京都がん検診センター

期 間 対 象 者 会 場

対象者数 受診者数
精 密 検 査 結 果 

未受診 未把握
異常なし 有所見 大腸がん

前立腺がん検診
（一社）清瀬市医師会

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

－ 273 －－ 273 －



４．１．２．（８）骨髄移植ドナー支援事業(健康推進課)

(1) 実施状況（期間　６月１日～３月３１日）

４．１．２．（２１）健康増進事業(健康推進課)

１　成人保健事業

(1) 健康手帳の交付

健康管理に役立てるため、希望者に交付した。　　

　　（単位　冊）

(2) 健康相談

高齢者等地域健康相談
（地域健康づくり支援事業併設相談）

野塩地域市民セン
ター、中清戸地域市民
センター、清瀬けやき
ホール、老人いこいの
家　等

歳 以 下 の 方

健康センター、明治薬科大学、健康大学
会場、胃がん・大腸がん検診会場　等

歳以上 歳以下の方

歳 以 上 の 方

合　　 　　　計 ―

事     　  業    　   名 会    　場
実施回数
（回）

相談者数
（人）

成人健康相談

健 康 セ ン タ ー食生活相談                 

骨粗しょう症予防教室併設相談

　公益財団法人日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業において骨髄・末梢血幹細胞を提供した者、その者が
勤務する事業所に対し奨励金を交付することにより、骨髄等の移植の推進及びドナー登録者の増加を図ることを
目的とし、平成３０年度に事業を開始した。

助成対象者 助成件数 金額（円）

提供者 0　人

事業所 0　か所

　市民を対象に、生活習慣病、メタボリックシンドロームの予防等のテーマを中心に講義１０回、実技７コース
の健康大学を実施した。市内大学、医師会、歯科医師会等と連携し、疾病予防、栄養、運動及び休養について広
く知識の普及と健康づくりの取組みを推進した。また、子育て世代の健康意識の向上、健康の維持・増進を目的
として、生活習慣改善事業を実施し、知識の普及・啓発につとめた。

対     象     者 交付数 交    付    場    所

－ 274 －－ 274 －



(3) 健康教室

(4) アラサーからの健康づくり

(5) 健康大学講演会等 

ア    健康大学講義コース （単位　人）

　

第10回 10月11日 医療機関のかかり方・選び方 健康センター

第11回 11月21日 ストレスに負けない食生活 アミューホール

合　　計（延べ人数）

第6回  9月 6日 乳がん予防と治療について 健康センター

第7回  9月 9日 もしも急に身近な人が倒れたら 国立看護大学校

第8回  9月25日 秋の夜長の睡眠術 アミューホール

第9回 10月 3日 噛むって楽しい 健康センター

第2回  6月14日 加齢に伴う男性・女性の排尿トラブル アミューホール

第3回  6月27日 目の病気と目を守る心がけ アミューホール

第4回  7月 6日 健康になる・続ける習慣 健康センター

第5回  8月 4日 免疫力を高める生活とは？ 清瀬けやきホール

応急手当講習 健康センター
　心肺蘇生法、ＡＥＤ実習、三角巾を
使用した固定法

肺年齢チェック＆呼吸筋エクササイ
ズに参加しよう

清瀬けやき
ホール

　肺チェッカー測定、呼吸筋エクササ
イズ、健康づくり推進員活動紹介

　２０～４０歳代の市民を対象とした生活習慣病予防等の普及啓発リーフレット「４ステップで変える！健康
習慣」を作成した。健康センター、市内小学校（保護者向け）、乳幼児健診（保護者向け）、子育てに関する
ＮＰＯ法人や健康推進課事業、出前講座等で５，８００部配布し、啓発を行った。また、満３０歳及び満３５
歳の計１，５２３人に対し、健康課題に焦点をあてた健康メッセージを普及啓発リーフレットと共に送付し、
健康意識の向上を図った。

実施日  内　　　　　容 会　　　　場 参加者数

第1回  5月24日 夏を楽しむＫＡＭＰＯ活用術 健康センター

楽しくラクラク♪クッキング 消費生活センター　栄養士の講話、調理実演と試食

ビューティーアップ教室 健康センター
　生活習慣病予防健康教育、健康相
談、骨密度測定、健康体操

きれいな肺を保つための講座 健康センター等
　肺チェッカー測定、結果説明、媒体
掲示による知識の普及啓発

女性の健康づくり講座 健康センター等 　乳がんモデル体験、健康教育

事  業　名 会　　　　場 内  　　　　   　容
実施回数
（回）

参加者数
（人）

歯の健康教室

健康センター等

　歯科医師の講話、歯科衛生士の実技
指導等

高齢者のケアクッキング
　栄養士の講話、調理実演と実習・試
食

高齢者等地域健康教室
(地域健康づくり支援事業併設)

 野塩・中清戸地
 域市民センター
　

等

　看護師、保健師の講話・相談 、血
圧測定

－ 275 －－ 275 －



イ   健康大学実技コース

　

(6) 骨粗しょう症予防教室（併設骨密度測定）

　　ア　実施状況 （単位　人）

２　保健師活動自殺予防対策事業

(1) 実施状況 （単位　人）

参加者数

7月 3日
自殺予防対策庁内連絡会 健康センター

9月26日

9月25日 秋の夜長の睡眠術 アミューホール

2月 6日 ゲートキーパー研修 健康センター

実施日 対 象 者 会　　場 参加者数

4月27日

18歳以上の市民

健康センター

10月31日 アミューホール

2月26日 健康センター

実施日 内　　容 会　　場

男の健康料理教室

　栄養士の講話、調理実演と実
習・試食

健康センター

女性のヘルシークッキング

生活習慣病予防教室

からだバランスアップ
　健康運動指導士によるストレッ
チ、筋力トレーニング、脳トレ

リフレッシュ・ヨガ
　ヨガインストラクターによる指
導、女性健康づくりミニ講話

美筋アップ教室
（生活習慣病予防教室）

　健康運動指導士による筋力ト
レーニング・体組成計測

ロコモ予防教室
（腰痛・膝痛予防教室）

　保健師の講話、足指筋力測定
　健康運動指導士による体操指導

コース名  内　　　　　容 会　　　場
実施回数
（回）

参加者数
（人）

－ 276 －－ 276 －



(2) いのちを支える清瀬市自殺対策計画

　　ア　清瀬市自殺対策計画策定委員会

　　イ 委託先 （単位　円）

３　保健師活動

(2) 実施延べ件数 ７，７２５件

清瀬市自殺対策計画策定支援業務 （株）文化科学研究所

第1回  6月 1日

健康センター

委員長・副委員長選出
清瀬市自殺対策計画策定にあたって
清瀬市の自殺に関する状況について
意見交換

第2回  7月26日
自殺対策計画の基本的な考え方
清瀬市の自殺対策に関する取り組み及び課題

第3回 10月15日 自殺対策計画素案について

第4回 11月12日
清瀬市自殺対策の施策構成について
自殺対策計画素案について

第5回 2月 4日
いのちを支える清瀬市自殺対策計画（案）について
パブリックコメントの結果について
計画の答申について

委託名 業者名 金　額

　平成２８年「自殺対策基本法」の改正に伴い、自殺対策計画の策定が義務付けられ、自殺対策を地域レベルで
総合的かつ効果的に推進するため、「いのちを支える清瀬市自殺対策計画」策定に向けて策定委員会を開催し
た。

会議名 開催日 開催場所 内　　容

(1) 保健師は、市民の心とからだの健康の保持増進を目的に、主に母子保健・成人保健分野において、家庭訪問、面
   接相談、電話相談、関係機関連絡等による個別支援活動及び個別ケア会議、地域ネットワーク会議等の地域保健
   サービス活動を行った。

 「いのちを支える清瀬市自殺対策計画」を策定するため、市民・有識者等１６人による清瀬市自殺対策計画策定
委員会にて検討を行った。

－ 277 －－ 277 －



４．１．２．（２２）市民健康診査事業(健康推進課)

１　３０歳から３９歳までの方の健康診査

(1) 実施状況

(2) 受診者状況等

（単位　人）

(3) 詳細項目関係

　　ア　受診者状況等

※  詳細項目受診者は医師の判断等による。

　　イ　検査結果等

人数

（単位　人）

肝疾患
腎機能障害
(疑いを含

む。)
(疑いを含

む。)

 うちｱﾙｺｰﾙ性
(疑いを含
む。)

受診者数
（延べ）

詳細項目

心電図 眼底 貧血
血清クレアチ

ニン

項　　目

高血圧症 脂質異常症 糖尿病
貧血

(疑いを含
む。)

高血圧症
予備群

高血圧症
有病者

脂質異常
予備群

脂質異常
有病者

糖尿病
予備群

糖尿病
有病者

内臓脂肪症候群

内臓脂肪
症候群予備群

内臓脂肪
症候群該当者

（単位　人）

　生活習慣病の有病者及び予備群を減少させることを目的として、内臓脂肪肥満型に着目した健康診査や、後期
高齢者医療健康診査の追加項目を実施した。

期間 対象者 会場

6月1日～ 8月31日 30歳から39歳までの市民 市内28医療機関

受診者数

指 導 区 分 た ば こ

異常を認めず 要観察 要指導 治療中 要医療 吸っていない 吸っている

－ 278 －－ 278 －



２　平成３０年度健康診査（健康増進法第１９条の２に基づく健康増進事業）

(1) 実施状況

(2) 受診者状況等

　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　                          　　　

（単位　人）

(3) 詳細項目関係

　　ア　受診者状況等 （単位　人）

※ 詳細項目受診者は医師の判断等による。

　　イ　検査結果等

（単位　人）

３　委託関係 （単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

30歳から39歳までの方の健康診査

（一社）清瀬市医師会平成30年度健康診査

心電図等検査

そ　の　他
（一社）清瀬市医師会
医療法人 クレモナ会
ティーエムクリニック

合　　計

糖尿病
貧血

(疑いを含
む。)

高血圧症
予備群

高血圧症
有病者

脂質異常
予備群

脂質異常
有病者

糖尿病
予備群

糖尿病
有病者

人数

肝疾患
腎機能障害
(疑いを含

む。)
(疑いを含

む。)

 うちｱﾙｺｰﾙ性
(疑いを含
む。)

た　　ば　　こ

吸っていない 吸っている

受診者数
（延べ）

詳細項目

心電図 眼底 貧血
血清クレアチ

ニン

項　目

高血圧症 脂質異常症

6月1日～12月31日 40歳以上の生活保護受給者等 市内28医療機関

受診者数
指 導 区 分 内臓脂肪症候群

異常を認めず 要観察 要指導 治療中 要医療 予備群 該当者

期　　　間 対　　象　　者 会　　場

－ 279 －－ 279 －



４．１．２．（２３）地域健康づくり推進事業（健康推進課）

１　地域健康づくり支援実施状況

２　地域健康づくり推進員等活動 （単位　回）

健康づくり推進員代表者会議  年4回 　活動支援 随時

 年10回 　広報支援、活動支援

チ ャ レ ン ジ ク ッ キ ン グ
 月1回

　健康教育、料理の補助マ ス タ ー ク ッ キ ン グ

い き い き ク ッ キ ン グ  年8回

健康づくり推進員連絡協議会  年4回 　活動支援 随時

健康づくり推進員養成研修  年1回   研修 随時

い き い き ハ イ キ ン グ

芝 山 小 学 校 保 護 者 芝山小学校 　肺チェッカー測定

シルバー人材センター（総会） 清瀬市児童センター 　健康教育（熱中症予防）

支援団体名称等 開催日等 支援内容 支援回数

茶 処 な か き よ と  月1回 　健康教育、健康相談、血圧測定

　健康教育、血管年齢測定中里老人いこいの家中 里 健 や か ク ラ ブ

　出前講座により健康に関する正しい知識の普及・啓発を行っている。また、健康づくり自主グループや健康づ
くり推進員の地域活動支援を継続実施している。

支援団体名称等 主な会場 内     容     等
実施回数

(回)
参加人数

(人)

花 み ず き の 会
中清戸地域市民

センター
　創作・手芸等、健康教育、血圧測
定、体操

つ ば き の 会
野塩地域市民

センター
　創作等、健康教育、血圧測定、体操

四 中 校 区 円 卓 会 議 第四中学校 　健康教育(口から始める健口法)

松 山 健 や か ク ラ ブ  年6回 　広報支援、活動支援

いきいきティールーム 消費生活センター
　創作、脳トレ、仲間づくり、健康教
育、健康相談、体操

グリーンタウン管理組合
グリーンタウン清戸

集会所
　健康教育（秋バテ、いつまでもおい
しく安全に食べるために）

シ ニ ア ク ラ ブ 連 合 会
（ 女 性 部 会 ）

中清戸地域市民
センター

　健康教育（ロコモ予防）、正しい歩
き方の体操

明治薬科大開校 周年
記 念 イ ベ ン ト

明治薬科大学 　 健康相談、健康手帳の交付

中 里 健 や か ク ラ ブ  月1回 　健康相談、血圧測定

の び や か 体 操 グ ル ー プ  月2回 　健康教育

－ 280 －－ 280 －



４．１．２．（２４）肝炎ウイルス検診事業（健康推進課）

１　実施状況　　

※ 特定健診等受診者は、特定健診等受診時に同時受診

２　受診者数

(1) 節目検診受診者 （単位　人）

(2) 節目外検診受診者

（単位　人）

３　委託関係 （単位　円）

合　　　計

Ｃ  　型

70歳以上 合　計

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

肝炎ウイルス検診
（一社）清瀬市医師会

医療法人 クレモナ会ティーエムクリニック

Ｂ　　型

Ｃ  　型

検診区分 41～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳

Ｂ　　型

　４０歳以上になる市民を対象に、肝炎ウイルス検診を実施した。

期 間 対 象 者 会 場

6月1日～12月31日

40歳以上の市民

市内29医療機関

　2月24日、 3月 3日、
3月10日、 3月17日

市内 3医療機関

3月24日 健康センター

検診区分   40歳

－ 281 －－ 281 －



４．１．２．（２５）成人歯科健診事業（健康推進課）

１　実施状況

２　受診状況 （単位　人）

３　委託関係

４．１．２．（２６）健幸ポイント事業（健康推進課）

１　健幸ポイント事業

　　

※ 参加者数には平成２８年度からの継続者を含む。

２　委託先 （単位　円）

ポイント交換実績額（円）

委託名 業者名 金　額

清瀬市健幸ポイント事業業務
(株)ベネフィットワン・ヘルスケア

(株)つくばウエルネスリサーチ

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

成人歯科健診 （一社）東京都清瀬市歯科医師会

　健康意識の向上及び行動変容を促し、積極的な市民参画による健康寿命の延伸を目的として、健康増進のための取
り組みに応じて付与されるポイントを貯めて地域商品券等と交換ができる「健幸ポイント事業」を実施した。平成３
０年度は、平成２９年度のキャンセル待ちの者も含み、２８４名が新規に参加した。

対象者 新規募集定員（人） 申込み者数（人）参加者数（人）※

30歳以上の市民

　市内に住民登録のある３０・３５・４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の方を対象に、無料で歯周
疾患健診を実施した。対象者８，５９１人中８９９人が受診し、受診率は１０．３％であった。歯周病やむし歯
の早期発見と治療の促進及び予防指導を行った。

期 間 対 象 者 会　　　　場

7月1日～11月30日
30・35・40・45・50・55・60・
65・70歳の市民

清瀬市歯科医師会加入医療機関

受診者数
一次検査結果

 異常なし 要精検 要指導

－ 282 －－ 282 －



４．１．２．（４１）母子保健事業(ネウボラ事業)(健康推進課)

１　妊娠届出状況 　   （単位　件）

２　妊娠届出時の保健師面接

３　妊産婦相談事業

　妊産婦が抱える様々な悩みに対し助産師等の専門職による相談支援を行い、家庭や地域での妊産婦等の孤立感を解
消することを目的に、妊婦にプレママ準備クラス、産婦にすくすく赤ちゃんクラス、ママヨガクラス、ニコニコ親子
クラスを実施した。

事　　業　　名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
（回）

実施者数
（人）

プレママ準備クラス

健康センター

妊娠20週から36週まで
の妊婦

　助産師の講話・相談、先輩産
婦との交流等

すくすく赤ちゃんク
ラス

産後1か月から6か月ま
での産婦と児

　助産師の講話・相談、交流等
親　16
子　17

ママヨガクラス
産後1か月から6か月ま
での産婦と児

　ヨガの実技、助産師の講話、
相談交流等

親　54
子　53

ニコニコ親子クラス
産後1か月から1年未満
の産婦と児

　親子での制作活動、保健師の
相談、栄養士の講話・試食、交
流等

親　57
子　57

　妊娠届出時及び転入した妊婦の来庁時に保健師等が面接し、支援プランの作成、母子保健・子育て支援サービスの
紹介を実施。支援プランの定期的な評価を行い、地区担当保健師と子ども家庭支援センター等の関係機関と連携し、
早期からの支援を継続的に実施している。また、「エジンバラ産後うつ病質問票」によるスクリーニングを全数に実
施することで、対面だけでは気づくことのできない妊婦のストレス状況を把握し、適切な支援につなげた。

妊娠届出数
（件）

保健師面接
（件）

面接率（％）
妊婦転入届出数

（件）
保健師面接

（件）
面接率（％）

　平成２９年度より、妊娠期から出産・子育て期にわたる切れ目ない支援を実施するネウボラ事業「スマイルベビー
きよせ」を開始した。妊娠の届出をした全ての妊婦を対象とした保健師による面接、支援プランの作成、育児パッ
ケージの配布、妊産婦相談事業、１歳児子育て相談会等の事業を実施した。
　また、母のストレス状況を把握し、よりきめ細かい支援につなげるため、妊娠届出時、新生児訪問時、３～４か月
児健康診査時、１歳児子育て相談会の開催時に「エジンバラ産後うつ病質問票」によるスクリーニングを実施した。
新生児訪問時には、「育児支援チェックリスト」、「赤ちゃんへの気持ち質問票」を加えた３種類の質問票によるス
クリーニングを実施している。さらには、子どもの発達段階に合わせた離乳食等の講習会を実施し、食育推進活動と
しても「朝ごはんの欠食をなくす」、「野菜摂取の増加」、「一緒に食事をする」を目標とした普及啓発活動を展開
した。

総　数
妊  娠  週  数  内  訳

満11週以内 満12週～19週 満20週～27週 満28週以上 不  詳

－ 283 －－ 283 －



４　妊産婦・新生児訪問指導（未熟児訪問を含む）、母子保健推進員活動

５　１歳児子育て相談会

　妊産婦訪問、新生児訪問・未熟児訪問及び母子保健推進員活動を合わせた「こんにちは赤ちゃん事業」（乳児
家庭全戸訪問事業）を実施した。保健師・助産師・看護師が訪問し、母子の健康状態の把握や様々な母子保健・
子育て支援の情報提供を行い、要支援家庭の早期把握と早期支援に努めた。

　成長発達の著しい１歳の節目に育児不安に対する親への個別相談、心理相談員によるグループミーティング等を実
施した。虐待防止のため、「エジンバラ産後うつ病質問票」によるスクリーニングにより、母のストレス状況を把握
し、適宜他機関と連携し支援につなげた。また、孤立や育児不安の軽減を図るため母子保健・子育て支援情報の紹
介、子育てひろばの周知の目的も含め、子ども家庭支援センターが併設される清瀬市児童センターで実施した。

事　　業　　名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
（回）

実施者数
（人）

1歳児子育て相談会
清瀬市児童
センター

 1歳0か月～1歳2か月
 児

　身体計測、保健師・管理栄養
士・保育士の相談等
　心理相談員によるグループ
ミーティング

親　189

子　185

事　　業　　名 対　象　者 内　　容
実施者数
（人）

妊産婦訪問指導
妊娠中及び産後1年未満
の母親

　妊娠、分娩、産褥、授乳、育
児、疾病予防などの相談・助言

新生児訪問指導
（未熟児訪問を含む。）

出産後60日を経過しな
い新生児等

　発育、栄養、生活環境、疾病
予防など育児上の相談・助言、
母子保健事業の紹介、予防接種
の周知等

母子保健推進員活動
生後4か月までの連絡の
とれない乳児を有する
家庭

　母子の健康状態の把握、母子
保健事業の広報

－ 284 －－ 284 －



６　その他の母子保健事業

７　特定不妊治療医療費及び不育症治療費の助成事業

(1) 特定不妊治療医療費

※ 不育症治療費助成については、平成３０年度は実績なし

歯科出前講座 ひろば等 乳幼児の保護者   歯科健康教育

ホームスタート産前
産後支援ホームビジ
ター養成講座

清瀬市児童
センター

ホームビジターとして
登録・活動をしている
者

子育て経験者が子育て中の家庭
を訪問して対象の母親に寄り添
いながら家事・育児を一緒に行
うホームビジター事業につい
て、市の保健師が産前・産後支
援を行う産前産後ビジター養成
研修の講師を担い、「妊婦の特
性と注意点」、「市の母子保健
システムや支援制度、サービ
ス」についての講義を実施

　少子化対策並びに不妊症及び不育症を抱える市民の経済的負担軽減を目的に、特定不妊治療医療費及び不育症治療
費の助成を実施した。

件　数（件） 人　数（人） 金　額（円）

食育出前講座
市内私立幼稚
園

幼稚園児とその保護者
  健康的で望ましい子供の食生
活について

乳幼児食指導 健康センター 乳幼児の保護者 　離乳食や幼児食の相談

セーフティ教室 芝山小学校
小学生・中学生と
その保護者

　喫煙・飲酒予防

妊産婦・乳幼児保健
指導

委託契約
医療機関

生活保護世帯及び市町
村民税非課税世帯の妊
産婦・乳幼児

　経済的理由により保健指導を
受け難い妊産婦、乳幼児に対し
て保健指導票を交付して無料で
委託医療機関にて健診を実施

随時

カンタン！
ワンポイント離乳食

健康センター

生後3か月から4か月児
の保護者

　試食と相談

生後6か月から11か月の
離乳期乳児の保護者

  調理実演、試食と相談
離乳食から幼児食へ
ステップアップレッ
スン

生後1歳から1歳半の離
乳完了期幼児の保護者

こどもの計測日

健康センター

乳幼児（2か月～4歳未
満）

　身長、体重計測

乳幼児救急講座
0歳児から3歳児の保護
者及び妊婦

　事故防止や家庭救急法の知識
と実技講習

育児講座｢気になる乳
幼児の症状と対応｣

乳幼児の保護者
  医師による、病気の症状や事
故への対応と予防についての講
演

育児相談会
清瀬市児童
センター

乳幼児の保護者
　つどいの広場の計測日に合わ
せて育児相談を実施

事　　業　　名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
（回）

実施者数
（人）

－ 285 －－ 285 －



４．１．２．（４２）妊婦健康診査事業（健康推進課）

１　実施内容

２　受診実績

３　委託関係 （単位　円）

４　里帰り出産等

※ （　）は都外医療機関及び助産所においての受診実績。数値は内書

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

妊婦健康診査委託

東京都国民健康保険団体連合会

松 田 母 子 ク リ ニ ッ ク

牧 田 産 婦 人 科 医 院

そ の 他

合　　　計

人数（人） 件数（件） 金　額（円）

　市内在住の妊婦を対象に、都内の指定医療機関及び埼玉県の契約医療機関における妊婦健康診査（１４回
分）、妊娠初期に子宮頸がん検査（１回分）、妊娠中期以降に妊婦超音波検査（１回分）の費用の一部を助成し
た。
　都外医療機関及び助産所において自費で妊婦健康診査を受けた方も、申請により助成対象とした。

対 象 者 会 場 内 容

市内在住の妊婦
委託契約医療機関
里帰り先の医療機関

　診察、体重測定、尿検査、貧血検査、血圧測
定、ＨＢｓ抗原検査、ＨＩⅤ抗体検査、超音波検
査、子宮頸がん検診など

 （単位　件）

受診区分 1回目 2回目～5回目 6回目～14回目 合　　計 超音波検査 子宮頸がん検診

受診件数 426（33） 1,677（165） 2,930（613） 5,033（811） 391（41） 404（19）

－ 286 －－ 286 －



４．１．２．（４３）乳幼児発達健康診査事業（健康推進課）

１　対象者    乳幼児健康診査、子育て相談等の結果、精神・運動発達遅滞などが疑われ経過観察が必要となった乳幼児

２　内　容　　問診、身体計測、診察、心理相談、作業療法士による訓練、個別指導など

３　会　場　　健康センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４　受診結果等

(1) 受診状況

(2) 初診者における有所見者の状況   （単位　人）

４．１．２．（４４）両親学級事業（健康推進課）

１　実施内容

心理フォローグルー
プ（バナナ）

健康センター

1歳6か月～4歳児と
保護者

　心理発達面での経過観察が必要
な幼児と保護者の育児相談等

発達フォローグルー
プ（こうさぎ）

乳児及び保護者
　運動発達遅滞等が疑われる乳児
と保護者の育児相談

両親学級 妊婦及びその夫

これから妊娠を考え
ているご夫婦

　妊娠の経過と生活、栄養、口腔
衛生、保育及び沐浴実習

父親学級
　父親の役割の話、沐浴実習、仲
間づくり

初診者の
有所見者

所　見　内　訳  （ 実数 ）

精神運動発達遅滞 精神発達遅滞
等精神面の問
題

筋 緊 張 の 異
常・麻痺等運
動面の問題

その他
乳　児 幼　児

　両親学級及び父親学級において、妊婦及びその夫（パートナー）に対する講話や沐浴実習等を実施し、妊娠中
の不安の解消、両親の育児支援、子育ての仲間づくりなどの支援を行った。栄養の講話、歯科の講話も同時に開
催して、参加しやすくなるよう工夫した。また、乳幼児健診及び保健師等の訪問・相談等のフォローとして、
「こうさぎグループ」「バナナグループ」を設置し、理学療法士、音楽療法士、心理相談員等の専門職による集
団・個別指導を通して、乳幼児の発達を促すとともに保護者の育児不安の軽減を図った。

事　　業　　名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
(回）

実施者数
(人）

　障害の早期発見、早期療育及び発達支援のため、精神運動発達の遅れがみられる乳幼児に対して、小児神経学
の専門医による健診及び心理相談員、作業療法士による指導・相談を実施した。また、養育困難な保護者の増加
に対応するため、母親の育児支援も行った。

受診予約者数
（人）

受診者数
（人）

  初診・再診内訳（人）
受診率(％)

初診者の有所
見者（人）

初診者の有所
見率（％）初診者 再診者

－ 287 －－ 287 －



４．１．２．（４５）妊婦・乳幼児歯科健診等事業（健康推進課）

　　実施内容

４．１．２．（４７）乳幼児健康診査事業（健康推進課）

１　産婦健康診査

(1) 対象者  　市内在住の産後６か月以内の産婦（３～４か月児健康診査と併設）

(2) 内　容  　妊娠高血圧症候群・妊娠中の貧血後遺症などの健診及び有所見者に対する個別相談

(3) 会　場　  健康センター

(4) 受診結果等

対象者数(人)
受診者数 

(人)
受診率(％)

有所見者
（延べ数）

（人）

有  所  見  内  訳 （延べ数）（人）

尿 血　圧 血色素 その他

妊婦歯科健康診査 妊婦
　妊娠中の歯科保健指導、ブラッ
シングの実習、健診

5･6歳児のむし歯予防
教室

5・6歳児
　永久歯のむし歯予防についての
話、歯科健診､歯磨き実習､フッ素
塗布

プレママ歯の健康
教室（妊婦歯科健診
事業併設）

妊婦
　新生児のむし歯予防についての
話

　乳幼児の健康の保持増進及び健全育成のため、健康診査と保護者に対する保健指導を行った。健診結果により
保育相談、栄養相談、心理相談等を各専門職が行い、個々の課題に対応した。更に、フォローが必要な者には、
担当者が電話等でフォローを行った。

　母子歯科保健の向上を目的とし、妊婦及び乳幼児（６か月児～６歳児）を対象に、「はじめての歯磨き教
室」、「親子むし歯予防教室」、「５・６歳児のむし歯予防教室」等を開催し、健康教育、歯科健診、フッ素塗
布及びフッ化ジアミン銀塗布の予防処置を行った。

事　　業　　名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
（回）

実施者数
（人）

親子歯みがき教室

健康センター

生後6か月から1歳6
か月児と保護者

　親と子のむし歯予防、歯周病予
防法、歯磨き練習、むし歯菌検査
等

親子むし歯予防卒業
教室

上記教室を卒業する
4歳児

　4歳からのむし歯予防、親と子の
歯磨き練習等

親子歯科健診 (子） 生後6か月から4歳児
　歯科健診、歯磨き指導、保健指
導

親子歯科健診 (親）
生後6か月から4歳児
の保護者

　歯科健診、歯磨き指導、保健指
導

乳幼児歯科予防処置 生後6か月から4歳児
　フッ素及びフッ化ジアミン銀溶
液の塗布等

－ 288 －－ 288 －



２　３～４か月児健康診査

(1) 対象者　　市内在住の３～４か月児

(2) 内　容　　

(3) 会　場　　健康センター

(4) 受診結果等

　　ア　健康診査受診状況

　　イ　健康診査結果

（単位　人）

　　ウ　栄養相談・指導

　　エ　歯科指導

        １２回（集団指導５３２人）

３　６～７か月児健康診査

(1) 対象者　　市内在住の６～７か月児

(2) 内　容　　身体計測、皮膚、心音、呼吸音、四肢の異常、運動機能等診査及び保健指導など

(3) 会　場　　委託契約医療機関

(4) 受診結果等

有所見率(％)
問題あり 疑　い 不　明

実施回数(回) 集団指導(人) 個別相談(人)

実施回数(回) 集団指導(人) 個別相談(人)

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率(％) 問題なし(人)
有所見者(人)

所　　見　　内　　訳　　（延べ数）

鼠　径
外陰部

背　部 四　肢
発　達
神　経

その他

　一般健康診査（問診、身体測定、内科診察等）、発育・発達の確認と異常の早期発見、栄養、保
育、歯科、授乳相談など
　「エジンバラ産後うつ病質問票」によるスクリーニングを全員に実施し、母親のストレス状況を把
握し、適宜関係機関と連携しながら適切な支援につなげた。

対象者(人) 受診者(人) 受診率(％)
 有所見者

(人)
有所見率(％)

所見者延べ数

所　　　見　　　内　　　訳　　　（延べ数)

 発　育  皮　膚  頭頸部
顔　面
口　腔

眼
耳　鼻
咽  喉

胸　部
腹  部

－ 289 －－ 289 －



４　９～１０か月児健康診査

(1) 対象者　　市内在住の９～１０か月児

(2) 内　容　　身体計測、皮膚、心音、呼吸音、四肢の異常、運動機能等診査及び保健指導など

(3) 会　場　　委託契約医療機関

(4) 受診結果等

５　１歳６か月児健康診査

(1) 対象者    市内在住の１歳６か月～２歳未満の幼児

(2) 内　容　　一般健康診査（問診、身体測定、内科診察等）、歯科健康診査（診察、ブラッシング指導等）、

             栄養、保育、心理相談、 発育・発達の確認と異常の早期発見及び乳歯う蝕の予防のための指導

(3) 会　場　　健康センター

(4) 受診結果等

　　ア　一般健康診査受診状況

※ 有所見者には、保育相談等を含む。

　　イ　健康診査結果

（単位　人）

　　ウ　栄養相談・指導

所　　　見　　　内　　　訳

四　肢
神　経
運　動

精神発達
言　　語

日　常
習　慣

その他

実施回数（回） 集団指導（人） 個別相談（人）

所見者延べ数

所　　　見　　　内　　　訳

発　育 皮　膚
頭頸部
顔　面

眼
耳　鼻
咽　喉

胸　部
腹　部

鼠　径
外陰部

対象者(人) 受診者(人) 受診率(％) 有所見者(人) 有所見率(％)

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率(％) 問題なし(人)
有所見者(人)

有所見率(％)
問題あり 疑　い 不　明

－ 290 －－ 290 －



　　エ　心理相談結果（経過観察含む。）

　　(ア) 相談状況

　　(イ) 相談項目別件数

（単位　件）

　　オ　歯科健康診査結果 （単位　人）

※ 重複項目有り

６　３歳児健康診査

(1) 対象者    市内在住の３歳児

(3) 会　場　　健康センター

(4) 受診結果等

　　ア　一般健康診査受診状況

※ 有所見者には、保育及び視力相談等を含む。

　　イ　健康診査結果

（単位　人）

所　　　見　　　内　　　訳

四 肢
背 部

神 経
運 動

精 神 発 達
言 語

日 常
習 慣

そ の 他

対象者(人) 受診者(人) 受診率(％) 有所見者(人) 有所見率(％)

 所見者延数

所　　　　　見　　　　　内　　　　　訳

発 育 皮 膚
頭 頸 部

顔面・口腔
眼

耳 鼻
咽 喉

胸 部
腹 部

鼠 径
外 陰 部

養育者
の問題

家庭・環境
の問題

疾患・障害
の疑い

その他

受診者数
む し 歯 の
な い 者

む し 歯 の
あ る 者

不 正 咬 合
の あ る 者

口 腔 ･ 軟
組織の異常

その他異常
の あ る 者

 相談者数（人） 相談件数（件）

項目 問題なし
精神発達
の問題

ことば
の問題

くせの
問題

行動・性格
の問題

社会性
の問題

生活習慣
の問題

件数

(2) 内　容　　一般健康診査（問診、身体測定、内科診察等）、歯科健康診査（診察、ブラッシング指導等）、視力・
　　　　　　　聴覚健診、発育・発達の確認と異常の早期発見、乳歯う蝕の予防のための指導、栄養相談、保育相談、
　　　　　　　心理相談

－ 291 －－ 291 －



　　ウ　視力健診結果 （単位　人）

　　エ　聴覚健診結果 （単位　人）

　　オ　心理相談結果（経過観察含む。）

　　(ア) 相談状況

　　(イ) 相談項目別件数

（単位　件）

　　カ　歯科健康診査結果 （単位　人）

※ 重複項目有り

　　キ　栄養相談・指導

７　委託関係 （単位　円）

　

その他

合　計

実施回数（回） 集団指導（人） 個別相談（人）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　　額

6・9か月健康診査 東京都国民健康保険団体連合会

件数

養育者
の問題

家庭・環境
の問題

疾患・障害
の疑い

その他

受診者数
む し 歯 の
な い 者

む し 歯 の
あ る 者

不 正 咬 合
の あ る 者

口 腔 ･ 軟
組織の異常

その他異常
の あ る 者

 相談者数
（人）

相談件数（件）

項目 問題なし
精神発達
の問題

ことば
の問題

くせの
問題

行動・性格
の問題

社会性
の問題

生活習慣
の問題

受診者数
所   見   内   訳

異常なし 要再検査 要精検 その他

受診者数
所   見   内   訳

異常なし 要再検査 要精検 その他

－ 292 －－ 292 －



４．１．２．（４８）成人歯科口腔保健推進事業（健康推進課）

１　成人歯科保健対策

※ 妊婦・乳幼児歯科健診事業との併設事業

２　親子歯みがき教室

※ 妊婦・乳幼児歯科健診事業との併設事業

４．１．２．（４９）未熟児養育対策事業（健康推進課）

１　未熟児養育医療の給付

２　未熟児養育医療の給付対象者の保健師訪問数

３　未熟児訪問指導等のフォローグループ

事　　業　　名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
（回）

実施者数
（人）

ママの時間 健康センター 乳幼児を持つ母親
　育児不安を持つ母親のグループ
ワーク（乳幼児は別室で保育）

事　業　名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
（回）

実施者数
（人）

親子歯みがき教室 健康センター
生後6か月から1歳6
か月児とその保護者

歯間出血検査、噛む機能検査、歯
磨き方法等

（単位　人）

給付認定者数

　成人歯科保健対策として、健康管理の向上を図るため、子育て中の２０歳代～４０歳代の保護者を対象に、歯
科健康教育、歯科健診、歯科保健指導及び噛む機能向上指導を継続的に行った。

 事   業   名 会　　場 対　象　者 内　　容
実施回数
（回）

実施者数
（人）

 親子歯科健診

健康センター

生後6か月から4歳児
とその保護者

歯科健診、歯周ポケット検査、歯
肉チェック、歯磨き指導

 親子卒業教室
上記定期健診を卒業
する4歳児の保護者

　出生後、速やかに適切な処置を講ずる必要がある未熟児に対し、指定養育医療機関において必要な医療の給付
を行った。また、医療機関からの退院連絡表をもとに、地区担当保健師が未熟児訪問を実施している。さらに、
虐待防止を図るため、未熟児等を持つ保護者を対象に、親子を分離して子どもは保育室で預かり、親は心理相談
員による親のグループワークを行い、親がゆったりとした気持ちで自分たちを見つめ、気持ちを切り替えて育児
に向き合えるように援助した。

　　　　　　　　　　　　（単位　人）

区      分 実数

訪  問  数 10（16）

※ (　)内は延べ人数

－ 293 －－ 293 －



４．１．２．（５０）食育推進事業（健康推進課）

１　実施状況

４．１．３．（１）結核健診事業(健康推進課)

１　実施状況　　

※ 特定健診等受診者は、特定健診等受診時に同時受診

２　健診結果等

 ※ 個別健診になり、結核以外の所見が多くみられる。（心肥大・肺気腫・無気肺・大動脈瘤疑い等）

３　委託関係 （単位　円）

異常なし 経過観察 要精検

胸部レントゲン

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

結核健診
（一社）清瀬市医師会

医療法人 クレモナ会ティーエムクリニック

区　　分 対象者(人) 実施数(人) 実施率(％)

きよせ食育展

食育講演会

※ きよせ食育展は、農業まつりと同時開催

　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等に基づき、６５歳以上の市民を対象に胸部レント
ゲン撮影を行い結核の早期発見を図った。

期 間 対 象 者 会 場

6月1日～12月31日

　65歳以上の市民

市内28医療機関

　2月24日、 3月 3日、
3月10日、 3月17日

市内 3医療機関

3月24日 健康センター

コミュニティプラザ
ひまわり

健康センター

市民

市民・市内関係施設
の栄養士等

11月18日

8月 6日

　平成２９年度に食育推進計画を策定し、平成３０年度より計画に基づき食育事業を推進している。若い世代に
朝食の欠食が多い事や栄養バランスに配慮した食生活を送っている人が少ない等、健康や栄養に関して課題が見
られた。きよせ食育展や展示のイベントを通じて関係機関と連携し、食育の周知と実践に向けた知識の普及啓発
に努めた。
　市民・栄養士等を対象とした講演会を実施。また、関係機関がそれぞれの特性を活かし市民への取り組みを充
実させると共に課題を共有し食育の推進を実施した。食育月間、食生活改善普及月間に併せて市報・ホームペー
ジの掲載や食育展示を実施した。

事　　業　　名 参加人数（人）会　　場 対　象　者 実施日

一次検査結果（人）

合　　　計

精検率
(％)

－ 294 －－ 294 －



４．１．３．（２）定期予防接種事業(健康推進課)

１　定期予防接種

(1) 四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ）

 　 対象者　　第１期初回　生後３か月以上９０か月未満の子ども

 　 会　場　　市内１２医療機関等において個別実施

(2) 三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）

 　 対象者　　第１期初回　生後３か月以上９０か月未満の子ども

 　 会　場　　市内７医療機関等において個別実施

(3) 麻しん・風しん混合

 　 対象者　　第１期　生後１２か月以上２４か月未満の子ども

   　　       第２期　５歳以上７歳未満の小学校就学１年前の子ども

    会　場　　市内１３医療機関等において個別実施

　※ 平成２４年１１月から三種混合にポリオを加えた四種混合として接種開始

区　　分
対象者数 

（人）

実施数（人） 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

第1期

第2期

 　　　       第１期追加　第１期初回終了後、１年以上経過している生後９０か月未満の子ども

区 分 対象者数(人)
実施数(人) 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

第1期

1回目 ― ―

2回目 ― ―

3回目 ― ―

追加 ― ―

2回目

3回目

追加

　予防接種の接種率を高めるため、予防接種法で定められたＡ類疾病の予防接種は無料で、Ｂ類疾病の予防接種
は一部自己負担で受けられるよう費用助成を行った。

 　　　       第１期追加　第１期初回終了後、１年以上経過している生後９０か月未満の子ども

区 分 対象者数(人)
実施数(人) 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

1回目

－ 295 －－ 295 －



(4) 急性灰白髄炎（ポリオ）

 　 対象者　　第１期初回　生後３か月以上９０か月未満の子ども

　　　　　　　（ポリオは四種混合に含まれたため、原則として第一期初回の該当者はなし）

 　　　       第１期追加　第１期初回終了後、１年以上経過している生後９０か月未満の子ども

    会　場　　市内９医療機関等において個別実施

(5) ジフテリア・破傷風（第２期）

    対象者　　１１歳以上１３歳未満の子ども

    会　場　　市内１５医療機関等において個別実施

(6) 日本脳炎

  　          第　２　期　　９歳以上1３歳未満（標準小学校４年生）

    会　場　　市内１３医療機関等において個別実施

　第2期

    対象者　　第１期初回　　生後６か月以上９０か月未満の子ども（標準３歳）

  　 　       第１期追加　　第１期初回終了後、概ね１年以上経過している９０か月未満の子ども（標準４歳）

※ 平成２３年度より特例措置として、平成７年６月１日から平成１９年４月１日生まれの者は、２０歳未満ま
　で接種可能となった。（ただし２期は９歳以上で接種可能）

※ 平成２８年度より特例措置として、平成１９年４月２日から平成２１年１０月１日生まれの者で、９０か月
　に至るまでの間に第１期３回の接種を完了していない者は、第２期の９歳以上１３歳未満の間に不足回数分の
　接種が可能となった。

区     　分
対象者数 

（人）

実施数（人） 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

第1期

1回目

2回目

追　加

追加 ― ―

　※ 接種完了の実施数（人）には、予診票の配布は終了しているが、定期予防接種として接種を受けた者を含む。

区     　分
対象者数 

（人）

実施数（人） 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

ジフテリア・破傷風

区 分 対象者数(人)
実施数(人) 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

1回目

＿

― ―

2回目 ― ―

3回目 ― ―

－ 296 －－ 296 －



(7) ＢＣＧ接種

    対 象 者  　１歳未満の乳幼児

    会  　場　  市内１医療機関において集団接種

    実施回数　  ２４回

(8) 子宮頸がん予防ワクチン接種（平成２５年度より定期予防接種）

 　 対象者　　中学１年生から高校１年生相当の女子

    会　場　　市内８医療機関等において個別実施

（単位　人）

(9) ヒブワクチン接種（平成２５年度より定期予防接種）

 　 対象者　　生後２か月以上５歳未満の子ども

　　会　場　　市内１０医療機関等において個別実施

（単位　人）

(10) 小児用肺炎球菌ワクチン接種（平成２５年度より定期予防接種）

 　 対象者　　生後２か月以上５歳未満の子ども

　　会　場　　市内１０医療機関等において個別実施

（単位　人）

区     　分
対象者数 

（人）

実施数（人） 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

1回目

2回目

3回目

追加

1回目

2回目

3回目

追加

子宮頸がん予防ワクチン
接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

区     　分
対象者数 

（人）

実施数（人） 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

区     　分  対象者数（人） 実施数（人） 実施率（％）

Ｂ Ｃ Ｇ

区     　分
実施数

1回目 2回目 3回目

－ 297 －－ 297 －



(11) Ｂ型肝炎ワクチン接種（平成２８年１０月より定期予防接種）

 　 対象者　　１歳未満の子ども

　　会　場　　市内１０医療機関等において個別実施

（単位　人）

(12) 水痘ワクチン接種（平成２６年１０月より定期予防接種）

 　 対象者　　生後１２か月以上３歳未満の子ども

　　会　場　　市内１２医療機関等において個別実施

（単位　人）

(13) インフルエンザ

　　会　場　　市内４３医療機関等において個別実施

　　期　間　　平成３０年１０月１５日～平成３１年１月３１日

　　対象者　　６５歳以上の市民並びに６０歳以上６５歳未満の者であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の
　　　　　　　身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する市民及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫
　　　　　　　の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する市民

区       分 対　　象 対象者数（人） 実施数（人） 実施率（％）

インフルエンザ
65歳以上

60～64歳

区     　分
対象者数 

（人）

実施数（人） 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

1回目

2回目

区     　分
対象者数 

（人）

実施数（人） 実施率（％）

接種完了 予診のみ 接種完了 予診のみ

1回目

2回目

追加

－ 298 －－ 298 －



(14) 高齢者肺炎球菌ワクチン接種（平成２６年１０月より定期予防接種）

    会　場　　市内３６医療機関において個別実施

　　期　間　　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

２　委託関係 (単位　円）

高齢者インフルエンザ予防接種
（一社）清瀬市医師会

高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種業務

そ　の　他

合　　　計

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

　 定期予防接種

（一社）清瀬市医師会

（一社）東久留米市医師会

（一社）東村山市医師会

定期予防接種（ＢＣＧ接種） （公財）複十字病院

　　対象者　　平成３０年度に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳になる市民
　　　　　　　並びに６０歳以上６５歳未満の者であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動
　　　　　　　が極度に制限される程度の障害を有する市民及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活が
　　　　　　　ほとんど不可能な程度の障害を有する市民

対象人数（人） 申込者数（人） 実施数（人） 実施率（％）

－ 299 －

４．１．３．（３）畜犬登録事務事業（水と緑の環境課）

１　畜犬登録関係

　狂犬病予防法第４条及び同法第５条の規定に基づき、市内で飼養される犬の狂犬病の発生を予防し、公衆衛生
の向上及び公共の福祉の増進を図るため、生後９１日以上の犬の登録受付及び予防注射の案内を行い、市内各所
で集合注射を行った。また、獣医師発行の狂犬病予防注射済証明書により注射済票の交付を行った。未接種犬の
抽出と予防注射の督促を行い、狂犬病予防の啓発を行った。

（単位　件）

対 象 鑑札交付数 注射済票交付数 死亡届等 住所変更届等 合計

　生後91日以上の犬

－ 299 －



４．１．３．（５）任意予防接種事業（健康推進課）

１　任意予防接種

 　 対象者　　同一世帯で第２子以降の生後６か月以上中学３年生相当の年齢までの市民

　　会　場　　市内２１医療機関において個別実施

　　期　間　　平成３０年１０月１５日～平成３１年１月３１日

(2) 先天性風しん症候群発生防止対策事業

　　会　場　　市内１９医療機関において個別実施

　　期　間　　平成３０年５月１日～平成３１年３月３１日

２　委託関係

合　　　計

　インフルエンザ感染予防、インフルエンザ予防接種を受ける者の保護者の経済的負担の軽減を図ることを目的
とし、任意のインフルエンザ予防接種の費用助成を行った。予防接種１回につき２，０００円の費用助成を行っ
た。また、風しんに対する十分な免疫を持たない女性が妊娠中に罹患すると、胎児に先天性の心疾患、難聴等の
疾患（先天性風しん症候群）が生じる可能性があるため、免疫獲得のための予防接種を一部自己負担で受けられ
るように費用助成を行った。

(1) 第２子以降インフルエンザ予防接種（平成２５年度より第３子以降を助成。平成２７年度より第２子以降に対象者
　 を拡大）

（単位　人）

申込者数 実施数

ハガキ 電子申請 窓　口 合　計 1回目 2回目

 　 対象者

（単位　人）

申込者数 実施数

窓　口
医師の判断に

より実施
合　計 Ｍ　Ｒ 単抗原

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

第2子以降インフルエンザ予防接種
（一社）清瀬市医師会

先天性風しん症候群発生防止対策事業

そ　の　他

市に住民登録のある、風しん抗体検査の結果が低抗体価である１９歳以上（接種日）の方のうち、　
妊娠を予定または希望する女性、妊婦の同居者、妊娠希望女性の同居者のいずれかに該当する方

－ 300 －－ 300 －



４．１．４．（１）環境衛生事務事業（水と緑の環境課）

１　アメリカシロヒトリの駆除状況

　  業者委託により、学校、保育園、街路及び公園の樹木のアメリカシロヒトリの駆除を実施した。

（単位　箇所）

４．１．５．（４）調査分析事業（水と緑の環境課）

１　法令に基づく事務処理状況

(1) 環境確保条例

(2) 騒音規制法

区 分 実 施 期 間 実 施 箇 所 数

公共施設等  6月～9月

　河川、大気質、ダイオキシン、降下ばいじん、悪臭、酸性雨、交通量及び自動車騒音常時監視等の調査を事業
者に委託して行った。

（単位　件）

区　　　　　　分 件　　　数

石綿含有建築物解体等工事施工計画届

合　　　　　　計

（単位　件）

指定作業場設置届

指定作業場廃止届

地下水揚水施設設置及び変更届

公害防止管理者選任及び解任届

適正管理化学物質使用量等報告書

土壌汚染状況調査報告

地下水揚水量報告

　公共施設等のアメリカシロヒトリ並びに不快害虫からの被害を防止し公衆衛生の向上と公共の福祉の増進を図
るため、公共施設に植樹されている樹木の害虫防除のために消毒を行った。

区　　　　　　分 件　　　数

特定施設の種類ごとの数変更届

氏名等変更届

特定建設作業実施届

合　　　　　　計

－ 301 －－ 301 －



(3) 振動規制法

(4) 大気汚染防止法（未委任）

(5) 水質汚濁防止法（未委任）

２　公害に関する苦情受付及び処理件数

(1) 種類別受付及び処理件数

(2) 地区別受付件数

(3) 発生源別受付件数

（単位　件）

区　　　　　　分 件　　　数

特定施設の種類及び能力ごとの数変更届

氏名等変更届

特定建設作業実施届

合　　　　　　計

（単位　件）

区　　　　　　分 件　　　数

設置者の氏名変更等の届

氏名変更等届

合　　　　　　計

（単位　件）

区　　　　　　分 件　　　数

氏名等変更届

（単位　件）

種　類 騒　音 振　動 悪　臭 ばい煙 野外焼却 粉じん 汚水 動物 その他 合　計

受　付

処　理

（単位　件）

地　区 上清戸元　町中清戸下清戸旭が丘下　宿中　里野　塩松　山竹　丘梅　園その他合　計

件　数

（単位　件）

発生源 建築･土木 事業･事務所 自動車 家庭生活 商店・飲食店 農作業 牛舎 その他 合 計

件　数

－ 302 －－ 302 －



３　調査及び測定

(1) 降下ばいじん調査

    調査場所  郷土博物館

　　　　　　　　　調査結果
 項　目

単　　位 平　均　値 最　大　値 最　小　値

総降下ばいじん量

ｔ/㎢/30日

不溶解性降下ばいじん量

溶解性降下ばいじん量

硫酸酸化物

窒素酸化物

フッ素化合物

kg/㎢/30日カドミウム

鉛　　

水素イオン濃度

※ 調査は毎月実施した。

(2) 酸性雨調査

    調査場所  郷土博物館

　　　　　　　　　調査結果
 項　目

単　　位 平　均　値 最　大　値 最　小　値

水素イオン濃度

電気伝導率

塩素イオン

mg/ℓ

硝酸イオン

硫酸イオン

アンモニウムイオン

ナトリウムイオン

カリウムイオン

マグネシウムイオン

カルシウムイオン

※ 調査は毎月実施した。

－ 303 －－ 303 －



　　ア　調査結果等

　　イ　その他の調査

　

最 大 値

(3) 河川水質調査

実施日 調査場所 区　分
流　量

水素イオン
濃　　度

生物化学的
酸素要求量

浮遊物質量 溶存酸素量 大腸菌群数

(㎥/s) （pH） (mg/ℓ)BOD (mg/ℓ)SS (mg/ℓ)DO

―

4月～3月
各1回

柳

瀬

川

清 柳 橋

平 均 値

最 大 値

最 小 値

城 前 橋

平 均 値

前 原 橋

平 均 値

最 大 値

最 小 値

日 向 橋

平 均 値 ―

最 大 値 ―

最 小 値

最 大 値

最 小 値

最 小 値

環　　境　　基　　準
柳瀬川 6.5～8.5 5以下 50以下 5以上

空堀川 6.5～8.5 2以下 25以下 7.5以上 1,000以下

空

　
堀

　
川

梅 坂 橋
下 流

平 均 値

※ 平成２９年に柳瀬川・空堀川の河川類型の見直しがあり、空堀川が類型Ａに、柳瀬川が類型Ｃに向上したこと
　 に伴い、両河川に新たな環境基準が適用されている。
　 大腸菌群数は、河川類型Ｂ以上の河川に調査項目として設定されている。

　８月及び２月に柳瀬川城前橋及び空堀川梅坂橋下流において、全シアン、カドミウム、砒素、六価クロム、
総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢを調査した。結果はいずれも不検出であった。
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    ウ　空堀川水環境確保対策会通日調査

        調査場所  空堀川梅坂橋下流

実 施 月 日
        項　目

 時 間 帯

流  　量 水素イオン
濃　　  度

（pH）

生 物 化 学 的
酸 素 要 求 量

(mg/ℓ)BOD

浮遊物質量

(㎥/s) (mg/ℓ)SS

11月15日

11月16日

平　　　均　　　値

※ 流域４市合同により各市下流において通日調査を実施した。

(4) 大気調査

実 施 月 日 調 査 場 所 区分

大気質

二酸化窒素 浮遊粒子状物質

（ppm） （㎎/㎥)

11月15日～16日

中清戸地域
市民センター

1  日 平 均 値

時 間 最 高 値

時 間 最 低 値

第三保育園

1  日 平 均 値

時 間 最 高 値

時 間 最 低 値

ラビアンローゼ

1  日 平 均 値

時 間 最 高 値

時 間 最 低 値

※ 調査期間中の大気質については、環境基準を満たしていた。
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(5) ダイオキシン類調査

    ア　大気中のダイオキシン類調査 （単位　pg－TEQ/㎥）

※ 環境基準：年平均値で０.６ｐｇ－ＴＥＱ/㎥以下

※ 騒音の評価手法は、等価騒音レベルによる。（　　）内は、要請限度

４　光化学スモッグ関係 （単位　件）

松山一丁目
主要地方道24号
練馬・所沢線

     　　 調査地点
調査月日

松山地域
市民センター

野塩地域
市民センター

 5月16日～23日

 8月22日～29日

11月14日～21日

 2月 8日～15日

(6) 主要道路の騒音振動調査 （単位　ｄＢ）

実　施　月　日 調　査　地　点 測定場所
騒　音 振　動

昼　間 夜　間 昼　間 夜　間

　　　　　　　　　月　別
　区　分

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

主要地方道40号
さいたま・東村山線

合　計

学校情報提供件数

平成30年11月15日～16日

中清戸一丁目
都道さいたま

東村山線

道路端
竹丘三丁目
都道226号

東村山清瀬線

注意報発令件数
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４．１．５．（５）環境保全啓発事業（水と緑の環境課）

１　「きよせの環境・川まつり」の実施

(1) 実施状況

(2) 実施内容

２　太陽光発電システム等設置補助金

３　その他

7月21日
　　台田運動公園及び

市民及び事業者33団体 約5,300
　　柳瀬川河川区域

参 加 団 体 等 実 施 内 容

市民団体等
　柳瀬川の生き物の展示、環境啓発活動、飼い主のいない猫対策普及啓発、
自然環境の保全活動報告、エコ工作、食べ物の販売等

事業者
　環境に配慮した車の展示、水道なんでも相談、小型家電の臨時回収、紫外
線の健康影響、リサイクル活動のＰＲ等

来場者
　ウォーターバルーン、川柳コンテスト、自然観察会、スタンプラリーを実
施

（単位　円）

実施月日 交付対象者 補助の内容 補助額の合計

4月1日～3月31日 市内69世帯

　市民が新たに太陽光発電機器を設置する際の費
用について、最大出力（ｋｗ）に3万円を乗じて
得た金額を10万円を限度に補助金として交付し
た。家庭用燃料電池（エネファーム）について
は、5万円又は設置に要した額のいずれか低い額
を補助した。

（単位　人）

行 事 名 実施月日 実　施　場　所 実　施　内　容 参加人数

親と子の環境教室 7月27日 埼玉県立　川の博物館
川と人々の暮らしとの関わりや水辺環
境について学んだ。

　市の環境の保全を確保する取組みの一環として、環境問題に対して行政、市民及び事業者がともに考え、より
良い環境の確保を目指すことを目的とした「きよせの環境・川まつり」を開催した。

（単位　人）

実施月日 実施場所 参加団体 来場者数
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４．２．１．（２）清掃事務事業（ごみ減量推進課）

１　ごみの戸別収集及び手数料適正化に向けた検討

(1) 審議会

２　「災害時における廃棄物処理等」及び「災害時におけるし尿の収集及び運搬」に関する協定を締結

４．２．１．（４）一部事務組合運営事業（ごみ減量推進課）

１　負担金

２　処理状況

３　有害物収集

数　量

柳泉園組合

東京たま広域資源循環組合

合　　　計

区 分 粗大ごみ処理施設 焼 却 処 理 施 設 資 源 化 施 設

処 理 状 況 50ｔ／5H
315t／日

(105t／日×3系列)
65t／5H

種　類 乾  電  池 (kg)
蛍光管 (本)

直　管 曲　管 合　計

事　業　名 業者名

「災害時における廃棄物処理等」及び「災害
時におけるし尿の収集及び運搬」に関する協
定を締結

清瀬市清掃事業協同組合

　清瀬市、東久留米市及び西東京市の３市で構成する、廃棄物及び資源物の中間処理を行う柳泉園組合並びに日
の出町で焼却灰を再利用するエコセメント化施設等最終処分を行う東京たま広域資源循環組合へ負担金を支出し
た。

（単位　円）

組　　合　　名　　等 金　　　額

事　業　名 実施回数（回）

　廃棄物処理手数料の適正化及び現行の収集体系における課題や問題点の検討を行った。手数料については現行
の歳出経費への対応と近隣市との均衡を保つ必要があることに加え、資源化率の向上を目指すため手数料の適正
化を図ることとし、収集体系については現行の課題を解消するため、戸別収集の導入に向けて検討を始めた。

清瀬市廃棄物減量等推進審議会

(2) 大規模災害時に発生する廃棄物等の対応について、生活面及び衛生面を踏まえ、迅速に収集運搬を実施する
　　ために、清瀬市清掃事業協同組合と「災害時における廃棄物等」及び「災害時におけるし尿の収集及び運搬」
　　に関する協定を締結した。

－ 308 －－ 308 －



４　資源回収及び処理状況

(1) 持ち込み量

(2) 資源化量

(3) 粗大ごみ処理施設処理分きょう雑物

び ん 類

ペ ッ ト ボ ト ル △ 2,358 △ 32.7

合 計 △ 4,966 △ 30.7

※ きょう雑物とは収集した資源に混ざっていた雑物

総 計 △ 67,062 △ 6.7

※ 古紙・古布は平成２６年度より、全量を東多摩再資源化事業協同組合へ搬入

　　　　　　年　別
種　類

平成 年度 平 成 年 度
増　　減

重 量 割合(％)

缶 類 △ 2,608 △ 29.0

生き
ビン

重量 △ 3,004 △ 18.6

合 計 △ 70,966 △ 13.3

ペ ッ ト ボ ト ル

合 計

△ 11.7

黒 △ 3,661 △ 21.6

緑 △ 4,402 △ 11.4

雑 △ 9,807 △ 13.0

小 計 △ 67,962 △ 13.1

缶
類

ス チ ー ル △ 6,084 △ 7.2

ア ル ミ △ 6,695 △ 5.3

合 計 △ 12,779 △ 6.1

ビ
ン
類
カ
レ
ッ

ト

カ
レ
ッ

ト

白 △ 31,194 △ 12.6

茶 △ 18,531 △ 13.7

青 △ 367

ペ ッ ト ボ ト ル

合 計 △ 71,960 △ 6.5

※ 古紙・古布は平成２６年度より、全量を東多摩再資源化事業協同組合へ搬入

　　　　　　年　別
種　類

平成 年度 平 成 年 度
増　　減

重 量 割合(％)

　　　　　　年　別
種　類

平成 年度 平 成 年 度
増　　減

重 量 割合(％)

缶 類 △ 14,220 △ 6.4

び ん 類 △ 75,590 △ 12.1
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４．２．２．（１）車両管理事業（ごみ減量推進課）

平成30年10月
より使用

平成30年4月
～9月まで使

用

平成30年4月
～9月まで使

用

平成30年9月
より使用

合　計

他課車両分 － －

合　　　　計

－－－

エブリバン

多摩480さ8470

キャリートラック

多摩480ち3500

－

－

－

－

 資 源 回 収 車

多摩100す2331

ライトエーストラック

多摩400な3696
－－

 資 源 回 収 車

多摩100さ7222

 資 源 回 収 車

多摩100す1993

－

 資 源 回 収 車

多摩100せ3939

 資 源 回 収 車

多摩100さ7206

－

－

－

 塵　　芥　　車

多摩800せ    14

 塵　　芥　　車

多摩800せ  124

 塵　　芥　　車

多摩800す4528

 塵　　芥　　車

多摩800す4563

車　　　　名
走行距離 燃料消費

量(ℓ)

 塵　　芥　　車

多摩800す4224

維持管理費（円）

備考
自動車重

量税
保険料整備費燃料費

　市が直営で回収している資源物（びん・かん）、剪定枝、有害物及び不法投棄物を回収するため、収集車両１
１台の適切な維持管理に努めた。
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４．２．２．（２）ごみ収集・処分等作業事業（ごみ減量推進課）

１　ごみ収集及び処理状況

(1) 収集内容

※ ごみ収集作業に伴う市直営の清掃車は９台で実施した。

(2) ごみ収集実績

※ 不燃ごみは有害ごみを含む。

(3) 処　理

　　　収集したごみは、柳泉園組合に設置した粗大ごみ処理施設、焼却処理施設及び各資源化施設で処理した。

２　ノーレジ袋・マイバックの推進

(1) きよせ市民まつりでの取り組み

清 瀬 市 清 掃 事 業
協 同 組 合

合 計

　ごみ減量推進課ブース内で市の指定収集袋（小）を１枚１０円、同袋（中）を１枚２０円で頒布し、マイバッグと
して利用していただくことで、ごみの減量と分別を促した。

 市内集積所（460か所） 委　  託

落 ち 葉  11月と12月の毎週月曜日  市内集積所（460か所）
（ペットボトル置場横）

直 　 営
せ ん 定 枝  週1回

（単位　kg）

              種類
区分

可 燃 ご み 不 燃 ご み
容  器  包  装
プラスチック類

粗 大 ご み

市 直 営 ― ―

ご み の 種 類 収  集  回  数  等 収  集  場  所  等 直営委託の別

可 燃  週2回

 市内可燃・不燃・容プラ集積
所（2,914か所） 委　　託

不 燃  隔 週

容器包装プラスチック類  週1回

粗 大  随時申込制  戸 別

有 害  週1回拠点方式  市内有害物集積所（68か所）
直　　営

資
　
　
　
　
　
源

か ん

 週1回
 市内資源物集積所（933か所）

び ん

委　　託古 紙

古 布

牛 乳 パ ッ ク  公共施設等（23か所） 直 　 営

ペットボトル  週1から2回拠点方式

　可燃ごみ、不燃ごみ、容器包装プラスチック、粗大ごみ及び資源物の収集業務委託、粗大ごみの日曜受付業務
委託並びに不法投棄された処理困難物の処分に係る事務を行った。
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３　委託関係

(1) 収集業務

　　ウ　容器包装リサイクル処理

４．２．２．（３）環境整備事業（ごみ減量推進課）

１　市内一斉清掃

２　アドプト制度

(1) 事業内容

　　　

（単位　円）

合　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　計

11月 4日

アドプト制度とは、市民が道路、公園及び公共施設等の里親になって、ボランティアで清掃活動する制度であ
り、清瀬市と清瀬市まち美化推進協議会が市民との協働によって実施した。

実　施　日
参加団体
（団体）

参加人数
（人）

回　　収　　量　　（㎏）

空かん等 空びん等 可燃ごみ 不燃ごみ ペットボトル

 5月27日

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

プラスチック製容器包装選別等業務 加藤商事（株）

プラスチック製容器包装再商品化業務 （公財）日本容器包装リサイクル協会

　資源物の再資源の促進及び生活環境の保全を図るため、集団で資源回収を実施する団体に報償金を交付した。
生ごみ減量のため、生ごみ減量化処理機器を購入した市民に助成金を交付した。さらに、有料ごみ袋、粗大ごみ
処理券、カラス除けネット、資源物集積所看板の作成等に係る経費を執行した。

剪定枝等資源化処理業務 (株)グリーンハーモニー

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

ごみ・資源物収集業務

清瀬市清掃事業協同組合
粗大ごみ収集運搬及び選別保管業務

ペットボトル収集業務

   びん収集業務

    ア　ごみ収集運搬作業再検討業務

   清瀬市ごみ収集運搬作業再検討最適化業務
   委託

(株)ＢＩＯＩＳＭ

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

　　イ　塵芥収集
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３　生ごみ減量化処理機購入費助成

４　資源回収

(1) 実施団体及び報償金交付額

(2) 資源回収内容 （単位　kg）

合　　計

　　　　　区分
　期間

紙　　　類 布　　　類 び ん 類 そ の 他 合　　　計

3月 ～  6月

7月 ～ 10月

15,001 ～ 20,000

　　　　　区分
　期間

登録団体数（団体） 実施団体数（団体） 報償金交付額（円）

3月 ～  6月

7月 ～ 10月

11月 ～  2月

合　　   　　　 計

11月 ～  2月

10,001 ～ 15,000

 5,001 ～ 10,000

       1 ～  5,000

　合　　　　　　計

中里柿の下坂 　老人クラブあかね会

清瀬駅南口 　清瀬駅南口商店街振興組合

(1) 事業内容

　生ごみ減量化処理機（コンポスト容器・ＥＭ容器等は１世帯２基まで、電動生ごみ処理機は１世帯１基まで）
の購入に際して、３０，０００円を上限額として助成を行った。

(2) 助成状況

補 助 額（円） 申 請 者 数（人） 交 付 基 数（基） 交  付  額（円）

25,001 ～ 30,000

20,001 ～ 25,000

(2) 事業区域及び協力団体

事 業 区 域 協 力 団 体

清瀬駅北口ロータリー及びけや
き通り

　清瀬北口睦会商店街振興組合、（株）りそな銀行清瀬支店、
  西武バス（株）、西武ハイヤー（株）、東都自動車交通（株)、
  おそうじ隊はーとすまいる

清瀬市立台田運動広場
（台田サイクリングロード）

　サンライトきよせ

中央公園 　社会福祉法人　東京アフターケア協会
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５　委託関係

６　ごみ分別アプリ関係

　　アプリダウンロード数

※ 累計は平成２７年１０月以降の総ダウンロード数

合計

累計

指定収集袋作成 日本グリーンパックス（株）

　近年、急速に普及しているスマートフォンを活用し、ごみの出し方や収集日・臨時収集等の情報を簡単に素早
く提供することができるスマートフォンアプリを清瀬市清掃事業協同組合と共同で作成及び公開し、市民サービ
スの向上を目指すとともに、若年層にも興味関心を持ってもらうことにより循環型社会を次世代に承継していけ
るよう努めた。

（単位　件）

合計

　4月

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

粗大ごみ処理券販売 清瀬市一般廃棄物処理手数料収納委託事務委
託店舗72店指定収集袋販売
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４．２．３．（１）し尿収集等作業事業（ごみ減量推進課）

１　し尿浄化槽処理状況

（単位  ㎏）

月

２　委託関係 （単位　円）

委　託　名 業　者　名 金　額

し尿汲み取り業務 清瀬市清掃事業協同組合

合　計

 　　　　種類
月別

生し尿 単独浄化槽 合併浄化槽 合　　計

　し尿浄化槽の適正な維持管理のため、し尿汲み取り委託料及びし尿処理券収納委託事務に係る委託料を適切に
執行した。

  し尿汲み取り、浄化槽の清掃業務は、許可業者・清瀬市清掃事業協同組合に委託している。収集されたし尿・
浄化槽汚泥は、柳泉園組合し尿処理施設で処理している。

－ 315 －－ 315 －





 款５　　労　　働　　費

－ 317 －





５．１．１．（１）ふるさとハローワーク事業（産業振興課）

１　就労活動支援セミナー（ハローワーク三鷹との連携事業） （単位　人）

２　就職面接会ｉｎ東久留米＆清瀬（ハローワーク三鷹との連携事業）

(1) 開催日　５月１８日

ア　参加事業所数

（単位　人）

株式会社　ソーシン

社会福祉法人 清朗会 せせらぎ保育
園

株式会社　三河屋製麺

株式会社　菊屋

株式会社 イトーヨーカ堂 東久留米
店

株式会社　ＫＥＮドリーム

株式会社　ユニレックス

事業所名 求人件数 求人数 面接総数 採用・内定

株式会社　ヨークリ

  （単位　人）

参加事業所（社） 求人件数（人） 求人数（人）

イ　面接状況

面接総数 内定者 不採用 採否保留

ウ　参加事業所内訳

9月 6日 生涯学習センター 面接対策セミナー（ロールプレイング）

1月16日

消費生活センター

就職活動準備と自己理解・職業理解編

1月17日 履歴書・職務経歴書の書き方編

1月18日 面接対策編

　身近で気軽に利用できる「清瀬・ハローワーク就職情報室」の適切な管理運営に努めた。また、就職相
談等の事務を実施し、就職の紹介等の手助けを行うことで、就職援助を行った。

開 催 月 日 会    　　場 テ　　ー　　マ 参加者

7月 4日

消費生活センター

就職活動準備と自己理解・職業理解編

7月 5日 履歴書・職務経歴書の書き方編

7月 6日 面接対策編

－ 313 －－ 319 －



３　清瀬・ハローワーク就職情報室業務取扱状況（ハローワーク三鷹との共同事業）

月

合計

月別
利用者数（人）

（内清瀬市在住）
男性利用者数

（人）
女性利用者数

（人）
紹介件数
（件）

就職件数
（件）

－ 314 －－ 320 －



 款６　　農　林　業　費

－ 321 －





６．１．１．（１）農業委員会活動事業（産業振興課）

１　農業委員会の構成及び会議

(1) 委  員  　１４人

　　任  期　  平成２９年７月２０日～令和２年７月１９日

(2) 会長、会長職務代理及び委員

　　会　長　　松村 俊夫　  　会長職務代理　　村野 政光

(3) 会議の開催

　　農業委員会（農地法関係、その他）１２回

２　農業委員会の視察及び研修

３　農地法届出等関係

４　証明書交付等件数

(1) 農地法関係 件

(2) 相続税納税猶予関係

　　ア　相続税納税猶予に係る適格者証明 件

(対象面積　５３,５６６㎡)

　  イ　引き続き農業経営を行っている旨の証明 件

(3) 生産緑地関係　 件

件

４３

１３

４７

１５

(4) 特定農地貸付関係

農地法第4条に基づく転用                       

農地法第5条に基づく転用（権利移動）           

農地法第18条に基づく届出           

北多摩地区農業委員研修会 8月 2日 府中市生涯学習センター

項　　　　　　　　　　目 件数(件) 対象面積（㎡）

農地法第3条に基づく届出                       

小 寺 正 明 粕 谷 春 夫

横 山 眞 一 三 上 由 明

金 子 秀 計 後 藤 由 美 子

名称 実施日 実施場所

　農業委員会等に関する法律に基づき市町村に設置される農業委員会の運営にかかる事務と農地法に基づく所轄事務
を適正に執行した。

委　員　氏　名

村 野 和 博 中 田 和 夫

村 野 政 光 松 村 俊 夫

小 寺 茂 中 村 英 明

斉 藤 忠 之 増 田 武

－ 317 －－ 323 －



(5) その他

　    　耕作証明 件

５　農政関係

(1) 農地パトロール

実施日　６月１９日・９月２６日

(2) 農業まつり開催（市と共催）

(3) 優秀農業経営者表彰（北多摩地区農業委員会連合会）

野菜部門 １名

(4) 企業的農業経営顕彰　

野菜部門 １名 東京都知事賞・東京都農業会議会長賞

(5) 農業後継者顕彰

野菜部門 １名 全国農業会議所会長賞・東京都農業会議会長賞

(6) 農業委員、農業者大会

開催日　　２月２２日

６．１．３．（１）農業振興対策事業（産業振興課）

１　きよせ市民まつり

２　農業講習会

３　特産物出荷改善事業

　　　　　　　　  ７１人

　　　　　４９，０００枚

４　地域農業者支援事業

　　　　　　　　  ７１人

　　　　　４９，０００枚

事業実施者（人） 農機具（件） 施設等整備（件） 金　　額（円）

毎月1回 農業簿記の記帳について

事業実施者（人） 出荷容器（枚） 結束テ－プ（巻） 小　袋（束） 金　　　額（円）

　清瀬市の都市農業発展を推進するため、東京都の都市農業活性化支援事業を活用して農業施設や農業機械の整備費
の補助を行った。また、地産地消を推進するため、きよせ市民まつりでの市内産野菜等の販売や、特産物出荷改善事
業として清瀬産ＰＲ用の容器購入費の補助を行った。認定農業者への支援として農業簿記講習会を開催した。

期　　日 場　　　所 内　　　　　　容

10月21日 きよせ市民まつり会場 市内産農産物即売（きよせ南口農産物直売会等の協力による。）

期　　　日 内　　　　容

２

開催日　１１月１７日～１８日

場　所　清瀬市コミュニティプラザ　ひまわり

場　所　　昭島市民会館ＫＯＴＯＲＩホール

－ 318 －－ 324 －



５　都市農業活性化支援事業

　　　　　　　　  ７１人

　　　　　４９，０００枚

６　被災農業者向け経営体支援事業

　　　　　　　　  ７１人

　　　　　４９，０００枚

６．１．３．（３）農業まつり事業（産業振興課）

１　清瀬市農業まつりの開催

(1) 主催と期日等

(2) 後援　　

(3) 内容 　　　　　　　　　　　

　　ア　農畜産物品評会 （単位　点）

　　

果樹・その他類

合 計

果 菜 類

花・植木類

い も 類

洋 菜 類

葉 菜 類

根 菜 類

主　　　　催 期　　　日 場　　　所

清瀬市及び清瀬市農業まつり実行委員会 　11月17日～18日 コミュニティプラザひまわり

　東京みらい農業協同組合、清瀬市認定農業者の会、ＪＡ東京みらい清瀬市花卉クラブ、清瀬市酪農組合、ＪＡ東京
みらい清瀬市植木生産組合、ＪＡ東京みらい清瀬地区役員、ＪＡ東京みらい清瀬地区営農部会、ＪＡ東京みらい清瀬
地区青壮年部、ＪＡ東京みらい清瀬市都市農政推進協議会、ＪＡ東京みらい清瀬市朝市会、ＪＡ東京みらい清瀬直売
会、ＪＡ東京みらいきよせ施設園芸研究会、きよせ南口農産物直売会

種 類 別 出品点数
入 賞 点 数

優 秀 賞 優 良 賞 努 力 賞 特 別 賞

事業実施者（人） 再建・修繕（棟） 内　　容 金　　額（円）

再建
修繕

平成30年台風第24号により、1施設あたり50
万円以上の被害を受けたパイプハウスの再建
及び修繕を行った農業者に対して、助成を
行った。

　市の基幹産業である農業を幅広く市民にＰＲし、地域生産、地域消費を推進するため、地元生産者及びＪＡ東京み
らいの協力により、安心、安全で新鮮な清瀬産野菜を豊富に揃えて清瀬市農業まつりを開催した。清瀬市農業まつり
では、農業生産技術を競う農畜産物品評会を開催して、農業生産者の技術、意欲向上を図った。

事業実施者（人）
施設等整備（棟）
農業機械（台）
その他（一式）

内　　容 金　　額（円）

パイプハウス
トラクター
自動重量選別機
人参洗浄機
管理機
防災兼用農業用
井戸
発電機
ぶどう棚・防鳥棚

農業経営の効率化、農作物の生産性・品質の
向上、作業負担の軽減を目的に、パイプハウ
ス、トラクター、人参洗浄機、自動重量選別
機、防災兼用農業用井戸、ふどう棚等を導入
した農業者団体に対して、助成を行った。

－ 319 －－ 325 －



　　イ　展示物及び市内産農産物の即売

　　ウ　農業後継者顕彰　　　顕彰者　４人

　　エ　新規就業者激励伝達　伝達者　０人

　　オ　鉢花と苗木の無料配布

　　カ　アトラクション（うたとおどりの会）

　　キ　園芸相談会　　

６．１．３．（５）市民農園事業（産業振興課）

１　市民農園現地講習会

２　市民農園整備工事

６．１．３．（６）環境保全型農業推進事業（産業振興課）

１　清瀬ひまわりフェスティバル

(1) 主催と期日等

(2) ひまわりフェスティバルのコンテストの開催

　　ア　作品の募集（写真）

　　イ　作品の募集（写生） （単位　点）

項 目 対 象 内　　容 応募締切 応 募 数

写 生 コ ン テ ス ト
市内在住・在学の

小・中学生
ひまわりを題材にした絵画の
コンテスト

9月14日

（単位　点）

項 目 対 象 内　　容 募集期間 応 募 数

写 真 コ ン テ ス ト アマチュア
フェスティバルの会場で撮影
した作品のコンテスト

8月18日～9月4日

（単位　人）

主　　　　催 期　　　日 場　　　所 参加者数

清瀬市農ある風景を守る会 8月18日～8月28日
下清戸三丁目石井ファーム
小寺ファーム等

上清戸二丁目

竹丘二丁目

　所有者及び地域の農業者や市民等と協力し、約２４，０００㎡の広大な農地で約１０万本のひまわり咲かせる事
で、新たな観光スポットとして観光客を招き入れ清瀬市の地域経済の活性化を目的に「清瀬ひまわりフェスティバ
ル」を開催した。

　野菜づくり等の農作業を通じて土に親しみ、農業に対する理解を深めるため、市内３か所に市民農園を開園してい
る。利用者の使用期間満了となる上清戸二丁目及び竹丘二丁目市民農園の整備工事を行った。

開　催　日 場　　　所

4月28日 各市民農園

農園名 区画数（区画） 金額（円）

－ 320 －

－ 326 －



　　ウ　表彰等

(3) 野菜の直売

　　　ひまわりフェスティバルの会場で、近隣の農地でとれた新鮮な野菜などの直売を行った。

（単位　人）

項 目 表 彰 名 選 考 人 数

写真・写生コンテスト

　市長賞

清瀬市農ある風景を守る会

　市議会議長賞

　教育長賞

　東京みらい農業協同組合長賞

　清瀬市農ある風景を守る会長賞

　佳作

－ 321 －－ 327 －





 款７　　商　　工　　費

－ 329 －





７．１．２．（１）商工会等育成事業（産業振興課）

１　補助金関係

(1) 交付状況

(2) 多摩・島しょ広域連携活動事業

２　清瀬市商工振興計画策定委員会

(1) 日程と場所

３　清瀬市・武蔵村山市ひまわりストーリー実行委員会業務

第7回 11月 7日 清瀬市役所

　清瀬市・武蔵村山市フレンドシップ協定に基づき、東京都市長会助成金を活用して、清瀬市・武蔵村山
市ひまわりストーリー事業（「多摩のひまわり物語」）を実施し、両市ひまわり会場を中心にスタンプラ
リー・ＰＲ動画作成・フォトコンテストフレンドシップ賞の拡充等を行った。

清瀬市・武蔵村山市ひまわりス
トーリー実行委員会助成金

ひまわり畑をテーマにした交流・魅力発信に資する事
業（ＰＲ映像作成、スタンプラリー実施、フォトコン
テストフレンドシップ賞創設）に対する助成

　平成２９年度より２か年にわたり、清瀬市における商工業の現状と課題を明らかにし、今後７年間の商
工業分野を対象とした「清瀬市商工振興計画」（平成３１年度～令和７年度）策定のため、市民、商工関
係者、有識者等１５人の委員による策定委員会を開催し、計画を策定した。

会議名 開催日 開催場所

第5回  6月20日
健康センター

第6回  8月22日

浴場組合補助金 公衆浴場における設備の改修工事に対する補助

商店街チャレンジ戦略支援事業
費補助金

市内7商店街に対しイベント等を実施する際の経費の
一部を補助

　ひまわり事業でフレンドシップ協定を締結した武蔵村山市と「清瀬市・武蔵村山市ひまわりストーリー実行
委員会」を立ち上げ、東京都市長会の助成金を活用し、多摩地域における夏の観光資源のＰＲ及び両市の市民
交流、さらには来場者を多摩地域全体へと回遊させるための事業に助成金を交付した。

（単位　円）

項　　　　　目 内　　　　　　容 金  　　　  額

　市内商店街の振興及び主体的な事業活動への支援を目的に、「商店街チャレンジ戦略支援事業費補助
金」を交付した。また、市内中小企業者の経営の安定及び地域経済の活性化に寄与することを目的に、清
瀬商工会及び清瀬商工協同組合に対し、「清瀬商工会等補助金」を交付した。
　また、清瀬市の商工業の振興に向けた方針等を定める「清瀬市商工振興計画」を策定するために、主に
市内の商工関係者を委員として策定委員会を開催し、計画を策定した。

（単位　円）

項　　　　　目 内　　　　　　容 金  　　　  額

商工会補助金 商業振興と育成等に対する経費を補助

商工協同組合補助金 商工業者の育成並びに振興に対する補助

－ 325 －－ 331 －



７．１．２．（２）融資事業（産業振興課）

１　小口事業資金融資

(1) 融資申込件数

(2) 保証協会保証料及び利子補給 

７．１．２．　住宅増改築等工事あっせん事業（産業振興課）

１　住宅増改築等工事あっせん事業 （単位　件)

７．１．３．（１）消費生活センター施設維持管理事業（産業振興課）

１　施設利用状況

(1) 一般施設（会議室・集会室・テスト兼調理室）

※ （　）内は公用。公用の数値は一般の内書

件数

　市内商工業の振興を図るため、清瀬市住宅工事あっせん事業協力会との協定による職人紹介事業を実施
した。

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

区　　　分 件数（件） 金額（円）

 利   　子   　補　   給          

　　　　保　証　料 （据置・割賦分）        

多摩信用金庫秋津支店

合　　　　計

飯能信用金庫清瀬支店          

東京みらい農業協同組合        

青梅信用金庫秋津支店          

青梅信用金庫東久留米支店          

三井住友銀行清瀬支店            

きらぼし銀行秋津支店          

りそな銀行清瀬支店            

西京信用金庫清瀬支店          

みずほ銀行所沢支店              

みずほ銀行清瀬支店              

　清瀬市小口事業資金融資条例に基づき、利子補給及び保証料を一部負担し、事業者の負担軽減を図った。

金 融 機 関 名
申込件数
（件）

貸付件数
（件）

貸  付  金  額
（円）

回  収  金  額
（円）

　会議室・集会室・テスト兼調理室等の貸出業務を行うとともに登録消費者団体に消費者に関わる知識の
習得等の活動拠点を提供するため、グループ活動室のみ無料で貸し出した。また、空調機故障に伴う復旧
工事及び冷暖房改修工事を行った。

利用件数（件）

利用人数（人）

稼働率　（％）

－ 326 －－ 332 －



(2) 特定施設（グループ活動室）

２　委託関係

３　改修工事関係

７．１．３．（２）消費者保護対策事業（産業振興課）

（単位  件)

月

２　消費生活関係会議開催状況

利用件数（件）

利用人数（人）

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市消費生活センター清掃等業務 (株）トリートップ

清瀬市消費生活センター保安警備業務  (株）新東管理

工　事　名 内　　　容 金　額
着　手
完　了

業　者　名

清瀬市消費生活センター外壁
改修工事

外壁改修工事
6月25日
1月18日

(株)須藤工務店

　日常生活用品活用情報の提供を市報きよせ、清瀬市ホームページ及び消費生活センター掲示板で行っ
た。また、消費生活講座などの消費者啓発事業の開催及び消費者啓発冊子等の発行・配布、高齢者への自
動通話録音機貸与事業の実施により、市民の消費生活の安全と向上を図った。

１　生活用品活用情報の提供状況

月 別
さしあげます ゆずってください

応　 募 成 　立 応 　募 成 　立

合 計

（単位　回）

会 議 名 場 所 内 容 回 数

消費生活展実行委員会
消費生活センター

消費生活展の実施準備及び実施報告等

消費生活センター運営委員会 消費生活センターの運営方針等を検討

－ 327 －

－ 333 －



３　消費者教育及び啓発

(1) 消費生活講座 （単位　人）

開 催 月 日 テ  ー   マ  講　　　　　師 会    　　場 参加者

 6月27日
第1回消費生活講座
「‟梅”で暑い夏を乗り切ろ
う！」

梅干研究家
小川 睦子

消費生活センター

 8月16日
第2回消費生活講座、夏休み親
子講座①「えっ、本当？おやつ
の甘さと色の秘密」

消費生活センター主任相談
員
太田 しげ子

 8月25日

第3回消費生活講座、夏休み親
子講座②、第1回東京都金融広
報委員会セミナー「親子で学ぶ
おこづかい教室」

東京都金融広報委員会　金
融広報アドバイザー
土生 恵子

 9月13日

第4回消費生活講座、第2回東京
都金融広報委員会セミナー、
知って得する終活講座①「知っ
て安心！遺産相続の基本」

東京都金融広報委員会　金
融広報シニアアドバイザー
音川 敏枝

 9月26日
第5回消費生活講座「気象衛星
センター見学と気象衛星「ひま
わり」学習会」

気象衛星センター職員

11月 6日

第7回消費生活講座、第3回東京
都金融広報委員会「貨幣博物館
と東京証券取引所見学バスツ
アー」

―
貨幣博物館、東京証
券取引所、築地場外
市場

11月21日
第8回消費生活講座、第4回東京
都金融広報委員会「確定申告Ｈ
ＯＷ ＴＯ講座」

東京都金融広報委員会　金
融広報アドバイザー
中島 典子

消費生活センター

11月30日
第9回消費生活講座「ふわふわ
手づくりパン教室」

自家製酵母パン「くぅ」店
主
猪股 千歳

 1月18日
第11回消費生活講座「ソーセー
ジ作り体験」

清瀬市消費生活センター登
録団体清瀬手づくりハムの
会　増村、西山、松田

 1月30日
第12回消費生活講座、知って得
する終活講座②「失敗しない高
齢期の住まい選び」

介護コンサルタント
中村 寿美子

 2月13日
第13回消費生活講座、知って得
する終活講座③「自分らしい最
後を迎えるために」

生活文化研究所所長
小谷 みどり

 3月 1日
第14回消費生活講座、知って得
する終活講座④「現代のお墓と
お葬式」

生活文化研究所所長
小谷 みどり

 3月13日
第15回消費生活講座、知って得
する終活講座⑤「エンディング
ノートの書き方」

司法書士
吉田 智

 3月19日
第16回消費生活講座「海に漂う
ゴミ‟マイクロプラスチッ
ク”」

大阪商業大学公共学部准教
授
原田 禎夫

 3月28日
第17回消費生活講座「人と環境
にやさしい　リサイクル石けん
と小麦粉スクイーズ作り」

清瀬市消費生活センター登
録団体　パルシステム東京
清瀬委員会　松田 規子

－ 328 －－ 334 －



(2) 東京都・清瀬市共催消費生活教育講座

(3) 出前講座

(4) 高齢者見守り出前講座　

(5) 消費者啓発冊子等の発行

（単位　人）

開 催 月 日 テ  ー   マ  講　　　　　師 会    　　場 参加者

12月12日

第10回消費生活講座、東京都・
清瀬市共催消費生活教育講座
「大根＆にんじんでクリスマス
メニュー」

日本ソムリエ協会　野菜ソ
ムリエプロ
田代 由紀子

消費生活センター

（単位　人）

開 催 月 日 テ  ー   マ  講　　　　　師 会    　　場 参加者

 9月 8日

消費者被害・悪徳商法の最新情
報「わたしは騙されない！」

清瀬市消費生活センター
主任相談員 太田 しげ子

男女共同参画セン
ター

出前寄席「詐欺の電話に　もう
でんわ」

落語家　前田 瑞貴

 9月18日
消費者被害・悪徳商法の最新情
報「わたしは騙されない！」

清瀬市消費生活センター
主任相談員 太田 しげ子

清瀬第4中学校図書室

（単位　人）

開 催 月 日 テ  ー   マ  講　　　　　師 会    　　場 参加者

アミューホール

消費生活センターだより「ちえのわ」№83

 2月12日
高齢者の消費者被害について
（見守りのために）

清瀬市消費生活センター
主任相談員 太田 しげ子

中清戸地域
市民センター

 2月15日

（単位　部）

発 行 月 発 行 物 発 行 部 数

月 消費生活センターだより「ちえのわ」№82

チェアーヨガ

消費生活センターだより「ちえのわ」№85

きよせ暮らしのハンドブック

消費生活センターだより「ちえのわ」№84

ヨガインストラクター
松村祥代

出前漫才「振り込め詐欺課の操
作ファイル」

東京都消費生活総合セン
ター
出前寄席ＯＢ会

高齢者の消費者被害について
（見守りのために）

清瀬市消費生活センター
主任相談員 太田 しげ子

信愛ホール

10月18日

第6回消費生活講座、高齢者見
守り講座①特殊詐欺から高齢者
を守ろう!

清瀬市消費生活センター
主任相談員 太田 しげ子

平成30年度消費生活相談事例集

－ 329 －－ 335 －



４ 消費生活相談内容分類別件数

包装 施設 買物 生活　　相談内容

商品分類

　平成２８年度より、平日に常時２名の消費生活相談体制を整え、強化を図ったことにより、引き続き平
成２９年度も相談者への助言や救済等の対応を迅速且つ的確に行うことができた。

（単位　件）

設備 相談 知識
その他

衛生 解約 対応 容器

安全 機能 法規 価格 計量 表示 販売 契約 接客

役務 基準 料金 量目 広告 方法

※ 相談カードには相談内容分類として複数のチェック項目があるため、相談受付件数と相談分類の合計は一致
　しない。

商 品 一 般

食 料 品

住 居 品

光 熱 水 品

被 服 品

保 健 衛 生 品

教 養 娯 楽 品

車両・乗り物

合 計

他 の 相 談

他 の 行 政
サ ー ビ ス

内 職 ･ 福
業 ･ 相 場

他 の 役 務

工 事 ・ 建 築
・ 加 工

レ ン タ ル ・
リース・貸借

クリーニング

他 の 商 品

役 務 一 般

管 理 ・ 保 管

修 理 ・ 補 修

保 健 ・ 福 祉
サ ー ビ ス

教 養 ・ 娯 楽
サ ー ビ ス

教 育
サ ー ビ ス

運 輸 ･ 通 信
サ ー ビ ス

金 融 ･ 保 険
サ ー ビ ス

土 地 ･ 建
物 ･ 設 備

受付

件数

－ 330 －－ 336 －



７．１．３．（３）消費生活展事業（産業振興課）

１　消費生活展関係

(1) 主催と日程等

(2)参加団体と開催内容

　広く市民に消費者問題についての啓発を行うため、きよせ市民まつり開催中に、消費生活センター登録
団体の活動の場として消費者展を開き、活動の成果発表・展示を行った。

名 称 第39回清瀬市消費生活展

主 催 第39回清瀬市消費生活展実行委員会

共 催 清瀬市

会 期 平成30年10月21日

５　高齢者見守り事業

事　業　名 目　　　的
貸与台数
（台）

清瀬市自動通話録音機貸
与事業

　電話による特殊詐欺（オレオレ詐欺
や還付金詐欺など）や消費者被害を未
然に防止する事を目的とし、65歳以上
の者が居住する世帯に対し自動通話録
音機の無償貸出を実施した。

場 所
きよせ市民まつり会場（清瀬駅北口駅前
けやき通り清瀬市消費生活センター内）

メインテーマ 食の安全

参   　加   　団    　体 開　　　催　　　内　　　容

多摩きた生活クラブ生協まちきよせ 安全安心な飲み物とおやつの試食

西都保健生活協同組合 健康チェック「骨密度、体脂肪チェック」

新日本婦人の会清瀬支部 「マイクロプラスチック」パネル展示

環境・シャボンの会     「再生可能エネルギー　パルシステム電気」パネル展示・石けん展
示・販売パルシステム東京清瀬委員会

清瀬ごみともだち お茶わんリサイクル

清瀬手づくりハムの会 「無添加ハム・ソーセージの作り方」パネル展示

清瀬おもちゃ病院 おもちゃの修理

お茶の間きよせ パネル展示「お茶の間きよせの活動報告」

登録消費者団体連絡会 フードドライブ

消費生活センター 消費生活相談・消費者被害防止啓発チラシ・グッズ等配布

グループあかり 「商品パッケージのユニバーサルデザインについて」パネル展示

布遊の会 パネル展示「リサイクル　お洒落で楽しいリメイク」

清瀬女性会議 「少し昔のエコライフ」パネル展示

清瀬環境市民協議会
「地球温暖化防止対策など」ＰＲパネル展示及びゴミ分別、資源化
についての相談窓口

ポケット広場 つるし飾りの展示・販売・製作

－ 331 －－ 337 －





 款８　　土　　木　　費

－ 339 －





８．１．１．（３）道路台帳整備事業（道路交通課）

１　道路関係

(1) 認定等  （単位　路線）

(2) 用途廃止 件

(3) 境界確定 件

(4）付替え交換 件

(5) 私道寄附 件

８．１．１．（４）道路管理事務事業（道路交通課）

１　ブロック塀撤去・改修等

８．１．１．（６）屋外広告物事業（道路交通課）

１　屋外広告物違反処理関係

ポスタ－（貼紙）

貼　　　　　　札

立　　 看　　 板

合　　　　　　計

清瀬市道路台帳補正業務委託
5月28日

国際航業（株）　多摩営業所
1月28日

（単位　枚）

　　　　　　区　分　
種　類

処 理 枚 数

地震等により倒壊のおそれがあるブロック塀等の撤去・改修等の助成を行った。

申請件数（件） 助成金額（円）

　違反屋外広告物撤去作業業務を委託して、市内全域における屋外広告物法に違反する屋外広告物を除去し、市内
の良好な景観を保持するよう努めた。

　　　　　      　区　分　
  種　類

ブロック塀撤去・改修等

２　委託関係 　　 （単位　円）

委　　　　託　　　　名
着　　手

業　者　名 金　　　額
完　　了

　道路法第２８条に基づき、道路区域の認定・変更等（告示）を行い、道路台帳等の整備を行った。

区　分 認　定 廃　止 区域変更 区域決定 供用開始

件　数

－ 335 －

－ 341 －



８．２．１．（１）道路維持補修事業（道路交通課）

１　道路維持補修関係工事

(1) 道路維持等

(2) 橋梁

２　道路維持補修委託業務関係

市道0235号線排水管調査委託 排水管調査　1.0式
3月 8日
3月14日

ホワイト浚渫工事（有）

市道1101号線雨水管改修設計業
務委託

実施設計　1.0式
埋設物調査　1.0式

管内カメラ調査　1.0式

 11月26日
  3月20日

(株）キミコン

路面下空洞化調査委託 調査委託　1.0式
11月29日
 1月31日

（株）ウォールナット

（単位　円）

委　　　　託　　　　名 内　容
着　手

業　　者　　名 金　額
完　了

三郷橋橋梁補修設計業務委託 設計業務委託　1.0式
 8月27日
11月30日

(株）キミコン

（単位　円）

工　　　事　　　名 内　容
着　手

業　　者　　名 金　額
完　了

梅坂橋橋梁補修工事
（野塩二丁目地内）

橋梁補修　
1.0式

 10月29日
  2月28日

井上建設工業（株）

市道0110・1159号線舗装補修工事
（元町一丁目・中里三丁目・下清戸
二丁目地内）

 7月23日
10月22日

日レキ特殊工事（株）

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

工　　　事　　　名 内　容
着　手

業　　者　　名 金　額
完　了

市道0230号線舗装補修工事
（松山一丁目地内）

 4月23日
 6月20日

日レキ特殊工事（株）

　市民の安全な生活環境の確保のため、老朽化し損傷の著しい道路、通過車両が多い通学路及び市民の要望により
整備を必要とする市道の維持補修工事を行った。
　また、橋梁の計画的かつ予防的な修繕により維持更新費用の縮減と橋梁の長寿命化を図ることを目的に、平成２
５年度に策定された「清瀬市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、薬師橋の高欄取替工及び橋面防水工、橋面舗装打
換工、伸縮装置取替工等の補修工事を実施し、橋梁の長寿命化を図った。

－ 336 －

－ 342 －



８．２．２．（１）道路整備事業（道路交通課）

１　道路新設改良関係工事

８．２．２．（２）道路用地購入事業（まちづくり課）

そ　の　他

合　　　計

　市道０１０６号線は、清瀬市役所と清瀬小学校の間に位置し、学校側に歩道が整備されておらず危険な状態と
なっている。平成２９年度に実施した線形検討（両側歩道２.５ｍ、車道７.０ｍの計１２.０ｍ）を基に基本設計
を実施した。
また東京都が進める無電柱化チャレンジ支援事業対象路線として、無電柱化の予備設計も同時に実施した。
　市道１０１６号線・１３５１号線は、埼玉県新座市の大和田地区の区画整理事業に伴い、市境の区画道路の整備
のため、用地取得を実施した。
　市道１１４４号線は、新庁舎建設に伴い東側の道路を６.０ｍに整備するため、用地取得を実施した。

１　土地購入 　　

事　業　名 契約の種類 件数（件） 地積（㎡） 契約日

清瀬市道1016号線・1351号線拡幅整備事業 売買 4月18日・4月20日・4月26日

清瀬市道1144号線拡幅整備事業

市道3361号線道路整備工事
（野塩一丁目地内）

 7月23日
10月23日

田中土木（株）

 A=200㎡

市道0106号線舗装打換工事
（中里五丁目地内）

 9月25日
 1月17日

高橋道路（株） W=6.0～8.0m

 A=1200㎡

市道1105号線道路整備工事
（下宿一丁目地内）

 5月28日
 9月12日

田中土木（株）

 A=450㎡

市道0101号線道路拡幅工事
（中里五丁目地内）  W=1.0～1.3m

 5月28日
 7月23日

田中土木（株）

市道0115号線道路整備工事
（梅園一・二丁目地内）

 7月23日
 3月28日

原田建設（株）

市道0102号線道路改良工事
（中里三丁目・上清戸二丁目地
内）

 6月25日
 1月31日

（有）矢島土建

 A=800㎡

　市民の安全な生活環境の確保のため、道路拡幅及び劣化の激しい舗装の整備工事を行った。

（単位　円）

工　　　事　　　名 内　容
着　手

業　　者　　名 金　額
完　了

売買 3月 5日

２　委託関係 （単位　円）

委　託　名 業　者　名 金　　額

市道0106号線（市役所通り）基本設計業務委託
（株）アース設計
コンサルタント

市道0106号線（市役所通り）無電柱化チャレン
ジ事業予備設計業務委託

東電タウンプランニング（株）

－ 337 －

－ 343 －



８．２．４．（３）歩道用地購入事業（まちづくり課）

８．２．４．（４）放置自転車対策事業（道路交通課）

１　委託関係

２　放置自転車等の移送状況等 （単位　台）

合 計

返　　　　還 処　　　　分
備　　      　考

自転車 原　付 自転車 原　付 自転車 原　付

　自転車を対象とした市内の安全な環境を確保するため、清瀬駅及び秋津駅周辺の放置自転車等の駐輪指導業務、撤去
移送業務、中里自転車等保管場所管理業務等の委託料、借上げ料、設備の維持管理等に係る経費を執行した。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

路 上
　返還・処分台数は前年度の移送分
を含む。処分する自転車の内、208台
をリサイクルした。

駐 輪 場

　駅周辺違法駐輪防止指導業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

　駅周辺放置自転車等移送運搬業務 (株)サン・エキスプレス

　中里自転車等保管場所管理業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

１　土地購入 　　

　市道０２１０号線は、清瀬小学校の北側に位置し、児童の通学時の安全確保のため、片側歩道２.５ｍ、車道６.
０ｍの計８.５ｍの整備に向けた用地取得を実施した。
　市道０１１７号線は、東京病院の東側に位置し、現在は歩道が１.５ｍと狭く、車いすがすれ違えない状況のた
め、１.０ｍ拡幅し２.５ｍの歩道を整備するため、用地測量を実施した。

事　業　名 契約の種類 件数（件） 地積（㎡） 契約日

清瀬市道0210号線歩道拡幅整備事業 売買 10月29日

２　委託関係 （単位　円）

委　託　名 業　者　名 金　　額

市道0117号線歩道拡幅整備事業に伴う用地測量 児島測量設計（株）

  自転車等廃棄処分委託 小畑商店（株）

区 分
移　　　　送

－ 338 －

－ 344 －



８．２．４．（５）地下駐輪場運営管理事業（道路交通課）

３　清瀬駅北口地下駐輪場の指定管理者の管理運営業務

(1) 指定管理者の名称及び所在地

　　　　名　称　　清瀬都市開発（株）

　　　　所在地　　清瀬市元町一丁目２番１１号

(2) 指定の期間

　　　　平成２７年４月１日から令和２年３月３１日まで

(3) 収支

　　ア　収入

　　イ　支出

１　修繕

２　工事

印紙代含む。

市 納 付 金 （ Ｄ ） ―

合 計 （Ｂ） ―

合 計 （Ａ） ―

（単位　円）

項 目 経　費 摘　　　　要

人 件 費 事務職員

（単位　円）

項 目 経　費 摘　　　　要

使 用 料 定期利用者及び一時利用者

諸 収 入 預金利子、再発行手数料

件　　　名 内　　　容
着　手
完　了

業　者　名 金　額

清瀬駅北口地下駐輪場　便所洋式化
工事

清瀬駅北口地下駐輪場内の便
所(男性用1ヵ所、女性用1ヵ
所)の洋式化工事を実施した。

 8月13日
 9月30日

（株）田中住宅設備

10月25日
11月30日

トーヨーカネツ
ソリューションズ
(株)

清瀬駅北口地下駐輪場駐輪ラック架
台補修及び交換作業

清瀬駅北口地下駐輪場内の
ラックが経年劣化した為、補
修及び交換作業を行った。

 2月 1日
 3月31日

松村鉄工所

（単位　円）

消耗品、印刷製本費、光熱水費、修繕費

通信運搬費、保険料、手数料

　地下駐輪場施設を適正に維持管理するため、清瀬駅北口地下駐輪場の保険料、駐輪場ゲートシステム及びテレビ監視
設備の借上げに係る経費、サイクルコンベヤーの補修と便所の洋式化工事等に係る経費を執行した。

（単位　円）

件　　　名 内　　　容
着　手
完　了

業　者　名 金　額

清瀬駅北口地下駐輪場サイクルコン
ベヤー補修作業(1,2号機)

清瀬駅北口地下駐輪場内のサ
イクルコンベヤーが経年劣化
した為、補修作業を行った。

使用料及び賃貸料 使用料金管理徴収システム

消 費 税

需 用 費

役 務 費

委 託 料 電気保安業務、機器等点検業務費等

－ 339 －

－ 345 －



　　ウ　収支

(4) 利用状況等

(5) 管理運営業務等

　　ア　一般の用に供する業務

　　イ　施設の運営及び管理に関する業務

　　ウ　利用状況調査及び利用促進業務

　　エ　業務遂行上の留意点

８．２．４．（６）有料駐輪場運営管理事業（道路交通課）

１　有料駐輪場の指定管理者の管理運営業務

　　ア　指定管理者の名称及び所在地

　　　　名　称　　（社）清瀬市シルバー人材センター（公社）清瀬市シルバー人材センター

　　　　所在地　　清瀬市松山三丁目１３番１６号

　　イ　指定の期間

　　　　平成２０年１２月１日から平成２３年３月３１日

　　ウ　収支

　　（ア）収入

使 用 料 定期利用者及び一時利用者

諸 収 入 ―

合 計 （ Ａ ） ―

一　時　利　用

　自転車等の利用者の利便に供するとともに、市民の良好な生活環境を確保するため、清瀬駅北口第２駐輪場、清瀬駅
北口第３駐輪場、秋津駅北口駐輪場及び秋津駅南口駐輪場の用地賃借料、駐輪場管理システムの借上げ料、駐輪場設備
の保険料等に係る経費を適正に執行した。

(1) 清瀬駅北口第２駐輪場・清瀬駅北口第３駐輪場、秋津駅北口駐輪場・秋津駅南口駐輪場の指定管理者の管理運営業務

　平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで

（単位　円）

項 目 金　　額 摘　　　　要

収支（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ）

　　エ　基本納付額を上回った金額（３，３０５，３１８円）については、指定管理者の修繕積立金として積み立てる。

区 分 台 数 （ 台 ） 利用料（円）

定　期　利　用

（単位　円）

－ 340 －

－ 346 －



　　（イ）支出

　　（ウ）収支

　　（エ）収益分配金

　　エ　利用状況等

一　時　利　用

市 納 付 金 （Ｄ）＋（Ｅ）

区 分 台 数 （ 台 ） 利用料（円）

定　期　利　用

（単位　円）

区 分 金 額 備 考

市 分 配 金 （ Ｅ ） △ 323,992 （Ｃ）×50％

指定管理者収益（Ｅ´） △ 323,993 （Ｃ）×50％

市 納 付 金 （ Ｄ ） ―

合 計 （ Ｂ ） ―

（単位　円）

収支（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） △ 647,985

役 務 費 通信運搬費等

そ の 他 ―

消 費 税 ―

（単位　円）

項 目 金　　額 摘　　　　要

人 件 費 事務職員等

需 用 費 消耗品、印刷製本費、光熱水費、修繕費等

－ 341 －

－ 347 －



８．３．１．（２）都市計画審議会等活動事業（まちづくり課）

１　都市計画審議会

２　財産審議会

８．３．１．（５）都市計画推進事業（まちづくり課）

１　委託関係

　都市計画審議会は都市計画法に基づき設置され、都市計画について調査及び審議を行っている。平成３０年度は会議
を２回開催し、地区計画の決定や生産緑地地区等の変更について市長の諮問を受けて答申を行った。
　財産審議会は、市有財産の取得、管理及び交換処分に関し、適正な価格及び料金とその適否について審議を行ってい
る。平成３０年度は、会議を３回開催して用地取得や公有地売却等の諮問を受けて答申を行った。

開催月日 開催場所 議　　　　　　　　　　　　　　　題

 8月 2日

健康センター

東村山都市計画生産緑地地区変更案の諮問及び答申について
報告事項
ア　清瀬市都市計画マスタープランの改定について
イ　東村山都市計画道路3・4・15の2号線沿線地区計画策定に向け
    た取り組み状況について
ウ　東村山都市計画道路事業3・4・17号下清戸線について
エ　東村山都市計画道路事業3・4・26号久米川駅清瀬線について

11月29日

会長及び職務代理の選出について
東村山都市計画地区計画案及び用途地域・高度地区の変更案の諮問及び
答申について
報告事項
ア　清瀬市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例につい
　　て
イ　清瀬市都市計画マスタープランの改定について

開催月日 開催場所 議　　　　　　　　　　　　　　　題

 5月11日

清瀬市役所

新庁舎建設用地の取得について

 8月 6日
新庁舎建設用地の取得について
市道0210号線用地取得について
市有地（中里五丁目637番1）の売払いについて

 3月20日
市有地（中里五丁目637番1）の売払いについて
市道0117号線歩道用地取得について

　東村山都市計画道路３・４・１５の２号新東京所沢線のうち、所沢市境からけやき通りとの交差部までの約１
㎞、都市計画道路端から２０ｍの範囲について、道路の整備に合わせて、沿道地域の適切な土地利用の誘導を推進
するため、地区計画の導入及び用途地域等の都市計画の見直しを行った。
　また、平成１３年に策定した都市計画マスタープランの改定を行うため、現況把握や課題の整理、アンケート調
査、市民ワークショップ等を実施した。
　そのほか、都市計画法第６条に基づく調査委託や都市計画図作成業務委託等を実施した。

（単位　円）

委　託　名 業　者　名 金　　額

東村山都市計画道路3・4・15の2号線沿線
地区計画策定業務委託

（株）ポリテック・エイディディ

清瀬市都市計画マスタープラン改定支援業務委
託

（株）地域計画建築研究所

平成30年度清瀬市都市計画基礎調査委託 第一航業（株）

平成30年度清瀬市都市計画図等作成委託 東京カートグラフィック（株）

－ 342 －

－ 348 －



２　清瀬市都市計画マスタープラン見直し検討委員会

８．３．１．（６）土地取引届出事務事業（まちづくり課）

１　国土利用計画法関係

　　土地売買等届出件数（２，０００㎡以上）

２　公有地の拡大の推進に関する法律関係

　　土地有償譲渡届出受理事務（２００㎡以上）

　　土地買取り希望申出受理事務（１００㎡以上）

８．３．２．（３）特定緊急輸送道路沿道建築物耐震化促進事業（まちづくり課）

１　助成関係

　

開催月日 開催場所 議　　　　　　　　　　　　　　　題

 8月31日

生涯学習センター

委員長・副委員長選出
検討スケジュールと検討事項について
都市計画マスタープラン改定にあたって実現したいこと
市民アンケート調査票について

10月18日
市民アンケート調査結果の中間報告
主な論点の検討について
市民ワークショップについて

12月 7日
報告事項（市民ワークショップ、アンケート報告）
主な論点の検討について

 2月 6日

報告事項（市民ワークショップ、アンケート報告）
主な論点の検討について
全体構想の検討について
来年度のスケジュールについて

　国土利用計画法に基づく土地取引規制制度に係る土地取引届出の受理に関する事務として、届出受理後４日以内
に審査し、東京都都市整備局都市づくり政策部都市計画課へ届出書の提出をしなければならない。そのための事務
費、役務費、旅費等を適正に執行した。

　１０件

　８件

２３件

　地震発生時、特定緊急輸送道路における沿道建築物の倒壊による道路閉塞を防ぎ、広域的な避難路及び輸送路を
確保するため、沿道建築物の耐震診断等に係る費用を助成し、当該沿道建築物の耐震化の促進を図った。

項　　目 件　　数（件） 金　　額（円）

補強設計助成

耐震改修助成

－ 343 －

－ 349 －



８．３．３．（１）都市計画街路事業（まちづくり課）

２　委託関係

８．３．５．（２）公園管理事業（水と緑の環境課）

１　委託関係

(1) 樹木剪定

6月1日、10月1日、10月10日

（単位　円）

委　託　名 業　者　名 金　　額

　東村山都市計画道路事業３・４・１７号下清戸線について、平成２９年度に清瀬市土地開発公社が取得した用地
のうち２件の買戻しを実施した。その他２件の用地を取得した。
また、当該道路の整備に向け道路の基本設計を実施した。
　東村山都市計画道路３・４・２６号久米川駅清瀬線（新座市境～関越自動車道）は、東京における都市計画道路
の整備方針（第四次事業化計画）の優先整備路線に指定されている路線である。
　本路線は、現況幅員が５．４６ｍ～６．００ｍと狭い為、周辺住民の安全対策や交通対策のためにも整備が必要
である。平成３０年度は事業（測量）説明会を開催し、現況測量を実施した。

１　土地購入 　　

事　業　名 契約の種類 件数（件） 地積（㎡） 契約日

東村山都市計画道路事業3・4・17号下清戸線基
本設計業務委託

（株）キミコン 多摩事務所

東村山都市計画道路事業3・4・17号下清戸線に
係る建築基準法第42条1項4号指定申請図作成業
務

（有）高橋測量事務所

東村山都市計画道路事業3・4・17号下清戸線築
造に伴う工作物等749-1外調査算定業務委託

（株）補償業務センター

　　 東村山都市計画道路事業3・4・17号
     下清戸線

売買

東村山都市計画道路3・4・26号線現況測量及び
交差点協議等業務委託

（株）双葉

　市内公園の維持及び管理に要する費用を執行して適正な管理を行った。特に遊具等の修繕をすることにより、市
民に安心、安全ないこいの場所を提供できるように努めた。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

台風24号被害による倒木等処理業務委託 （有）野島造園

台風24号に伴う倒木、折れ枝処理業務委託 （有）金子造園

台風24号に伴う清瀬稲荷公園倒木・危険木伐採
他業務委託

（有）金子造園

清瀬金山緑地公園エノキ等樹木剪定業務委託 （株）緑清

中央公園ヒマラヤスギ強剪定業務委託 （有）金子造園

そ　の　他

合　　　計

－ 344 －

－ 350 －



(2) 清掃等

(3) 施設等維持管理

(4) 駆除・消毒等

２　公園遊び場管理数

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立公園・児童遊園及び遊び場等清掃等業
務委託 （公社）清瀬市シルバー人材センター

清瀬市立公園内公衆便所清掃業務委託

清瀬駅南口公衆便所清掃管理業務 （有）春創サービス

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立神山公園エクストラグラス維持管理業
務委託

（株）杉澤緑地

清瀬せせらぎ公園管理業務委託
（公社）清瀬市シルバー人材センター

清瀬金山緑地公園管理業務委託

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

松枯れ防除作業業務委託 関東緑花（株）

区 分 箇　所(か所） 面　積（㎡）

都 市 公 園

都 市 公 園 以 外 の 公 園
（ う ち 公 園 ）

都 市 公 園 以 外 の 公 園
（ う ち 児 童 遊 園 ）

遊 び 場

ポ ケ ッ ト パ ー ク

合 計

－ 345 －

－ 351 －



３　その他

４　市立清瀬金山緑地公園の駐車場の指定管理者の管理運営業務

(1) 指定管理者の名称及び所在地

    ア　タイムズ２４（株）

　　　　所在地　　東京都千代田区有楽町二丁目７番１号

　　イ　指定の期間

　　　　平成２８年４月１日から令和３年３月３１日まで

　　ウ　収支

　　（ア）収入

　　（イ）支出

　　　　　整備、管理運営等にかかる費用は、指定管理者が収受した利用料金を充当するため、支出はない。

　　エ　利用状況

　　オ　管理運営業務等

　　（ア）管理運営業務

　　（イ）駐車券発券業務

　　（ウ）使用承認等業務

　　（エ）駐車場利用料金徴収等業務

　　（オ）駐車場のホームページの管理

　　（カ）庶務業務

　　（キ）その他、市が必要と認める業務

面　積（㎡）

緑 道

一　時　利　用

（単位　円）

項　　　目 金　　額 摘　　　　要

納 付 金 指定管理者との協定により、左記金額を毎年納付

（単位　台）

区　　　分 台　　数

区 分 箇　所(か所）

－ 346 －

－ 352 －



８．３．５．（３）公園整備事業（水と緑の環境課）

１　工事関係

８．３．５．（４）緑地保全事業（水と緑の環境課）

１　緑化事業関係

(1) 樹木及び樹林の指定

本

か所

㎡ ）

か所

㎡ ）

(3) 野塩地域新設公園整備 （単位　円）

　改修工事については、市内公園等５箇所（清瀬駅南口公衆便所・清瀬金山緑地公園・中央公園・竹丘緑地公園・神山
公園）にあるトイレに設置された和式便器の洋式便器への取り換え及びトイレ内施設の補修を行ったほか、市道０１０
２号線道路拡幅工事に伴い、上清戸公園のフェンス改修、遊具移設、樹木植栽などを行った。
　また、寄附を受けた野塩四丁目の公園用地を開園するにあたって、近隣住民のアンケートをもとに、遊具を設置した
ほか、芝生、アジサイ、サクラの植栽などの整備を行った。

（単位　円）

工 事 名 業　　者　　名 金　　額

市内公園トイレ洋式化等改修工事 三英建設（株）

(1) 市内公園トイレ洋式化改修等

そ　の　他

合　　　計

そ　の　他

合　　　計

工 事 名 業　　者　　名 金　　額

野 塩 地 域 新 設 公 園 整 備 工 事 (有)富田組

そ　の　他

合　　　計

工 事 名 業　　者　　名 金　　額

　市内の緑地を保全し、市民に良好な緑空間を提供するため、清瀬市みどりの環境をつくる条例に基づく助成金の
交付や植生管理等の作業を実施した。
　また、平成２４年度から雑木林再生の象徴として実施している国蝶オオムラサキの飼育事業について、オオムラ
サキが成虫になる時期である６～７月に飼育ケージ公開を行い、延べ１，１８３人の来場があった。

項　　　　　　　　目 内　　　　　　　　容 内　　　　訳

樹 木 の 指 定

　樹齢及び樹形に優れ、自然景観及び自然遺産として
保存が必要と認められる樹木等を、所有者の同意を得
て指定した。（地上から1.5ｍの高さにおける幹の太
さ1.5ｍ以上）

樹
林
の
指
定

　農と調和する景観の保全区域
の指定

　雑木林、農地、屋敷林等が一体となった武蔵野の原
風景を色濃く残す景観を、所有者の同意を得て指定し
た。（おおむね 1,000㎡以上の樹林地） （8,682.83

　緑化重点地区における保全区
域の指定

　みどりの基本計画に定める緑化重点地区において、
特に保全が必要と認められる樹林地を、所有者等の同
意を得て指定した。（おおむね1,000㎡以上の樹林
地） （25,724.58

(2) 上清戸公園改修等 （単位　円）

上 清 戸 公 園 改 修 工 事 (有)今村組

－ 347 －

－ 353 －



(2) みどりの保存対策

 　　 保全区域及び保存樹木等助成金交付関係　　

２　樹木剪定

８．３．５．（５）花のあるまちづくり事業（水と緑の環境課）

１　委託関係

(1) 清瀬市役所及び清瀬駅北口ロータリー等の花壇の手入れ

８．３．５．（６）椅子のあるまちづくり事業（水と緑の環境課）

１　工事関係

項　　　　　目 人数（人） 金　　　額（円）

保全区域助成金

保存樹木助成金

生け垣等設置助成金

委　　託　　名 本　数（本） 業　　者　　名 金　　額（円）

中里一丁目緑地萌芽更新業務委託 伐採　50 （有）金子造園

野塩一丁目市有林樹木剪定業務委託 剪定等　43 （株）緑清

台風24号による倒木処理他業務委託 剪定等　10 （有）松村造園

その他

合　　　計

　「花とみどりの公園都市」を目標として、清瀬の顔となる駅前通り、公共施設及び公園などに、年間を通して季
節の花を楽しめるよう花の植え替えを行った。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

　花のあるまちづくり事業業務委託 清瀬市花卉クラブ

そ　の　他

合　　　計

　事業に賛同いただいた企業、団体または個人からの寄附金を財源にオリジナルデザインの椅子を設置しており、
平成３０年度は、ふるさと納税を活用して上清戸公園に１基設置した。

（単位　円）

工 事 名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市おしゃれな椅子製作設置工事 小平建興（有）

－ 348 －

－ 354 －



８．３．５．（８）カタクリまつり事業（水と緑の環境課）

１　第２０回　きよせカタクリまつり開催

８．３．５．（１０）柳瀬川回廊事業（水と緑の環境課）

１　委託関係

８．３．５．（１５）街路樹景観整備事業（水と緑の環境課）

１　委託関係

　清瀬の美しい景観をつくる武蔵野の雑木林の保護と育成を目的に、その林床に咲くカタクリを象徴とした「カタクリ
まつり」を行った。

（単位　人）

会　場 　　　　期 　　　 間　　　 　　　　内　　　容　　　 参 加 者

清瀬中里緑地保全地域 他  3月30日～ 4月 7日 　自然観察会、パネル展示、募金活動など 約8,600

　平成１８年３月に策定された柳瀬川回廊構想の事業化を推進するため、これまでの整備状況の検証や新たに寄附を受
けた公園用地の利用方針などについて、「柳瀬川回廊事業推進検討委員会」からの答申（平成２９年度）をもとに再整
備を進める。平成３０年度は、「（仮称）花のある公園」の整備に向けて、老木化や腐朽の進んだ危険樹木の伐採・伐
根及び整地などを行った。

（単位　円）

委　　託　　名 委託者名 金　　額

けやき通りケヤキ危険木伐採業務委託 (株）野崎造園

花のある公園樹木伐採整備業務委託  (株）枯夢造園

台田の杜枯木伐採業務委託 （有）金子造園

　市のシンボルロードとなっているけやき通りのケヤキについて、利用者の安全を確保するため、老木化や腐朽が
見られる危険木の伐採作業を実施した。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

－ 349 －

－ 355 －



８．４．１．（２）市営住宅管理事業（まちづくり課）

１  市営住宅管理戸数

２  公営住宅関係工事

８．４．１．（３）住宅支援事業（まちづくり課）

１　耐震相談会 （単位　件）

２　木造家屋耐震診断等助成

３　親・子世帯近居支援助成

　市営住宅等の維持管理及び保守点検並びに老朽化した清瀬市営中里第２住宅内の木造１戸の除却を行った。

（単位　戸）

　　  名 称  
 　　 　   
区 分

中 里 第 中 里 第 中 里 第 野 塩 柳 原 中 里 第 合 計

戸    数

工　　事　　名 内　容 金　額（円）
着　手
完　了

業者名

清瀬市営中里第2住宅
除却工事

清瀬市営中里第2住宅
（除却件数1戸）

 8月27日
10月31日

小平建興（有）

　市民の防災意識の向上を目的に、耐震相談会の実施や木造住宅への耐震診断等に助成を行った。また、子育て中
の世帯が安心して暮らすことができるよう、親・子世帯近居支援の助成を行った。

開催日 開催場所 相談件数

 6月26日 生涯学習センター

10月14日 清瀬第十小学校 総合防災訓練中止のため

 1月17日 生涯学習センター

件　　数（件） 金　　額（円）

項　　目 件　　数（件） 金　　額（円）

耐震診断助成

耐震改修助成

－ 350 －

－ 356 －



 款９　　消　　防　　費

－ 357 －





９．１．１．（１）消防事務委託事業（防災防犯課）

１　委託関係 （単位　円）

９．１．２．（１）消防団運営事業（防災防犯課）

(2) 消防団員数（平成３０年４月１日現在) (単位　人）

　市内で発生する消防・救急業務及び防災業務の円滑化を図るため、広域的に行うことが可能である東京消防庁にそ
の業務を委託した。

合　　　　計

第 分 団

第 分 団

第 分 団

第 分 団

第 分 団

第 分 団

第 分 団

団　員 合　計

団 本 部

　第　　６　　分　　団　

　第　　７　　分　　団　

　　　　　階級
　所属

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長

団

本

部

　第　　１　　分　　団　

　第　　２　　分　　団　

　第　　３　　分　　団　

　第　　４　　分　　団　

　第　　５　　分　　団　

委　　託　　名 委　　託　　先 金　　額

常備消防都委託 東京消防庁

　清瀬市消防団に入団している団員への報酬及び火災などへの出動手当を支給した。また、消防団へ運営費を交付す
ることで、消防団が行う訓練、平成２９年九州北部豪雨・台風１８号による被災現場の視察研修などの活動を推進し
た。さらに、清瀬市消防団が消火活動を行ううえで訓練を充実できるようにするため、梅園１－２（リハビリテー
ション病院跡地）に消防団訓練施設を整備した。

１　消防団関係

(1) 消防団組織

－ 349 －－ 359 －



(3) 分団長会議

(4) 年間行事

　　　

月

歳末特別警戒

出初式
文化財防火訓練

消防演習

春の火災予防運動

危険物消防演習

消防ポンプ操法合同訓練

消防ポンプ操法審査会
北多摩地区消防大会

総合防災訓練

秋の火災予防運動

 2月 1日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
 春の火災予防運動について

 平成31年度事業計画（案）について

月　　別 内　　　　　　容

一般教育訓練

総合水防訓練
幹部視察研修

10月 5日 中清戸地域市民センター

 総合防災訓練について

 震災図上訓練について

 秋の火災予防運動について

 清瀬市消防団出初式で行う表彰について

12月13日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
 歳末特別警戒について

 出初式について

開 催 日 場　　　　所 内　　　　　　　　　　　　　容

 4月 3日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
 平成30年度事業計画（案）について

 平成30年度消防訓練所集合教育について

 7月13日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
 消防ポンプ操法審査会及び分団対抗ソフトボール大会について

 第60回北多摩地区消防大会について

－ 350 －－ 360 －



(5) 火災出動状況

※ 人数は延べ人数

(6) 入団者及び退団者　

　　ア　入団者（平成３０年４月１日付）　 (単位　人）

　　イ　退団者（平成３１年３月３１日付） (単位　人）

第 分 団 第 分 団

合 計

団 本 部 第 分 団

第 分 団 第 分 団

第 分 団 第 分 団

第 分 団 第 分 団

合 計

分 団 名 人数 分 団 名 人数

団 本 部 第 分 団

第 分 団 第 分 団

第 分 団 第 分 団

合 計

分 団 名 人数 分 団 名 人数

第 分 団

第 分 団

第 分 団

第 分 団

第 分 団

第 分 団

団 本 部

第 分 団

分 　団 　名
市　　　　　内 (市外)

応援出動(回)

合　　　計

建物火災(回) 車両火災(回) その他(回) 出動回数(回) 出動人数(人)

－ 351 －－ 361 －



(7) 表彰関係

団

人

団

人

２　消防団用資機材購入関係

３　消防団訓練施設整備工事

電線引込工事
平成31年1月29日
平成31年3月29日

（株）宇都宮電気商会

消防団訓練施設舗装工事
平成30年5月28日
平成30年8月16日

（有）富田組

消火栓引込工事
平成30年6月25日
平成30年8月10日

（有）水道ポンプ細山営業所

ホース乾燥塔設置工事
平成30年7月27日
平成30年8月31日

ヤモト鉄工

品　　　名

消防用ホース

発電機

合　　　計 ―

工　　事　　名 金　　額　（円）
着　　手
完　　了

業　　者　　名

1台

14本

団旗付属品 1式

金　 額　（円）数　　　量

清 瀬 市 消 防 団 長 表 彰

退職分団長に対する感謝状 第1・第3・第5・第6・第7分団

優良団員
第1・第2・第3・第4・第5・第6・第7分
団

清 瀬 消 防 署 長 表 彰
優良分団 第3・第5分団

業務功労 第2・第4・第5・第6分団

三 多 摩 消 防 団
連 絡 協 議 会 長 表 彰

功労賞 第2・第3分団

優良賞 第2分団

北 多 摩 地 区 消 防 団
連 絡 協 議 会 長 表 彰

功績団員　　　　　 第2分団

優良団員          第3・第4・第7分団

清 瀬 市 長 表 彰

永年勤続（20年） 第1分団

永年勤続（15年） 第4・第6分団

永年勤続（10年） 第1・第2・第3・第5・第6分団

東京都消防協会長表彰
功労賞 本団

優良賞 第1・第2・第3分団

表 彰 分 団 等

消 防 庁 長 官 表 彰 退職団員報償 人 退団員

知 事 表 彰 消防褒賞 第4・第7分団

区 分 表 彰 名 人数等

－ 352 －－ 362 －



９．１．２．（２）車両管理事業（防災防犯課）　

１　消防車両配備状況（平成３１年３月３１日現在）

２　維持管理費（平成３1年３月３１日現在）

合 計

※ 第６分団の車両のうち、上段の車両については、平成３０年１２月１２日に廃棄済

第 分 団 消 防 車
多 摩 す

第 分 団 消 防 車
多 摩 な

第 分 団 消 防 車
多 摩 り

第 分 団 消 防 車
多 摩 す

第 分 団 消 防 車
多 摩 す

第 分 団 消 防 車
多 摩 す

第 分 団 消 防 車
多 摩 ろ

第 分 団 消 防 車
多 摩 や

消 防 団 指 令 車
多 摩 す

消防団小型ポンプ車
多 摩 あ

※ 第６分団の車両のうち、上段の車両については、平成３０年１２月１２日に廃棄済

車 名
走 行 距 離 燃料消費量 燃 料 費 整 備 費 保 険 料 等 合 計

（㎞） （ℓ） （円） （円） （円） （円）

第 分 団

消防ポンプ
自動車

ＣＤ-1型

日野 　　平成29年11月27日

第 分 団

イスズ

　　 平成24年 8月30日

第 分 団 　　平成21年 5月27日

第 分 団 　　平成18年 6月23日

第 分 団 日野 　　平成19年 7月 4日

第 分 団
イスズ 　　平成14年12月19日

日野 　　平成30年11月 8日

第 分 団 イスズ 　　 平成22年 5月28日

団 本 部
指令車 － トヨタ 平成24年 3月16日

小型ポンプ車 － ダイハツ 平成26年 3月 7日

多 摩 す

多 摩 あ

　清瀬市消防団が消火活動などで使用する、消防ポンプ自動車、指令車の維持及び管理を行った。また、法定耐用年
数の経過に伴い、第６分団の消防ポンプ自動車を購入した。

　　　　区分
　所属

種　　別 規格等 車　別 初年度登録年月日車　　番

多 摩 ろ １

多 摩 や

多 摩 す

多 摩 す

多 摩 り

多 摩 す

多 摩 す

多 摩 な

型　　　式

  ＤＢＡ-ＡＮＨ25Ｗ 

  ＥＢＤ-Ｓ331Ｗ　　

　ＴＰＧ-ＸＺＵ640Ｍ

  ＴＫＧ-ＮＭＲ85Ｎ 

　ＢＤＧ-ＮＭＲ85Ｎ 

　ＰＢ-ＮＫＲ81Ｎ　 

　ＢＤＧ-ＸＺＵ334Ｍ

　ＫＲ-ＮＫＲ81ＧＮ 

　ＴＰＧ-ＸＺＵ640Ｍ

　ＢＫＧ－ＮＭＲ85Ｎ

－ 353 －－ 363 －



３　車両購入費 (単位　円）

９．１．３．（１）分団器具置場管理事業（防災防犯課）

１　器具置場及び望楼 (単位　㎡）

９．１．３．（２）水利施設管理事業（防災防犯課）

1　水利施設（平成３１年３月３１日現在）　

９．１．４．（１）防災対策事業（防災防犯課）

１　防災対策関係

(1) 会議の開催

　災害時における備蓄食糧の整備をした。また、市内小中学校のうち芝山小学校、第三小学校、第四小学校に避難所
のトイレ不足及び断水により水洗トイレが使用できなくなった場合に備え、マンホールトイレを５基ずつ設置した。
さらに、災害発生時の住民生活の早期再建を図るため、東京都共同利用型の被災者生活再建支援システムを導入し
た。

会　　議　　名 開　催　日 場　　所 内　　　　　　　　　容

清瀬市防災会議 7月10日 清瀬市役所

平成30年度清瀬市総合水防訓練の実施結果につい
て
清瀬市地域防災計画の一部改訂について
平成30年度清瀬市総合防災訓練について

第 分 団 　松山三丁目13番16 　鉄骨耐火平屋

　消火栓など水利施設の維持及び管理をした。消火栓は上水道に直結しているため、災害時には応急給水としての機
能もあり、火災発生時に消防隊などが使用する水の確保に必要な設備となっている。

消　　火　　栓 防　　火　　水　　槽 河 　 川  　等 プ　　ー　　ル そ　　の　　他

第 分 団 　旭が丘三丁目757番2 　鉄筋コンクリート二階

第 分 団 　中里四丁目827番5 　鉄骨耐火二階

第 分 団 　野塩一丁目430番9 　鉄骨耐火二階

第 分 団 　元町二丁目274番2 　鉄筋コンクリート二階

第 分 団 　中清戸二丁目865番7 866番3   　鉄骨耐火二階

第 分 団 　下清戸五丁目855番3 　鉄骨造二階

消防ポンプ自動車 第6分団

　清瀬市消防団全７分団が使用する分団器具置場（詰所）を適正に維持及び管理した。

　　　　  区 分
　所 属

器　　      具       　置  　     場

所　　　  　　　在 構　　　　造 延べ面積

購　入　車　両 所　属 金　　額

－ 354 －－ 364 －



(2) マンホールトイレ設置工事

(3) マンホールトイレ設置状況

(4) 全国瞬時警報システム（Ｊアラート）更新工事

(5) 被災者生活再建支援システム共同利用型運用委託

(6) 防災無線通信施設の現況 

　　ア　固定系

　　イ　移動系

ＭＣＡ

無線種類
形態別（基） 周波数帯 電力（Ｗ）

車載型 可搬型 携帯型 （ＭＨz） 車載型 可搬型 携帯型

被災者生活再建支援システム共同利用型運用委託 平成30年11月1日 東日本電信電話（株）

親　局
子局屋外

方式
周波数帯 電　力

（基） （基） （ＭＨz） （Ｗ）

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）設備更新工事
平成30年5月25日
平成31年1月31日

埼玉田中電気（株）

委　託　名 金　　額 委 託 開 始 日 業　　者　　名

（単位　円）

清瀬第三中学校 旭が丘一丁目262番 平成25年度

工　　事　　名 金　　額
着　　手
完　　了

業　　者　　名

　（単位　円）

清瀬第四中学校 野塩三丁目2番3 平成28年度

清瀬第八小学校 中清戸四丁目1070番 平成25年度

清明小学校 旭が丘二丁目8番1 平成25年度

清瀬第五中学校 中清戸三丁目258番1 平成29年度

清瀬第六小学校 梅園二丁目9番45 平成28年度

清瀬第七小学校 松山三丁目1番92 平成28年度

清瀬第四小学校 中里二丁目1471番 平成30年度

清瀬第十小学校 中清戸一丁目454番14 平成29年度

清瀬中学校 中里五丁目624番 平成29年度

施　　設　　名 所　在　地 設　置　年　度 基　　数（基）

芝山小学校 元町二丁目16番8 平成30年度

清瀬第三小学校 竹丘一丁目15番4 平成30年度

（単位　円）

工　　事　　名 金　　額
着　　手
完　　了

業　　者　　名

清瀬市立芝山小学校ほか2校
防災トイレ設置工事

平成31年 1月 7日
平成31年 3月15日

田中土木（株）

－ 355 －－ 365 －



(7) 防災倉庫及び防災備蓄物資置場  （単位　㎡）　

　コミュニティプラザ　ひまわり
　（下清戸一丁目212番地4）

鉄筋
（1階、3階）

　清瀬リハビリテーション学院跡地体育館
　（梅園一丁目613-1）

鉄骨

　中里二丁目地内（中里二丁目1462番地31）
アルミ製

　第六小学校（梅園二丁目9番45号）

　小・中学校体育館（市内14校合計） 鉄骨

　小・中学校教室等（市内14校合計） 鉄筋

　消費生活センター（元町一丁目4番17号） 鉄筋（1階）

　生涯学習センター（元町一丁目2番11号） 鉄筋（5階）

　男女共同参画センター（元町一丁目2番11号） 鉄筋（4階）

所　　　　　　　　在　　　　　　　　地 構  造 延　面　積

  健康センター（中里五丁目842番地） 鉄筋（地下）

  下宿地域市民センター（下宿二丁目524番地1）

鉄筋（1階）

  松山地域市民センター（松山二丁目6番25号）

  野塩地域市民センター（野塩一丁目322番地2）

  市営野塩柳原住宅（野塩三丁目50番地）

  中清戸地域市民センター（中清戸四丁目847番地5）

　児童センター（中清戸三丁目235番地5）

　中里地域市民センター（中里四丁目1301番地）

－ 356 －－ 366 －



(8) 防災倉庫備蓄品　（平成３１年３月３１日現在）

　　ア　応急食料

　　イ　生活必需品

　　ウ　活動機材

(9) 地域配備消火器設置状況 ２８３か所（平成３１年３月３１現在）

(10) 震災対策井戸の指定状況   ３１か所（平成３１年３月３１現在）　　

(11) 簡易型感震ブレーカー等の配布状況　　１１個（平成３０年度実績）

（通算）１４１個（平成３１年３月３１現在）

２　防災行政無線による広報実施状況

(1) 一般放送 ５件

(2) チャイム放送 毎日定時放送

３　補助金関係

(市内一斉清掃２件、防災訓練１件、水防訓練１件、東日本大震災追悼１件)

補　　助　　名 件　　　数（件） 金　　額（円）

自主防災組織補助金

発電機（台）
投光機(LED)

（台）
プライベート
ルーム(個)

パーテーション
ルーム(個)

ストーブ(台)
可搬ポンプ

（Ｄ級）(台)

品　　名 スコップ等(本)
ロータリー
ポンプ(台)

土のう袋(枚) 防水シート(枚) テント(張)
手持ちライト

（個）

数　　量

障害者対応型
トイレ(台)

マンホール
トイレ
（基）

トイレット
ペーパー
(ロール)

生理用品（枚）
簡易トイレ（組
立て式）(台)（大人） （小児）

数　　量

品　　名 毛　布（枚）
紙おむつ（枚）

石鹸（個）

みそ汁（食）

数　　量

粉ミルク(缶)

品　　名 パンの缶詰(缶)
アルファー米

（食）
おかゆ（食） ビスケット(食)

保存水(ペットボ
トル2ℓ)（本）

－ 357 －－ 367 －





 款１０　　教　　育　　費

－ 369 －





  清瀬市立小・中学校　児童・生徒数及び学級数     （平成３０年５月１日現在）

 学　  年

 学　校　名 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

　　　　　 人　　　　ｸﾗｽ　　　　　 人　　　　ｸﾗｽ　　　　　 人　　　ｸﾗｽ　　　　 人　　　　ｸﾗｽ　　　　 人　　　　ｸﾗｽ　　　　 人　　　　ｸﾗｽ　　　　 人　　　ｸﾗｽ

特別支援
学　　級

通常学級

特別支援
学　　級

通常学級

特別支援
学　　級

 学　  年

 学　校　名 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

人 ｸﾗｽ 人 ｸﾗｽ 人 ｸﾗｽ 人 ｸﾗｽ

特別支援
学　　級

児童数
生徒数

学級数

人 ｸﾗｽ

通常学級

特別支援
学　　級

清 瀬 第 五 中 学 校
特別支援
学級計

中学校計

合計

中学校合計

小・中合計

清 瀬 第 四 中 学 校 通常学級計

小学校合計

1  学  年 2  学  年 3  学  年 合計

清瀬中学校

通常学級

清 瀬 第 二 中 学 校

清 瀬 第 三 中 学 校

芝 山 小 学 校

清 瀬 第 三 小 学 校

清 瀬 第 四 小 学 校

清 瀬 第 六 小 学 校

清瀬第七
小 学 校

清 瀬 第 八 小 学 校

清 瀬 第 十 小 学 校

清 明 小 学 校

小学校計

1  学  年 2  学  年 3  学  年 4  学  年 5  学  年 6  学  年 合計

清瀬小学校

通常学級

－ 359 －－ 371 －



　平成30年度卒業後の進路状況

１　小　学　校

２　中　学　校

（1）進路

都内 都外 都内 都外 都内 都外 都内 都外 都内 都外 都内 都外

合　　　　　計

清 瀬 中 学 校

清瀬第二中学校

清瀬第三中学校

清瀬第四中学校

清瀬第五中学校

（2）進学者の内訳 （単位　人）

　　　　　　　区分
 　学校名

高等学校 特別支援
学校高等部

高等専門
学校

小計
合計全日制 定時制 通信制

清瀬第五中学校

合　　　　　計

清瀬第三中学校

清瀬第四中学校

清 瀬 中 学 校

清瀬第二中学校

（単位　人）

　　　　    　区　分
 　学校名

 進 学 者  就 職 者 専修学校等
左記以外の

者
　合　　計　　　 

（1）進学先 （単位　人）

清瀬市立各中学校 清瀬市立以外の中学校等 合　　　計

－ 360 －－ 372 －



１０．１．１．（１）教育委員会活動事業（教育総務課）

１　会議関係

 教育委員会

 5月23日

議案第12号　清瀬市教育委員会事務局職員職務権限規程の一部改正について

議案第13号　「スポーツ振興にかかわる基本方針」に係る諮問について

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃａｍｐ ｉｎ Ｔａｔｅｓｉｎａの実施について

平成30年度各学校の教育課程及び特色ある取組について

平成29年度長期欠席の報告について

平成30年度個別指導計画の様式について

 6月15日

陳情第1号　2019年度使用中学校道徳教科書の採択にあたっての要望書

清瀬市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

市長への手紙・メール等について

特色ある学校づくり予算(二次)の配当について

平成30年度清瀬市学力調査結果報告(速報)について

事務執行状況報告について

　教育長及び委員４名による教育委員会定例会を年１２回、臨時会を２回開催し、議案、報告事項等を審議した。

開 催 日 会　  　議　  　等　  　主　  　要　  　事　  　項

 4月20日

議案第9号　事務の臨時代理の承認について

議案第10号　清瀬市立図書館協議会委員の選任について

議案第11号　学校徴収金取り扱いマニュアル策定委員会設置要綱の廃止について

清瀬市コミュニティプラザ条例の一部を改正する条例について

平成30年度教育員会重点事業について

平成29年度清瀬市立小中学校評価について

平成29年度いじめ・長期欠席の報告について

 7月20日

議案第14号　清瀬市教育委員会請願処理規定の制定について

清瀬市教育委員会の権限に属する事務の管理及び評価有識者説明会について

給食民間委託について

市立小・中学校いじめ調査(4～6月)報告

 8月17日

議案第15～17号　平成31年度清瀬市公立小・中学校教科用図書及び特別支援学級用教科用図書の採択
　　　　　　　　について

議案第18号　清瀬市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について

議案第19号　清瀬市立学校医、歯科医及び学校薬剤師の任用免職及び職務に関する規定の一部を改正
            する規則について

 9月14日

議案第20号　清瀬市教育委員会公印規則の一部を改正する規則について

議案第21号　清瀬市立学校職員の職務に専念する義務の免除に関する事務取扱規則の一部を改正する
            規則について

議案第22号　清瀬市立学校職員服務規程の一部改正について

平成30年度第1学期のいじめ及び不登校の状況について

学力調査の結果について(速報値)

事務の執行状況報告

10月 5日 教育長職務代理者の指名について

－ 361 －－ 373 －



10月19日

議案第23号　清瀬市社会教育委員の選任について

重点事業（中間報告）について

清瀬市教育委員会働き方改革に係る実施計画について

第10回石田波郷俳句大会について

11月16日

第10回石田波郷俳句大会の報告ついて

平成31年清瀬市成人記念式典について

平成31年度清瀬市立学校教育課程編成基準について

12月14日

議案第24号　平成30年度清瀬市教育委員会表彰について

議案第25号　清瀬市文化財保護審議委員の選任について

平成31年清瀬市成人記念式典について

平成30年度東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」結果の報告について

平成30年度「命の教育フォーラム」の実施について

執行状況報告について

 1月18日

児童生徒の携行品に係る配慮について

ブックリスト「だっこしてよんではじめての絵本リスト」について

清瀬市立公園条例の一部を改正する条例について

平成31年清瀬市成人記念式典の実施報告について

平成30年度「命の教育フォーラム」について

平成30年度「清瀬の100冊」読書感想文コンテスト審査結果について

「新教育員会制度への移行に関する調査」及び「教育員会の現状に関する調査」の結果について

 2月 8日

議案第1号　清瀬市教育委員会表彰　被表彰候補者の追加等について

議案第2号　「清瀬市生涯学習基本方針」に係る諮問について

議案第3号　清瀬市立小中学校管理職の配置について

 2月22日

議案第4号　清瀬市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則について

議案第5号　清瀬市立学校事務共同実施要綱の制定について

第2次清瀬市教育総合計画マスタープラン実行計画(案)について

平成31年度教育委員会定例会等の日程について

卒業式・入学式の参列について

「清瀬市教育委員会　運動部活動の在り方に関する指針」の策定について

就学相談フォローアップについて

－ 362 －－ 374 －



１０．１．２．（３）事務局一般事務事業（教育総務課）

１　アレルギー疾患危機管理研修

２　ケースカンファレンス及び意見交換会

３　委託関係

 3月22日

議案第6号　清瀬市教育委員会事務局職員職務権限規程の一部改正について

議案第7号　清瀬市立小中学校文書管理要綱の一部改正について

議案第8号　清瀬市立学校施設のスポーツ及び遊び場解放に関する規則の一部を改正する規則について

議案第9号　清瀬市立学校事案決定規定の一部改正について

議案第10号　清瀬市特別支援教育就学奨励費支給要綱の一部改正について

議案第11号　清瀬市立小学校教科用図書採択要綱の廃止について

議案第12号　清瀬市立中学校教科用図書採択要綱の廃止について

議案第13号　清瀬市立小・中学校教科用図書採択要綱の制定について

議案第14号　清瀬市立小・中学校特別支援学級教科用図書採択要綱の一部改正について

議案第15号　清瀬市スポーツ推進委員の選任について

議案第16号　清瀬市生涯学習センター条例施行規則の一部を改正する規則について

平成30年度学校評価表及び平成31年度清瀬市立小・中学校教育課程について

清瀬市特別支援教育推進計画(第四次実施計画)について

第3次清瀬市子供読書活動推進計画について

スポーツ振興にかかわる基本方針(答申)について

執行状況報告について

平成30年度清瀬市教育委員会重点事業(最終報告)について

　学校給食における食物アレルギーのある児童・生徒への対応が年々増加しており、全教職員のアレルギー対応への
意識を高めるため、年度当初の給食が始まる前の４月初めに市内の全小中学校教職員及び市内の保育園・幼稚園職員
を対象に危機管理研修を実施し、アナフィラキシーショックへの理解、エピペンの対処法などについて学ぶ機会を提
供した。また、アレルギーによる緊急時の対応や教室等での対応に教職員が迷うケースもあることから、多摩北部医
療センターとの連携がスムーズに運ぶように、医師と学校関係者とのケースカンファレンス及び意見交換会も実施し
た。
　ポリ塩化ビフェニル廃棄物（特別管理産業廃棄物）処理を実施し、保管していた高濃度ＰＣＢ廃棄物を処理した。

（単位　人）

開催日 会　　場 講　　演　　名 講　　師　　名 参加人数

4月 4日 清瀬けやきホール 食物アレルギーと学校の対応について
東京慈恵会医科大学付属第三病院

小児科診療部長　勝沼 俊雄

開催日 対　　象　　者

2月 5日
多摩北部医療センターの医師、養護教諭、栄養教諭・栄養職員、アレルギーのある児童・生徒を担任する教職
員、その他の関係職員

金   額委 　託 　名

ポリ塩化ビフェニル廃棄物（特別管理産業廃棄物）
処理委託

業　 者 　名

中間貯蔵・環境安全事業（株）
北海道ＰＣＢ処理事業所

その他

合計

－ 363 －－ 375 －



１０．１．２．（５）就学事業（教育総務課）

１　就学時健康診断の実施

(1) 実施期間　　１０月１日から１１月３０日まで

(2) 受診者数　　５８４人

(3) 委託先　　　清瀬市医師会及び清瀬市歯科医師会

１０．１．３．（２）教育相談センター運営管理事業（指導課）

１　教育相談室

２　適応指導教室

３　特別支援教育巡回指導員

４　清瀬市総合相談支援センターの開設に向けた取組

　総合相談支援センター開設に向けたステップとして、４班（教育相談班、適応指導班、スクールソーシャルワー
カー班、就学相談・巡回指導班）関係職員の研修、情報の共有等を実施した。

内　　　訳（回）

来　　室 電　　話 来室及び電話

(単位　回)

区　分 幼保・小・中学校

訪問回数

　市内に住所を有する就学予定者に対し、心身の状態を把握し、円滑に義務教育が受けられるように、学校保健安全
法に基づき小学校入学前に就学時健康診断を実施し、治療の勧告その他保健上必要な助言を行うとともに、適正な就
学についての指導を行った。

(単位　人)

区　分 小学校 中学校 合　計

在籍者

　教育相談センターにおいて、市内在住の幼児、児童、生徒、及び保護者からの教育相談、不登校児童・生徒への適
応支援、課題のある児童・生徒やその家庭に対するスクールソーシャルワーカーの派遣等を実施し、それぞれの課題
の解決と健全育成を進めた。

相談件数（件） 相談回数（回）

－ 364 －－ 376 －



１０．１．３．（４）教職員研修事業（指導課）

１　研修 （単位　回）

小 学 校 特 別 支 援
教 室 連 絡 協 議 会

担 当 校 長
担 当 教 員 全 員

小 学 校 特 別 支 援
教室専門員連絡会

小 学 校 特 別 支 援
教 室 専 門 員

特 別 研 修 会 全 教 員 悉 皆 Ａ Ｌ Ｔ 担 当 者 会 各 校 代 表 者

食 物 ア レ ル ギ ー
対 応 研 修

全 教 員 悉 皆
ア ク テ ィ ブ ・
ラ ー ニ ン グ
リーダー養成講座

各 校 代 表 者

夏 季 専 門 研 修 会
～ 年 次 教 員

（ 悉 皆 ）
希 望 者

英 語 教 育 推 進 者
養 成 講 座

各 校 代 表 者

若手教員育成研修
（ 年 次 ）

教 職 年 目 教 員
特 別 支 援 教 育
コーディネーター
連 絡 協 議 会

各 校 代 表 者

中 堅 教 諭 等
資 質 向 上 研 修 Ⅰ

教 職 ～ 年 目
教 員

ス ク ー ル
カ ウ ン セ ラ ー 等
連 絡 協 議 会

ス ク ー ル
カ ウ ン セ ラ ー

若手教員育成研修
（ 初 任 者 ）

初 任 者
新 規 採 用 者

道 徳 教 育
推 進 委 員 会

道 徳 教 育
推 進 教 員

若手教員育成研修
（ 年 次 ）

教 職 年 目 教 員
読 書 活 動
推 進 委 員 会

各 校 代 表 者

新 任 主 任 教 諭
研 修 会

新 任 主 任 教 諭
キ ャ リ ア 教 育
担 当 者 会

進 路 指 導 主 任
キ ャ リ ア 教 育
担 当 者

学校マネジメント
講 座

歳 代 主 任 教 諭
年 目 以 上

命 と 人 権 教 育
推 進 委 員 会

各 校 代 表 者

副 校 長 研 修 会 全 副 校 長 教 務 主 任 会 教 務 主 任

主 幹 教 諭 研 修 会 全 主 幹 教 諭 生 活 指 導 主 任 会 生 活 指 導 主 任

　教育アドバイザー（指導教授）が新規採用教員の指導・助言を行った。また、武蔵村山市と合同で二市教職員研修
会を行った。

研修名 対象 回数 研修名 対象 回数

新教育課題研修会 全 校 長
保 ・ 幼 ・ 小 合 同
研 修 会

希 望 者
各 学 校 名

－ 365 －－ 377 －



１０．１．３．（６）教職員健康管理事業（指導課）

１　委託関係

２　健康診断等実施結果 （単位　人）

１０．１．３．（８）児童・生徒健全育成事業（指導課）

１　赤ちゃんのチカラプロジェクト

(1) 委託内容

(1) 事業内容

２　命の教育フォーラム

日　　時 開　催　場　所 内　　　　　　　　容

2月16日 アミューホール
　助産師講話
　清瀬第七小学校「命の授業」の報告
　中学校生徒会役員による公開討論会

　「命の教育」を推進するために、全小・中学校で赤ちゃんとその母親を招いて話を聞き、直接触れ合う体験をする
「赤ちゃんのチカラプロジェクト」を実施するとともに、「命の教育フォーラム」を開催し、市立中学生による公開
討論等を行い、生命について学んだことや感じたことについて広く市民に発表した。
　また、市立の全中学校全学年において、いじめや不登校発生の防止に向け、「学級経営診断」を実施した。

（単位　円）

委　　託　　名 実　施　校 実施クラス数 金　　　額

赤ちゃんのチカラプロジェクト 市立小・中学校14校
小学校21クラス
中学校18クラス

定期健康診断（循環器）

長期労働に係る面接指導

消 化 器 健 診

長時間労働に係る面接指導 社会福祉法人信愛報恩会　信愛病院

消化器健診 公益財団法人結核予防会　複十字病院

合　　　計

区　分 受 診 者 数
診  断  結  果

異常なし 要指導 要医療

　教職員の日々の勤務に支障をきたさぬよう、心身の健康管理をすると共に疾病等の早期発見、早期治療に努めた。

 清瀬市立小・中学校教職員の循環器健診及び消化器健診を行った。また、長時間労働の教職員に係る面接指導体制を整
えた。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

循環器健診 公益財団法人結核予防会　複十字病院

－ 366 －－ 378 －



１０．１．３．（９）情報教育推進事業（教育総務課）

　

１０．１．３．（１３）学力向上推進事業（指導課）

１　委託関係

２　学習サポーターの配置

(1) 内　容

　　市立小学校における児童の学力向上を図るための授業支援

(2) 配置状況

　市立小・中学校において、塾講師による放課後補習教室を行った。(小学校は算数、中学校は数学、夏季補習講座
は中学校のみで数学及び英語で実施）また、小学校には学習サポーター（算数）を配置した。
  さらに、英語教育の充実のため英語指導助手を各学級に年間で小学校２０時間、中学校に２５時間派遣した。
　小学校第４学年及び中学校第１学年で清瀬市一斉学力調査を実施し、指導を強化すべきポイントの分析を行い、児
童・生徒の学力向上を図った。
　また、児童・生徒の読書活動の活性化に向けて、全校に学校図書館運営支援員を配置した。

（単位　円）

指導員数(人)

金　　額

清瀬市立小・中学校補習教室等学習指導等
業務委託

（株）エデュケーショナルネットワーク

清瀬市立小・中学校英語指導助手派遣 （株）ＲＣＳコーポレーション

項　　目 教　　科 時　　間 （時間）

委　　託　　名 業　　者　　名

算数

清瀬市学校図書館運営支援業務委託 （株）内田洋行　営業本部

清瀬市一斉学力調査 （株）図書文化社

　児童・生徒の学習活動において、普通教室でのＩＣＴ環境を構築することで、児童・生徒の学習に対する興味・関
心を引出し、理解を深めることを目的として、清瀬小学校、清瀬第七小学校、清明小学校にタブレット型パソコン等
を導入した。今年度の導入により、清瀬市立学校全ての導入が完了した。

１　導入概要 （単位　台）

項　　　　　目 導　入　数

アクティブ・ディレクトリ及びウィルス対策サーバ 各校  1

タブレット型パソコン 各校 47

教員用ノートパソコン

学習サポーター

タブレット保管庫 各校  1

ファイルサーバ及び学習支援システムサーバ 各校  1

各校  3

無線ＬＡＮアクセスポイント 各校  5

カラープリンタ 各校  1

電子黒板機能付きプロジェクター 各校  3

－ 367 －－ 379 －



１０．１．３．（１８）地産地消推進事業（教育総務課）

１　委託関係

１０．１．３．（２４）特別支援事務事業（指導課）

1　委託関係　　　　　　　

１０．１．３．（２７）イングリッシュキャンプ事業（指導課）

1　委託関係　　　　　　　

金　　額

     平成30年度清瀬市イングリッシュキャンプ事業実施
     業務委託

　(株)ＪＴＢ

肢体不自由児童・生徒の介助委託 　ＮＰＯ法人　子育てネットワーク・ピッコロ

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名

　８月７日から９日の２泊３日のプログラムでイングリッシュキャンプを立科山荘で実施した。小学校５・６年生、
中学校１・２年生の３０名が参加し、外国人講師とともに女神湖オリエンテーリングなど、英語を使った様々な活動
を体験した。終了後には、市民向けの発表会を実施し、参加児童・生徒の英語によるプレゼンテーション等を行っ
た。

　個々の特性に応じた多様な支援が必要な児童・生徒の増加に伴い、従来の指導方法では対応が難しいケースが相次
いでいる。こうしたケースに対応し、平成３１年度から３年間を見通す本市の特別支援教育を充実していくための計
画である「清瀬市特別支援教育第四次実施計画」を策定した。
　また、個に応じた適切な教育が受けられるよう就学相談を実施したほか、臨床発達心理士による巡回指導など特別
支援教育に関わる事務を執行した。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

　学校給食における地場産野菜の納品拡大及び学校と市内農家の連携促進を目的に、給食食材の仕分・配達等の業務
について（公財）東京しごと財団に委託し、学校への納品を実施した。また、地場産物活用協議会、交流会を通して
各学校での納品拡大に努めた。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

給食食材仕分配達等業務 （公財）東京しごと財団

－ 368 －－ 380 －



１０．２．１．（２）小学校施設維持管理事業（教育総務課）

１　委託関係 

(1) 電気保安業務

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(2) 設備保守点検

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(3) 清掃等

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(4) 警備等

　安全な学校運営と小学校施設の適切な維持管理のため、修繕管理を実施した。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校自家用電気工作物保安管理業務委
託

（一財）関東電気保安協会
 （2,568,710）

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

平成30年度清瀬市立小・中学校ガスヒートポンプ保
守点検業務委託

東京瓦斯（株）

清瀬市立小中学校児童及び生徒下校確認業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校トイレ清掃業務委託 （有）春創サービス

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校等機械警備業務 セコム（株）

－ 369 －－ 381 －



２　設置工事関係

１０．２．１．（３）小学校運営管理事業（教育総務課）

１　委託関係   

(1) 機器等保守点検

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

（2）指導等

（3）用務等

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

２　使用料及び賃借料

(1) 借上料　

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

そ　の　他

合　　　計

清瀬市立小中学校校務用パソコン等の更新に係る賃
貸借

（株）富士通マーケティング首都圏営業
本部南関東支社多摩支店

（単位　円）

工　　　事　　　名 内　容 業　　者　　名 金　額

清瀬市立芝山小学校ほか2校防
災トイレ設置その他工事

雨水流出抑制設備の
設置工事

1月 7日
3月15日

田中土木（株）

着　手
完　了

そ　の　他

　出席簿の管理並びに学校便り及び通知表の作成など、校務システム運用支援の委託を行った。学校用務業務につい
ても委託を行った。また、児童の安全な下校と健全な育成の拡充を図るため、児童交通擁護の委託を行った。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小学校児童通学案内等業務委託 （公社）清瀬市シルバー 人材センター

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

学校用務員委託業務 （株）マルデンコーポレーション

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校校務用パソコン等の更新に係る賃
貸借

（株）富士通マーケティング首都圏営業
本部南関東支社多摩支店

そ　の　他

合　　　計

－ 370 －－ 382 －



(2) 使用料

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

１０．２．２．（１）小学校教育振興事業（教育総務課）

１　備品購入状況

１０．２．２．（２）小学校教育指導事業（指導課）

１　人件費

２　委託関係

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校校務用パソコン等の更新に係る賃
貸借

（株）富士通マーケティング首都圏営業
本部南関東支社多摩支店

　「読書の清瀬」推進のため、学校図書の蔵書を充実させた。また、授業の充実や「スポーツのきよせ」推進のた
め、校用器具の整備を行った。

（単位　円）

品　　　　　　名 金　　額　

図書購入費

校用器具等

　教員の負担軽減を図るため、清瀬市立小学校全校にスクール・サポート・スタッフを１人ずつ配置した。プリント
の印刷や配布準備、教材準備の補助及び採点業務の補助等、教員の庶務的な業務をスクール・サポート・スタッフが
担うことにより、教員の業務負担が軽減した。

職種 人数（人） 金額（円）

スクール・サポート・スタッフ

委託名 業者名 金額（円）

清瀬市社会科副読本等委託業務 （株）帝国書院

－ 371 －－ 383 －



１０．２．２．（４）小学校修学旅行等行事事業（教育総務課）

１　修学旅行

　　対象　小学校６年生（栃木県日光市方面）

２　移動教室

　　対象　小学校５年生（長野県立科町方面）

３　音楽鑑賞

対象　　　小学校５年生

参加者数　６６９人

内容　　　オーケストラ鑑賞

場所　　　清瀬けやきホール

４　演劇鑑賞

対象　　　全小学生

参加者数　３，５８８人

内容　　　演劇鑑賞（「長靴をはいたねこ」、「子象物語」等）

場所　　　各小学校体育館

（単位　人）

　　  学校名
区　分

清  　瀬
小 学 校

芝    山
小 学 校

清瀬第三
小 学 校

清瀬第四
小 学 校

清瀬第六
小 学 校

清瀬第七
小 学 校

清瀬第八
小 学 校

清瀬第十
小 学 校

清    明
小 学 校

合　計

期　　間 ―

参加者数

　保護者の負担軽減を目的として学校行事（演劇鑑賞教室・立科移動教室・修学旅行）に参加した市立小学校の児童
を対象に補助金を支給した。また、小学校５年生を対象に音楽鑑賞教室を清瀬けやきホールで実施した。

5月10日
 ～11日

6月6日
 ～7日

5月16日
 ～17日

6月13日
 ～14日

6月7日
 ～8日

6月20日
 ～21日

5月22日
 ～23日

6月5日
 ～6日

5月17日
 ～18日

（単位　人）

　　  学校名
区　分

清  　瀬
小 学 校

芝    山
小 学 校

清瀬第三
小 学 校

清瀬第四
小 学 校

清瀬第六
小 学 校

清瀬第七
小 学 校

清瀬第八
小 学 校

清瀬第十
小 学 校

清    明
小 学 校

合　計

期　　間
6月6日
 ～8日

6月20日
 ～22日

7月4日
 ～6日

7月11日
 ～13日

5月30日
 ～6月1

日

7月2日
 ～4日

6月25日
～ 27日

6月18日
 ～20日

6月13日
 ～15日

―

参加者数

－ 372 －－ 384 －



１０．２．２．（５）小学校就学援助事業（教育総務課）

１　就学援助（準要保護）認定数等

　

※ 私立学校及び特別支援学校就学者は除く。国公立区域外就学者含む。

２　扶助の内容等

１０．２．３．（１）小学校健康管理事業(教育総務課）

１　児童の体位平均値

※ 都は東京都(平成２９年度)、市は清瀬市の平均値

　学校教育法に基づく準要保護世帯を対象に、保護者の負担軽減を目的として、学用品費、給食費、修学旅行費、移
動教室費等の援助をした。生活保護基準の見直しによる影響が及ばないように平成３０年度においても従来の生活保
護基準（平成２５年４月基準）により支給認定を実施し、認定基準の緩和を図った。
　また、平成３１年度新入学児童世帯を対象に、新入学準備金として新入学児童学用品費の先行支給を実施した。

区　分 児童数(人) 申請人数(人) 認定者数(人)
認定率(認定者数/児
童数）(％)

認定率(認定者数/申
請者数）(％)

小学生

費　　　　　目 児童数（人） 給　与　額（円）

学用品費等

新入学・児童学用品費等

修学旅行費

立科移動教室

給食費

医療費

アレルギー診断費

就学奨励費

合　　　　　計 ―

　児童の健康を保持増進し学習能率の向上を図るため、学校保健安全法に基づいて定期健康診断を実施した。また、
学校環境衛生基準に基づき健康的で快適な学習環境を整備した。

区  　　　分
小　　　　　学　　　　　生

1年 2年 3年 4年 5年 6年

男
　
　
　
　
子

身　　　長 市

（㎝） 都

体　　　重 市

（㎏） 都

女
　
　
　
　
子

身　　　長 市

（㎝） 都

体　　　重 市

（㎏） 都

新入学準備金（先行支給）

－ 373 －－ 385 －



２　児童の定期健康診断による疾病異常状況 （単位　人）

　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 学　年
　　区　分

小　　　　　学　　　　　生

1年 2年 3年 4年 5年 6年

栄　養
状　態

栄養不良の者

肥満傾向の者

脊　柱 脊柱側わん症・異常

胸　郭 胸郭異常

四　肢 四肢異常

眼　疾

感染性眼疾患

アレルギー性眼疾患

その他の眼疾・異常

聴　力 難　聴（両 耳） － －

咽喉頭疾患

アレルギー性鼻疾患

アレルギー性皮膚疾患

耳鼻咽喉
疾患

耳疾患

結　核
結核患者

皮　膚
疾　患

感染性皮膚疾患

その他の鼻・副鼻腔疾患

精密検査対象者

心　臓
心臓疾患

心電図異常 － － － － －

検　尿
尿蛋白検出

尿糖検出

その他

気管支喘息

腎臓疾患

その他の疾患

視力

裸
眼
視
力

裸眼視力測定者

1.0 以上

1.0 未満 0.7 以上

0.7 未満 0.3 以上

0.3 未満

眼鏡･コンタクト装用者

－ 374 －－ 386 －



３　日本スポーツ振興センター災害共済

４　委託関係 （単位　円）

 ※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。

歯の検査

歯科受診者

う
歯

乳歯又は
永 久 歯

処置完了者

未処置歯のある者

要観察歯のある者

永久歯のう歯経験者

歯肉の状態
歯周疾患

歯周疾患要観察者

歯列・咬合・顎関節の異常

その他歯・口腔の疾患・異常

   永久歯
   のう歯
   の内容

未処置歯数(本) － － － － －

う歯による喪失歯数(本) － － － － －

処置歯数(本) － － － － －

区　分

Ａ Ｂ 災　害　共　済　掛　金 Ｅ

災害人員（人）
Ａに対する

給付金（円）
Ｃ　人員（人）  Ｄ　金額（円）

割合（％）
（Ａ／Ｃ）

小学校

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小学校児童及び中学校生徒健康診断等委託 （一社）清瀬市医師会
（5,752,524）

清瀬市立小・中学校健康診断（歯科検診）業務委託 （一社）東京都清瀬市歯科医師会
（1,107,500）

そ　の　他

合　　　計

－ 375 －－ 387 －



１０．２．３．（３）小学校給食事業（教育総務課）

１　給食実施内容

円

２　備品購入状況 （単位　円）

※ (  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

３　委託関係 （単位　円）

合　　　計

金　　額

そ　の　他

合　　　計

　187回×9校＝1,683回

給 食 費 月　額

低学年

中学年

高学年

品　　　　　　名 業　　者　　名 金　　額

立体炊飯器入替（清瀬第十小学校）
（3,974,400）

日本調理機（株）

ガス回転釜入替（清瀬小、芝山小、第四、
第六、第七小学校）

委　　託　　名 業　　者　　名

清瀬第四小学校給食調理業務委託 協立給食（株）

清 瀬 小 学 校 給 食 調 理 業 務 委 託 （株）藤江

芝 山 小 学 校 給 食 調 理 業 務 委 託 フジ産業（株）

清瀬第三小学校給食調理業務委託 （株）藤江

　安全でおいしい給食を提供するため、衛生面の管理及び調理器具の整備を行うとともに、老朽化した大型備品の入
れ替えを計画的に実施した。

区　　　分 内　　　　　　　　容

小 学 校 校 　完全給食（パン・牛乳・おかず等）

実 施 回 数

－ 376 －－ 388 －



１０．２．４．（３）小学校特別支援教室事業（指導課）

１０．２．５．（２）小学校校舎改造事業（教育総務課）

１　委託関係 （単位　円）

１０．２．５．（６）小学校校舎改造事業（繰越明許費）（教育総務課）

１　委託関係 （単位　円）

２　工事関係 （単位　円）

― ―合　　　計

小　　計 ― ―

小　　計 ― ―

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立清明小学校校舎大規模改造工事実施設計業
務委託

（株）翔設計

　東京都は、「東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画」に基づき、特別支援教室の全公立小学校への導入を計
画している。市でもこの計画を受け、「清瀬市特別支援教育推進計画（第三次実施計画）」を策定し、平成２９年度
に、清瀬第八小学校、清瀬第十小学校、清明小学校の３校、平成３０年度に清瀬小学校、芝山小学校、清瀬第三小学
校、清瀬第四小学校、清瀬第六小学校、清瀬第七小学校の６校を開設し、全校に導入が完了した。

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

　平成３１年度に予定している清明小学校の校舎大規模改造工事の実施設計業務を行った。

清瀬市立清瀬第七小学校校舎
大規模改造工事

建　　築

  6月12日
 12月14日

（有）今村組

電気設備 （株）宇都宮電気商会

機械設備 （有）水道ポンプ細山営業所　　

清瀬市立清瀬第八小学校校舎
大規模改造工事

建　　築

　平成２９年度に実施設計を行った、清瀬第七小学校及び清瀬第八小学校の大規模改造工事を実施した。

工　　　事　　　名 内　容 金　額
着　手
完　了

業　　者　　名

清瀬市立清瀬第七小学校校舎大規模改造工事
監理業務委託

清瀬市立清瀬第八小学校校舎大規模改造工事
監理業務委託

（株）Ｋ構造研究所

（株）Ｋ構造研究所

合　　　計

そ　の　他

  6月12日
 12月14日

大春建設（株）

電気設備 堀内電機（株）

機械設備 （株）小林設備工業　　

－ 377 －－ 389 －



１０．３．１．（２）中学校施設維持管理事業（教育総務課）

１　委託関係

(1)電気保安業務

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(2)設備保守点検

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(3)清掃等

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(4)警備等

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

　安全な学校運営と中学校施設の適切な維持管理のため、修繕管理を実施した。また、第三中学校を除く中学校４校
の空調設置工事を実施した他、必要に応じて改修・整備工事を実施した。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校自家用電気工作物保安管理業務委
託

（一財）関東電気保安協会
（2,568,710）

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

平成30年度清瀬市立小・中学校ガスヒートポンプ保
守点検業務委託

東京瓦斯（株）

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校トイレ清掃業務委託 （有）春創サービス

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校等機械警備業務 セコム（株）

清瀬市立小中学校児童及び生徒下校確認業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

合　　　計

－ 375 －－ 390 －



２　改修工事関係

１０．３．１．（３）中学校運営管理事業（教育総務課）

１　委託関係

(1) 機器等保守点検

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(2) 用務等

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

そ　の　他

清瀬市立清瀬第四中学校体育
館系統消火管改修工事

消火管の漏水改修工
事

 8月 6日
 8月31日

（有）Ｗ・Ｅ工業

清瀬市立清瀬第五中学校プー
ル設備改修工事

プール排水バルブの
改修工事

 3月 4日
 3月29日

城山産業（株）

擁壁ひび割れの改修
工事

10月15日
11月30日

（有）今村組

清瀬市立清瀬第三中学校北校
舎増築棟屋上防水改修工事

屋上シート防水の改
修工事

 2月 5日
 2月28日

（株）平田建装

（単位　円）

工　　　事　　　名 内　容
着　手
完　了

業　　者　　名 金　額

清瀬市立清瀬中学校給食室給
水・給湯管改修工事

給食室給水・給湯管
等の改修工事

 6月25日
 9月14日

（株）田中住宅設備

　出席簿の管理並びに学校便り及び通知表の作成など、校務に関するシステムの保守を行った。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

合　　　計

清瀬市立清瀬中学校他2校コン
クリートブロック等改修工事

コンクリートブロッ
クや万年塀の改修工
事

 6月27日
 7月20日

（有）今村組

清瀬市立清瀬第三中学校北校
舎1階天井塗装改修工事

廊下天井塗装の改修
工事

 8月 1日
 9月14日

古畑装飾（株）

清瀬市立清瀬第三中学校北側
擁壁ひび割れ改修工事

清瀬市立小中学校校務用パソコン等の更新に係る賃
貸借

（株）富士通マーケティング首都圏営業
本部南関東支社多摩支店

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

学校用務員委託業務 （株）マルデンコーポレーション

－ 376 －－ 391 －



２　使用料及び賃借料

(1) 借上料

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

(2) 使用料

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

１０．３．２．（１）中学校教育振興事業（教育総務課）

１　備品購入状況

１０．３．２．（２）中学校教育指導事業（指導課）

１　人件費

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校校務用パソコン等の更新に係る賃
貸借

（株）富士通マーケティング首都圏営業
本部南関東支社多摩支店

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小中学校校務用パソコン等の更新に係る賃
貸借

（株）富士通マーケティング首都圏営業
本部南関東支社多摩支店

　「読書の清瀬」推進のため、学校図書の蔵書を充実させた。また、授業の充実や「スポーツのきよせ」推進のた
め、校用器具の整備を行った。

（単位　円）

品　　　　　　名 金　　額

図書購入費

校用器具等

　教員の負担軽減を図るため、清瀬市立中学校全校にスクール・サポート・スタッフを１人ずつ配置した。プリント
の印刷や配布準備、教材準備の補助及び採点業務の補助等、教員の庶務的な業務をスクール・サポート・スタッフが
担うことにより、教員の業務負担が軽減した。

職種 人数（人） 金額（円）

スクール・サポート・スタッフ

－ 377 －－ 392 －



１０．３．２．（４）中学校修学旅行等行事事業（教育総務課）

１　修学旅行

　　対象　中学校３年生（京都・奈良方面）

２　移動教室

　　対象　中学校２年生（スキー教室）

３　音楽鑑賞

 対象　　　中学校２年生

 参加者数　６３７人

 内容　　　オーケストラ鑑賞

 場所　　　清瀬けやきホール

１０．３．２．（５）中学校就学援助事業（教育総務課）

１　就学援助（準要保護）認定数

　

※　私立学校及び特別支援学校就学者は除く。国公立区域外就学者含む。

　保護者の負担軽減を目的として学校行事（移動教室・修学旅行）に参加した市立中学校の生徒に補助金を支給し
た。また、中学校２年生を対象に音楽鑑賞教室を清瀬けやきホールで実施した。

（単位　人）

　　  学校名
区　分

清  　瀬
中 学 校

清瀬第二
中 学 校

清瀬第三
中 学 校

清瀬第四
中 学 校

清瀬第五
中 学 校

合　計

参加者数

期　　間
 9月24日
  ～26日

 9月11日
  ～13日

 9月18日
  ～20日

  6月4日
～6月6日

 9月21日
  ～23日

―

（単位　人）

　　  学校名
区　分

清  　瀬
中 学 校

清瀬第二
中 学 校

清瀬第三
中 学 校

清瀬第四
中 学 校

清瀬第五
中 学 校

合　計

参加者数

期　　間
 1月24日
  ～26日

 2月5日
  ～7日

 2月7日
  ～9日

 1月27日
  ～29日

 1月20日
  ～22日

―

　学校教育法に基づく準要保護世帯を対象に、保護者の負担軽減を目的として、学用品費、給食費、修学旅行費、移
動教室費等の援助をした。生活保護基準の見直しによる影響が及ばないように平成３０年度においても従来の生活保
護基準（平成２５年４月基準）により支給認定を実施し、認定基準の緩和を図った。
　また、平成３１年度新入学生徒世帯を対象に、新入学準備金として新入学生徒学用品費の先行支給を実施した。

区　分 生徒数(人) 申請人数(人) 認定者数(人)
認定率(認定者数
/生徒数）(％)

認定率(認定者数/申
請者数）(％)

中学生

－ 378 －－ 393 －



２　扶助の内容等

１０．３．３．（１）中学校健康管理事業（教育総務課）

１　生徒の体位平均値

※　都は東京都(平成２９年度)、市は清瀬市の平均値

２　生徒の定期健康診断による疾病異常状況 （単位　人)

　

費　　　目 生徒数（人） 給与額（円）

学用品費等

新入学・生徒学用品費等

修学旅行費

移動教室

給食費

医療費

アレルギー診断費

就学奨励費

合　　　計 ―

　生徒の健康を保持増進し学習能率の向上を図るため、学校保健安全法に基づいて定期健康診断を実施した。また、
学校環境衛生基準に基づき健康的で快適な学習環境を整備した。

区  　　　分
中　　学　　生

1年 2年 3年

男
　
　
　
　
子

身　　　長 市

（㎝） 都

体　　　重 市

（㎏） 都

女
　
　
　
　
子

身　　　長 市

（㎝） 都

体　　　重 市

（㎏） 都

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 学　年
　　区　分

中　　学　　生

1年 2年 3年

栄　養
状　態

栄養不良の者

肥満傾向の者

脊　柱 脊柱側わん症・異常

胸　郭 胸郭異常

四　肢 四肢異常

眼　疾

感染性眼疾患

アレルギー性眼疾患

その他の眼疾・異常

新入学準備金（先行支給）

－ 379 －－ 394 －



聴　力 難　聴（両 耳） －

耳鼻咽喉
疾患

耳疾患

アレルギー性鼻疾患

その他の鼻・副鼻腔疾患

咽喉頭疾患

皮　膚
疾　患

感染性皮膚疾患

アレルギー性皮膚疾患

結　核
結核患者

精密検査対象者

心　臓
心臓疾患

心電図異常 － －

検　尿
尿蛋白検出

尿糖検出

その他

気管支喘息

腎臓疾患

その他の疾患

視力

裸
眼
視
力

裸眼視力測定者

1.0以上

1.0 未満 0.7 以上

0.7 未満 0.3 以上

0.3未満

眼鏡･コンタクト装用者

歯の
検査

歯科受診者

う
歯

乳歯又は
永 久 歯

処置完了者

未処置歯のある者

要観察歯のある者

永久歯のう歯経験者

歯肉の状態
歯周疾患

歯周疾患要観察者

歯列・咬合・顎関節の異常

その他歯・口腔の疾患・異常

   永久歯
   のう歯
   の内容

未処置歯数(本) － －

う歯による喪失歯数(本) － －

処置歯数(本) － －

－ 380 －－ 395 －



３　日本スポーツ振興センター災害共済

４　委託関係 　　 　

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。

１０．３．３．（３）中学校給食事業（教育総務課）

１　給食実施内容

２　備品購入状況 （単位　円）

※(  )内の金額は、小中学校に関わる一括契約の全体額である。　

３　委託関係 （単位　円）

区　分

Ａ Ｂ 災 害 共 済 掛 金 Ｅ

災害人員(人)
Ａに対する
給付金(円)

Ｃ　人員(人)  Ｄ　金額(円)
割　合(％)
（Ａ／Ｃ）

中　学　校

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立小学校児童及び中学校生徒健康診断等委託 （一社）清瀬市医師会
（5,752,524）

清瀬市立小・中学校健康診断（歯科検診）業務委託 （一社）東京都清瀬市歯科医師会
（1,107,500）

そ　の　他

合　　　計

　安全でおいしい給食を提供するため、衛生面の管理及び調理器具の整備を行うとともに、老朽化した大型備品の入
れ替えを計画的に実施した。

区　　　分 内　　　　　　　　容

中 学 校 5 校 完全給食（パン・牛乳・おかず等)

実　施　回　数 180回×5校＝900回

給　  食  　費 月　額　4,900円

　一冨士フードサービス（株）

清瀬第二中学校給食調理業務委託 （株）メフォス

清瀬第三中学校給食調理業務委託 （株）藤江

品　　　　　　名 業　　者　　名 金　　額

立体炊飯器入替（清瀬第二・第四中学校）

日本調理機（株）

ガス回転釜入替（清瀬第二、第五中学校）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

そ　の　他

合　　　計

合　　　計

清瀬第四中学校給食調理業務委託 （株）メフォス

清瀬第五中学校給食調理業務委託 （株）レクトン

清 瀬 中 学 校 給 食 調 理 業 務 委 託

－ 381 －－ 396 －



１０．３．４．（２）中学校特別支援教室事業（指導課）

１　簡易工事関係

２　備品購入状況 （単位　円）

１０．３．５．（６）中学校特別教室空調設備整備事業（繰越明許費）（教育総務課）

１　工事関係 （単位　円）

清瀬市立清瀬第五中学校特別
支援教室空調ＬＡＮ配線設置
工事

空調の設置、ＬＡＮ
配線の設置

2月25日
3月29日

（株）大久保無線電機

品　　　　　　名 対　象　校 金　　額

校用器具等
清瀬中学校、清瀬第二中学校、清瀬第三中
学校、清瀬第四中学校、清瀬第五中学校

清瀬市立清瀬第三中学校特別
支援教室空調・ＬＡＮ配線設
置工事

空調の設置、ＬＡＮ
配線の設置

2月25日
3月29日

（株）大久保無線電機

清瀬市立清瀬第四中学校特別
支援教室空調設置工事

空調の設置
2月25日
3月29日

（株）大久保無線電機

清瀬市立清瀬中学校特別支援
教室空調・ＬＡＮ配線設置工
事

空調の設置、ＬＡＮ
配線の設置

2月18日
3月29日

（株）大久保無線電機

清瀬市立清瀬第二中学校特別
支援教室照明器具・ＬＡＮ配
線設置工事

照明器具増設、ＬＡ
Ｎ配線の設置

2月18日
3月29日

（株）大久保無線電機

　東京都は、「東京都特別支援教育推進計画第三次実施計画」に基づき、特別支援教室の全公立中学校への導入を計
画している。市でもこの計画を受け、「清瀬市特別支援教育推進計画（第四次実施計画）」を策定し、平成３１年度
の全校開設に向けて開設準備に取り組んだ。

（単位　円）

簡　易　工　事　名 内　容 金　額
着　手
完　了

業　　者　　名

清瀬市立清瀬第三中学校特別
支援教室フローリング設置工
事

床フローリング化
2月 4日
3月29日

（有）大新工務店

清瀬第三中学校を除く中学校４校の特別教室に空調設備を設置した。

工　　　事　　　名 内　容
着　手
完　了

業　　者　　名 金　額

清瀬市立清瀬中学校他3校特別
教室空調設備設置工事

特別教室空調設備の
設置工事

4月23日
9月28日

（有）山崎電気商会

－ 382 －－ 397 －



１０．５．１．（２）社会教育委員活動事業（生涯学習スポーツ課）

１　会議関係

(1) 社会教育委員の会議

(2) 東京都市町村社会教育委員連絡協議会

１０．５．１．（４）文化活動振興事業（生涯学習スポーツ課）

１　清瀬出前講座利用状況

2月26日 武蔵野スイングホール 　平成30年度都市社連協第2回理事会

　教育総合計画マスタープランに基づき、市民に生涯を通して学習する機会を提供することを目的に、各分野（高
齢・一般・出前・陶芸・俳句）での講座、教室、大会等を開催した。また、市民へ向けて生涯学習に関する情報を提
供する情報誌「まなびすと」を発行した。

実施回数（件） 参加人数（人）

延べ  405

開　　催　　日 開　催　場　所 内　　　　　　容

4月21日
立川市女性総合セン

ター（アイム）
　平成30年度定期総会

7月24日 武蔵野スイングホール 　平成30年度第1回理事会

10月 6日 柳泉園組合 　平成30年度都市社連協第4ブロック研修会

11月16日 長野バスターミナル会館　第49回関東甲信越静社会教育研究大会（長野大会）

12月15日 武蔵野公会堂ホール 　平成30年度都市社連協交流大会・社会教育委員研修会

　社会教育法第１５条に基づき清瀬市に設置している社会教育委員の定例会議及び東京都市町村社会教育委員連絡協
議会における各会議に参加した。また、１１月には第４９回関東甲信越静社会教育研究大会に参加した。

開　　催　　日 開　催　場　所 内　　　　　　容

 4月23日

生涯学習センター

　社会教育委員の役割及び、スポーツ振興にかかわる基本方針について　他

 6月25日 　平成29年度事業報告及び、平成31年成人記念式典について　他

 9月25日
　平成31年成人記念式典及び、スポーツ振興にかかわる基本方針について
他

11月 5日
　平成31年成人記念式典及び、スポーツ振興にかかわる基本方針について
他

12月26日
　平成31年成人記念式典及び、スポーツ振興にかかわる基本方針について
他

 2月22日 清瀬市役所 　スポーツ振興にかかわる基本方針及び、平成31年度事業計画について　他

－ 380 －－ 398 －



３　第１０回石田波郷俳句大会関係

(1) 会議関係

委員選出、実行計画書について

出前俳句教室・あじさい句会・投句用紙配布について

投句状況について、あじさい句会募集状況

投句状況について、展示について

大会当日に向けて（リハーサル・スケジュール・配置等確認）

大会後の事務処理報告、収支報告について

秋山　恭子　他
コミュニティ
プラザひまわり

 4月～3月

開　　催　　日 開　催　場　所 内　　　　　　容

 4月 9日

生涯学習センター

 5月 7日

 7月 9日

 8月 6日

 9月 3日 第10回大会に向けて　

10月 1日

12月11日

2月 4日
第11回大会に向けて

 3月 4日

　楽しくやさしい
　俳句実作教室

大山　恭子 5月～3月

高
　
齢

　前 期 シニアカレッジ 鈴木　貞夫　他

生涯学習センター

 5月～ 7月

　後 期 シニアカレッジ 桑原　妙子　他 10月～ 3月

　シニアヨガ
　(春)・(夏)・(秋)・(冬)

髙橋　登希恵  4月～ 3月

一
　
般

　日本語学習支援ボラン
　ティア養成講座

清瀬国際交流会　他
 5月～ 7月

10月

　外国人おもてなし語学
　ボランティア育成講座

全国外国語教育振興
協会登録講師

11月～12月

　初心者陶芸教室

　中山道六十九次栄光の歴史
　とミステリー

山下　敬之 9月

２　講座等関係

区分 講   座   名 講　 師 開　催　場　所 開　催　月 回数(回)
延べ参加

人数
（人）

－ 381 －－ 399 －



(2) 第１０回石田波郷俳句大会の開催

　　ア　俳句の投句（募集期間　平成３０年６月１日から９月６日まで）

　　イ　表彰等

　　ウ　講演他

１０．５．１．（５）成人式開催事業（生涯学習スポーツ課）

１０．５．１．（６）文化団体育成事業（生涯学習スポーツ課）

1月13日 清瀬けやきホール
1部　　記念式典

2部　　アトラクション

　清瀬市文化協会主催により市民文化祭を清瀬けやきホール、生涯学習センターで２日間開催した。参加団体は、２
８団体（内８団体一般参加）で、日頃の活動の成果を展示部門、舞台部門及び大会部門に分けて発表した。

１　第４７回市民文化祭

開 催 日 開　催　場　所 内　　　　　　　　　容 参加団体

11月 3日
  ～ 4日

清瀬けやきホール
生涯学習センター

活動の成果を展示部門、舞台部門、大
会部門に分かれ発表

28団体
（内8団体
一般参加）

記念講演 10月28日 清瀬けやきホール
　テーマ「波郷門の人々」
　岸本尚毅氏による講演

石田波郷展
10月23日

   ～28日
生涯学習センター 　石田波郷ゆかりのものを展示 延べ  400

　平成３１年１月１３日に、平成１０年４月２日から平成１１年４月１日生まれの新成人７９７人を対象として、成
人記念式典を清瀬けやきホールにて開催し、５７５人が式典に参加した。１部式典と２部アトラクションの間では、
恩師から新成人へのメッセージ映像を上映。２部アトラクションでは上和太鼓による演奏を行った。

１　成人記念式典 (単位　人)

対象人数 開 催 日 開　催　場　所 内　　　　　　　　　容 参加人数

 (単位　人)

項 目 開催日 開 催 場 所 選 者 参加者数

ジ ュ ニ ア の 部

10月28日 清瀬けやきホール

高澤晶子（花林花）・永井潮（多摩現代俳句協
会）・谷村鯛夢（馬酔木）・細見逍子（隗）

一 般 の 部
石寒太（炎環）・奥坂まや（鷹）・鈴木しげを
（鶴）・高橋悦男（海）・徳田千鶴子（馬酔
木）・西村和子（知音）・能村研三（沖）

石 田 波 郷 新 人 賞
岸本尚毅 「天為」 ・佐藤郁良 「銀化」 ・齋
藤朝比古(「炎環」)・甲斐由起子(「祥」)

(単位　人)

項　　　　目 開催日 開　催　場　所 内　                      　容 参加者数

項 目 対 象 内 容 応 募 数

ジ ュ ニ ア の 部 小・中学生 　自由 句

一 般 の 部 指定なし 　波郷・清瀬に思いを寄せる句1句と自由題2句

石 田 波 郷 新 人 賞 30歳以下 　自由（20句1組） 編

－ 382 －－ 400 －



１０．５．１．（８）地域活動促進事業（生涯学習スポーツ課）

１　事業内容

２　委託関係

１０．５．１．（９）清瀬市コミュニティプラザ等管理事業（生涯学習スポーツ課）

１　指定管理等業務関係

２　清瀬市コミュニティプラザ等施設の指定管理者の管理運営業務関係

(1) 指定管理者の名称及び主たる事務所の所在地

     名　称  （一社）清瀬文化スポーツ事業団

     所在地  東京都清瀬市松山一丁目３４番１４号

(2) 指定の期間

　　　平成３０年４月１日から令和５年３月３１日まで

(3) 収支

　　ア 収入  (単位　円)

項 目 経 費 摘　　　　　　　要

使用料収入等 施設使用料等

自主事業収入等 文化講演事業、スポーツ教室等事業等

管理経費 清瀬市管理経費

合計（Ａ） －

　清瀬市内に居住する市立の特別支援学級在籍者、都立盲・ろう・特別支援学校在籍者及び心身に障害のある青年を
対象に、社会福祉法人に業務委託して、文化、スポーツ、レクリエーションの事業を３２回開催した。この活動を通
じて参加者の地域活動の促進を図った。

　花見、登山企画、ハイキング、カラオケ活動、ダンス活動、合宿、バスハイク、動物園見学、クリスマス会、餅つ
き、ボーリング等

(単位　円)

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

心身に障害のある児童･生徒等地域活動
促進事業委託

社会福祉法人　清瀬わかば会

　コミュニティプラザひまわり、竹丘、中里、中清戸地域市民センター、松山、竹丘集会所の管理業務を指定管理者
に委ね、市民ニーズの対応や施設利用増進を目的として、各施設内において各種講座及び教室などを実施した。

(単位　円)

指　　定　　管　　理 業　　者　　名 金　　　額

清瀬市コミュニティプラザ等管理業務 （一社）清瀬文化スポーツ事業団

－ 383 －－ 401 －



　　イ 支出  

　　ウ 収支  

(4) 管理運営業務等

　　ア　管理運営を行っている施設の名称

　　（ア）清瀬市コミュニティプラザ

　　（イ）清瀬市立竹丘地域市民センター

　　（ウ）清瀬市立中清戸地域市民センター

　　（エ）清瀬市立中里地域市民センター

　　（オ）清瀬市松山集会所

　　（カ）清瀬市竹丘集会所

　　イ　主な業務内容

　　（ア）コミュニティプラザひまわり等施設貸出しに伴う業務（入金処理、施設管理、利用状況管理等）

　　（イ）文化・スポーツ事業に関する業務

(5) 改修工事等

　　ア　改修工事

　　　 

出　資　金

差　　　引

合　計 －

　中里地域市民センター正面玄関上部について、雨水が侵入しタイルが剥げていたため改修工事を行った。高齢者の
利用率が高い竹丘地域市民センター１階及び２階トイレの和式便器５器について快適に利用できるよう洋式化を行っ
た。また、コミュニティプラザひまわりの多目的屋内ひろば（体育館）を安心安全に利用してもらうために、照明設
備の落下防止の補強工事等を行った。

工　　事　　名 金　額（円）
着　手
完　了

業　　者　　名

中里地域市民センタータイル剥落改修工事
 10月 6日
 11月16日

瀬間工業（株）

竹丘地域市民センタートイレ洋式化工事
 11月 5日
 11月30日

（有）Ｗ・Ｅ工業

多目的屋内ひろば非構造部材改修工事
 1月 7日
 2月28日

生涯スポーツ建設（株）

項 目 経 費 摘　　　　　　　要

人件費 事務職員等

事業費 自主事業経費

管理経費 消耗品費、光熱水費、設備等保守点検等

合計（Ｂ） －

(単位　円)

収支（Ａ）-（Ｂ） △ 5,937,486

(単位　円)

－ 384 －－ 402 －



(6) 自主事業関係

　　ア イベント事業 

「歩いても行ける身近な施設
で人気の公演を！」知名度の
高いプロの公演を開催

お茶の間寄席 年6回

コミュニティプラザひまわり
竹丘地域市民センター

中清戸地域市民センター
中里地域市民センター

地域で活動する社会人落語家
や、東京経済大学の落語研究
会を出演者に迎え、笑いの伝
統芸能を提供

ちびっこコンサー
ト

 1月13日 竹丘地域市民センター

清瀬管弦楽団との共催事業。
来場者参加型のプログラムを
盛り込むなど趣向を凝らして
開催

(単位　人)

事　業　名 開催期間等 開催場所 事業内容 延べ参加人数

ぷらっとひまわり
で遊ぼう

 6月30日

コミュニティプラザひまわり

子供向けワークショップをメ
インとしたイベント。子供の
ための創造・表現の場を創出

ひまわりフェス
ティバル

 8月18日～28日
ひまわりフェスティバル開催
に併せて臨時駐車場・休憩所
の開設・飲食物の販売

(駐車場
8,605台)

ひまわりマルシェ
 8月18日
 　 19日
12月23日

子供から大人まで気軽に遊べ
る空間を創出。雑貨販売や
ワークショップ、演奏やダン
スなど開催

音楽コンサート 12月23日

地域を拠点に活動する音楽家
による本格的なコンサート。
高田先生のクリスマスコン
サート開催

パラリンピック競
技ボッチャ体験会

 1月19日

障害者と健常者とが一緒に競
技を楽しむ場を創出。競技へ
の関心を高めるとともに、障
害者の施設利用促進へ繋げ
る。

鼓童交流公演  3月16日

－ 385 －－ 403 －



    イ　講座・ワークショップ事業

クリスマスリース
12月 1日
     4日

コミュニティプラザひまわり
中清戸地域市民センター

松ぼっくりや木の実など自然
採取した材料を利用してＸｍ
ａｓリースを制作

水引正月飾り
12月15日
    21日

コミュニティプラザひまわり
竹丘地域市民センター

水引を使用してオリジナルの
正月飾りを制作

親子で作る七夕飾
り

 7月 3日

竹丘地域市民センター

笹と飾りセットを用意。思い
思いの飾り付けをし、親子で
季節感を楽しむひと時に。

カントリーライン
ダンス

週2回
（全59回）

市民団体ＨＯＴＳＴＥＰと連
携。小学校高学年から高齢者
まで幅広い層の参加者が同時
に楽しむ。

ギター教室
月3回

（全36回）

現役のプロによるギター教
室。中学生から大人までギ
ター好きの受講生が集まり活
動している。

発酵食品で健康づ
くり　発酵パ
ワー！学ぶ＆つく
る

月1回
（全12回）

健康維持に深くかかわる発酵
食品。発酵について学び、季
節にマッチした食品を作る。

囲碁クラブ
週1回

（全50回）

シニア層を中心に囲碁愛好家
が集い活動。コミュニティの
場を創出

魚の住む海の環境
講座

2月23日
小学生とその家族を対象に
ゲームを交えながら海の環境
について学ぶ。

創作飾り巻き寿司

 4月14日
 5月26日
10月13日
 1月20日

コミュニティプラザひまわり

季節の風物として定着してい
る恵方巻と季節に合わせたお
雛様の巻きずしを創作

熱中症対策講座・
トラッキング火災
実験

6月28日
清瀬消防署員による熱中症の
予防や手当及び起震車による
地震体験

歌と健康
ボイストレーニン
グ

週1回
（全48回）

腹式呼吸による正しい発声法
等をマスターし歌うことの楽
しさ、心地よさを感じていた
だく。

ピアノ伴奏でうた
ごえひろば

週1回
（全48回）

抑揚やハーモニーなど上手く
歌うためのコツをマスター
し、ピアノ伴奏にあわせて皆
で楽しく歌う。

オカリナ教室
月2回

（全24回）
地域を拠点に活動するプロの
演奏家による指導

夜ヨガ教室
週2回

（全95回）

心身の健康や美容への効果が
期待されるとして根強い人気
のヨガ教室を夜間に開講

リフレッシュフラ
月3回

（全36回）

フラダンスの基本動作を学び
つつ、踊ることを通して気分
転換やリラクゼーションを体
感

清瀬きもの部
月1回

（全4回）

初心者向け着付け教室。半幅
帯で普段着物の着付けを学
ぶ。

(単位　人)

事　業　名 開催期間等 開催場所 事業内容 延べ参加人数

－ 386 －－ 404 －



防災講座（特殊詐
欺対策）

 9月14日
11月10日
 3月 9日

竹丘地域市民センター
中清戸地域市民センター
中里地域市民センター

東村山警察署員に講師を依
頼、事案や対処等を学ぶ。

苔玉づくり
 6月30日
12月 8日
 3月23日

中里地域市民センター

苔玉づくりの手法や手入れの
仕方をマスターし、作品づく
りや鑑賞を楽しむ。

親子の体操教室
月2回

（全24回）

音楽のリズムに乗り、楽しみ
ながら体力や想像力を養う教
室

手芸サロン
月3回

（全36回）

1回毎に前半は設定された課題
の手芸、後半はフリータイム
として開催

クラフトバッグづ
くり

 6月27日
 7月 4日

竹丘地域市民センター
中清戸地域市民センター

夏のアイテムにふさわしい
バッグを制作

布で作る可愛い花 11月30日
「不器用でも大丈夫」をコン
セプトに布で作った花を笹竹
に固定した造花を制作

手作りおひなさま  2月13日
コンパクトな部屋のインテリ
アでありながら季節感を十分
に感じられるお雛様を制作

絵習字教室 全11回
絵と習字をミックスしたオリ
ジナル手法による絵習字を学
ぶ。

布で作る五月飾り
「かぶと」手作り
講習会

4月14日

中清戸地域市民センター

帯地等の布地を用い、折り紙
で兜を折る要領で色鮮やかな
兜を制作

シニアメイク教室  7月 3日
シニアを対象としたメイク講
座。化粧品のプロを講師に招
いて開講

－ 387 －－ 405 －



    ウ　スポーツ教室事業

火
曜

水
曜

木
曜

マルチ健康体操教
室

前期 4月～ 6月
後期 9月～11月
冬期 1月～ 3月
(木曜日 全36回)

野塩地域市民センター

リラクゼーションストレッチ
ング・気功・指圧・マッサー
ジなどを取り入れた体操で、
ストレスの解消・心身のリフ
レッシュを図る教室

土曜ボクシングエ
アロ教室

 4月～ 3月
(全20回）

中里地域市民センター

ボクシングの基本動作を取り
入れた有酸素運動で、シェイ
プアップとストレス解消を目
的とした教室

土曜ヨガ教室
4月～ 3月
(全25回)

心身の健康と美容のため、ヨ
ガの呼吸法やポーズの基本を
学ぶ教室

土曜タイチフィッ
トネス教室

4月～ 3月
(全21回)

太極拳の呼吸法と動きを取り
入れ、無理なく楽しめるエク
ササイズ

4月～ 3月
(全44回）

美しくしなやかなカラダを作
る｢西洋のヨガ」と呼ばれ、女
性に人気のあるエクササイズ
教室

金曜ピラティス教
室

4月～ 3月
(全41回）

土曜ピラティス教
室

4月～ 3月
(全23回）

スポーツ吹矢自主
練習会場開放

3月
（全3回）

スポーツ吹矢教室受講修了者
が昇級試験の練習とレベルの
維持のために自主練習ができ
る会場を提供

シニアフィットネ
ス教室

前期 4月～ 6月
後期 9月～11月
冬期 1月～ 3月

（全36回）

中清戸地域市民センター 高齢者が健康で自立した生活
を送るため、体力・筋力･柔軟
性の向上を目的にした教室

火/ソフト空手、水/リズム体
操、木/ソフトヨガ

野塩地域市民センター

松山地域市民センター

(単位　人)

事　業　名 開催期間等 開催場所 事業内容 延べ参加人数

スポーツ吹矢教室

 5月～ 9月
(火曜日 全14回)

10月～12月
(水曜日 全14回)

コミュニティプラザひまわり

吹矢式呼吸法で腹式呼吸を覚
え、心身を鍛えられる、誰で
も気軽に楽しめる健康スポー
ツ教室

火曜ボクシングエ
アロ教室

 4月～ 3月
(全30回）

ボクシングの基本動作を取り
入れた有酸素運動で、シェイ
プアップとストレス解消を目
的とした教室

火曜ヨガ教室
4月～ 3月
(全30回）

心身の健康と美容のため、ヨ
ガの呼吸法やポーズの基本を
学ぶ教室

水曜ピラティス教
室

－ 388 －－ 406 －



３　清瀬市コミュニティプラザ等施設利用状況

(1) 清瀬市コミュニティプラザ施設の利用状況

　

(2) 竹丘地域市民センター施設の利用状況

(3) 中清戸地域市民センター施設の利用状況

(4) 中里地域市民センター施設の利用状況

(5) 松山集会所施設の利用状況

(6) 竹丘集会所施設の利用状況

１０．５．１．（１０）清瀬けやきホール運営管理事業（生涯学習スポーツ課）

１　指定管理等業務関係

　清瀬けやきホールの管理運営を指定管理者に委ね、市民の文化普及を目的とし、文化・芸術の拠点として音楽コン
サート、落語や映画上映等、幅広いイベントを開催した。また、自主事業を充実させるために幅広い世代を対象とし
た講座及びワークショップを開催し、利用者を多く集めた。

(単位　円)

指　定　管　理 業　　者　　名 金　　額

清瀬けやきホール管理業務 アクティオ（株）

利用件数(件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

利用件数(件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

利用件数(件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

利用件数(件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

合計

テニスコート

利用件数(件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用

屋外ひろば

中庭

一般施設

屋内ひろば

区　分
利用件数（件） 利用人数（人）

稼働率（％）
一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

－ 389 －－ 407 －



２　清瀬けやきホールの指定管理者の管理運営業務関係

(1) 指定管理者の名称及び主たる事務所の所在地

   　 名　称　アクティオ（株）

  　  所在地　東京都目黒区東山一丁目５番４号　ＫＤＸ中目黒ビル６階

(2) 指定の期間

　　　平成２８年４月１日から令和３年３月３１日まで

(3) 収支

　　ア 収入  

　　イ 支出  

　　ウ 収支  

(4) 主な業務内容

　　　ア　ホール等施設貸出しに伴う業務（入金処理、施設管理、利用状況管理等）

　　　イ　文化事業に関する業務

(5）設置工事

 　ア　舞台吊物装置

　　　　 

　　合計 （ Ｂ ） －

     (単位　円)

収支（Ａ）-（Ｂ） △ 370,486

　舞台吊物装置にある全１９本の引綱ロープの更新作業を行い、施設の安全性の向上を図った。

工　　事　　名 金　額（円）
着　手
完　了

業　　者　　名

舞台吊物装置引綱ロープ交換改修工事
  8月20日
  9月30日

森平舞台機構（株）

　　管理経費 　清瀬市管理経費

　　合計 （ Ａ ） －

     (単位　円)

項 目 経   　　　　    費 摘 要

　　人件費 　各従業員

　　事業費 　自主事業関連費、リース料、通信費等

　　管理経費 　光熱水費、建物保全費、修繕費、保険料等

　　(単位　円)

項 目 経 費 摘 要

　　使用料収入等 　施設使用料等

　　自主事業収入等 　自主事業収入等

－ 391 －－ 408 －



(6) 自主事業関係

   ア　公演関係

清瀬リコーダーフェスティ
バル

  4月22日

様々なリコーダーによるコン
サート。ワークショップ参加
者とオーケストラの共演もあ
り。

伊奈かっぺいライブ
～その17～ｉｎ清瀬

  7月15日

青森在住で津軽弁を駆使した
語り口と、ユーモアあふれる
ステージで人気の伊奈かっぺ
いの17回目のソロトークライ
ブ

チェロコンサート 6月 2日
出演：高田剛志（チェロ）
　　　高田真生（ピアノ）

ヴァイブラフォン聴いたこ
とありますか？

10月 6日
ヴァイブラフォンコンサート
出演：浜田均

フォレスタ～和魂洋才～ 　7月10日
日本の心を歌い継ぐコーラス
グループ「フォレスタ」によ
るコンサート

朗読劇発表会   11月11日
ワークショップ参加者による
発表会

けやきホールでリハーサ
ル！

4月～ 3月

清瀬けやきホール

ホールでの本格的な演奏体験
を手ごろな価格で提供する。

清瀬けやき亭落語応援会
そうだじゅげむきこう

4月～ 3月
（全12回）

プロの若手噺家による落語会

そうだじゅげむきこう
夏休みスペシャル

8月10日

三笑亭夢丸、翁家和助（太神
楽）、雷門音助による落語
会。夏休みらくご塾参加者に
よる発表会

清瀬けやき亭落語会
師匠とその弟子　シリーズ1

  5月30日

出演:三遊亭天どん
     桃月庵白酒
　　 桃月庵こはく
　　 桃月庵ひしもち

清瀬けやき亭落語会
師匠とその弟子　シリーズ2

10月22日
出演：三遊亭天どん
　　　立川談笑
　　　立川吉笑

清瀬けやき亭落語会 2月11日

出演：三遊亭天どん
　　　柳亭こみち
　　　神田鯉栄
　　　翁家和助
　　　三遊亭兼太郎
　　　三遊亭ごはんつぶ

映画「焼肉ドラゴン」 3月15日

出演：真木よう子
　　　井上真央
　　　大泉洋
　　　ハン・ドンギュ
　　　イム・ヒチョル

「長編ドキュメンタリー映
画」ひめゆり

  11月17日
ひめゆりの記憶を、後世に語
り継ぐドキュメンタリー映画

     (単位　人)

事　業　名 開催期間等 開催場所 事業内容 延べ来場者数

－ 392 －－ 409 －



　イ　歌声教室

   ウ　講座・ワークショップ関係

ベビーオイルマッサージ
教室

 6月19日
 9月11日
12月18日
 3月19日

手軽にできる赤ちゃんへのオ
イルマッサージ体験教室

プリザーブドアレンジメン
ト

6月～ 3月
（全8回）

ハーバリウム（植物標本）を
つくる講座

 4月 8日
 4月15日

4月22日（日）リコーダーオー
ケストラと一緒に演奏をする
ためのワークショップ

生花アレンジメント

 4月28日
 5月26日
 9月29日
11月18日
12月27日

季節に合わせて生花を素敵に
アレンジメントをする。

おはし教室  7月28日
自分の手のサイズに合うお箸
をつくる。お箸のマナーに関
するレクチャーを行う。

飛行機や手紙を飛ばそう  8月21日
オリジナルの飛行機をつくる
教室。1年後の自分に手紙を送
る。小学生対象

らくご塾
 8月 7日
 8月 9日
 8月10日

小学生を対象に、プロの噺家
から落語の仕組みや仕草を学
び、小噺の実演までを目指す
講座

     (単位　人)

事　業　名 開催期間等 開催場所 事業内容 延べ受講者数

ベビーマッサージ
 4月～ 2月
（全8回）

手軽にできる赤ちゃんへの
マッサージ体験教室

写経教室
 4月～ 3月
（全24回）

般若心経を通し「写経体」を
学ぶ。

おけいこアロマ
 4月～ 3月
（全12回）

アロマテラピーの知識を伝え
るとともに、生活にいかす方
法を提供する。

おりがみカフェ
 4月～ 3月
（全12回）

折り紙を誰でも気軽に楽しめ
る会

朗読教室
 6月～11月
（全12回）

11月小ホール発表会に向けて
基礎からの朗読教室

絵本ｄｅリトミック
5月～ 3月
（全11回）

季節に合わせた絵本や手遊び
で、親子やお友達と楽しく音
楽で遊ぶ。

リコーダーフェスティバル
練習会

（単位　人）

事　業　名 開催期間等 開催場所 事業内容 延べ来場者数

歌声サロン
 4月～ 3月
（全11回）

清瀬けやきホール
プロのミュージシャンによる
生演奏をバックに合唱する、
市民参加型のイベント

歌声サロンスペシャル  3月20日

清瀬けやきホール

－ 393 －－ 410 －



３　清瀬けやきホールの施設利用状況

１０．５．１．（１３）清瀬下宿ビオトープ公園管理事業（生涯学習スポーツ課）

1　ビオトープ公園連絡会

２　委託関係

３　利用状況

１０．５．１．（１４）下清戸集会所運営管理事業（生涯学習スポーツ課）

１　利用状況

     (単位　円)

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬下宿ビオトープ公園維持管理業務 (公社)清瀬市シルバー人材センター

利用件数(件） 利用人数（人）

　下清戸集会所の円滑な管理運営を行うことを目的に、その管理運営を指定管理者に委ね、同集会所を地域住民の生
涯学習活動、地域の文化活動、福祉活動等の利用に供した。

利用件数(件） 利用人数（人）

一般施設

　清瀬下宿ビオトープ公園の管理業務を（公社）清瀬市シルバー人材センターに委託し、草刈り、ゴミ拾い、敷地内
の巡回、清掃業務及び来園者への対応を行った。

開　催　日 開　催　場　所 内　　　　容

4月19日 清瀬水再生センター 公園の維持管理について

ホール

楽屋

区　分
利用件数（件） 利用人数（人）

稼働率（％）
一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

－ 394 －－ 411 －



１０．５．１．（１８）学校支援本部事業（生涯学習スポーツ課）

１　会議関係

(1) 運営委員会

(2) コーディネーター情報交換会

１　委託関係

１０．５．２．（４）図書館運営管理事業(図書館）

開　　催　　日 開　催　場　所 内　　　　　　容

3月25日 清瀬市役所 　平成30年度事業報告、平成31年度事業計画　他

開　　催　　日 開　催　場　所 内　　　　　　容

 5月22日
生涯学習センター 　各学校支援本部の活動について　他

 1月17日

　学校、家庭、地域が一体となって子供を育てる環境を整備し、学校を核とした地域コミュニティを構築するため、
５校の学校支援本部で地域コーディネーターを中心とした活動を行った。

１０．５．２．（２）図書館施設維持管理事業(図書館）

　中央図書館の維持管理として衛生管理のための清掃業務を委託した。

 (単位　円)

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立中央図書館清掃業務 （有）春創サービス

　市民等に対して、資料の貸出業務、予約・リクエスト、児童・障害者サービスをはじめとする各種サービスを提供
した。また、図書や視聴覚資料などの図書館資料の充実を図った。

１　開館日数 （単位　日）

　　　　　　  月　別
   館　名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

中 央 図 書 館

元町こども図書館

下 宿 図 書 館

野 塩 図 書 館

竹 丘 図 書 館

駅 前 図 書 館

－ 395 －－ 412 －



※ 視聴覚資料の貸出内訳は項目７（２）へ再掲、障害者等に対する貸出数は項目９（２）へ再掲

３　資料館外貸出登録者

(1) 世代別登録者数（平成３１年３月３１日現在）　

２　入館者及び館外貸出

(1) 入館者及び資料館外貸出者数 （単位　人）

館 名 入 館 者 数 貸 出 者 数

中 央 図 書 館

元 町 こ ど も 図 書 館

下 宿 図 書 館

野 塩 図 書 館

竹 丘 図 書 館

駅 前 図 書 館

合 計

(2) 資料館外貸出数 （単位　点）

　　　　　　館　名
　区　分

中央図書館
元町こども
図　書　館

下宿図書館 野塩図書館 竹丘図書館 駅前図書館 合計

小 計

月 平 均

日 平 均

団 体 貸 出

個
人
貸
出

図 書 資 料

視 聴 覚 資 料

公 用 貸 出

学 習 貸 出

協 力 貸 出 － － － － －

合 計

(単位　人）

区 分
平 成 年 度
登 録 者 数

総 登 録 者 数

未 就 学 児

小 学 生

中 ・ 高 生

一 般

高 齢 者

団 体

合 計

－ 396 －－ 413 －



(2) 地域別個人登録者数（平成３１年３月３１日現在）

４　リクエスト（希望図書・予約）サービス

５　レファレンス（インフォメーション、調査、紹介）サービス

（単位　人）

　　　　　　　区　分
地　域　名

平 成 年 度
登 録 者 数

総 登 録 者 数
　　　　　　　区　分
地　域　名

平 成 年 度
登 録 者 数

総 登 録 者 数

市
　
　
　
内

上 清 戸
広
域
圏
内
市

小 平 市

元　　町 東 村 山 市

中 清 戸 西 東 京 市

下 清 戸 東 久 留 米 市

下　　宿 小　　計

旭 が 丘 近
隣
市
等

所 沢 市

中　　里 新 座 市

野　　塩 そ の 他

松　　山 小　　計

竹　　丘 清 瀬 市 在 勤 在 学

梅　　園 市 外 合 計

合　　計 総　　計

（単位　点）

　　　  　　　　　区　分
　館　名

年 間 受 付 点 数

一    般    書 児    童    書 雑         誌 視 聴 覚 資 料 合         計

中 央 図 書 館

元 町 こ ど も 図 書 館

下 宿 図 書 館

野 塩 図 書 館

竹 丘 図 書 館

駅 前 図 書 館

中 里 地 域 市 民
セ ン タ ー

イ ン タ ー ネ ッ ト

合 計

（単位　件）

館 名 実 施 件 数

中 央 図 書 館

元 町 こ ど も 図 書 館

下 宿 図 書 館

野 塩 図 書 館

竹 丘 図 書 館

駅 前 図 書 館

合 計

－ 397 －－ 414 －



６　コピー（複写）サービス

７　視聴覚サービス

(1) 館内利用

(2) 館外貸出

８　国立国会図書館デジタル化資料送信サービス

(1) 音訳資料作製

(2) 資料の貸出

 （単位　件）

利 用 件 数

 （単位　件）

区 分 中 央 図 書 館
元 町 こ ど も
図 書 館

竹 丘 図 書 館 駅 前 図 書 館 合 計

利用資料数（点）

利用者数　（人）

 （単位　点）

区　　　分 中央図書館
元町こども
図　書　館

下宿図書館 野塩図書館 竹丘図書館 駅前図書館 合 計

レ コ ー ド

利 用 件 数

９　ハンディキャップ（障害者等）サービス

（単位　点）

区 分 タ イ ト ル 数

デ イ ジ ー 図 書 デ ジ タ ル 録 音 資 料 ）

プ ラ イ ベ ー ト 図 書

 （単位　点）

区 分 来 館 宅 配 郵 送 合 計

図 書 資 料

点 訳 図 書

デ イ ジ ー 図 書

録 音 図 書 テ ー プ

視 聴 覚 資 料

合 計

オーディオテープ

Ｃ Ｄ

ビデオテープ

ビデオディスク

Ｄ Ｖ Ｄ

合 計

絵 画

解 説 書 等

－ 398 －－ 415 －



(4) 元町こども図書館朗読録音室利用状況

      図書館職員による児童を対象とした、おはなし、絵本、紙芝居等の読み聞かせを実施した。

 （単位　人）

(3) 図書館音訳ボランティアによる対面朗読

場　　　　　　　所 実　　施　　日 実 施 回 数 （ 回 ） リスナー（人） ボランティア（人）

元町こども図書館朗読録音室 随時

利 用 件 数 （ 件 ） 利 用 人 数 （ 人 ）

(5) 東京都立清瀬特別支援学校での読み聞かせ （単位　人）

開催日 対 象 学 年 参 加 人 数 内 容

 　　　　　　12月 7日 小学6年生
図書館職員による、絵本等の読み聞かせ

 　　　　　　12月19日 小学2年生

１０　事業

(1) おはなしのじかん

実 施 館 実 施 日 実 施 回 数 （ 回 ） 参 加 人 数 （ 人 ）

中 央 図 書 館

毎 週 水 曜 日　

（1日2回）
元 町 こ ど も 図 書 館

下 宿 図 書 館

（1日1回）野 塩 図 書 館

竹 丘 図 書 館

合               計

(2) 子ども読書の日 子ども会

開　催　日 実 施 館 参加人数 内　　　　　　　　容

 4月18日 竹 丘 図 書 館

　図書館職員による、おはなし会と工作等を実施

 4月25日 元 町 こ ど も 図 書 館

 4月25日 野 塩 図 書 館

 5月 9日 下 宿 図 書 館

 5月10日 中 央 図 書 館

合 計

－ 399 －－ 416 －



(3) 夏の子ども会  （単位　人）

(4) 冬の子ども会  （単位　人）

　

(5) 読書スタンプラリー  （単位　人）

(6) 平和祈念事業

 （単位　人）

「黄色いリボン」

開　催　日 実 施 館 参加人数 内　　　　　　　　容

 7月25日 下 宿 図 書 館

　 図書館職員による、おはなし会と工作等を実施

 7月25日 竹 丘 図 書 館

 7月27日 元 町 こ ど も 図 書 館

 8月22日 野 塩 図 書 館

 8月23日 中 央 図 書 館

合 計

開　催　日 実 施 館 参加人数 内　　　　　　　　容

11月28日 野 塩 図 書 館

　 図書館職員による、おはなし会と工作等を実施

12月12日 下 宿 図 書 館

12月12日 竹 丘 図 書 館

12月20日 中 央 図 書 館

12月26日 元 町 こ ど も 図 書 館

合 計

開　催　日 実 施 館 参加人数 内　　　　　　　　容

 10月17日～11月15日

中 央 図 書 館

　子どもの読書活動推進の一環として、期間中に本を借
りた子どもに対してスタンプラリーカードにスタンプを
押し、参加者には手作りの記念品を配布

元 町 こ ど も 図 書 館

下 宿 図 書 館

野 塩 図 書 館

竹 丘 図 書 館

駅 前 図 書 館

合 計

内　　　　　　　　容 実　施　館 実 施 期 間

核 に 関 す る 資 料 展 示 コ ー ナ ー 設 置 全　　　館 　8月 5日　～　8月15日

(7) ＤＶＤ上映会

開 催 日 実 施 館 参加人数 内 容

 6月24日

中 央 図 書 館

「エリック・カールコレクションはらぺこあおむし」

 7月28日 「雨に唄えば」

 8月 3日 「おまえうまそうだな　ｖｏｌ．2」

10月 6日

 3月 2日 「うっかりペネロペ　ひとりでできるよ編」

－ 400 －－ 417 －



(8) ブックスタート事業

　　ア　ブックリストの配布及び絵本の読み聞かせ（１歳６か月児健診）

　　イ　絵本と専用布バックの配布（３・４か月児健診）

ウ　赤ちゃんとお母さんのためのおはなしのじかん

(9) 子育て広場事業  （単位　人）

実 施 日 　毎月第1火曜日（計12回）　

会 場 　健康センター

内 容
　図書館職員と図書館読み聞かせボランティアにより、1歳6か月児健診時に、保
護者に図書館作成のブックリストを配布し、併せて絵本の読み聞かせを実施

配 布 者 数   　521人

実 施 日 　毎月第2火曜日（計12回）　

会 場 　健康センター

内 容
　図書館職員が3・4か月児健診時に、配布用絵本の紹介を行い、保護者に絵本1
冊と専用布バックを配布

配 布 者 数   　473人

　　図書館職員と図書館読み聞かせボランティアにより、乳幼児とその保護者に読み聞かせを実施

実 施 場 所 実施日 実 施 回 数 （ 回 ） 参 加 人 数 （ 人 ）

元 町 こ ど も 図 書 館
毎月第1木曜日

毎月第3水曜日

野 塩 図 書 館 毎月第3木曜日

竹 丘 図 書 館 毎月第3金曜日

清 瀬 市 児 童 セ ン タ ー 毎月第2水曜日

合               計

場　　　　　　　所 対　　　　象 実施日 参加人数 内　　　　容

第 保 育 園 3、4、5歳児 7月11日

図書館職員による、絵本の読み聞かせ
第 保 育 園 　 2、3歳児 11月27日

乳 児 保 育 園    1、2歳児 2月14日

合　　　　　　　　計

－ 401 －－ 418 －



(10) 学校訪問によるブックトーク等

2年1組

2年2組

2年3組

2年1組

2年2組

　 2年3組

2年1組

　 2年2組

2年1組

　 2年2組

2年1組

　 2年2組

2年1組

2年2組

　 2年3組

2年4組

2年1組

　 2年2組

2年1組

　 2年2組

2年1組

2年2組

　 2年3組

(11) 図書館読書交流会

　　場所：中央図書館会議室  （単位　人）

　　場所：中央図書館会議室

訪　　 　問　　　　先 実　施　日 内　　　　　　  容

清 瀬 小 学 校

 6月 5日

　図書館職員が市内公立小学校を訪問し、図書
館紹介・ブックトーク・素話等を実施

清 明 小 学 校

 6月 6日

清 瀬 第 四 小 学 校
 6月 8日

芝 山 小 学 校
 6月20日

清 瀬 第 七 小 学 校
 7月 5日

清 瀬 第 十 小 学 校

 9月11日

清 瀬 第 八 小 学 校
 9月26日

清 瀬 第 三 小 学 校
10月18日

清 瀬 第 六 小 学 校

10月19日

　読書活動の推進及び参加者同士の交流を図るため、清瀬市に関係する方々により図書作品の紹介を行う読書交流会
を実施した。

実　施　日 作　品　等 紹　介　者 参加人数

 5月26日
「フォトミュージアム清瀬」
清瀬市郷土博物館友の会/編

清瀬市郷土博物館
友の会会長　栗山究

 8月26日
「命の教育フォーラム」
におけるビブリオバドル

中学生（登壇者3人）

10月27日 「華岡青洲の妻」　有吉佐和子著
明治薬科大学臨床漢方研修室

准教授　馬場正樹

 3月 9日
「金持ち課税」　ケネス・シーヴ
/デイヴィッド・スタサヴェージ著

東洋大学名誉教授
小苅米清弘

－ 402 －－ 419 －



(12) 「北多摩ＴＯＫＹＯカードラリー」スタートカード配布   (単位　点）

(13) 結核関連資料コーナー

　　場所：中央図書館２階（平成２８年２月から常設）

　(単位　点）

(14) 教科書の法定展示

１１　市民へのリサイクル資料配布  （単位　冊）

１２　清瀬市立図書館協議会

(1) 会議

(2) 視察研修

１３　研修等の受入れ

(1) 職場訪問 （単位　人）

実 施 館 配 布 数 実　　施　　期　　間 事 業 内 容

駅 前 図 書 館 10月 6日～12月24日
　東京都商工会連合会多摩観光推
進協議会主催事業への協力

蔵 書 点 数

貸 出 実 績

実 施 館 期 間 内 容

中 央 図 書 館

6月12日～6月24日
平成31年度清瀬市立中学校使用教科用図書

「特別の教科　道徳」見本を展示
下 宿 図 書 館

竹 丘 図 書 館

対 象 冊 数 内 容

市　　民 随　　時
　除籍資料、寄贈資料のうち図書
館で使用しないもの及び保存期限
の過ぎた雑誌を配布

開　　催　　日 開 催 場 所 内 容

実　　施　　期　　間

7月10日
中央図書館

図書館事業報告等

2月26日 平成31年度予算説明等

開　　催　　日 開 催 場 所 参　加　人　数 内 容

11月 8日 小平市仲町図書館 図書館協議会委員　3名 なかまちテラス（公民館と図書館）の視察見学

団 体 等 人 数 実　施　日 内 容

清瀬第二中学校 1年生
1月24日 駅前図書館のインタビューや質疑応答等の受け入れ

1月24日 中央図書館のインタビューや質疑応答等の受け入れ

清瀬第四中学校 1年生 1月25日 中央図書館のインタビューや質疑応答等の受け入れ

－ 403 －－ 420 －



(2) 職場体験 （単位　人）

(3) 施設見学 （単位　人）

(4) 社会体験研修受入れ

　東京都教職員の社会体験研修の受け入れを行った。

１４　特別整理休館

　

団 体 等 人 数 実　施　日 内 容

東京都立清瀬特別
支援学校高等部

2年生 6月 5日 ～  6月 7日 中央図書館の返却処理及び資料整備

清瀬第三中学校 2年生 6月12日 ～  6月14日 中央図書館の開館業務全般

清瀬第二中学校 2年生 9月11日 ～  9月13日
中央図書館の開館業務全般

駅前図書館の開館業務全般

清瀬中学校 2年生 9月26日 ～  9月28日
中央図書館の開館業務全般

駅前図書館の開館業務全般

清瀬第四中学校 2年生 11月20日 ～ 11月22日 中央図書館の開館業務全般

清瀬第五中学校 1年生 3月 1日 駅前図書館の開館業務全般

団 体 等 人 数 実 施 日 受 入 館 内 容

日本社会事業大学　 1年生  4月26日 中 央 図 書 館

図書館利用方法の説明等

清瀬小学校　 2年生  6月15日 元 町 こ ど も 図 書 館

清明小学校　 2年生 10月19日 下 宿 図 書 館

芝山小学校 2年生 10月26日 元 町 こ ど も 図 書 館

清瀬第六小学校　 2年生
11月27日 中 央 図 書 館

清瀬第八小学校　 2年生

清瀬第十小学校 2年生 11月29日 駅 前 図 書 館

期 間 実 施 館 参 加 者 体 験 内 容

8月15日～8月23日 中央図書館 清明小学校 教諭 図書館業務全般(開館業務)

実 施 館 実 施 期 間 作 業 内 容

竹 丘 図 書 館 6月 5日～6月 8日
蔵書点検および館内整備等を実施

野 塩 図 書 館 6月12日～6月15日

駅 前 図 書 館 6月12日～6月24日 館内空調工事・蔵書点検および館内整備等を実施

元 町 こ ど も 図 書 館 2月19日～2月22日

蔵書点検および館内整備等を実施中 央 図 書 館 2月26日～3月 1日

下 宿 図 書 館 3月 5日～3月 8日

－ 404 －－ 421 －



１５　サービスの一部制限

１６　資料数

(1) 整理済蔵書冊数

　　ア　全蔵書内訳 （単位　冊、構成比率のみ％）

１哲学・宗教

２歴史・地理

３ 社会科学

４ 自然科学

５ 工　　学

６ 産　　業

７ 芸　　術

８ 言　　語

９ 文　　学

Ｌ 郷土資料

一般　　合計

児童書　合計

    イ　児童書内訳 （単位　冊、構成比率のみ％）

１哲学・宗教

２歴史・地理

３ 社会科学

４ 自然科学

５ 工　　学

６ 産　　業

７ 芸　　術

８ 言　　語

９ 文　　学

Ｅ 絵　　本

Ｐ 紙 芝 居

実 施 館 実 施 期 間 作 業 内 容

野 塩 図 書 館
 7月24日～ 8月 5日 　空調設備故障、改修工事のため、サービスを児童室の利用、予

約本の貸出、資料返却に制限して開館12月 1日～12月14日

分      類
29年度末
所 蔵 数

増    減    冊    数 30年度末
所 蔵 数

構　成
比　率中　央

元　町
こども

下　宿 野　塩 竹　丘 駅　前 合　計

０ 総　　記 △ 10

△ 64 △ 22 △ 13 △ 90

△ 2 △ 61

△ 11 △ 57 △ 78

△ 20 △ 98

△ 17 △ 144 △ 55 △ 104 △ 299

△ 56 △ 38 △ 3 △ 20 △ 102

△ 49 △ 1 △ 40 △ 35 △ 69

△ 1 △ 1 △ 11 △ 12 △ 16

△ 122 △ 122

△ 508 △ 118 △ 36 △ 343

△ 367 △ 10 △ 366 △ 398

合 　　　計 △ 347 △ 518 △ 484 △ 33 △ 741

分      類
29年度末
所 蔵 数

増    減    冊    数 30年度末
所 蔵 数

構　成
比　率中　央

元　町
こども

下　宿 野　塩 竹　丘 駅　前 合　計

０ 総　　記 △ 1 △ 3 △ 3 △ 4

△ 15 △ 26 △ 42 △ 62

△ 28 △ 63 △ 32

△ 49 △ 11 △ 60 △ 89

△ 15

△ 31 △ 14 △ 13

△ 20 △ 74 △ 13 △ 1 △ 86

△ 8 △ 35 △ 2 △ 1 △ 19

△ 48 △ 3 △ 85 △ 11 △ 11

△ 128 △ 30 △ 135 △ 139

△ 3

合　　 　計 △ 367 △ 10 △ 366 △ 398

－ 405 －－ 422 －



(2) 整理済視聴覚資料点数 （単位　点、構成比率のみ％）

(3) 整理済ハンディキャップ資料点数 （単位　点、構成比率のみ％）

※該当区分の資料について取扱いがない場合は、「-」とする。

(4) 雑誌タイトル数 （単位　タイトル）

(5) 指標

数　　　　　　　値

点

回

点

※ 市民数は、７４，７１４人　登録者数は、８９，２８４人　（平成３１年３月３１日現在）

※ 資料の回転数は、平成３０年度個人貸出合計数を平成３０年度蔵書数で除した数

区　　　　分
29年度末
所 蔵 数

増    減    点    数 30年度末
所 蔵 数

構　成
比　率中　央

元　町
こども

下　宿 竹　丘 駅　前 合　計

レ コ ー ド

オ ー デ ィ オ テ ー プ △ 25 △ 25

Ｃ Ｄ △ 2 △ 22 △ 4 △ 28

ビ デ オ テ ー プ △ 102 △ 6 △ 50 △ 158

ビ デ オ デ ィ ス ク

Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ

絵 画

Ｄ Ｖ Ｄ

合 計 △ 129 △ 6 △ 50

区　　　　分
29年度末
所 蔵 数

増    減    点    数 30年度末
所 蔵 数

構　成
比　率中　央

元　町
こども

下　宿 竹　丘 駅　前 合　計

点 字 図 書

音 訳 カ セ ッ ト

デ イ ジ ー 図 書

布 の 絵 本

合 計

登 録 者 人 当 た り の 資 料 数

資 料 の 回 転 数

市 民 人 当 た り の 資 料 貸 出 数

中　央
元　町
こども

下　宿 野　塩 竹　丘 駅　前 合　計

区　　　　　　　　　　分

市 民 人 当 た り の 資 料 数

－ 406 －－ 423 －



１０．５．２．（５）駅前図書館運営事業(図書館）

１　工事関係

２　備品購入

１０．５．３．（２）博物館協議会事業(郷土博物館）

１  博物館協議会

業　　者　　名 金　　額

市川商会

備　　品 脚数（脚）

閲覧用椅子

　　駅前図書館空調設備の改修工事及び閲覧用の椅子を購入した。

     (単位　円)

工　　事　　名 内　容 金　額
着　手

業　　者　　名
完　了

駅前図書館空調設備改修工事 改修工事
5月16日
6月30日

（株）宇都宮電気商会

駅前図書館空調設備改修工事に伴う
クレアビル中央監視装置接続工事

改修工事 6月11日 （株）オーテック

 (単位　円)

　郷土博物館協議会委員７名及び当館職員で構成する博物館協議会を開催し、館長の諮問に応じ各協議会委員の専門
的な立場から意見を述べてもらい、博物館運営について協議をした。

開　　催　　日 内 容

2月22日
　平成30年度事業報告
　平成31年度事業予定
　平成31年度博物館事業における宣伝・広報について

－ 407 －－ 424 －



１０．５．３．（３）博物館施設維持管理事業(郷土博物館）

１　施設利用状況

(1) ギャラリー　(年間貸出可能日数は２５６日）　　　

※ 公用は準備片付けを含む。

(2）講座室利用状況　(年間貸出可能日数は２５６日）

２　委託関係

(1) 庁舎管理業務

(2) 設計・監理等

３　工事関係

郷土博物館空調設備排煙設備等改修工事監理業務 （株）Ｋ構造研究所

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

郷土博物館空調設備排煙設備等改修工事 （有）今村組

※ 公用は準備片付けを含む。

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

郷土博物館管理業務 （株）オーチュー

郷土博物館機械警備業務 （株）全日警

郷土博物館夜間管理業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

年間貸出件数（件）

稼働率（％） － －

公用 合計 稼働率（％）

利用日数（日）

年間利用状況
有料 公用

午前 午後 夜間 合計 午前 午後 夜間 合計

　
　郷土博物館の設備・機器の保守点検、電気保安業務、施設の清掃、修繕などの適切な庁舎管理に努めた。また、郷
土博物館は開館から３０年以上が経過し、施設の各所において経年劣化による損傷が見られるため、改修箇所に優先
順位を付けた上で、緊急性の高い空調・排煙設備等の改修工事を行った。

年間利用状況 有料

－ 408 －－ 425 －



１０．５．３．（５）博物館事業(郷土博物館）

１　入館者数

人　　　数

２　事　業

(1) 伝承スタジオ関係

　

 8月23日・24日 　博物館宿泊体験学習

コ ン サ ー ト

 6月24日（展示ホール）

　ミュージアムコンサート

 8月18日（展示ホール）

 9月 1日（展示ホール）

12月23日（展示ホール）

 1月 5日（展示ホール）

 3月30日（展示ホール）

 9月 5日・26日 　はたおり教室

 9月 9日・12日・14日 　はたおり教室(コミュニティプラザ)

12月 9日 　しめ縄作り講習会

先 人 の 知 恵 に
学 ぶ　（食　編）

 5月17日   柏餅作り講習会

 6月10日・9月27日 　うどん作り講習会

 10月13日（旧森田家） 　ゆでまんじゅう作り講習会

 3月24日 　親子でうどん作り体験

年　中　行　事

 7月 1日 　小麦の棒打ち

12月16日 　もちつき

 1月12日 　小正月のまゆ玉飾り

 2月 2日 　節分の豆まきとやっかがし

先 人 の 知 恵 に
　

学 ぶ（衣・住編）

　　　　7月(5回)・8月(14回) 　体験はたおり(コミュニティプラザ)

 7月 6日・8日 　はたおり手作り講習会

　「年中行事」、「先人の知恵に学ぶ」の各事業、「自然観察会」、「歴史講座」、「ミュージアムシアター」や
「コンサート」などの事業を開催した。また、構築を進めていた博物館単独ホームページを４月に開設し、博物館の
事業内容や、郷土の歴史及び文化の公開・発信を行っている。

３８，４９２　人

     （単位　人）

事　　業　　名 開　　催　　日 内　　　　　　　容 人　　数

－ 409 －－ 426 －



(2) その他の事業

テーマ展示関連講座第1回
「幕末・明治維新頃の清
瀬」

 3月 9日 所蔵文書などから明治時代の清瀬を紹介

春の藍染教室  3月10日 藍で春物のストール・小風呂敷を染める。

テーマ展示関連講座第2回
「明治産業事始　煉瓦・鉄
道・ガラス」

 3月16日 明治時代に外国から入ってきた技術を紹介

秋の染物教室  9月22日 秋の草木を材料に染物の基礎を学ぶ。

市内文化財探訪 10月27日 学芸員の解説のもと市内の文化財等を歩いて巡る。

第31回多摩郷土誌フェア  1月19日～20日
多摩地区25市町の郷土や歴史等に関する書籍を一堂に集
め、展示販売

歴史講座「清瀬の昔語り7」  2月16日
「地域史からのアプローチ1」これまだ長年研究してき
た清瀬の歴史を紐解きつつ、新しい視点で清瀬の歴史を
紹介

歴史講座「清瀬の昔語り8」  2月23日

「地域史からのアプローチ2　歴史研究の地平」地域史
を復元することは、中央の歴史を知る重要手がかりであ
ると考え、その手法を検証するために用いた材料「日本
書紀」、その成果を講座で紹介

歴史講座「清瀬の昔語り5」  7月21日
第5回「埋もれていた旅の記憶　伊勢西国道中記名所
覚」

林亮太の色鉛筆画教室（学
生）

8月 1日・15日 色鉛筆だけでよりリアルに描く風景画の絵画教室

歴史講座「清瀬の昔語り6」  8月 5日 第6回「土器文様の世界　縄文時代中期」

テーマ展示関連講座第1回
「考古学からみる戦争」

 9月 8日 出土した資料から戦争の痕跡を探る。

第34回清瀬美術家展 9月 8日～17日 清瀬美術家懇話会会員及び招待作家による絵画・彫刻展

テーマ展示関連講座第2回
「近代産業としての煉瓦」

 9月15日 煉瓦を基準に明治時代を探る。

テーマ展示関連講座第2回
「中里の富士塚探訪　富士
塚の石造物の謎解き」

 6月16日
清瀬の富士講を紹介しながら、中里の富士塚に存在する
石造物の謎を解説

初夏の染物教室  6月22日 初夏の草木を材料に染物の基礎を学ぶ。

歴史講座「清瀬の昔語り3」  6月23日 第3回「清瀬の歴史を追ってきた調査者としての想い」

歴史講座「清瀬の昔語り4」  6月30日
第4回「空堀川流域の発掘調査で解き明かされてきた縄
文時代中期の人々の生活」

林亮太の色鉛筆画教室（成
人）

7月18日・25日 色鉛筆だけでよりリアルに描く風景画の絵画教室

自然観察会  4月22日 博物館敷地内に生息する昆虫や草花、樹木を観察

文化財散歩  5月12日 文化財散歩を片手に清瀬を巡り伝説と信仰の山を巡る。

歴史講座「清瀬の昔語り1」  5月20日
第1回「回想、21万㎡におよぶ下宿内山遺跡の発掘調
査」

歴史講座「清瀬の昔語り2」  5月27日 第2回「江戸時代の清瀬へ来た焼き物の道」

テーマ展示関連講座第１回
「清瀬に残る謎の石造物
長命寺の石塔・燈篭を巡
る」

 6月 9日 長命寺に存在する謎の石塔・燈篭の由来を紹介

     （単位　人）

事 　業 　名 開　　催　　日 内　　　　　容 人　　数

－ 410 －－ 427 －



(3) はたおり機使用状況 (コミュニティプラザひまわり３０２号室にて活動）

(4) ミュージアムシアター（１６ミリフィルムによる映画会）

(5)　印刷製本

(6)　委託関係

(7)　施設利用状況

３　常設展示

展 示 ホ ー ル

平成30年 4月10日～ 6月30日 第16回テーマ展示「中里万作」

平成30年 7月14日～12月28日 第17回テーマ展示「清瀬と戦争」

平成31年 1月20日～ 3月31日 第18回テーマ展示「明治維新と清瀬」

伝 承 通 路 平成12年 2月 1日～ 民具ギャラリー

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

城田孝一郎彫刻展示室管理受付業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

城田孝一郎彫刻展示室

開館日数（日）

入館者数（人）

場　　　所 開　　催　　期　　間 内　　　　　　　容

歴 史 展 示 室 平成28年 7月～
新編　清瀬風土記

民 俗 展 示 室 平成28年 7月～

9月20日 「川端康成と伊豆」「井原西鶴をさぐる」

1月24日 「縄文時代の土の造形」「縄文時代」

2月21日 「縄文時代の暮らし」「石の文化」

3月28日 「青森三内丸山遺跡」

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

（単位　冊）

項　　目 発行部数

清瀬市郷土博物館　平成29年度年報

（単位　円）

     （単位　人）

開　　催　　日 内　　　　　　　　　　容 人　　数

4月19日 「下宿のふせぎ行事」「百村の蛇より行事」

5月24日 「多摩川上流域の獅子舞」「伝統に生きる村山大島袖」

6月21日 「鳳凰が飛んでる村」「武蔵国府郷土カルタ都民と文化財」

7月26日 「源氏物語の世界」「古今和歌集を学ぶ」

8月30日 「平家物語の世界」「紀貫之の生涯」

はたおり機（台） 利　用　日　数（日） 利　用　人　数（人）

－ 411 －－ 428 －



４　郷土博物館等視察見学 （単位　人）

清瀬市立清明小学校（第三学年）※

※ 旧森田家

５　博物館単独ホームページの開設 （単位　件）

※ アクセス数は年度末までの延べ件数

 9月11日～13日 　清瀬第二中学校第二学年（職場体験）

2月21日 ツクイ秋津

3月 1日
清瀬市立第五中学校第一学年
（職場体験）

3月13日 清瀬市立第七小学校（第三学年）

公　　開　　日 内　　　　　容 ア　ク　セ　ス　数　※

平成30年4月 1日～
博物館での催し物案内、収蔵資料の紹
介や調査研究報告など

2月 7日

2月 8日 清瀬市立第三小学生（第三学年）

2月13日 清瀬市立第六小学校（第三学年）

2月14日 清瀬市立清明小学校（第三学年）

2月15日 清瀬市立芝山小学校（第三学年）

2月19日 清瀬市立第八小学校（第三学年）

1月16日 清瀬市立清瀬小学校（第三学年）

1月24日 清瀬ゆりかご幼稚園

1月24日
清瀬市立清瀬第二中学校第一学年
（職場訪問）

2月 1日 清瀬市立第十小学校（第三学年）

2月 2日 清瀬市立第三中学校（第一学年）

2月 5日 清瀬市立第八小学校（第三学年）※

6月12日～14日 清瀬第三中学校第二学年（職場体験）

6月15日 清瀬市立清瀬小学校（第二学年）

9月21日 清瀬中学校（第一学年）

12月 27日 歴史同好会

1月 8日 狭山あるこう会

日　　　　程 団　　体　　名 人　　数

4月10日 　東京農工大学博物館友の会織物サークル

－ 412 －－ 429 －



１０．５．３．（２１）特別展事業（清瀬の富士講展）（郷土博物館）

１　企画展の開催

(1) 企画展「清瀬の富士講展」 （単位　人）

(2) 企画展関連事業 （単位　人）

(3) 印刷製本

１０．５．３．（２２）特別展事業（渡辺うめ人形展）（郷土博物館）

１　企画展の開催

(1) 企画展「あぜみちの詩　渡辺うめ人形展」 （単位　人）

(2) 企画展関連事業 （単位　人）

学芸員によるギャラ
リートーク

8月12日・26日 企画展「清瀬の富士講展」の見どころを解説した。

夏休み子供自由研究
「灯籠を作って富士
塚に並べよう」

8月19日
灯篭のミニチュアを作る子供対象の講習会。火の花祭り当日に
中里の富士塚に飾った。

講演会「清瀬から富
士へ登った人々－清
瀬の富士講を訪ねて
－」

8月25日
清瀬に現存する富士講「丸嘉講武州田無組中里講社」に関する
幕末から現代までの史料から、中里講社について紹介した。

中里の火の花祭り観
覧ツアー

9月 1日

項　　目 発行部数

企画展「清瀬の富士講」展示図録

　今回で３回目となる渡辺うめ人形展「あぜみちの詩」を開催した。作者は７５歳を過ぎてから本格的に農民人形の
制作を手掛け、日本の古き良き時代の農村風景を再現した作品を展示した。

開　　催　　日 開 催 場 所 内　　　　　容 人　　数

2月 2日～24日 郷 土 博 物 館
農村風景・農村に生きる人々の暮らしを見つめ続けてきた作者
が長い年月をかけて制作した人形たちを展示

事　　業　　名 日 程 内　　　　　容 人　　数

火の花祭りの事前レクチャーと夕食にうどんを食べ、火の花祭
りを見学するツアーを開催した。

（単位　冊）

　江戸時代に富士山信仰の中心的な役割を担った「富士講」をテーマとした企画展を開催した。清瀬周辺には富士講
に関する多くの資料が残されており、現在も存続している丸嘉講武州田無組中里・下里講社が所有する資料を中心に
展示した。

開　　催　　日 開 催 場 所 内　　　　　容 人　　数

 8月11日～ 9月 2日 郷 土 博 物 館
江戸時代に興った富士山信仰と清瀬で現在も存続している「富
士講」に関する資料を展示

事　　業　　名 日 程 内　　　　　容 人　　数

講演会「農民人形に
込めた思いと制作へ
のこだわり」

2月 9日
作者のご息女を講師に招き、農村人形に込めた思い、制作への
こだわりエピソードなどを話していただいた。

－ 413 －－ 430 －



(3)　印刷製本

１０．５．４．（１）立科山荘運営管理事業（生涯学習スポーツ課）

１　指定管理等業務関係

２　清瀬市立科山荘の指定管理者の管理運営業務関係

(1) 指定管理者の名称及び主たる事務所の所在地

 　   名　称　（株）フードサービスシンワ

  　  所在地　長野県南佐久郡小海町大字千代里２３９２番地１

(2) 指定の期間

　　　平成２７年４月１日から令和２年３月３１日まで

(3) 収支

　　ア 収入  

　　イ 支出  

　　ウ 収支  

(4) 管理運営業務等

　　ア 主な業務内容  

渡辺うめ人形展作品写真集図録

　　管理経費 　資材材料費、電話使用料、設備等保守点検業務費等

　　合計 （ Ｂ ） ―

 (単位　円)

収支（Ａ）-（Ｂ）

　各室・厨房・スキー乾燥室・ロビー・浴室・食堂等の清掃、配管・照明等故障箇所修繕、電気系統・エレベーター等
の保守点検、館内衛生管理・防災防犯管理等

　市民保養施設である清瀬市立科山荘の施設の管理運営を指定管理者に委ね、市内在住、在勤、在学者のみならず広
域行政圏やその他の地域の方などに保養、レクリエーション活動、学校教育活動等に利用された。また、利用者に対
して随時イベントを企画するなど利用促進を図った。

(単位　円)

指　定　管　理 業　　者　　名 金　　額

清瀬市立科山荘管理業務 （株）フードサービスシンワ

     (単位　円)

項 目 経 費

　　管理経費

　　事業費 　光熱水費、消耗品費、簡易修繕費、各種リース料等

　各従業員

（単位　冊）

項　　目 発行部数

摘 要

　　使用料 　一般　3,771人、移動教室　1,910人

　　食事代等 　一般　7,893食、移動教室　5,054食、宴会場利用料等

　清瀬市管理経費

　　合計 （ Ａ ） ―

     (単位　円)

項 目 経 費 摘 要

　　人件費

－ 414 －－ 431 －



－ 415 －

　　イ 主なイベント内容  

３　清瀬市立科山荘利用状況

　

４　立科山荘利用事業等関係

１０．５．６．（２）文化財保全事業（郷土博物館）

１　文化財保護審議会

２　補助金関係

１０．５．６．（３）埋蔵文化財事業（郷土博物館）

１　埋蔵文化財関係

(1) 包蔵地照会  （単位　件）

そ　の　他

　文化財保護審議会では、清瀬市文化財保護条例に基づき、清瀬市教育委員会の諮問に応じて文化財の保存および活
用に関する重要事項の調査審議を行った。委員の一部退任に伴い、平成３０年度に６名中３名の委員が新たに委嘱さ
れた。
　補助金関係では、郷土芸能の育成にあたり、４つの保存団体に交付を行った。

開　　催　　日 内 容

12月13日

　会長及び副会長の選出
　平成30年度文化財関連事業報告
　埋蔵文化財包蔵地に関する発掘調査について
　市の新指定文化財候補について

3月22日
市の文化財指定に係る関連法令について
市の新指定文化財候補について
市の新指定文化財候補保持団体との協議報告について

事　　業　　名 保　存　団　体　（件） 金　　額　（円）

郷土芸能育成補助金

　埋蔵文化財保護法に基づき、清瀬市内の開発に伴う埋蔵文化財の調査を行った。平成３０年度は、包蔵地照会件数
６３３件のうち、包蔵地内が７５件であった。

申　請　件　数 包　蔵　地　内 包　蔵　地　外

市　民　等

広　域　圏

(単位　人)

事 業 名 開 催 日 開 催 場 所 参加者

秋かおる！信州の自然と歴史に
触れるウォーキングツアー

 10月20日～21日 　清瀬市立科山荘及びその周辺

合 　　　計

　ゴールデンウィーク企画、子供の日企画、母の日企画、父の日企画、高原でバーベキュー＆キャンプファイア、地場
産夏野菜サービス、地元夏野菜販売、夏祭り子供射的大会、中学生交流野球大会、秋の味覚フェア、ミニロビーコンサ
―ト、立科山荘２０周年特別企画、クリスマス企画、大晦日年越しそばサービス、新春ミニコンサート、餅つき大会等

区 　　　分 大人（人） 小学生（人） 幼児（人） 合計（人） 稼働率（％）

－ 416 －－ 432 －



１０．５．６．（４）旧森田家運営管理事業（郷土博物館）

１　文化財関係

 　旧森田家

２　委託関係

１０．５．７．（１）生涯学習センター運営管理事業（生涯学習スポーツ課）

１　生涯学習センター利用状況

２ 　設計・監理等

　   実施設計

　　　 

３　改修工事

  　空調設備

　　　 

　旧森田家の機械警備、消防用設備の保守点検を行った。

開　　館　　日　　数 　　　　 256　日

入　　館　　者　　数 　　　　633　人

（単位　円）

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　額

旧森田家管理受付業務 （公社）清瀬市シルバー人材センター

旧森田家機械警備業務 セコム（株）

アミュービル空調設備改修工事実施設計業務委託
 5月28日

 10月17日
（株）Ｋ構造研究所

　アミュービル講座室１の空調設備が故障したため、令和元年度に予定している全体工事前に改修工事を行い、施設
環境の整備を行った。

件　名 金　額（円）
着　手
完　了

業　　者　　名

　市民の生涯学習活動の拠点として、快適な環境を提供するため、空調改修工事等の施設設備の更新や整備を行っ
た。

利用件数（件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 公用 合計 一般 公用 合計

旧森田家消防用設備点検業務 セントラル防災（株）

アミュービル講座室1空調設備改修工事
 8月27日

 10月31日

　アミュービル４階から７階の施設環境を向上させるため（講座室１を除く）、空調設備改修工事に向けた設計の業
務委託を行った。

件　名 金　額（円）
着　手
完　了

業　　者　　名

（株）宇都宮電気商会

　旧森田家主屋の受付警備、清掃などの管理業務や人感センサー、火災報知機等の機械警備業務及び消火器等の消防
設備保守点検を委託した。

－ 417 －－ 433 －



１０．６．１．（３）スポーツ推進委員活動事業（生涯学習スポーツ課）

　　　　　　　　　

１　事業・大会関係

(1) 市民ウォーキング

(2) 第３５回小・中学生陸上記録会

(3) 体力測定(新体力テスト)

(4) ニュースポーツ体験

(5) 第１２回ティーボール大会

(6) スーパードッジボール練習会

(単位　人)

開 催 日 開　催　場　所 内　　　　　 容 参 加 人 数

　市民ウォーキング、小・中学生陸上記録会、スーパードッジボール大会等の実施、ティーボール、ドッチビー等の
ニュースポーツの普及活動を行った。また、サッカー大会や小・中学生水泳記録会、東京都主催の東京マラソンでは
運営について協力をした。

(単位　人)

開 催 日 開　　　催　　　場　　　所　　　等 参 加 人 数

 4月15日 春季市民ウォーキング（都庁～日本橋付近） 雨天中止

10月21日
秋季市民ウォーキング～東京2020大会マラソンコースを歩こう～第1弾！
（新国立競技場～日本橋付近）

 5月20日 国立看護大学校グラウンド

　50m（小学1～6年生）

　100m（小学4～6年生・中学生）

　200mリレー（小学1～3年生）

　1500m（小学4～6年生・中学生）

　400mリレー（小学4～6年生・中学生）

(単位　人)

開 催 日 開 催 場 所 内 容 参 加 人 数

 6月24日 清瀬第八小学校体育館
握力・上体起こし・反復横とび・長座
体前屈・立ち幅跳び・20mシャトルラン

(単位　人)

開 催 日 開 催 場 所 内　　　  　　容 参 加 人 数

 7月 8日 コミュニティプラザひまわり
ニュースポーツの紹介及び体験

12月 9日 清瀬第三小学校体育館

開 催 日 開　催　場　所 内　　　　　 容 参加チーム（チーム） 参加人数（人）

 9月23日 清瀬内山運動公園サッカー場 一般の部

(単位　人)

開 催 日 開 催 場 所 内 容 参 加 人 数

 1月19日 清瀬第七小学校体育館
　ルール指導と練習試合

 1月20日 コミュニティプラザひまわり

－ 415 －－ 434 －



(7) 第２０回清瀬市スーパードッジボール大会

２　会議・研修会関係

(1) スポーツ推進委員定例会

 新体力テストについて

    スーパードッジボール大会について

(2) 東京都スポーツ推進委員広域地区別研修会（第１０ブロック）

開　　催　　日 開　催　場　所 種　目 参加チーム（チーム） 参加人数（人）

 2月 2日

市民体育館競技場

3・4年生の部

 2月 9日
5・6年生男子の部

5・6年生女子の部

合 計

開 催 日 開 催 場 所 内 容

 4月 6日

生涯学習センター

 春季市民ウォーキングについて

 小・中学生陸上記録会について

 5月 1日
 小・中学生陸上記録会について

 新体力テストについて

 6月 1日
 新体力テストについて

 ニュースポーツ体験について

 7月 6日

 ニュースポーツ体験について

 宿泊スポーツ体験について

 清瀬市ティーボール大会について

 8月 3日
 ティーボール大会について

 小・中学生水泳記録会の協力について

 9月 7日

 市民マラソン大会運営協力について

 秋季市民ハイキングについて

 清瀬市ティーボール大会について

10月 5日
 秋季市民ハイキングについて

 市民マラソン大会の運営協力について

11月 2日

 少年・少女サッカー大会の協力について

 スーパードッジボール大会・練習会について 

12月 7日
 　 次年度年間事業予定について

　　新体力テストについて

 1月11日 　  スーパードッジボール大会について

 1月31日
　  春季市民ウォーキングについて

 3月 1日

　　新年度事業について

　  春季市民ウォーキングについて

　　小・中学生陸上記録会について

開 催 日 開 催 場 所 内　容

 9月29日 コミュニティプラザひまわり
　講演：シナプソロジーについて
　実技：フラバールバレー

－ 416 －－ 435 －



１０．６．１．（４）体育等振興事業（生涯学習スポーツ課）

１　事業・大会関係

(1) 第１７回小・中学生水泳記録会

(2) 多摩北部都市広域行政圏協議会共同事業

(3) 第３７回少年・少女サッカー大会

(4) 多摩・島しょスポーツ習慣定着促進事業「なでしこリーガーによる清瀬市サッカー教室」

　児童生徒をはじめとした市民の基礎体力向上、スポーツ活動推進のため、各大会等を実施した。また、多摩北部広
域行政圏５市（小平市、西東京市、東村山市、東久留米市、清瀬市）の共同によりスポーツ大会を開催した。

(単位　人)

開　　催　　日 開 催 場 所 種　　目 参 加 人 数

 8月25日 下宿市民プール

25ｍ板キック（小学1～3年生）

25ｍ（自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ）

50ｍ（自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライ）

100ｍ個人メドレー・100ｍリレー・200ｍリレー

開 催 日 開 催 場 所 内　容

10月25日 小平市萩山公園グラウンド 多摩六都スポーツ大会ターゲットバードゴルフ

開　　催　　日 開　催　場　所 種　　　　目 参加チーム（チーム） 参加人数（人）

11月11日・18日 清瀬内山運動公園サッカー場

男子4・5年生

男子6年生の部

女子の部

合 計

(単位　人)

開 催 日 開 催 場 所 内　　　　　 容 参 加 人 数

 2月24日
 3月 3日

清瀬内山運動公園サッカー場

なでしこリーガーによる親善試合の開催、
幼児から中学生を対象にした選手とコーチ
によるサッカー教室の実施、ジュニアサッ
カー選手のためのコンディショニング講習
会の実施

協力：日テレ・ベレーザ、スフィーダ世田
谷ＦＣ、ＦＣ十文字ＶＥＮＴＵＳ

－ 417 －

－ 436 －



２　会議関係

　　多摩北部都市広域行政圏協議会生涯スポーツ専門委員会（近隣５市参加）

　

３　知的障害者通所施設等スポーツ担当者連絡会

(1) 連絡会

４　委託関係

(1) 委託料

開 催 日 開 催 場 所 内 容

 5月16日

東久留米市役所

平成30・31年度多摩六都スポーツ大会
について

10月15日 平成30年度多摩六都スポーツ大会について

 1月15日
平成30年度生涯スポーツ専門委員会活動報
告（最終報告）について

開 催 日 開 催 場 所 内 容

 5月10日

生涯学習センター
各施設の事業実施状況について
スポーツ交流会について

 6月15日

 7月19日

 9月11日

10月 9日

11月28日

(2) 障害者スポーツ交流会・講習会 (単位　人)

開 催 日 開　　催　　場　　所 内　　　　　　容 参 加 人 数

10月 5日
コミュニティプラザひまわり

スカットボール講習会

10月19日 スカットボール交流会

委　　託　　名 業　　者　　名 金　　　　　額

美しくウォーキング事業 特定非営利活動法人清瀬市体育協会

（単位　円）

－ 418 －－ 437 －



１０．６．１．（５）学校体育施設等開放事業（生涯学習スポーツ課）

１　学校体育施設スポーツ開放利用状況　

１０．６．２．（１）清瀬内山運動公園等管理事業（生涯学習スポーツ課）

１　指定管理等業務関係

２　清瀬内山運動公園等施設の指定管理者の管理運営業務関係

(1) 指定管理者の名称及び主たる事務所の所在地

     名　称  ＨＯＮＤＡ　ＥＳＴＩＬＯ株式会社

     所在地  大阪府吹田市垂水町三丁目３４番１５号

(2) 指定の期間

　　　平成３０年４月１日から令和５年３月３１日まで

　社会体育の普及及び安全な遊び場の確保のため、市立小中学校１４校の校庭及び体育館開放に伴う消耗品の購入
（スポーツライン、掃除用具等）及び各利用団体が学校側に提出する利用申請書の取りまとめ業務を行った。

　　　　　　　　　　区　 分
　学　校　名

校 庭 体 育 館 合 計

件数(件) 人数(人) 件数(件) 人数(人) 件数(件) 人数(人)

清 瀬 小 学 校

芝 山 小 学 校

清 瀬 第 三 小 学 校

清 瀬 第 四 小 学 校

清 瀬 第 六 小 学 校

清 瀬 第 七 小 学 校

清 瀬 第 八 小 学 校

清 瀬 第 十 小 学 校

清 明 小 学 校

小 学 校 計

清 瀬 中 学 校

清 瀬 第 二 中 学 校

清 瀬 第 三 中 学 校

清 瀬 第 四 中 学 校

清 瀬 第 五 中 学 校

中 学 校 計

合 計

　下宿地域市民センター、市民体育館、サッカー場、野球場、テニスコート等の運動施設の管理業務を指定管理者に
委ね、市民ニーズの対応や施設利用増進を目的として、各施設内において各種教室・スクールなどを実施した。

(単位　円)

指　　定　　管　　理 業　　者　　名 金　　　額

清瀬内山運動公園等管理業務 ＨＯＮＤＡ　ＥＳＴＩＬＯ（株）

－ 419 －－ 438 －



(3) 収支

　　ア 収入  

　　イ 支出  

　　ウ 収支  

(4) 管理運営業務等

　　ア　管理運営を行っている施設の名称

　　（ア）清瀬市立下宿地域市民センター（清瀬市立市民体育館を含む）

　　（イ）清瀬市立下宿運動公園（広場及び下宿市民プール）

　　（ウ）清瀬市立清瀬内山運動公園（野球場、サッカー場及びテニスコート）

　　（エ）清瀬市立下宿第二運動公園（野球場）

　　（オ）清瀬市立中央公園（テニスコート）

　　（カ）清瀬市立下清戸運動公園（テニスコート）

　　イ　主な業務内容

　　（ア）下宿センター、スポーツ施設等貸出しに伴う業務（入金処理、施設管理、利用状況管理等）

　　（イ）スポーツ事業に関する業務

(単位　円)

項 目 経 費 摘　　　　　　　要

使用料収入等 施設使用料等

自主事業収入等 スポーツ教室等事業等

管理経費 清瀬市管理経費

合計（Ａ） －

(単位　円)

項 目 経 費 摘　　　　　　　要

人件費 事務職員等

事業費 自主事業経費

管理経費 消耗品費、光熱水費、設備等保守点検等

合計（Ｂ） －

(単位　円)

収支（Ａ）-（Ｂ） △ 497,482

－ 420 －－ 439 －



(5) 改修工事等

　　ア　改修工事

　　　 

　　イ　取替工事

　　　老朽化によるバスケットゴールの取替工事を行った。　　

　　ウ　整備工事

　　　 

　台風被害による下宿運動公園広場のフェンス工事や下宿地域市民センターのアスベスト撤去の改修工事を行った。

工　　事　　名 金　額（円）
着　手
完　了

業　　者　　名

下宿運動公園広場フェンス改修工事
10月 1日

 12月14日
三英建設（株）

清瀬市下宿地域市民センター特定建築物撤去工事
 2月13日
 3月29日

瀬間工業（株）

合　計 －

　利用者の利便性を確保するとともに、駐車場待ちによる渋滞や路上駐車など、周辺住民の生活環境の影響の解消の
ため、整備工事を行った。

工　　事　　名 金　額（円）
着　手
完　了

業　　者　　名

工　　事　　名 金　額（円）
着　手
完　了

業者名

市民体育館バスケットゴール取替工事
11月26日
3月 8日

セノー（株）

清瀬内山運動公園駐車場整備工事
7月23日

11月 1日
三英建設（株）

－ 421 －－ 440 －



(6) 自主事業関係

    ア　スポーツ教室事業

　　イ　シャトルバス（清瀬駅～清瀬内山運動公園サッカー場）運行事業

(単位　人)

事　業　名 開催期間等 開催場所 事業内容 延べ参加人数

ヨガ教室
9月～3月

（木曜日）
下宿地域市民センター

老若男女問わず、日常の中に身
体を動かす時間を提供し体力の
向上、健康促進を目的とした教
室

ピラティス教室
9月～3月

（金曜日）
下宿地域市民センター

自信の持てる身体を目指し、女
性のための継続しやすい教室

エクササイズ教室
12月～3月
（水曜日）

下宿地域市民センター
普段使わない筋肉を使うこと
で、代謝促進や老化防止を目的
とした教室

バドミントン教室 8月～9月 下宿地域市民センター

体育館の利用が無い時間帯を有
効活用し、一般開放でも人気コ
ンテンツであるバドミントンの
コート開放

囲碁・将棋教室
7月～8月

（水曜日）
下宿地域市民センター

会議室の稼働率ＵＰの為、また
地域の憩いの場として安価で参
加しやすい教室

ソルティーロ
サッカースクール

4月～3月
（火・木・金曜日）

清瀬内山運動公園
サッカー場

清瀬市の掲げるサッカーの発展
都市を目的に、子供達へ夢を与
えるスクールを開催

グラウンドゴルフ
教室

4月～11月
(全20回)

下宿運動公園広場
グラウンドゴルフ協会と提携
し、高齢者の健康促進と競技人
口の増加を目指した教室

マルチ健康体操教
室

4月～6月
9月～11月
1月～3月

（木曜日　全21回）

下宿地域市民センター

ストレッチ、気功、指圧、マッ
サージを取り入れた体操により
心身のリフレッシュを目的とし
た教室

プール縁日 プール開放時1回 市民プール
ヨーヨー釣りや宝探しゲームを
開催し子供たちの夏休み思い出
作りに開催

プール警備員体験 プール開放時1回 市民プール
子供たちの仕事体験を目的と
し、管理会社と提携し開催

ライオンズベース
ボール

10月～3月 清瀬内山運動公園野球場
子どもたちを対象とした野球教
室を開催した。

大学交流戦 2月・3月
清瀬内山運動公園

サッカー場
平日の稼働率ＵＰの為、大学生
を誘致し交流戦を実施

ＮｏｗＤｏ教室 10月～12月 下宿地域市民センター
能力向上レッスンや卓球、セパ
タクローの指導、座学を通して
地域の活性化を目指す。

ＮｏｗＤｏ
サッカースキル
アップ

12月27日
清瀬内山運動公園

サッカー場
最新のセンサーを使用したサッ
カートレーニング

運行日 利用人数（人）

11月 3日

11月11日

11月18日

 2月24日

－ 422 －－ 441 －



３　清瀬内山運動公園等施設利用状況

(1) 下宿地域市民センター

  ア 一般施設の利用状況

　　イ 市民体育館の利用状況

(2) 下宿市民プールの利用状況

(3) 運動公園

　　　各施設の利用状況

一般

利用件数(件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

利用件数(件） 利用人数（人）
稼働率（％）

一般 自主事業 公用 合計 一般 自主事業 公用 合計

(単位　人)

区　分 幼　児 子　供 大　人 合　計

人　数

区　分
利用件数（件） 利用人数（人）

稼働率（％）
一般 自主事業 公用 合計 自主事業 公用 合計

下 清 戸 運 動 公 園
テ ニ ス コ ー ト

中 央 公 園
テ ニ ス コ ー ト

下宿運動公園広場

清瀬内山運動公園
テ ニ ス コ ー ト

清瀬内山運動公園
野 球 場 Ａ 面

下宿第二運動公園
野 球 場

清瀬内山運動公園
サ ッ カ ー 場 Ａ 面

清瀬内山運動公園
野 球 場 Ｂ 面

清瀬内山運動公園
サ ッ カ ー 場 Ｃ 面

清瀬内山運動公園
サ ッ カ ー 場 Ｂ 面

－ 423 －－ 442 －



Ⅳ 　特 別 会 計  事 務 事 業

－ 443 －





１　国民健康保険事業特別会計

－ 445 －





国民健康保険事業特別会計　歳入

１　国保税の賦課状況

調 定 額 世　　帯 件　　数

（千円） （世帯） （件）

区     分 転  入 社保離脱 生保廃止 出  生
後期高齢者

離脱
その他 合　 計

年 度 合 計

年 度 内 月 平 均

区      分 転  出 社保加入 生保開始 死  亡
後期高齢者

加入
その他 合  計

年 度 合 計

年 度 内 月 平 均

一 般

退 職

一 般

退 職

一 般

退 職

一 般

退 職

一 般

退 職

一 般

退 職

一 般

退 職

一 般

退 職

全 体

一 般

退 職

一 般 会 計 繰 入 金 （ 基 盤 安 定 繰 入 金 除 く ）

受 診 回 数 16.3回
10.4回　　　

12回　　　

療 養 諸 費 保 険 者 負 担 額

高 額 療 養 費 支 給 額

国民健康保険税介護納付金分調定額 現年度 ―

国民健康保険税介護納付金分収納額 現年度 ―

国民健康保険税後期高齢者支援金分調定額 現年度

国民健康保険税後期高齢者支援金分収納額 現年度

国民健康保険税医療給付費分収納額 現年度

国民健康保険税医療給付費分調定額 現年度

増

減

３　国民健康保険諸率(対象者で算出）           （単位　円）

項                     目 一 世 帯 当 た り 被 保 険 者 一 人 当 た り

　　                  区　分

　　項　目

賦　　課　　状　　況

現 年 課 税 分

２　被保険者の事由別異動状況           （単位　人）

－ 425 －
－ 447 －



４　国保税調定並びに収入状況調べ 　

(1) 税目別調定収入状況調べ

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円）

(2) 調定、収入年度別対比表

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件）

(3) 国保税口座振替及びコンビニ納付状況

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件）

(4) 国保税過誤納還付金及び振替充当発生状況

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件） 税　額（円）

本 税

延滞金

(5) 国保税督促状年度別発付状況

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件）
税額

（％）
件数

（％）

(6) 過誤納還付加算金交付状況

金  額（円） 件  数（件） 金  額（円） 件  数（件）
金  額
（円）

件　数
（件）

　　　    　　　区  分

  項  目

予　算　額
（円）

調　定　額 収　入　額

件　数（件）

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

合 計

　　　    　　　区  分

  項  目

調　　　　　定　　　　　額

平　　成　　29　　年　　度 平　　成　　30　　年　　度 前年度比

（30／29）（％）

現 年 課 税 分

滞 納 繰 越 分

合 計

　　　　　　　　区　分
　
　項　目

調　　　　　定　　　　　額

平　　成　　29　　年　　度 平　　成　　30　　年　　度 前年度比

（30／29）（％）

　　 区分

　項目

過　　誤　　納　　還　　付　　分

歳　　　　入 歳　　　出 合　　　　計

件　数（件）

納付状況

　　　    　　　区  分

  項  目

（Ａ）　　調　　　　定　　　　額

平　　成　　29　　年　　度 平　　成　　30　　年　　度 前年度比(30/29)

発付状況

 　　　　　　　　区　分

　項　目

歳入還付加算金 歳出還付加算金 合       計

交付状況

－ 426 －－ 448 －



予算額
（％）

税額
（％）

件　数
（％）

件　数
（件）

件　数
（件）

件　数
（件）

件　数
（件）

税額
（％）

件数
（％）

税額
（％）

件数
（％）

口座振替

コンビニ

税額
（％）

件数
（％）

税額
（％）

件数
（％）

税額
（％）

件数
（％）

収　入　歩　合 還付未済額 不納欠損額 未　収　入　額 内執行停止額

税　額（円） 税　額（円） 税　額（円） 税　額（円）

収　　　　　入　　　　　額 収　入　歩　合

平　　成　　29　　年　　度 平　　成　　30　　年　　度 前年度比 平成29年度
（％）

平成30年度
（％）税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件）（30／29）（％）

収　　　　　入　　　　　額 割　合

納付方法

平　　成　　29　　年　　度 平　　成　　30　　年　　度 前年度比 平成29年度 （％）平成30年度 （％）

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件）（30／29）（％）

振　替　充　当　分

歳　　　　入 歳　　　　出 合　　　　計

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件）

　　（Ｂ）　　発　　　　　付　　　　額 発付歩合

平　　成　　29　　年　　度 平　　成　　30　　年　　度 前年度比(30/29)
平成29年度

(B／A)
平成30年度

(B／A)

税　額（円） 件　数（件） 税　額（円） 件　数（件）

５　不正及び不当利得等の状況

 　　　　　　　　  金    額

　種　 別

調    定

不当利得
返 納 金

現 年 度 分 － －

過 年 度 ・ 繰 越 分

不 正 利 得 返 納 金

第三者行為による賠償返納金

    収    入     

件  数（件） 金　  額（円） 件  数（件） 金 　 額（円）

－ 427 －－ 449 －



(1) 滞納処分関係

人員 件数 人員 件数 人員 件数

物　件 （人） （件） （人） （件） （人） （件）

(2) 停止処分関係

　　ア　処分状況

債 権 差 押

そ の 他

不 動 産 差 押

差 押

預 貯 金

生 命 保 険

参 加 差 押

６　処分状況等（徴収課）

    ア　処分状況

区　分 執　行 処理状況

滞納額 取立・配当額 納付額

（円） （円） （円）

給 与

動 産 差 押

小 計

合 計

交 付 要 求

　　　　　区　分
年　度

国 民 健 康 保 険 税

税　額 人　員 件　数

平成 25年度
円 人 件

27年度

26年度

29年度

30年度

28年度

合　計

－ 428 －－ 450 －



　　イ　滞納繰越分地域別調査表

　　ウ　催告書発送件数

　　イ　執行停止地域別調査表

　　ウ　執行停止事由別調査表

　　　　　税額等
地域別

合　　　　　　　　　　　計 構　　　成　　　比　　　率

税　額 人　員 件　数 税　額 人　員 件　数

市    内 円 人 件 ％ ％ ％

都    内

合    計

他道府県

　　　　　地域別
区分

市内 都内 他道府県

件　数 件　数 件　数

現年度課税分
件 件 件

合 計

滞 納 繰 越 分

　　　　　税額等
地域別

合　　　　　　　　　　　　計 構　　　成　　　比　　　率

税　額 人　員 件　数 税　額 人　員 件　数

市    内
円 人 件 ％ ％ ％

他道府県

都    内

合    計

　　　　　税額等
区分

合　　　　　　　　　　　計 構　　　成　　　比　　　率

税　額 人　員 件　数 税　額 人　員 件　数

無 財 産
円 人 件 ％ ％ ％

合 計

生 活 困 窮

所 在 不 明

－ 429 －

－ 451 －



国民健康保険事業特別会計　歳出

１．１．１．（２）一般事務事業（保険年金課）

１　委託関係

(1) システム業務等

(2) 事務処理等

１．１．２．（１）東京都国保団体連合会運営事業（保険年金課）

１　国民健康保険運営協議会の開催 

(1) 委員の構成

　診療報酬明細書の点検委託に係る事務処理費等の国民健康保険事業を運営するための一般的な経費を適正
に執行した。

（単位　円）

委　　　託　　　名 業　者　名 金　　額

国民健康保険賦課システム　旧被扶養者
減免の減免期間見直し対応

行政システム（株）

そ　の　他

合　　　計

委　　　託　　　名 業　者　名 金　　額

そ　の　他

合　　　計

（単位　円）

　　診療報酬等の審査支払事務に関する委託
　　（共同電算処理）

（単位　人）

項                     目 定          数

被 保 険 者 を 代 表 す る 委 員

国民健康保険医又は国民健康保険薬剤師を代表する委員

公 益 を 代 表 す る 委 員

東京都国民健康保険団体連合会

診療報酬明細書等点検業務に関する委託 東京都国民健康保険団体連合会

柔道整復療養費点検等業務に関する委託 ガリバー・インターナショナル（株）

被 用 者 保 険 等 保 険 者 を 代 表 す る 委 員

合                    計

　清瀬市国民健康保険運営協議会は、国民健康保険法により設置が義務付けられている。同協議会は、被保
険者の代表、保険医及び保険薬剤師の代表、公益代表、被用者保険等保険者の代表の各委員で構成されてお
り、市長の諮問に応じて、保険税や保険給付などの予算・決算に関して審議をした。

－ 430 －－ 452 －



(2) 協議会の開催日　

２．　　　　　　保険給付費（保険年金課）

１　国民健康保険給付状況

(1) 世帯数及び被保険者数

11月 2日
11月27日
12月17日

清瀬市役所 国保財政健全化計画書について

2月14日 清瀬市役所

1 国保財政健全化計画書について
2 平成29年度清瀬市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）（案）
　について
3 平成31年度清瀬市国民健康保険事業特別会計当初予算（案）について
4 平成31年度国民健康保険税の改正について

　国民健康保険法に基づき、国民健康保険の保険者として、被保険者に保険給付等を実施した。内容としては、
通常医療機関にかかったときに保険者が負担する療養給付、柔道整復師等に係る療養費、負担区分に応じて一定
の金額を超えた場合の高額療養費等を保険者として負担した。

区　　　　分 世　帯　数（世帯）
被　保　険　者　数（人）

一　　般 退　　職 合　　計

1か月当りの平均

12か月間の合計

開催日 開 催 場 所 内　　　　容

8月23日 清瀬市役所

1 役員等の選出について
2 平成29年度清瀬市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について
3 平成30年度清瀬市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）（案）
　について
4 清瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の報告について
5 国保財政健全化計画の報告について

－ 431 －－ 453 －



(2) 国民健康保険給付状況

※ １人当り年間受診回数（一般約１０．４回、退職約１２回）

４　委託関係

業　者　名　委　託　名　

診療報酬等の審査支払業務に関する委託

国民健康保険療養費等の審査及び支払代行業務に関する
委託 東京都国民健康保険団体連合会

合　　　　　計

２　過誤調整件数  （単位　件）

区  分

資格点検調査によるもの 内容点検調査によるもの

合　計他保険者
のもの

他制度適
用のもの

その他
請求点数誤
りのもの

診療内容 その他

年度
件数

３　診療報酬明細書再審査請求の結果件数     （単位　件）

区  分 請求点数誤り 医科と調剤の照合 縦覧点検 その他 合　　　計

年度件数

 （単位　円）

金　　　額

区 分
12か月の合計 1か月当りの平均

一　　般 退　　職 一　　般 退　　職

被 保 険 者 数 （人）

療養給付金

件数（件）

薬剤（件）

受診率（％） 　‐ ‐
費用額（円）

保険者負担額（円）

療 養 費

件数（件）

費用額（円）

保険者負担額（円）

高額療養費
件数（件）

支給額（円）

出 産 育 児
一 時 金

件数（件）

支給額（円）

葬 祭 費
件数（件）

支給額（円）

－ 432 －－ 454 －



５．１．１．（１）保養施設利用推進事業（保険年金課）

１　保養施設の利用状況

(1)  宿泊施設利用状況 （単位　人）

(2)　入浴施設利用状況 （単位　人）

５．１．３．（１）健康診断事業（保険年金課）

１　人間ドックの利用状況 （単位　人）

宿            泊

合            計

　国民健康保険法に基づき、被保険者の健康の保持増進のために必要な事業として、被保険者に対して保養
施設の補助を実施した。

施 設 名 利 用 人 数

清 瀬 市 立 科 山 荘

シーサイドいずたが

合 計

に い ざ 温 泉

　国民健康保険法に基づき、被保険者の健康の保持増進のために必要な事業として、被保険者に対して人間
ドックの補助を実施した。

内     　     容 人     数

日     帰     り

－ 434 －－ 455 －



５．２．１．（２）特定健康診査・健康チャレンジ事業（健康推進課・保険年金課）

１　特定健康診査

    対 象 者　　清瀬市国民健康保険に加入している４０歳以上の市民

    会　　場　　市内２８医療機関、健康センター

    期　　間　　６月１日～１２月３１日、２月２４日、３月３日、３月１０日、３月１７日、３月２４日

(1) 受診者の状況

(2) 詳細項目受診者

　平成２０年度から高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、生活習慣病の予防の徹底のためにメタボ
リックシンドロームに着目した健診である特定健康診査・特定保健指導事業を実施した。

    （単位　人）

受診者数

指　　　　　導　　　　　区　　　　　分

異常を
認めず

 要観察 要指導 治療中 要医療※

※ 要医療及び治療中と判定された場合も含む。

 （単位　人）

詳細項目
受診者数
（延べ）

詳　細　項　目　内　訳 メタボリックシンドローム判定

心電図 眼底 貧血
血清

クレアチ
ニン

基準該当
予備群
該　当

非該当

保健指導区分別実人員

情報提供
動機づけ
支　　援

積極的
支　援

※ 詳細項目受診者は医師の判断等による。

－ 433 －－ 456 －



２　特定保健指導事業

実施回数
（回）

参加者数
（人）

　　　 合　　　計

３　委託関係 （単位　円）

　委　託　名　 業　者　名 金　　　額

休日特定健康診査等業務委託 医療法人　クレモナ会

特 定 健 康 診 査 委 託
（一社）清 瀬 市 医 師 会

特定健康診査紹介眼底検査委託

事 業 名 会　　　場 内　　　　容

健康測定会 健康センター
血圧・体組成･血管年齢･脳年齢測定･栄養相
談・健康相談など

講演会・セミナー
健康センター・アミュー
ホール

薬の効果と運動のコツ

医師・歯科医師による講演

足裏バランス測定及びエクササイズ

歩くバランス＆ウォーキングエクササイズ

栄養セミナー

動脈硬化測定＆血管改善エクササイズ

腎臓セミナー

運動実践教室

セントラルスポーツ Ｅｎｊｏｙエクササイズ

アミューホール・下宿・
竹丘地域市民センターほ
か

体幹に着目したエクササイズなど

健康ワンポイント
下宿・竹丘・野塩地域市
民センターほか

骨密度測定・栄養相談など

特定保健指導栄養教室 健康センター
調理実習

ヘルシーメニューの試食・栄養相談など

周知活動 市民まつり パネル展示・血管年齢測定・健康相談など

特定保健指導運動教室 健康センター

運動機器を用いた筋力アップエクササイズな
ど

通信機器を用いた体重コントロール教室

特定保健指導
健康センター・アミュー
ホールほか

血圧・体組成・血管年齢測定・生活習慣改善
支援

－ 434 －－ 457 －





２　駐車場事業特別会計

－ 459 －





駐車場事業特別会計　歳入

３．２．１．指定管理者納付金（道路交通課）

１　駐車場指定管理者の納付金 （単位　円）

区　　　分

納 付 金

※ 指定管理者の業務内容については駐車場事業特別会計の歳出に掲載

金    　額

－ 445 －－ 461 －



駐車場事業特別会計　歳出

１．１．１．（１）駐車場事業（道路交通課）

１　修繕

２　負担金関係

３　クレア市営駐車場の指定管理者の管理運営業務関係

(1) クレア市営駐車場の指定管理者の管理運営業務

　　    所在地　清瀬市元町一丁目２番１１号（アミュービル５階）

　　(ア)　収入 （単位　　円）

合　　　　　計　　（　Ａ　） －

諸 収 入
預金利息

自動販売機電気料

使 用 料

一時利用者

サービス券

定期利用者

　 　　 名　称　清瀬都市開発（株）

　　イ　指定の期間

　　    平成２７年４月１日から令和２年３月３１日まで

    ウ　収支

項 目 金　　額 摘 要

項 目 金　         額

共 益 費

　　ア　指定管理者の名称及び所在地

クレア市営駐車場防火シャッター内ス
ピーカー修繕

電飾看板　修理代

（単位　円）

クレア市営駐車場消防設備改修作業

クレア市営駐車場ＤＶＲ調整作業及びモ
ニター交換作業

クレア市営駐車場送風機ファン洗浄作業

　自動車利用者の利便を図り、地域経済の振興に資するため、クレア市営駐車場における施設の適正な維持管理に努め
た。

（単位　円）

項       目 金   額

－ 446 －－ 462 －



　　(イ)　支出 （単位　　円）

　　(ウ)　収支 （単位　円）

　　エ　利用状況等

　　オ　管理運営業務等

　　（ア）一般の利用に供する業務

　　（イ）施設の運営及び管理に関する業務

　　（ウ）駐車場の利用状況調査及び利用促進業務

　　（エ）業務遂行上の留意点

定　期　利　用

一　時　利　用

　収支（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ）

　　(エ)　基本納付額を上回った金額（３，２９７，０５１円）については、指定管理者の大規模修繕積立金として積
　　　　み立てる。

　区　　　　分 台    数（台） 金    額 (円）

納 付 金 （ Ｄ ）

合　　　　　計　　（　Ｂ　）

公 課 費 消費税、収入印紙

小 計

役 務 費 通信運搬費、手数料、保険料等

委 託 料 機械保守点検業務、運営管理費,警備委託費等

人 件 費 賃金

需 用 費 消耗品費、印刷製本費、光熱水費等,修繕費

項 目 金　　額 摘 要

－ 447 －－ 463 －





３　介護保険特別会計

－ 465 －





介護保険特別会計　歳入

１．１．１．第１号被保険者保険料（高齢支援課）

(1) 介護保険料徴収額

特 別 徴 収

普 通 徴 収

現 年 度 合 計

滞 納 繰 越 分

総 計

(2) 所得段階別人員（平成３１年３月３１日現在）

所 得 段 階

被保険者数

※ 被保険者数は、当該年度内に資格を喪失した者を含む。

（単位　人）

第17段階 第18段階 合　 　計

第9段階 第10段階 第11段階 第12段階 第13段階

第7段階 第8段階

第14段階 第15段階 第16段階

第2段階 第3段階 第4段階 第5段階 第6段階第1段階

不納欠損額(円) 収入未済額(円) 収納率（％）

１  介護保険料の賦課徴収の状況

　　　　徴収等
項目

調定額(円) 収入額(円) 還付未済額(円)

－ 451 －－ 467 －



介護保険特別会計　歳出

１．３．１．（１）介護認定審査会事業（高齢支援課）

１．３．２．（１）認定調査事業（高齢支援課）

（単位　件)

※ 「介護」は要支援認定者の区分変更申請

(1) 介護認定審査会の開催回数と認定件数

※ 「変更」は要支援認定区分変更を含む。

(2) 介護認定の内容

※ 却下件数を含む。

３　よろず健康教室実施状況（高齢支援課）

　介護認定審査会は保健、医療及び福祉の各分野に関する学識経験者で組織され、委員は２９人で４つの合議体
により構成されている。主に要介護状態や要支援状態の方の要支援・要介護度を審査及び判定をした。
　新規、更新及び区分変更の申請を受けた後、市の職員(認定調査員）や認定調査を委託した居宅介護支援事業
所の介護支援専門員が申請者の自宅、施設又は病院に訪問して調査を行っている。

１  介護認定申請受付状況

受付件数
内　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

新 規 更 新 変 更 介 護 転 入

２  介護認定審査会・認定審査の状況

開催回数(回) 認定件数(件)
内　　　訳　　　(件)

新　　規 更　　新 変　　更

　　　介護度

項目
自 立 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合 計

  人　数（人）

開 催 場 所 実　 施（回） 延べ人数（人）

中里都営住宅シルバーピア団欒室 毎 週

野 塩 老 人 い こ い の 家 毎 週

  割　合（％）

旭 が 丘 老 人 い こ い の 家 毎 週

コ ミュ ニテ ィプ ラザ ひま わり 毎 週

中 清 戸 地 域 市 民 セ ン タ ー 毎 週

竹 丘 老 人 い こ い の 家 毎 週

中 清 戸 中 央 老 人 い こ い の 家 毎 週

清 瀬 台 田 団 地 第 一 集 会 所 毎 週

信 愛 の 園 毎 月

合 計

－ 452 －－ 468 －



４　ねたきり高齢者おむつ給付状況（高齢支援課）

延べ

５　徘徊高齢者位置探索サービス貸与台数（高齢支援課）

３．１．１．（２）介護予防・生活支援サービス事業（地域包括ケア推進課）

１　委託関係 （単位　円）

２　参加状況 （単位　人）

合　　　計

区　    　分 開催期間 会　　　場 延べ参加人数

清瀬市住民主体型通所サービス
（ゆうゆう元気茶屋）

4月～ 3月

コミュニティプラザひまわり

清瀬市通所型短期集中予防サービス
（いきいき体操クラブ）

清瀬リハビリテーション病院

介護老人保健施設たけおか

清瀬診療所

清瀬市訪問型短期集中予防サービス 利用者宅

　要支援認定者又は事業対象者の方の多様なニーズに対して、状態に応じたサービスが選択できるよう、専門的
なサービスに加え住民等の多様な主体が参画し、清瀬市独自のサービスを充実することにより、介護予防の推進
を図った。

委　託　名 業　者　名 金　　額

清瀬市住民主体型通所サービス（通所Ｂ）業務委託
特定非営利活動法人
情報労連東京福祉センター

そ　の　他

利用人員（人）

金　　額（円）

区 分 前 年 度 末 新 規 貸 与 廃 止 平成 年度末

台 数

－ 453 －－ 469 －



３．２．１．（２）一般介護予防事業（地域包括ケア推進課）

１　きよせ介護サポーター事業

(1) 実施状況

(2) 登録者数及び受入機関数

人

箇所

(3) 交付金交付状況

区　分

人　数 　

２　介護予防事業　 （単位　人）

合　計 ― ―

お 喜 楽 貯 筋 ク ラ ブ 5月～ 3月 竹丘地域市民センター

合　計 ― ―

脳トレ元気塾（ゆうゆう）
午前コース

4月～ 3月

コミュニティプラザひまわり
午後コース

脳 ト レ 元 気 塾 （ し ん あ い ） 信愛の園

脳 トレ 元気 塾（ せい が中 里） 中里地域市民センター

区　    　分 開催期間 会　　　場 延べ参加人数

脳 力ア ップ 塾（ 梅園 クラ ス）
6月～12月

ベトレヘム学園

脳力アップ塾（中清戸クラス） 中清戸地域市民センター

受　入　機　関（介護保険施設等）

※ 登録者数は退会者を除いた人数

(単位　人)

申請者数 交付者数

随時 社協実施事業等でのＰＲ活動

随時 各公共施設でのリーフレット配布

内　　　　　訳 平成30年3月末

登　　録　　者（介護サポーター）

11月 介護サポーター研修

2月 ボランティア・市民活動相談会での紹介

3月 社協だより掲載

随時 受入機関への連絡等

随時 サポーターへの連絡等

　高齢者や家族が安心して暮らせるように介護予防に関する相談を実施し、また、一般高齢者が身近な地域で介
護予防ができるよう事業を行った。

月　別 実　　施　　状　　況

7月 ボランティア・市民活動見本市での紹介

7月 よくわかるボランティア・市民活動での紹介

9月・3月
たすけあいサービス・ボランティア相談説明会での紹
介

－ 454 －－ 470 －



３　委託関係 （単位　円）

３．３．１．（２）包括的支援事業・任意事業（地域包括ケア推進課）

１　地域包括支援センター関係

(1) 相談件数

　　ア　清瀬市地域包括支援センター     （単位　件）

　　イ　きよせ社協地域包括支援センター     （単位　件）

　　ウ　きよせ信愛地域包括支援センター     （単位　件）

　　エ　きよせ清雅地域包括支援センター     （単位　件）

合　計

新　規

継　続

合　計

区　分 電　話 来　所 訪　問 メール その他 合　計

新　規

継　続

合　計

区　分 電　話 来　所 訪　問 メール その他 合　計

新　規

継　続

合　計

区　分 電　話 来　所 訪　問 メール その他 合　計

新　規

継　続

合　　　計

　各地域の特性を活かした支援を行い、かつ、効率的に業務を実施するため、高齢者を支える地域包括支援セン
ターに相談業務等を委託した。また、地域の居宅介護支援専門員のスキルアップ及び地域のネットワーク構築に
向けた事業を実施した。

区　分 電　話 来　所 訪　問 メール その他 合　計

脳 ト レ 元 気 塾 （ し ん あ い ） 社会福祉法人　信愛報恩会

脳 ト レ 元 気 塾 （ せ い が 中 里 ） 社会福祉法人　東京聖労院

脳 ト レ 元 気 塾 （ ゆ う ゆ う ）
特定非営利活動法人　情報労連東京
福祉センター

委　託　名 業　者　名 金　額

－ 455 －－ 471 －



(2) 相談内容

　　ア　清瀬市地域包括支援センター

　　イ　きよせ社協地域包括支援センター

　　ウ　きよせ信愛地域包括支援センター

　　エ　きよせ清雅地域包括支援センター

(3) 会議関係 （単位　回）

２　高齢者ふれあいネットワーク事業 （平成３１年３月３１日現在）

区　　　分 利用者数（人） 備             考

清瀬市地域包括支援センター

ふ れ あ い 協 力 員 数

ふ れ あ い 協 力 機 関

連 絡 会 等

人

事業所

回

きよせ社協地域包括支援センター

きよせ信愛地域包括支援センター

きよせ清雅地域包括支援センター

合　　　計

区　　　分 開催回数

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 運 営 協 議 会

ゆ り の 会 （ 認 知 症 高 齢 者 家 族 会 ）

ケ ア マ ネ ッ ト 清 瀬 （ ケ ア マ ネ 会 議 ）

件　数

        （単位　件）

区　分 介護 保健福祉 認知症 権利擁護 医療 クレーム
経済

住まい
その他 合計

件　数

        （単位　件）

区　分 介護 保健福祉 認知症 権利擁護 医療 クレーム
経済

住まい
その他 合計

件　数

        （単位　件）

区　分 介護 保健福祉 認知症 権利擁護 医療 クレーム
経済

住まい
その他 合計

件　数

        （単位　件）

区　分 介護 保健福祉 認知症 権利擁護 医療 クレーム
経済

住まい
その他 合 計

－ 456 －－ 472 －



３　委託関係 （単位　円）

清瀬市在宅医療相談窓口事業
公益財団法人　結核予防会

社会福祉法人　信愛報恩会

そ　の　他

合　　　計

清瀬市生活支援コーディネーター（第二層）業
務委託（信愛）

社会福祉法人　信愛報恩会

清瀬市生活支援コーディネーター（第二層）業
務委託（清雅）

社会福祉法人　東京聖労院

清瀬市医療・介護連携推進事業業務委託 一般社団法人　清瀬市医師会

きよせ清雅地域包括支援センター運営業務委託 社会福祉法人　東京聖労院

清瀬市生活支援コーディネーター（第一層）業
務委託

社会福祉法人　清瀬市社会福祉協議会

清瀬市生活支援コーディネーター（第二層）業
務委託（社協）

社会福祉法人　清瀬市社会福祉協議会

委　託　名 業　者　名 金　額

きよせ社協地域包括支援センター運営業務委託 社会福祉法人　清瀬市社会福祉協議会

きよせ信愛地域包括支援センター運営業務委託 社会福祉法人　信愛報恩会

－ 457 －－ 473 －



４　認知症施策

(1) 認知症サポーター養成講座 （単位　人）

回数

 3月 6日
清瀬市 介護「はじめの一
歩 」 研 修 参 加 者

け や き ホ ー ル

合　　　　計

 1月29日
介護サポート・ピッコロ
会 員

け や き ホ ー ル

 3月 2日 一 般 市 民 生 涯 学 習 セ ン タ ー

 3月 4日 清瀬中学校 年Ａ～Ｄ組 清 瀬 中 学 校

12月14日

第 五 中 学 校 年 Ａ 組

第 五 中 学 校第 五 中 学 校 年 Ｂ 組

第 五 中 学 校 年 Ｃ 組

 1月22日
清瀬市 介護「はじめの一
歩 」 研 修 参 加 者

清 瀬 市 役 所

11月28日 日本社会事業大学学生 日 本 社 会 事 業 大 学

11月29日

第 十 小 学 校 年 組

第 十 小 学 校第 十 小 学 校 年 組

第 十 小 学 校 年 組

10月30日

第 六 小 学 校 年 組

第 六 小 学 校第 六 小 学 校 年 組

第 六 小 学 校 年 組

11月 1日
芝 山 小 学 校 年 組

芝 山 小 学 校
芝 山 小 学 校 年 組

10月17日
清 明 小 学 校 年 組

清 明 小 学 校
清 明 小 学 校 年 組

10月19日
第 三 小 学 校 年 組

第 三 小 学 校
第 三 小 学 校 年 組

 9月11日 一 般 市 民 男女共同参画センター

10月 5日 清瀬市 新入職員 健 康 セ ン タ ー

10月15日 第 七 小 学 校 年 組 第 七 小 学 校

 6月19日

清 瀬 小 学 校 年 組

清 瀬 小 学 校清 瀬 小 学 校 年 組

清 瀬 小 学 校 年 組

 8月31日 第 四 小 学 校 年 組 第 四 小 学 校

開催日 対　象　者 会　場 参加者数

 6月 2日 一 般 市 民 生 涯 学 習 セ ン タ ー

 6月12日
第 八 小 学 校 年 組

第 八 小 学 校
第 八 小 学 校 年 組

－ 458 －－ 474 －



(2) 認知症初期集中支援チーム

(3) 認知症カフェ運営事業

（単位　人）

1月

2月

3月

合　　　計

区　　　分 会　　　場 実　施　月 利用人数

よってこカフェｉｎナルド ナルドの壺

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

認知症初期集中支援
チーム検討会

 6月25日
 3月22日

け や き ホ ー ル
生 涯 学 習 セ ン タ ー

　清瀬市認知症初期集中支援チームの概要
　清瀬市認知症初期集中支援チーム検討会
　について
　取り組み状況の確認及び今後の進め方について

チーム員会議

 4月 5日
 5月18日
 6月15日
 7月12日
 8月17日
 9月27日
10月19日
11月16日
12月21日
 1月18日
 2月15日
 3月15日

複 十 字 病 院
　認知症初期集中支援推進事業の対象者について
　初回訪問後の支援方針等

　認知症になっても住み慣れた地域で安心してその人らしく生活できる支援環境を整備し、認知症についての正
しい知識の普及啓発を行うことを目的に、認知症カフェ「よってこカフェｉｎナルド」の運営を行った。介護者
の負担軽減を図るほか、認知症の方及びその介護者、地域住民並びに専門職が集い交流する場となった。

会　議　名 開　催　日 会　　場 内　　　　　　　　　　　　　　　容
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５　医療・介護連携推進協議会

(1) 会議（本会）

(2) 会議（普及啓発部会）

第4回  1月28日 け や き ホ ー ル
普及啓発実行委員会
上映日程、展示ブース内容、会場セッティングと
担当割、タイムスケジュールの確認

第1回  7月31日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
市民向け講演会について
実施体制について

第2回 10月12日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
普及啓発実行委員会発足について
「ケアニン　あなたでよかった」上映日程検討

第3回 11月15日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

普及啓発実行委員会
「ケアニン　あなたでよかった」映画試写
上映日程、展示ブース、広報方法、準備スケ
ジュール、業務分担検討

第1回  5月15日 健 康 セ ン タ ー

平成30年度清瀬市医療・介護連携推進協議会運
営について
協議会・研修スケジュールについて
協議会部会及び部会委員選出について

第2回 11月20日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

各部会報告について
・普及啓発部会
・情報連携部会
・研修部会

会　議　名 開　催　日 会　　場 内　　　　　　　　　　　　　　　容

会　議　名 開　催　日 会　　場 内　　　　　　　　　　　　　　　容
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(3) 会議（研修部会）

第11回 1月22日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

【Ａ/Ｂ　実行委員会】
フォローアップ研修会のテーマの検討
きよせケアセミナーフォローアップ研修　日程
とスケジュール検討
事例検討概要の作成と内容確認
当日タイムスケジュールと担当割

第8回 11月 6日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

【Ａ実行委員会】
第2回清瀬ケアセミナー「リハビリテーショ
ン」の結果とアンケート報告
第4回きよせケアセミナー「緩和ケア」の実施
要項作成
事例検討概要の作成と内容確認
当日タイムスケジュールと担当割

第9回 11月15日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
【研修部会事前打合せ】
きよせケアセミナーでの懇親会打合せ
3月開催のフォローアップ研修会の事前打合せ

第10回 1月10日 生 涯 学 習 セ ン タ ー
【研修部会事前打合せ】
3月開催のフォローアップ研修会の事前打合せ

第5回  8月30日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

【Ａ実行委員会】
第2回きよせケアセミナー「リハビリテーショ
ン」の実施要項作成
事例検討概要の検討

第6回 10月 9日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

【Ａ実行委員会】
第2回きよせケアセミナー「リハビリテーショ
ン」の実施要項作成
事例検討概要の作成と内容確認
当日タイムスケジュールと担当割

第7回 10月16日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

【Ｂ実行委員会】
第1回きよせケアセミナー「栄養と嚥下」の結
果とアンケート報告
第3回きよせケアセミナー「認知症」の実施要
項作成
ユマニチュードについて　ロールプレイの作成
と内容確認
当日タイムスケジュールと担当割

第2回  7月 4日 健 康 セ ン タ ー
平成30年度「きよせケアセミナー」実施要項
(案)の作成

第3回  7月17日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

実行委員会形式発足　Ａ、Ｂ2チーム体制の発
足（各2回の研修会の内容決定と運営）
平成30年度「きよせケアセミナー」実施要項確
認
開催日程の決定と周知方法について

第4回  8月21日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

【Ｂ実行委員会】
第1回きよせケアセミナー「栄養と嚥下」の実
施要項作成
事例検討概要の作成と内容確認
当日タイムスケジュールと担当割

会　議　名 開　催　日 会　　場 内　　　　　　　　　　　　　　　容

第1回  6月18日 消 費 生 活 セ ン タ ー

平成30年度　清瀬市医療・介護連携推進研修部
会実施体制について
「きよせケアセミナー」研修プログラムの進め
方について
研修スケジュール日程決定
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(4) 会議（情報連携部会）

(5) 研修会等の開催

市民向け映画会 3月24日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

ケアニン～あなたでよかった～「認知症で人生
終わりになんて、僕がさせない」上映会・相談
会
相談・情報・展示コーナー

第3回 11月17日 健 康 セ ン タ ー
テーマ：「認知症について」
講義・ロールプレイング：フランス生まれのユ
マニチュード

第4回 12月15日 東 京 病 院
テーマ：「緩和ケアについて」
講義・事例検討：緩和ケア

　地域リーダーフォロー
アップ研修

3月 2日 東 京 病 院
テーマ：「知って得する社会保障制度、～医療
保険・介護保険・障害福祉～」
講義・事例検討：社会保障制度

会　議　名 開　催　日 会　　場 内　　　　　　　　　　　　　　　容

第1回  9月22日
中 清 戸
地 域 市 民 セ ン タ ー

テーマ：「栄養と嚥下について」
講義・事例検討：栄養、摂食・嚥下障害

第2回 10月27日
竹 丘
地 域 市 民 セ ン タ ー

テーマ：「その人らしさを支えるリハビリテー
ションについて」
講義・事例検討：リハビリテーション

会　議　名 開　催　日 会　　場 内　　　　　　　　　　　　　　　容

第1回 10月 2日 生 涯 学 習 セ ン タ ー

平成30年度情報連携部会の取組について
医療ＩＣＴのこれから　医療・介護関係者の情
報共有の支援について
平成30年度清瀬市医療相談窓口事業実施状況に
ついて
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６　清瀬市生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体

(1) 会議

第2回協議体  8月24日 清 瀬 市 役 所

新規委員紹介
各部会報告・意見交換
地域団体等との意見交換会について
第2層協議体設立に向けた進捗状況について
個人情報に関する勉強会について
第1層協議体ホームページについて

第3回協議体 11月20日 清 瀬 市 役 所

新規委員紹介
各部会報告・意見交換
第2層協議体に関する進捗状況について
個人情報に関する勉強会について
第1層協議体ホームページの運用について
部会や生活支援コーディネーターの取り組みに
関する意見交換

第4回協議体  2月18日 健 康 セ ン タ ー

各部会報告・意見交換
第2層協議体に関する進捗状況について
支えあうきよせ委員会活動報告会について
部会からの提案について
平成30年度支え合うきよせ委員会　活動振り返
り
来年度の活動に向けて

会　議　名 開　催　日 会　　場 内　　　　　　　　　　　　　　　容

第1回協議体  5月10日
コミュニティプラザ
ひ ま わ り

新規委員紹介
各部会報告・意見交換
地域活動を行う上での個人情報の取り扱いにつ
いて
第2層協議体視察報告
支え合いの地域づくりに向けて
協議体の今年度の活動について
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４　後期高齢者医療特別会計

－ 481 －





後期高齢者医療特別会計　歳入

１．後期高齢者医療保険料（保険年金課）

１　後期高齢者医療保険料の状況

区 分 予算額（円）
調 定 額 収 入 額

収入歩合（％）
金 額（円） 件 数（件） 金 額（円） 件 数（件）

現
年
度
分

特別徴収分

普通徴収分

合 計

普通徴収滞繰分
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後期高齢者医療特別会計　歳出

１．１．１．（２）一般事務事業（保険年金課）

※ 現役並所得者及び若年者の人数は総数の内数

２　委託関係 （単位　円）

月平均

委　　　託　　　名 業　　者　　名 金  額

ＭＣＷＥＬ後期高齢システム保険料軽減特
例の見直しに伴うシステム改修

行政システム（株）

合 計

　後期高齢者医療保険の被保険者証等の送付及び保険料の徴収に係る経費等、後期高齢者医療事務に係る一般的
な経費を適正に執行した。

１ 対象者数   （単位　人）

区 分 総  数 現役並所得者 若年者

   4月
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２．１．１．（１）広域連合分賦金（保険年金課）

１　広域連合負担金の状況

合   計

※ 「被保険者一人当たりの額」には端数が生じているため、各負担金区分における「被保険者一人当たりの額」の合
  計額と表中の合計額は一致しない。

保 険 基 盤 安 定 負 担 金

事 務 費 負 担 金

保 険 料 軽 減 措 置 負 担 金

　東京都後期高齢者医療広域連合関係区市町村負担金規則に基づき、東京都後期高齢者医療広域連合に対し負担
金を支払った。

  （単位　円）

区   分 負担金額 被保険者一人当たりの額

療 養 給 付 費 負 担 金

保 険 料 等 負 担 金
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３．１．１．（１）後期高齢者保健事業（健康推進課・保険年金課）

１　後期高齢者医療健康診査

       対 象 者　　後期高齢者医療保険に加入している市民

       会　　場　　市内２８医療機関

       期　　間　　６月１日から１２月３１日まで

３　委託関係

４　補助金関係

(1)  葬祭費支給状況

(2)  人間ドックの利用状況

(3)  宿泊施設利用状況

(4)  入浴施設利用状況

（単位　人）

内　　　容 人　　　数

（単位　人）

に い ざ 温 泉

日　　帰　　り

宿　　　　　泊

合　　　計

（単位　人）

清 瀬 市 立 科 山 荘

シ ー サ イ ド い ず た が

合　　　計

  （単位　円）

委　　　託　　　名 業　　者　　名 金  額

後期高齢者医療健康診査委託 （一社）清瀬市医師会

（単位　件）

葬 祭 費 支 給 件 数

　高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、後期高齢者医療被保険者に対する健康診査等を実施した。また、
健康維持に関心のある方、健康に不安を抱える方等を対象に健康測定会を実施した。

（単位　人）

受診者数

指導区分
詳細項目

受診者数(延
べ)

異常を
認めず

要観察 要指導 治療中
要医療

※
心電図 眼底 貧血

血清クレアチ
ニン

詳細項目内訳

健康測定会 健康センター
血圧・体組成・血管年齢・脳年齢測定・
栄養相談・健康相談など

※ 要医療及び治療中と判定された場合も含む。

２　健康測定会事業

事　業　名 会　場 内　　　　容
実施回数
（回）

参加者数
（人）
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